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2. 関連 文型 一 覧 


教師 用 指導 手引 き 書 に つい て 
この 手引 き 書 の 主要 な 目的 は 、『 新 文化 初級 日 本 語 」 (以下 「 新 文化 初級 」) を 作成 する に あたっ 


どの よう な 点 に 留意 すれ ば よい の か を 紹介 する こと で ある 。 

[新 文化 初级 | は 、 文 法 を 体系 的 に 習得 する こと と 、 日 本 の 生活 で 日 々 直面 する 場面 で の コミ 
ュ ニ ケー ショ ン が で きる こと を 目指 し て 作成 し た 教科 書 で ある 。 

[新 文化 初级 上 | の 各課 は | 本文] [ 文 型 | [練習 ] か ら 成 っ て いる 。 

・ 本 文 

本 文 は 、 学 習 者 が 日 本 の 生活 で 出会う で あろ うと 思わ れる 場面 や 、 興 味 を 持っ て いる と 思わ れ 
る 場面 の 中 で 文型 を 提出 し た も の で ある 。 学習 者 が 楽し く 学 習 で きる よう に 、 登 場 人 物 や スト ー 
リー に も 工夫 を 凝ら し た 。 課 ご と に トピ ッ ク を 設け 、 そ の トピ ッ ク に 基づい て 本 文 が 構成 され て 
いる が 、 中 に は 課 が 進む ご と に 展開 する スト ー リ ー ( 例 : 第 6、1 7、25、2 8 課 な ど ) も あ 
る の で 、 そ うい っ た 点 や 、 主 な 登場 人 物 の 人 間 関 係 に も 着目 し て 学習 を 進め る と よい 。 

* 文型 ま 

その 課 で 学習 する 新 出 文 型 を 取り 出し て 、 実 際 の 発話 に 結び つけ られ る よう な 例文 を いく つか 
提示 し た も の で ある 。 新 し い 活 用 な ど は 必要 に 応じ て 活用 表 や 図 で 示し た 。 

本 文 の 中 で 提示 し た 文型 を 軒 還 詩 に 入れ て 示し て ある 。 た だ し 、 一 文 で は 文 意 お が わかり に くい 
も の や 、 学 習 者 が 理解 し に くい も の に つい て は 、 本 文 の 文 と の 文 を 変え た 箇所 も ある 。 

※ で 示し た 文 は 、 そ こ で 学習 し た 文型 と 意味 が 似 て いる 文型 や 、 前 の 課 で 学習 し た 文型 で 復習 
が 必要 な も の な ど で あ る 。 

・ 練習 

新 出 の 学習 項目 と 発話 を 結び つけ る た め の 短 い 入 れ か え ぇ 練習 で ある 。 文型 練習 を 終え て か ら 行 
う も の で 、 新 出 の 学習 項目 を 学習 者 が 自分 の 表現 と し て 定着 させ る こと を 目指 し て いる 。 入 れ か 
え の た め の キ ュー は 教科 書 に は 3 、 4 し か 挙げ て いな い が 、 学 習 者 に 応じ て 補充 する と よい 。 


この 手引 き 書 の 構成 は 以下 の 通り で ある 。 
新 文化 初級 日 本 語 I・I 文型 一 覧 

「 新 文化 初級 ] で 学習 する 文型 の 一 覧 を 載せ た 。 
カリ キュ ラム 参考 例 

各課 の 進め 方 の 順番 と 時 間 配 分 の 一 例 と し て 、 本 校 で の 標準 的 な カリ キュ ラム 参考 例 を 載せ た 。 
各 课 (第 19 課 一 第 36 課 ) 


9 目標 
各課 で 目標 と すべ きこ と を 挙げ た 。 

⑪ この 課 で 学習 する 文型 
各課 で 学習 する 文型 の 一 覧 で ある 。 

⑪ 本 文 
| その 課 の スト ー リ ー を 簡単 に まとめ た 。 
[場面 ] 各 本 文 の 場面 に つい て 説明 し た 。 
[使用 文型 ] 本文 で 使わ れ て いる 文型 を 示し た 。 
〇 指導 の 際 の 留意 点 を 挙げ た 。 


器 
[ 语 荣 * 表现 


⑲ 文 型 


H 


办 練習 a 
> 巻末 


⑫ 練習 
その 練習 が どの . 
を 載せ た 。 
《资料 》 
1 . 動詞 ・ 形 容 詞 . 
課 ご と の 新 出動 詞 ょ 
2 . 関連 文型 一 覧 
同じ 文型 で 、 意味 * 
語 1・II』 か ら 「 訪 1 


この 手引 き 書 は 、 2 
る 。 さ ら に より よい \ 


注 ・「 文 型 」 上 层 便 宜 


関連 教材 「 新 文人 
(各 - 

[新 文化 

多 


及 |) を 作成 する に あたっ 
NN また 、 授 業 を 行う 際 に 


を 直面 する 場面 で の コミ 


味 を 持っ て いる と 思わ れ 
う に 、 登 場 人 物 や スト ー 
づい て 本 文 が 構成 され て 
2 5、28 課 な ど ) も あ 
め る と よい 。 


る よう な 例文 を いく つか 


し 


で は 文 意 が わか り に くい 
変え た 箇所 も ある 。 
課 で 学習 し た 文型 で 復習 


文型 練習 を 終え を て か ら 行 
を 目指 し て いる 。 入 れ か 
OD 


F ュ ラム 参考 例 を 載せ た 。 


DD 導入 例 、 準 備 物 、 発 展 例 な ど 、 授 業 を 行う 上 で 参考 と な る 項目 を し た 。 
[ 语 荣 : 表现 ] 教科 書 の 本 文 を 縮小 し た も の を 載せ 、 注 意 を 要する 箇所 に は 下線 を 引き 、 注 


釈 を 加え た 。 
ヾ 文型 
< 学習 する 文型 に つい て の 説明 、 指 導 の 際 の 留意 点 な ど に つい て まとめ た 。 説 
明文 中 の 「( 誤 )] は 正しく な い 文 、「 ? | は 不 自然 な 文 を 表す 。 
国 導入 例 、 準 備 物 、 練 習 例 、 発 展 例 な ど 文 型 を 指導 する 上 で 参考 と な る 項目 を 
し た 
中 練習 a その 文型 に 関連 する 練習 を 表す 。 
> 巻末 同じ 文型 で 意味 や 用 法 が 違う も の な ど を まとめ た ペー ジ が 巻末 (| 関連 文型 
一 覧 ]) に ある こと を 表す 。 
⑫ 練習 


その 練習 が どの 文法 項目 と 関連 し て いる の か を 示し 、 必要 な も の に は [練習 例 ] や [解答 例 ] 
を 載せ た 。 

(資料 

1 . 动词 。 形容词 一 览 

課 ご と の 新 出動 詞 と 新 出 形 容 詞 を まとめ た 一 覧 表 で ある 。 

2 . 関連 文型 一 覧 

同じ 文型 で 、 意 味 や 用 法 が 違う も の な どの 提出 箇所 を 5 0 音 順に まとめ た 。 『 新 文化 初級 日 本 

語 1・IL』 か ら 「『 文 化 中 級 日 本 語 T 』 まで の 関連 文型 が まとめ て ある 。 


この 手引 き 書 は 、 本 校 で 日 本 語 教 育 に 携わっ て きた 教師 の 意見 を 参考 に し て まとめ た も の で あ 
る 。 さ ら に より よい も の に する た め に 、 ご 意見 を お 寄せ いた だ けれ ば 幸い で ある 。 


2000 年 3 月 
「 新 文化 初級 日 本 語 教師 用 指導 手引 き 書 』 作成 委 員 会 


注 :「 文 型 」 と は 便宜 上 ここ に 記し た も の で 、「 新 文化 初級 ] で は 特別 な 名 称 を 用 い ず 数 字 の み で 示し た 。 


関連 教材 「 新 文化 初級 日 本 語 I ・I 練習 問題 集 

( 各 文 型 及 び 本 文 に 対応 する 練習 問題 ) 

「 新 文化 初級 日 本 語 教科 書 用 テー プ ]」 
(全て の 本 文 と 、 文型 と 練習 の 一 部 を 収録 し た 。 本 文 は 、 BGM な ど が 入っ て いる 
本 文 と 音声 の み の も の 両方 を 収録 し た 。 文型 と 練習 の 収録 箇所 は 、 本 書 の [e9| 
参照 。) 

『 楽 し く 聞 こう 1 ・I』 「 楽 し く 話 そう 

[楽し く 聞 こう テー プ ! 「 楽 し く 読 も う 1I・Il』 

「 楽 し く 聞 こう 教師 用 


多 新 文化 初級 日 本 語 1・ 文型 一 覧 


生活 会 话 
生活 会 話 


1. あい さ つ 
の He 


3 。 
4 . 


あな た の 猫 は どれ で すか 。 
A : あな た の 猫 は どれ で すか 。 
B : あの 黒い の で す 。 


: 第 4 課 
> い 形容 詞 ・ な 形容 詞 (p30 33) 


| 第 


1 


2。 


9 


A : 吉 田 さ ん の 部 屋 は 広い で すか 。 
8 | は い 、 広 いで す 。 
いい え 、 広 く あ り ま せん 。 
A : 佐藤 きん の 部 屋 は 静か で すか 。 
| は い 、 静 か で す 。 
いい え 、 静 か じゃ あり ませ ん 。 
この きれ いな 傘 は 吉田 さん の で す 。 


場所 の 言い 方 (p36) 


Ls 


2 


3 に 


テー ブル の 上 に ケー キ と コー ヒー が あり ます 。 


車 の 後ろ に 男の子 が いま す 。 


駅 の そば に デパ ー ト や 病院 (な ど ) が あり ます 。 


| A : テー ブル の 上 に 何 が あり ます か 。 
は が ー キ と gー ビ ー が あります, 
| A : 電話 の 横 に 誰が いま すか 。 
B : 田中 さん が いま す 。 
] A : 箱 の 中 に 何 が いま すか 。 
B : 猫 が いま す 。 
A ん : デパ ー ト は どこ に あり ます か 。 


ZN 三信 だこ! に あり ます 。 ER 


A : この 階 に お 手洗 い は あり ます か 。 
は い 、 あ り ま す 。 あ そこ で す 。 


いい え 、 あ り ま せん 。 3 階 に あり ます 。 


6 課 
> 動詞 (p46、47) 


es 


2 
> 人 
4 


コー ビー を 飲み ます 。 
学校 へ 行き ます 。 
学校 で 勉強 し ます 。 

7 時 半 に 起き ます 。 

朝 、 新 聞 を 読み ます 。 

A : た ば こ を 吸い ます か 。 
B : いい え 、 吸 いま せん 。 


数 
日 本 の お 金 
第 1 課 
1. 時 間 
B。 11 1 生か 
B : は い 、 1 時 で す 。 
| 
B : 1 時 で す 。 
3. テス ト は 9 時 1 0 分 か ら 1 0 時 まで で す 。 3 
4 今日 の テス ト は 9 時 10 分 か ら 10 時 まで で す 。: 第 5 課 
5. 曜日 
| 
7. A: テス ト は いつ で すか 。 
B : 月 曜日 で す 。 
8. A : 休 み は い つ で すか 。 
B : 土曜 日 と 日 曜日 で す 。 
第 2 課 
> 物 の 名 前 (p24) 
1. A : 何で すか 。 
B : 教科 書 で す 。 
2. A: 教 科 書 で すか 。 
HE 
いい え 、 教 科 書 じ ゃ あり ませ ん 。 ノ ー 
ト で す 。 
3. A: 誰 の 教科 書 で すか 。 
B : 私 の 教科 書 で す 。 プ 私 の で す 。 
れれ 
それ ) は 私 の 教科 書 で す 。 
あれ 
5. それ も 私 の で す 。 
第 3 課 
1. この 猪 
その 獲 ) は 私 の で す 。 
あの 猪 
2. その 大 きい 猫 は 私 の で す 。 


うち で は 食べ ませ ん 。 外 で 食べ ます 。 


7 . ビー ル か 日 本 酒 
8. A : よ く 本 を 読 
は い 、 よ 


B : 1 uu 


いい え 、・ 
9. 私 は ロッ ク が 好 
10. A : どん な 音楽 

B : クラ ンク 0 
11. 動詞 の 辞書 形 の 


第 7 課 
っ | まあ 
1. 行き っ ob 


2. 郵便 局 へ 行き ま 
行き まし た 
3. A: 何 か 買い ま 
は い 、 切 : 
ug 
A : どこ か へ 行 
は い 、 池 : 
いら え 、 
A : 財 布 は ( ど 
所 2) 
いら え 、 
4. 部 屋 の 中 を 捜し 
ませ ん で し 
5. 時 の 言い 方 1 
6. | A : どん な 周 
| B : 赤 く て 小 
A : どん な 店 
ls: 


Bs 


， お 人 金 だ け で 宮 
8. 小野 さん の 財布 


第 8 課 
1. A: 何 日 間 / ど 
: 1 週間 で す 。 


:上 > a 


: 楽し 


と MH > 


か っ : 
く あ 
< 
じゃ あり 


ew 


3 大 变 | 


4. いい 天気 
じゃ : 


(p30 ~ 33) 

屋 は 広い で すか 。 

く あ り ま せん 。 

屋 は 静か で すか 。 
記す 。 

か じゃ あり ませ ん 。 
吉田 さん の で す 。 


財 キ と ュー ヒー が あり ます 。 
が いま す 。 

ト や 病院 (な ど ) が あり ます 。 
上 に 何 が あり ます か 。 

ー ヒ ー が あり ます 。 

誰が いま すか 。 

いま す 。 

が いま すか 。 


Kg) 
| 


攻 に あり ます 。/ こ こ で す 。 
沈 い は あり ます か 。 
ます 。 あ そこ で す 。 
0 ませ ん 。 3 階 に あり ます 。 


す 。 


8 
ます か 。 


ませ ん 。 
5。 外 で 食べ ます 。 


7. ビー ル か 日 本 酒 を 飲み ます 。 
8. A: よ く 本 を 読み ます か 。 
は い 、 よ く 読 み ま す 。 
いい え 、 あ まり 読み ませ ん 。 
いい え 、 ぜ ん ぜん 読み ませ ん 。 
9. 私 は ロッ ク が 好き で す 。 
10. A : どん な 音楽 が 好き で すか 。 

B: ク ラシック 音楽 が 好き で す 。 
11. 動詞 の 辞書 形 の 作り 方 


B:: 


第 7 課 
まり ES 
De 生 en 
i 


2. 郵便 局 へ 行き まし た 。 そ れ か ら 、 デ パー ト へ 
行き まし た 。 
3. A : 何 か 買 いま し た か 。 
0 
1 いい え ぇ 、 何 も 買い ませ ん で し た 。 
A : どこ か へ 行き まし た か 。 
eh 
いい え 、 ど こ へ も 行き ませ ん で し た 。 
A : 財布 は (どこ か に ) あり まし た か 。 
ns 
lu いえ 、 ど こと に ちあ り ま せん で し た 。 
4. 部 屋 の 中 を 捜し まし た 。 で も 、 ど こ に も あり 
まぜ ん で し た 。 
5. 時 の 言い 方 1 
6 Seo 
B : 赤く て 小さ きい 財布 で す 。 
A : どん な 店 で すか 。 
Pe 
7 。 お金 だ け で す 。 
8. 小野 さん の 財布 じ と ゃ あり ませ ん か 。 


第 8 課 
1. A: 何 日 間 プ どの ぐら いで すか 。 
B : 1 週間 で す 。 
2。 AB どう で し たか 。 
か っ た で す 。 
B 3 A 过 时 ュー 
1 く あ り ま せん で し た 。 
GS 
ペン 
9 上 じゃ あり ませ ん で し た 。 
し だ 。 
じゃ あり ませ ん で し た 。 


A いい 天気 | 


避 


2 OO rt 4 IO RES SS SO AS 


> 


全 


: 第 1 


た ww tM 请 


69。 “I Yi A BY 


楽し か っ た で す が 、 疲 れ ま し た 。 

昼 は ちょ っ と 暑かっ た で す が 、 朝 と 夜 は あま 
り 暑 く あ り ま せん で し た 。 

パイ ナッ プル は 安く て お いし か っ た で す 。 
魚 も 新鮮 で お いし か っ た で す 。 


動詞 て 形 

ビー ペペ 来 で くだ さい 。 

手伝い まし ょ うか 。 

朝 、 お ふろ に 入っ て も いい で すか 。 
遅れ て は いけ ませ ん 。 

1 0 時 まで に 帰っ て 来 て くだ さい 。 

きれ い に そ うじ を し て くだ さい 。 

コイ ン ラ ンド リー の 使い 方 を 教え て くだ さい 。 
ふた を し て 、 お 金 を 入れ て くだ さい 。 


時 の 言い 方 2 

0 课 

2 时 2 1 分 

新宿 で 電車 に 乗り ます 。 

広田 さん は 、 今 、 電 話 を し て いま す 。 

新館 の 部 屋 は 洋室 で 、 上 旧館 の 部 屋 は 和室 で す 。 


1 課 
家族 の 呼び 方 
横浜 に 住ん を で いま す 。 
高校 を 卒業 し て か ら 会 社 に 勤め て いま し た 。 
ファ ッ シ ョ ン の 勉強 を し ます 。 
日 本 ヘ へ ファッショ ン の 勉強 を し に 来 ま し た 。 
ファ ッ シ ョ ン シ ョ ヨー に 人 行き ます 。 
洋服 を 作る の が 好き で す 。 
A: 誰 と ファ ッ シ ョ ン シ ョ ー に 行き ます か 。 
B : 友達 と 行き ます 。 
デザ イン の 勉強 を し た いで す 。 
A : も う 学 校 を 決め まし た か 。 
は い 、 も う 決め まし た 。 
いい え 、 ま だ 決め て いま せん 。 


2 課 

料理 の こと ば 

も っ と 大 きく 切っ て くだ さい 。 
な べ で 炒め ます 。 

た まね ぎ を 薄く 切り ます 。 


5. 固く な り ま す 。 
6. 薄切り の 牛肉 を 長く 煮る と 、 固 く な り ま す 。 
7. 動詞 基 本 体 (現在 ) 


第 1 3 課 

1. い 形 容 詞 ・ な 形容 詞 ・ 名 詞 基本 体 (現在 ) 

2. 日 本 で の 生活 は 楽し いで すか 。 

3. アル ン さ ん は 大 学院 で 経済 学 の 勉強 を し て い 
る 学生 で す 。 

4. A : 東京 の 生活 環境 を どう 思い ます か 。 
B : いい と 思い ます 。 

5. A: どう し て いい と 思い ます か 。 
Bi : 究 全 だ か ら で す 。 

6. いろ いろ な 学校 が ある し 、 大 きい 本 屋 も 多い 
し 、 と て も 便利 で す 。 

7 . どん な 講義 ご わか り に くい で すか 。 

8. 今 は も う 慣 れ ま し た か ら 、 楽 し いで す 。 

9. 講義 が よく わか ら な い 時 は 、 友 達 に 開き ます 。 


第 1 4 課 
1. 基本 体 (過去 ) 
2. 休憩 時 間 が 短かっ た の で 、 私 は バス を 降り な 
か っ た 。 


3. 花 の スケ ッ チ を し た り 、 
ろ 質 問 し た り し た 。 


植物 園 の 人 に いろ い 


第 1 5 課 
1. A: 中 野 と 東中野 と どちら の ほう が 近い で す 
か 。 

B : 東中野 の ほう が (中 野 よ り ) 近い で す 。 

: 中 野 と 東中野 と どちら の ほう が に ぎ や か 
で すか 。 

B : 中 野 の ほう が ずっ と に ぎ や か で す 。 

: 中 野 と 東中野 と どちら の ほう が 近い で す 
か 。 

B: どちら も 同じ くら いで す 。 

4. 関東 バス も 西武 パス も 通り ます 。 

5. 遠 す ぎ ま す 。 

6. A: 東 中 野 と 三鷹 と 池袋 の 部 屋 の 中 で 、 ど れ 

が いち ば ん 静か で すか 。 
B : 東中野 の 部 屋 が いち ば ん 静か で す 。 

7 この 部 屋 は 台所 が 広い で す 。 


8. この 部 屋 は 三鷹 の 部 屋 より 駅 か ら 近 いで す 。 


た wow MM = 


| 第 1 


た ~ 


95 


oo ON 必 で 5 


この 部 屋 は みっ つの 部 屋 の 中 で いち ば ん 新 し 
いで す 。 
部 屋 を 見 に 行き まし ょ う 。 


6 課 

ひざ を 打っ た ん で す 。 

A : まだ 痛い で すか 。 

B : いい え 、 も う 痛 く あ り ま せん 。 

も う 少 し か か る か も し れ ま せん 。 

お ふろ に 入ら な いで くだ さい 。 

治る まで お ふろ に 入ら な いで くだ さい 。 

(1 ) 寝る 前 に 、 は りか えて くだ さい 。 

( 2 ) ご は ん を 食べ た 後 ( で ) 、 飲 ん で くだ さい 。 
わか ら な いこ と は あり ませ ん か 。 


7 課 

沖縄 、 九 州 地 方 は 雨 で し ょ う 。 

A : いっ し ょ に 行き ませ ん か 。 

B : いい で すね 。 

新しい 車 を 買っ た ん で す が 、 ド ライ ブ に 行き 
ませ ん か 。 

A : 明日 の お 天気 は どう で し ょ うか 。 

B : た ぶん 晴れ る だ ろう と 思い ます 。 

弟 は 野球 を 見 に 行く と 言っ て まし た 。 
天気 予報 に よる と 、 明 日 は 晴れ と きど きく も 
Us 


8 课 

朝 ご は ん を 食べ な い の は 体 に よく あり ませ ん 。 
最近 、 朝 ご は ん を 食べ な い 人 が 増え て きた 。 
最近 、 朝 ご は ん を 食べ な い 人 が 増え て きた 。 
夜中 に お 菓子 な ど を 食べ な が ら テ レビ を 見 た 


9 課 
服装 の こと ば 
ちょ っ と 見 て み ま す 。 
子供 が いな く な っ て し まい まし た 。 
( 1 ) 試着 し て いる 間 、 こ こ で 待っ て いて く 
だ さい 。 
( 2 ) 試着 し て いる 間 に 、 
We 
この 近く に いる は ず で す 。 
赤い T シ ャ ツ を 着 て いま す 。 


子供 が いな く な っ 


7; 从 三越 元 全 
は い 、 知 
いい え 、 

8 。 ここ を まっ りら 

ざい ます 。 
第 2 0 課 

1. 経営 学 の 勉強 を 

2. 東都 大 学 を 受け 

3。 いる か どう か わ , 

4. いつ ある か わか 

5. 筆記 試験 を 受け 

第 2 1 課 
1. 電話 を し な いで | 
2. 花 や 生 鮮 食 品 は 、 
す 。 

3. 嫌い な も の は 無 } 

4. ちょ っ と お 待 語 

5. これ は 母 が 作っ 7 

第 2 2 課 

1. ピア ノ が 弾け ま 

2. A : 結婚 式場 で 1 
は い 、 あ |! 
いい え 、2 

3 な ら 弾 け : 

4 . 練習 すれ ば 、 弾 

5. A: 1 週間 に ど 6 

B :3 日 SO 

6. アル バイ ト の 方 1 

ここ で た ば さき 8 
第 2 3 課 
| 

山 hu < く なき そ : 
tt Co 

の 人 
す 。 

3. 雨 が 降り そう で 

4。 あん な ワン ヒビ 

a 
5: ワンピース が 3 
6. 何 か 見 た い 物 は 3 


の 部 屋 の 中 で いち いち ば ん 新 し 


の 。 

前 く あ り ま せん 。 

5 し れ ま せん 。 

で くだ さい 。 

A ら な いで くだ さい 。 
りか えて くだ さい 。 


た 後 ( で ) 、 飲 ん で くだ さい 。 


ちり ませ ん か 。 


Ta 
ミ ろ うと 思い ます 。 
格言 っ て まし た 。 
明日 は 晴れ と きど きく も 


\ の は 体 に よく あり ませ ん 。 
『 べ な い 人 が 増え て きた 。 

E べ な い 人 が 増え て きた 。 

食べ な が ら テ レビ を 見 た 
まる 。 


間際 まい まし た 。 
間 、 ここ で 待っ て いて く 


間 に 、 子供 が いな く な っ 


7. A : 三 越 デ パー ト を 知っ て いま すか 。 
は い 、 知 っ て いま す 。 
いい え 、 知 り ま せん 。 


8. ここ を まっ すぐ 行く と 、 エ スカ レー ター が ご 


ざい ます 。 


第 2 0 課 
1. 経営 学 の 勉強 を し よう と 思っ て いま す 。 
2. 東都 大 学 を 受け る つも り で す 。 
3. いる か どう か わか り ま せん 。 
4. いつ ある か わか り ま せん 。 
5. 筆記 試験 を 受け な く て は いけ ませ ん 。 


第 2 1 課 
1. 電話 を し な いで 訪問 し て は いけ ませ ん 。 


2. 花 や 生 鮮 食 品 は 、 玄 関 で 渡し た ほう が いい で 


す 。 


3. 嫌い な も の は 無理 に 食べ な く て も いい で す 。 


4. ちょ っ と お 待ち くだ さい 。 
5. これ は 母 が 作っ た お 菓子 で す 。 


第 2 2 課 
1. ピア ノ が 弾け ます 。 


2. A : 結婚 式場 で 仕事 を し た こと が あり ます か 。 


は い 、 あ り ま す 。 
いい え 、 あ り ま せん 。 
3. ピア ノ な ら 弾 け ま す 。 
練習 すれ ば 、 弾 け ます 。 
5. A: 1 週間 に どの ぐら い 来 られ ます か 。 
B : 3 目 で らい で す 。 
6. アル バイ ト の 方 も 使う こと が で きま す 。 
ここ で た ば こ を 吸う こと は で きま せん 。 


た 


第 2 3 課 
a Ce 
” | ス な きそう で す 。 
そう で oo 
2. 人 利 | ーーー 6 
じゃ な さそ う で す 。 で は な さそ う で 
す 。 


3. 雨 が 降り そう で す 。 


4. あん な ワン ピー ス が ほし いと 思っ て いた ん で 


す 。 


5。 ワン ピー ス が ほし いと 思っ て いた ん で す 。 


6. 何 か 見 た い 物 は あり ます か 。 


7 。 ワン きん は プロ ー チ を ほし が っ て いま し た 。 
8. ワン さん は 日 本 料理 を 習い た が っ て いま し た 。 
: 第 24 課 
: 1. 輸送 機関 が 発達 し た の で 、 生 鮮 食品 も 送れ る 
よ の に な まじ だ た 。 
2. 最近 は 、 お 中 元 や お 歳暮 を 自分 で 持っ て 行か 
な くべ な 0 まし た 。 
3. 私 は アル ン さ ん に チョ コレ ー ト を あげ まし た 。 
4. 私 は お お ぜ い の 人 に お 中 元 を も らい まし た 。 
: 第 25 課 
: 1. 親しい 友達 と の 会 話 1 
2. 親しい 友達 と の 会 話 2 
3. 親しい 友達 と の 会 話 3 
4. 友達 が (私 に ) プー ル の 招待 券 を くれ まし た 。 
5. 行き た いけ ど 、 明 日 は アル バイ ト が ある の 。 


: 第 26 課 


> 自動 詞 と 他動詞 (p74 一 77) 


1. 電源 を 入れ て も つか な いん で す 。 
2. 故障 し た ん じゃ な く て 、 プ の で は な く て 、 電 
池 が な く な っ た ん で す 。 
3. 電池 の 方 向 を 間違え る と 、 こ われ る こと が あ 
り ま す 。 
: 第 2 7 課 
: 1. 壁 が 汚れ て いま す 。 
2. 段ボール 箱 を 集め て お きま す 。 
3. 食器 は 、 割 れ な いよ うに 、 新 聞 紙 で 包ん で お 
きま す 。 
4. 中 身 を 入れ た まま 運ぶ と 危な いで す 。 
5. 重く て 持て ませ ん 。 
: 第 28 課 
: 1. 母 : 誰 が この 写真 を 撮っ て くれ た の ? 
武 : 京子 さん が 撮っ て くれ た ん だ 。 
2. 母 : 誰 に 送っ て も ら っ た の ? 
良子 : 武 さ ん に 送っ て も ら っ た の 。 
3. (1) うち を 出る 時 、 私 は 母 に 今日 は 遅く な 
6. ど 言 MY ま し た 。 
(2) 武 き ん の うち へ 行っ た 時 、CD を 借り 
まし だ 
4. 武 さ ん に セー ター を 編ん で あげ る つも り で す 。 


qe 


5. マフ ラー し か 編 め ませ ん 。 
6 。 ) 良子 : 明日 、 銀 河 施 で 待ち 合わ せ を し 
まし よう 6 
京子 : その 店 は どこ に ある ん で すか 。 
(2) 良子 : 明 日 、 新 宿駅 の 東口 で 待ち 合わ 
CE 
京子 : : あそこ は 人 が 多 す ぎる か ら 、 別 
の 所 に し まし ょ う 。 
第 2 9 课 
1. 西田 先生 が (私 に ) 花 を くだ さい まし た 。 
(私 は ) 西田 先生 に 花 を いた だ きま し た 。 
2. 先生 の 奥さん が 洗濯 を し て くだ さい まし た 。 
先生 の 奥さん に 洗濯 を し て いた だ きま し た 。 
31。 今 、 終わ っ た と ころ る です 。 
4. いろ いろ な 人 と 日 本 語 で 話す よう に し て いま 
す 。 
第 3 0 課 
1. A: 由 美 き ん は いら っ し ゃ いま すか 。 
B : いい え 、 由 美 は 今 お り ま せん が 。 
2. A : 由 美 き ん は いら っ し ゃ いま すか 。 
B : いい え 、 由 美 は 今 お り ま せん が 。 
3. すみ ませ ん が 、 ナ プ キ ン を 取っ て いた だ け ま 
第 3 1 課 
1. 安く 確実 に 行く な ら モ ノレ ー ル に 乗る と いい 
Se 
424 タグ か = で 行く と こと に し まず 
3. 空港 に 着い た ら 、 す ぐに チェ ッ ク イ ン し て く 
だ さい 。 
4. 大 きい 荷物 は 預け る こと に な っ て いま す 。 
5 。 まる で 、 ぉ も ちゃ | エフ です 
みた いで す 。 
6. 音 を 大 きく する こと が で きま す 。 
7 。 景色 が 見 えま す 。 
音 が 開 こ えま す 。 
第 3 2 課 
1. この 雑誌 に いろ いろ 書い て あり ます 。 
よう で す 。 
2. 最近 忙し し みた いで す 。 


ーーー ニ ei10 


3. せっ か く 誘 っ て も ら っ た の に 、 行 け すま せん で 
Ca 
4. 後ろ の 人 に 押さ れ ま し た 。 
5. 駅 に 着い た ら 、 も う 、 人 が お お ぜ い い まし た 。 
: 第 3 3 課 
: 1. イン スタ ント ラー メン は 1 9 5 8 年 に 日 本 で 
初め て 作ら れ ま し た 。 
ek | ee, 
3. 穴 が 開い て いな いか どう か 検査 を し て いる と 
トー の 
4. 検査 は 機械 が 自動 的 に 行い ます 。 
5. 安全 な カッ プ を 作る た め に 、 社 員 が 研究 し て 
いま す 。 
: 第 3 4 課 
: 1. 毎日 練習 ば か り し て いま し た 。 
2. 広美 に 家 の 手伝い を させ まし た 。 
3. 進路 が 決ま ら な く て 心配 し まし た 。 
4. 就職 し た ら ど う で すか 。 
第 35 課 
1. 読め そう で す 。 
読め そう に あり ませ ん 。 
2. 講演 会 は も う 始 まっ て いま すか 。 
3. ちょ うど 今 始 まる と ころ で す 。 
4 . 今日 の 講演 を 録音 させ て いた だ きた いん で す 
が …。 
5. いく ら 読 ん で も わか り ま せん 。 
6. も う 読 ん で し まい まし た 。 
Ye いつ で も いい で す 。 
8. 忙し く な けれ ば 行き ます 。 
: 第 3 6 課 
下 新入 生 は 、 先 輩 に いろ いろ な こと を させ られ 
まず 。 
2. 日 本 に いる うち に いろ いろ な 経験 を し て みた 
ら ど う で すか 。 
3. 注文 し て あり ます 。 


を カリ キュ ラ 
各課 の 授業 全体 の 


『 新 文化 初 


「 新 文化 初級 日 本 
下 D [第 1 9 課 
文型 1 、2、 練 習 a 


人 る 第 19 課 [7 時 
I . 文型 ] [1 
. 文型 3 、 練 ゃ 


I 
皿 . 文型 5、 本 ) 
IV. 文型 6 、 練 
V. 本 文 2、 聞 8 
M. 文型 8 、 練 3 
WI. 本 文 3 、 練 
⑧ 第 20 課 [5 時 
| 

II. 文型 2 、 凿 下 
四 . 文型 3、4、 
IV. 文型 5、 練 
V. 本文? 


5 っ た の に 、 行 け ま せん で 


し た 。 


寺 人 人 が お お ぜ い い まし た 。 


( ン は 1 9 5 8 年 に 日 本 で 


EO 
本 


\ で す 。 
\ ど うか 検査 を し て いる と 


り に 行い ます 。 
5 た め に 、 社 員 が 研究 し て 


遇 まし た 。 

億 させ まし た 。 
選 配 し まし た 。 
『 か 。 


た ん 。 

5 で いま すか 。 

引 こ ろ で す 。 

Ss せ て いた だ きた いん で す 


ト h り ませ ん 。 
| BA 


ます 。 


hN ろ いろ な こと を させ られ 


ト ろ いろ な 経験 を し て みた 


人 カリ キュ ラム 参考 例 


各課 の 授業 全体 の 流れ は 、 原 則 と し て 以下 の 通り で ある 。 


( 聴 解 、 会 話 、 


(文型 、 本 文 、 練 習 な ど ) 


学習 者 の 必要 に 応じ た 補充 
読解 、 作 文 、 表 記 、LL、VTR) 


「 新 文化 初級 日 本 語 I ・T」 の 内 容 に 沿っ た 学習 


?・| [ 新 文化 初級 日 本 語 練 習 問題 集 1 ・T」 に よる 復習 


評価 (テス ト ) と フィ ー ド バッ ク 


以下 に 紹介 する カリ キュ ラム 参考 例 は 上 記 の 1. に つい て の み 記 し た も の で ある 。「 1 時限 = 
5 0 分] と いう 設定 で 、 学 習 順序 と 配分 の 参考 例 を 示し た 。 


[ 新 文化 初級 日 本 語 」 カリ キュ ラム 参考 例 
下 の 「 第 19 課 [7 時 限 ]] は 第 1 9 課 を 7 時 限 に 分 け て 学習 する こと を 示す 。 ま た 、「I. 
文型 1、2 、 練 習 a] は 第 1 9 課 の 1 時 限 目 の 学習 内 容 が 文型 1 、2 と 練習 a で ある こと を 示す 。 


全 第 1 9 课 [7 时限] 


Le 
IT, 文型 3、 
文型 5 、 
文型 6 、 
本 文 2 、 
文型 8 、 
本 文 3 、 


る 


2 、 練 習 a 
練習 b、 文 型 4 
本 文 1 、 練 習 c 
練習 d 
文型 7 、 練 習 e 
練習 f 
練習 f 発展 


20 課 [5 時 限 ] 


文型 2、 
文型 3 、 
文型 5 、 


@ 第 
I. 文型 
I. 
I. 
MV. 
V. 本 文 2 、 


練習 a、 本 文 1 
4 、 練 習 c 
練習 e 

3 、 練 習 b、d 


< 


第 21 課 [5 時 限 ] 
i る? 


. 文型 3 、 練 習 a 、 


I 
I. 本 文 1 
Mo 文 季 4 5 
V. 本 文 2 


第 2 2 課 [5 時 限 ] 
Ts el 林 六 1 
『。 文型 。 3 

五. 文型 4 、 練 習 a 
IV 
V 


文型 5 練習 'b、 


; 文 型 6、 本 文 3 


参考 


本 文 2 


全 第 2 3 课 [6 时限] 会 第 2 8 课 [5 时 限 ] 


: 第 3 1 课 [4 
16. 2 i 


文型 1 、 練 習 a L. 文型 2、 
1 3 Wa II. 文型 2、 練 習 b II. 文型 1、4 
皿 . 文型 4、5、 本 文 1、 練 習 b 皿 . 文型 3、 本 文 1 邊 。 文型 3、4 
IV. 文型 6 、 Me 4 WV. 文型 4、5、 本 文 2 IV. 本 文 2 
V. 文型 7、8 : V. 文型 6、 本 文 3 
VM. 本 文 2 、3、 練 習 c @ 第 35 課 [6 
: 全 第 2 9 课 [3 時 限 ] T， 文 型 
⑧ 第 2 1 课 [4 时限 ] 1 の 了 I. 本文 1 
Eo XT JS 本 皿 . 文型 3 
II. 本 文 1 于. 文型 4、 本 文 2 W. 本 文 2 軸 
皿 . 文型 3、4 V. 文型 6、9 
WV 本 文 2、3 : @ 第 3 0 课 [5 時限] VW. 文型 8、 オ 
: I. 文型 1、 練 習 4、b 
全 第 2 5 课 [5 时限] II. 文型 2 (]〕)~4)、 練 習 c る ⑧ 第 36 課 [3 
I. 文型 1、3、 練 習 a、b 五 . 文型 2 ⑤-8⑧)、 本 文 1 IT. 文型 1、 弟 
I. 文型 2 、 練 習 c、d WV. 本 文 2、 文 型 3、 練 習 d II. 文型 2、 え 
有 . 文型 4、 第 2 4 課 文型 3 、 4 復習 、 WS A DL 亚 . 文 型 3、 镜 
参考 ; 
NN. 本 文 1、 練 習 e : @ 第 3 1 課 [5 时 限 ] 
V. 文型 5、 練 習 f、 本 文 2 : 1. 文型 1、 練 習 a、 
本 文 1 (最初 一 1 4 行 目 ) 
⑧ 第 2 6 課 [5 時 限 ] : I. 文型 2、3、 練 習 b 
I . 自動 詞 他 動詞 概念 導入 、 : 息 . 本 文 1 (15 行 目 一 最後 )、 文 型 4 
> 自動 詞 と 他動詞 SS 
II. 本 文 1 会 話 1、2、 練 習 a 本 文 3 3 2 行 目 ) 
亚 . 本 文 1 会 話 3 一 6、 練 習 b、c V. i 、 本 文 3 (1 3 行 目 一 最後 ) 
IW. 文型 1、3 
V. 文型 2 、 練 習 d、 本 文 2 3 2 识 [4h 
| め 
第 2 7 課 [6 時 限 ] Il. 本 文 1、 文型 3 
I. 文型 1、 練 習 c 四 . 文型 4、 練 習 a 
II. 本 文 1、 練 習 a、b IV. 文型 5、 本 文 2 
四 . 文型 2 、 練 習 d、 文 型 3 
IV. 本 文 2 : @ 第 3 3 課 [4 時 限 ] 
V. 文型 4、5、 練 習 e :  [. 文型 1、 本 文 1 (p140) 
VM. 本 文 3 II. 文型 2、 本 文 1 (p141) 
Wa SS 4 
KM. 文型 5、 本 文 2 


2 


@@ 第 3 4 課 [4 時 限 ] 
I. 文型 2、 練 習 a 
IL. 文型 1、 本 文 1 
皿 . 文型 3、 4 
2 IV. 本 文 2 


@@ 第 3 5 課 [6 时限] 


TT 
II. 本 文 1、 練 習 a 
亚 . 文型 3、4、 練 習 b 
WV. 本 文 2、 文 型 5 
Va 区 刑 6、7 
MI. 文型 8、 本 文 3 
、b 
練習 c ⑧ 第 36 課 [3 時 限 ] 
本 文 1 I. 文型 1 、 練 習 a 
、 練習 II. 文型 ?、 本 文 1 
五 . 文型 3 、 練 習 b、 本 文 2 
4 行 目 ) 
目 - 最 後 )、 文 型 4 
1 2 行 目 ) 


区 3 (1 3 行 目 一 最 后 ) 


(p140) 
| (p141) 


[ 语 荣 . 表现] 


© 客 
@ 上 9 この 課 の 目標 @ | 店员 A 
・ 人 の 服装 に つい て 簡単 に 述べ る こと が で きる 。 
・ 自 分 の 不 注意 で 起こ っ て し まっ た こと の 説明 と 謝罪 が で きる 。 ③ 店员 人 
・ 目 的 地 へ の 行き 方 の 説明 を し た り 、 説 明 を 聞い て 目的 地 へ の 行き 方 を 理解 し た り で きる 。 安 
DD | 店 員 A 
⑪ この 課 で 学習 する 文型 を 
1. 服装 の こと ば (⑥) 
2 。 ちょ っ と 見 て み ま す 。 ⑦ 子供 
3. 子供 が いな く な っ て し まい まし た 。 3 
4. (1) 試着 し て いる 間 、 こ こ で 待っ て いて くだ さい 。 @ 客 
(2) 試着 し て いる 間 に 、 子 供 が いな く な っ て し まっ た ん で す 。 ⑨ | 店员 A 
5 . この 近く に いる は ず で す 。 客 
0 
97 が 店员 A 


7 A : 三越 デパ ー ト を 知っ て いま すか 。 @ 


| は い 、 知 っ て いま す 。 @ 
1 
We Eh 店员 人 
8. ここ を まっ すぐ 行く と 、 エ スカ レー ター が ご ざい ます 。 
人 D 本 文 
子供 を 連れ て デパ ー ト に 買い 物 に 来 た 母 親 が 試着 を し て いる 間 に 子 供 が 迷子 に な る 。 店 員 に 
店 内 放送 を し て も らい 、 無 事 子供 が 見 つか る 。 
ーー 一 一 今 本文 1 子供 が いな く な っ て し まっ た ん で す 。|S9 ① す すみません 議 
[場面 ] 色 を 表す 形容 詞 
デパ ー ト の 婦人 服 売 場 で 母親 が 試着 を し て いる 間 に 子 供 が いな く な っ て し まう 。 | 
[使 用 文 型 ] | Hv 二 
XI 3 黄色 v、 東 
| ーー 
一 :十 名 
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ー 


[ 语 荣 * 表现 ] 


| 客 : すみ ませ ん 、 こ れ の 赤 は あり ます か 。 

| : 赤 で すか 。 少 々 お 待ち くだ さい 。 

] ちょ っ と 見 て み ま す 。 

| 

| : お 客 様 、 あ り ま し た 。 ど う ぞ 。 

# を 理解 し た り で きる 。 客 : すみ ませ ん 。 

| あの 、 こ れ 、 着 て みて も いい で すか 。 

| : は い 、 ど う ぞ 。 吉 着 室 は あちら で ご ざい ます 。 
客 : は い 。 伸 ちゃ ん 、 お 母さん が 試着 し て いる 間 、 

~ 
| : 7k。 


客 : 伸 ち ゃ ん 、 お 待た せ 。 伸 ちゃ ん 。 伸 ちゃ ん 。 
: どう か な さい まし た か 。 
客 : あ 、 あ の 、 子 僕 が いな く な っ て し まっ た ん で す 。 この辺 に 
3 歳 ぐ らい の 男の子 が いま せん で し た か 。 
: 3 歳 ぐ らい の 男 の お 子 さ ん で すか 。 
| 客 : ええ 。 私 が 試着 し て いる 間 に 、 い な く な っ て し まっ た ん で す 。 


ほん の 2 、。 3 分 の 間 に 。、 ど こ か べ 行 っ で し まっ た だ た ん で す 。 
ES ちか 
"ビビ じ p まだ さる の 折る は はず で ずれ ね 本 し で て み ま し EF Fe 


① す み ま せ ん 、 こ れ の 赤 は あり ます か 。 
色 を 表す 形容 詞 は 既習 で ある が 、 名 詞 は 初出 で ある 。 


| い 形容 詞 名 詞 
白い 青い 黒い 白 青 黒 


黄色 い 茶色 い 黄色 茶 ( 色 ) 


WW 二 名词 


” ー+ の + 名詞 


② 少 々 お 待ち くだ さい 。 
語 は 第 3 0 課 で 学習 する 。 こ こ で は 聞い て 意味 が わか れ ば よい 。 


③ お 客 様 、 あ り ま し た 。 
店 員 が 客 に 対し て 呼び か ける 際 に 使う 言葉 で ある 。「( 誤 ) 私 は お 客 様 で す 。|」 の よう に 使わ 
な いよ うに 指導 する 。 


④ 試 着 室 は あちら で ご ざい ます 。 
方 向 を 示す 丁寧 な 言い 方 「[ そ ちら 」| は 第 1 6 課 本 文 1 で 既出 で ある 。 こ こ で は 「 あ ちら 」、 
本 文 3 で は 「 こ ちら 」 を 学習 する 。 


⑤ 試 着 室 は あちら で ご ざい ます 。 
敬語 は 第 3 0 課 で 学習 する 。 こ こ で は 聞い て 意味 が わか れ ば よい 。 


⑥ 伸 ちゃ ん 、 お 豆 さ ん が 試着 し て いる 間 、 こ こ で 待っ て いて ね 。 
[待っ て いて くだ さい ね 」 が 変化 し た 形 で 、 家 族 や 友達 同士 な どの 間 で 、 そ の 場 で 待つ よう 
に 頼む 時 に 使う 表現 で ある 。 目 上 の 人 に 対し て 使わ な いよ うに 指導 する 。 親しい 友達 と の 会 
話 は 第 2 5 課 で 学習 する 。 


Ik。 
⑥ と 同様 に 家族 や 友達 同士 な ど で 使う 表現 な の で 、 目 上 の 人 に 対し て は 「 は い 」 を 使う よう 
に 指導 する 。 親 し い 友達 と の 会 話 は 第 2 5 課 で 学習 する 。 


⑧ 伸 ちゃ ん 、 お 待た せ 。 
相手 を 待た せ た 時 に 使う 表現 で ある 。⑥ と 同様 に 家族 や 友達 同士 な ど で 使う 表現 な の で 、 目 
上 の 相手 に は 「 お 待た すし まし た 。」 を 使う よう に 指導 する 。 


(OE DE 
敬語 は 第 3 0 課 で 学習 する 。 こ こ で は 「 ど うし た ん で すか 。」 と 同じ 意味 だ と わか れ ば よい 。 


⑩ 3 歳 ぐ らい の 男 の お 子 さ ん で すか 。 
自分 の 子供 に つい て は 「 私 の 子 ( 供 )] と 言う の に 対し て 、 相 手 の 子 供 に つい て は 「 一 きん 
の お 子 さ ん 」 と な る 。 


0 ほん の 2、 3 分 の 問 に 、 ど こ か へ 行っ て し まっ た ん で すず す 。 
話 者 の 基準 に お いて と て も 短い 、 小 さい 、 少 な いな ど と 感じ た 場合 に 使う 表現 で ある 。 こ こ 
で は 意味 が わか れ ば よい 。 


ーー ニニ ニニ <:1b 


時 一 一 久本 文 2 どん #4 
[場面 ] 
子供 が 見 つか 
[使用 文型] 
文型 1、6 
〇 店 内 放送 の 部 
現 が 多い 。 が だ ! 
[ 語 葉 ・ 表 現 ] 


| 
} 


] 
me 


| 
5。 ここ で は 「 あ ちら 」、 


| 
| 
| 
o 


胃 で 、 そ の 場 で 待つ よう 
ーー 


| 
で は 「 は い 」 を 使う ょ う 


| 


ど で 使う 表現 な の で 、 目 
| 


| 


感 味 万 上 办 机 传 上 vs 


| 


『 供 に つい て は 「 一 さき ん 


全う 表現 で ある 。 こ こ 
| 
| 
| 


本 文 2 どん な 服 を 着 て いま すか 。 


[場面 ] 


子供 が 見 つか ら な いた め 、 店 員 が 母親 に 子供 の 服装 を 確認 し 、 店 内 放送 を する 。 


[使用 文型] 
文民 1、#$ 


〇 店 内 放送 の 部 分 は 実際 に デパ ー ト で 使わ れ て いる 表現 に か な り 近 いも の な の で 、 難 し い 表 
現 が 多い 。 だ いた い の 意 味 が わか れ ば よい 。 


[ 語 業 ・ 表 現 ] 


: 見 つか り ま し た か 。 


A 


: じゃ 、 放送 し て み ま し ょ う 。 


客 : すみ ませ ん 。 お 願い し ます 。 


: お 子 さ ん の お 名 前 は ? 
や ま ざ き し ん 
: 山崎 伸 で す 。 
: どん な 服 を 着 て いま すか 。 


: ええ と 、 赤 い T シ ャ ツ を 着 て 、 紅 の 半 ズ ボン を は いて 、 


は を 】 
自 い 帽 考 を か ぶっ て いま す 。 
: 靴 は ? 


二 白い 靴 を は いて いま す 。 


: わが か が り ま し た 。 少 お 待 も あく だ さい 


① | 放送 : お客様 に お 願い いた し ます 。 山 崎 伸 ちゃ ん と いう 3 歳 の 男 の お 子 さ 


ん が 、 迷 子 に な り ま し た 。 赤 い エ シャ ツ を 着 て 、 絆 の 半 ズ ボン を は 
欄 人 3) み 
いて 、 自 い 峠 子 を か ぶっ て いる 3 歳 ぐ らい の 男 の お 子 さ ん を お 見 か 
きゃ くさ ま お そ い を まさ うり ば 
け の お 客 様 、 身 れ 入 り ま す が 、 最 寄り の 売場 まで ご 連絡 くだ さい 。 
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① 山 崎 伸 ちゃ ん と いう 3 歳 の 男 の お 子 さ ん が 、 迷 子 に な り ま し た 。 
「 毎 日 朝 ご は ん を 食べ ます か と いう 質問 ] は 第 1 8 課 本 文 2 で 学習 し た 。 こ こ で の 用 法 は 、 
相手 が 知ら な いと 思わ れる 名 前 な ど に つけ て 使う 表現 で ある 。 練習 e で 練習 する 。 


ーーーー@ 本 文 3 まっ すぐ 行く と 、 エ スカ レー ター が あり ます 。 9 
[场面 ] 
子供 が 帽子 売場 で 見 つか る 。 母親 は 店 員 に 帽子 売場 へ の 行き 方 を 教え て も らい 、 迎 え に 行 
8 
[使用 文型 ] 
文型 7、8 
[ 语 旬 * 表现 ] 


: は い 、 婦 人 服 売 場 で す 。 

: も し も し 、 由子 売場 の 古谷 で す が 、 

述 子 の お 子 さ ん を こ ちら で 預かっ て いま す 。 
山崎 伸 ち すっ 迎え に 来 て くだ さい 。 
Esv ね か り ま し た だ た 。 と どうも 。 


お 客 様 、 見 つか っ た そう で す 。 


客 : 本 当 で すか 。 あ あ 、 よ か っ た 。 
ば うり すり ば 


由子 売場 へ 迎え に いら っ し ゃ っ て くだ さい 。 


由子 売場 を こ "存じ で すか 。 

内 SA 知ら な いん で す が …。 
和 
エス カレ ー タ ー が ご ざい ます 。 
エス カレ ー タ ー の 所 を 右 に 曲がっ て 、 ま っ すぐ 行く と 、 
坪 側 に ご ざい ます 。 

を : 本 当 に どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 


en 
電話 で 使う 表現 で ある 。 電話 で の 会 話 は 第 2 5 課 本 文 1 、 2、 第 3 0 課 本 文 1 で 学習 する 。 


⑧ 本 当 で すか 。 
驚い た 時 な ど に 使う 表現 で ある 。 
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③ あ ぁ ああ 、 37 
心配 事 が 解消 され 
自分 に 対し で 語 % 


・ 服 装 に 関す る を 

・ こ の 課 の 本 文 6 

の よう な 服装 【 

ツ を 着 て いる 。. 

( 生 学 習 者 に 応じ て 
叶 練習 d 


・ 何 か を 試す 意 
・ 文 型 1 で 学習 

る 練習 を する 。 
・ 例文 2 の よう な 
只 練習 a 


た o 
内 た 。 ここ で の 用 法 は 、 
"で 練習 する 。 


数 えて も らい 、 迎 え に 行 


で 預かっ て いま す 。 
| 课本 文 1 で 学習 する 。 


③ あ お あお 、 よかっ た 。 
心配 事 が 解消 され た り 、 安 心 し た 時 に 使う 表現 で ある 。 相 手 に 対し て 言っ て いる の で は な く 、 
自分 に 対し て 言い 聞か せる よう な 表現 な の で 、 基 本 体 を 使っ て いる 。 


④ 帽 子 売場 を ご 存じ で すか 。 
Se wk おく 3 も だら 。 ん が か レーク ター の が ざさ いま 族 。 
敬語 は 第 3 0 課 で 学習 する 。 こ こ で は 意味 が わか れ ば よい 。 


⑲ 文型 
1 [RE | 


・ 服 装 に 関す る 名 詞 と 動詞 を 学習 する 。 

・ こ の 課 の 本 文 と 文型 の 学習 を 助け る た め に 、 こ こ で は 「 帽 子 を か ぶる 。」「 ス ー ツ を 着る 。」 
の よう な 服装 に 関す る 名 詞 と 動詞 の 組み 合わ せ を 覚え る 。「 帽 子 を か ぶっ て いる 。|「 ス ー 
ツ を 着 て いる 。| の よう な 形 は 文型 6 で 学習 する の で 、 こ こ で は 練習 し な い 。 

( 肌 学 習 者 に 応じ て 必要 な 服装 の こと ば を ここ で 紹介 する と よい 。 

時 練習 d 


2. 馬入 まっ つら 選 ( み ます 。 


・ 何 か を 試す 意味 を 表す 「 一 て みる | を 学習 する 。 

・ 文 型 1 で 学習 し た 動詞 と 名 詞 を 使っ て 例文 1 の よう に 「 一 て みて も いい で すか 。」 と 尋ね 
る 練習 を する 。 

・ 例 文 2 の よう な 用 法 に 関し て は 「 聞 く 」「 捜 す ] な どの 動詞 を 中 心 に 練習 する 。 

只 練習 a 


3.| FR (ISCO 1 


・ 意 図 し な か っ た こと が 起こ り 、 そ れ を 説明 する 表現 「 一 て し まう 」 を 学習 する 。 

・ こ こ で の 用 法 は 自分 の 不 注意 か ら 起 こっ た こと を 説明 する も の な の で 、 後 悔 を し た り 残 念 
に 思っ た りす る 気持 ち を 含ん で いる 。 

・ 例 文 11 の よう に 状況 を 説明 する 場面 と 、 例 文 2 の よう に 謝る 場面 を 練習 する 。 

・ 完 了 の 意味 を 表す | 一 て し まう 」 は 第 3 5 课文 型 6 で 学習 する 。 

只 練習 D 練習 c 

ご > 巻末 「 一 て し まう 」 参照 


(1) 前 導い 2 間 ここ で て 待っ て いて (だ が さい 。 
(2) 試着 し て いる 問 に 、 子 供 が いな 《 く な っ て し まっ た ん で すす 。 


・ 期 間 を 表す 表現 「 間 」「 間 に 」 を 学習 する 。 
・「 間 」 に は 期間 全体 を 表し 、 間 


「 間 に 」 は 期間 内 の 特定 の - 
時 間 を 表す 。 ee 


「 間 ] は 主文 に 「 い る 」「 待 っ て いる 」「 買 い 物 を し て いる 」 の よう に 継続 性 が ある 事柄 を 
表す 動詞 や 、 名 詞 、 形 容 詞 な ど が 来る 。「 間 に 」 は 「 子 供 が いな く な る 」「 財 布 を 落と す 」 
の よう な 瞬間 性 を 持っ た 動詞 が 来る 。 

・ 上 記 の (1) は 試着 し て いる の が 「 私 ( 母 )」 で 待つ の が 「 子 供 ] で あり 、(2) も 同様 に 
試着 し て いる の が 「 私 ( 母 )」 で 、 い な く な っ た の が 「 子 供 ] で ある 。 こ の よう に 主文 と 
従属 節 の 動作 主 が 異な る 文 は 、 そ れ ぞ れ の 動作 主 を 確認 する 。 動 作 主 を 文 に 明示 する と 、 
例文 1) 「 僕 は お 母さん が 買い 物 を し て いる 間 、 ず っ と お も ちゃ を 見 て いま し た 。| の よう 
に 従属 節 内 の 動作 主 は 「 が 」 で 表 さ れる 。 ま た 、 主 文 の 動作 主 が 文頭 に 来る 場合 は 、 例 文 
1) の よう に 「 は 」 が 使わ れる 。 学習 者 が 「( 誤 ) お 母さん は 買い 物 を し て いる 間 、 ず っ と お 
も ちゃ を 見 て いま し た 。」 の よう な 間違い を し な いよ うに 注意 する 。 こ の よう な 助詞 の 使 
い 分 け は 学習 者 が 「 間 ] 「 間 に 」 の 違い を 十分 理解 し て か ら 確 認 す る と よい 。 

叶 練習 c 


5. この 近く に いる は ず で す 。 


・ 事 実 や 予定 等 か ら 推測 し た り 予 想 し た り し て 自分 の 判断 を 述べ る 表現 を 学習 する 。 
・ こ の 表現 は 次 の よう な 特徴 が ある 。 

(1) 発 話 者 は その 判断 の 拠り 所 と な る 理由 を 持っ て いる 。 

(2) そ の た め 、 発 話 者 は 判断 に か な り の 確信 を 持っ て いる 。 


| 
| 
| 


⑬③ し か し 、* 
例え ば 例文 2)6 
こと が |「 こ 
る か どう か 」 ! 


:Ti 


「~ て いる ]」 な 
り 上 げ て いな ! 


> 巻末 「~ は ず 


ド ML 


・ 服 装 を 表す |- 
・ 文 型 1 で 学習 | 
・ 一 人 の 人 の 服 

で は な く 「 紺 ¢ 


中 練習 d 
> 巻末 「~ て い 


・ 動 詞 「 知 る 」 <c 
中 練習 6 


.| ~ -< 中 


・ 道 を 説明 する 
・ 「 ま っ する 編 
方 を 導入 し て ? 
・ 例文 2 の ょ う 1 
る 。」 Lv 
の た め 「( 誤 ) 
出 や すく な る 


| 

剛 を 学習 する 。 

の で 、 後 悔 を し た り 残 念 
| 


練習 する 。 
| 


| 

) に 継続 性 が ある 事柄 を 
|] なる] 「 財 布 を 落と す ] 
で あり 、(2) も 同様 に 
隊 の 0 この よう に 主文 と 
作 主 を 文 に 明示 する と 、 
見 て いま し た 。| の よう 
【 頭 に 来る 場合 は 、 例 文 
W し て いる 間 、 ず っ と お 
| この よう な 助詞 の 使 
Bk い 。 


現 を 学習 する 。 


(3③ し か し 、 判 断 し た 事柄 が 事実 か どう か は は っ きり と 確認 きれ て いな い 。 
例え ば 例文 2 の よう に 「 こ の 辺 に ある は ず で すね 。」 と 言っ た 場合 、「 今 ここ で 落と し た 」 
こと が 「 こ の 辺 に ある 」 と いう 判断 の 根拠 に な っ て いる 。 し か し 「 コ ンタ クト レン ズ が あ 
る か どう か 」 は まだ 確認 され て いな い 。 

・ こ こ で 取り 上 げた 「 は ず 」 の 前 の 形 は 、 動 詞 の 基本 体現 在 に 限っ て いる 。 他 に 過去 形 、 
「~ て いる 」 な どの 形 、 品 詞 で は い 形 容 詞 、 な 形容 詞 、 名 詞 が ある が 、 こ の 教科 書 で は 取 
り 上 げ て いな い 。 

> 巻末 「 一 は ず 」 参照 


6. 


赤い 1 シャツ て く 着 て いま す 。 


・ 服 装 を 表す 「 一 て いる | を 学習 する 。 

・ 文型 1 で 学習 し た 動詞 と 名 詞 を 使っ て 練習 する 。 

・ 一 人 の 人 の 服装 に つい て 述べ る 場合 、「 紺 の スー ツ を 着 て いて 、 め が ね を か け て いま す 。」 
で は な く 「 紺 の スー ツ を 着 て 、 め が ね を か け て いま す 。」 と 言う よう に 指導 する 。 

叶 練習 d 

巻末 「~ て いる 」 参照 


7.| A : 三越 デパ ー ト を 知っ て いま すか 。 
けい 、 知っ て いま す 。 
いい 知り ませ ん 。 


・ 動 詞 「 知 る 」 の 使い 方 を 学習 する 。 
叶 練習 e 


8.| ここ を まっ すぐ 行く と 、 エ スカ レー ター が ご ざい ます 。| 


・ 道 を 説明 する 時 の 慣用 旬 的 な 用 法 「 一 と 一 ] を 学習 する 。 

・「 ま っ すぐ 行く 」「 右 ( 左 ) に 曲がる 」「 右 側 (左側 ) に ある 」「 突 き 当 た り 」 な どの 言い 
方 を 導入 し て か ら 、 文 型 を 学習 する 。 

・ 例 文 2? の よう に 「 ま っ すぐ 行く と 、 右 側 に あり ます 。」 と いう 文 の 前 に 「 こ こ を 右 に 曲 が 
る 。| と いう 文 が 付加 され る と 、「 こ こ を 右 に 曲がっ て 」 と 、 て 形 を 使っ て 接続 きれ る 。 そ 
の た め 「( 誤 ) ここ を 右 に 曲がっ て 、 ま っ すぐ 行っ て 、 右 側 に あり ます 。] の よう な 誤用 が 
出 や すく な る の で 注意 する 。 


ie ニーニョ 


・ 例文 3 の 「 ど う も 」 は 目 上 の 人 に 使う と 失礼 に な る の で 注意 する 。 


> 巻末 「~ と 」 参照 
@ 練習 @ この 課 の 目 栓 
: ・ 意 志 の 表 現 4 
ーー 一 一 信 練 習 a 59 ・ 卒 業 後 の 進 中 
・ 文型 2 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 ・ 留 学生 の 3 
・ 婦 人 服 の 「 一 号 ]、 靴 の 「 セ ンチ 」 など 、 サ イズ を 表す 言葉 を 確認 し て か ら 練 習 す る 。 
教科書 巻末 「 助 数 詞 表 」 参照 
⑪ この 課 で 学習 
ーー 練習 b 1 経営 学 の 人 
・ 文 型 3 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 2. 東都 大 学 # 
・ 謝 罪 の 表現 の ひと つと し て 練習 する 。 3 いる か ど 2 
4. いつ ある 4 
ー 9 練習 c 59 5 . 筆記 試験 
・ 文型 3 、 4 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・ 例 ) の 会 話 の 場合 、 客 の 「 男 の 子 」 と いう 言葉 を 店 員 が 「 男 の お 子 き さん 」 と 言い か えて い 
る が 、1.2. で は 、 こ の よう な 言い か え を する と ころ は な い 。 ⑪ 本 文 


日 本 語学 校 で 学 / 
て いる 。 


ーー 練習 d 
・ 文 型 1、 6 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・「 佐 藤 さ ん は スー ツ を 着 て いま す 。] の よう に 短い 文 で 練習 し た 後 、 文 型 6 の 例文 1)、2) の 


よう な 文 で 練習 する 。 ーー 一 @ 本 文 ] 経営 
[場面] 
ーー 一 一 信 練 習 c [9 韓国 か ら の 呈 
・ 文型 7 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 | 
[使用 文型 ] 
ーー 練習 f [59 1 
「 ・ 文型 8 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 〇 「 大 学 を 愛 ! 
[ 店 員 の 発話 が 「 エ スカ レー ター が ご ざい ます 。] と な っ て いる の で 「 あ り ま す 」 に 置き か えて 練習 し | て か ら 本 文 の 
て も よい 。 
[発展 例 ] 架空 の 地図 を 用 意 し た り 、 学 校 の そば の 地図 を 用 いて 、 道 聞き の 練習 を させ て も 
よい 。 


に ーー で 0 グ 2 


Da 


認 し て か ら 練 習 する 。 


BW と 言い か えて い 


上 


、 文型 6 の 例文 1)、2) の 


E す | に 置き か えて 練習 し 


聞き の 練習 を させ て も 


も 進路 を 決め まし た か 。 


@ この 課 の 目標 
. 意志 の 表現 を 使っ て 将来 の 計画 を 述べ る こと が で きる 。 
・ 卒 業 後 の 進路 に つい て 質問 に 答え た り 、 説 明 し た り で きる 。 
・ 留 学生 の 受験 に 関し て 基本 的 な 知識 を 得る 。 


⑪ この 課 で 学習 する 文型 

1 経営 学 の 勉強 を し よう と 思っ て いま す 。 
2 . 東都 大 学 を 受け る つも り で す 。 
3 
4 
5 


・ い る か どう か わか り ま せん 。 


・ いつ ある か わか り ま せん 。 
. 筆記 試験 を 受け な く て は いけ ませ ん 。 


て いる 。 


本 文 1 経営 学 の 勉強 を し よう と 思っ て いま す 。|S9 
[場面 ] 


日 本 の 大 学 に 進学 を 希望 し て いる 。 
[使用 文型 ] 
2 


て か ら 本 文 の 学習 に 入る 。 


日 本 語学 校 で 学ん で いる 3 人 の 留学 生 が それ ぞ れ 学校 の 先生 と 卒業 後 の 進路 に つい て 面談 し 


韓国 か ら の 留学 生 キ ム が 卒業 後 の 進 路 に つい て 日 本 語学 校 の 先生 と 面談 し て いる 。 キム は 


〇 「 大 学 を 受け る 」「 受 験 勉強 ] 「 面 接 ] [小論文] など 、 進 路 に 関す る 用 語 の 意味 を 確認 し 


の 0 ニー 


: キム さん は 、 卒 業 し た 後 、 
何 の 勉 強 を する つも り で すみ か 。 
: 経営 学 の 勉強 を し よう と 思っ て いま す 。 
: 日 本 で 勉強 する つも り で すか 。 
: は い 。 ぜ け ひ 日 本 の 大 学 に 行き た い 
ん 
こ を 受け る ん で すか 。 


どう ど 、 だ い 


: 東都 大 学 を 受け る つも り で す 。 


じゅ けん 


受 誠 多 強 は 進ん で いま すす <。 
・ 英語 は だ いじ ヒ ょ う だ と 思い ます が 、 
日 本 请 二 大 入 も リ ませ ん 。 特に 面接 が 
1 これ か ら 投 業 で 面接 や 小論文 の 書き 方 を 練習 し ら 、 
726 ん ば っ て くだ さい 。 
Ss が ば 邊 ます 。 


① キ ム さ ん は 、 卒 業 し た 後 、 何 の 勉強 を する つも り で すか 。 
教師 と 学生 の よう に は っ きり と し た 上 下関 係 の も と で は 、 学 生 の 進路 に 関す る こと な ど 、 教 
師 の 知っ て お くべ き 事 柄 を 「 つ も り 」 を 使っ て 質問 する こと が で きる が 、 普 段 の 生活 の 中 で 
は あま り 使 われ な い 。 使用 で きる 場面 が 限ら れ て いる こと に 注意 する 。 [文型 1 、 2 参照 ] 


② ぜ ひ 日 本 の 大 学 に 行き た いと 思っ て いま す 。 
ここ で は 、「 一 た い 」「 一 て くだ さい 」 と 組み 合わ せ て 覚え る よう に 指導 する 。 
例 1 ) 夏休み に ぜひ 北海 道 へ 行き た いで す 。 
例 2 ) 今度 ぜひ 私 の うち へ 遊び に 来 て くだ さい 。 


(ぜひ 日 本 の 大 学 に 行き た いと 思っ て いま す 。 
これ まで 「 に | と 「 へ 」| は 、 場 所 を 表す 「 へ 」 (人 (| 銀行 へ 行く 。」 第 6 課 文型 2 )、 行 く 目的 を 
表す [に | (コン サー ト に 行く 。] 第 1 1 課 文 弄 6) の よう に 区 別して 学習 し て きた 。 こ こ 
で は 単に 大 学 が ある 場所 へ 行く の で は な く 、 進 学 す る こと を 表す の で 「 一 に 行く ] と し た 。 


ーー 24 


ーー@ 文 2 


(《④⑥ ど こ を 受け る ん 
ここ で は 場所 を 


⑤ 受 験 勉強 は 進ん 
現在 の 進行 状況 ? 


(⑥ これから 授業 で 
「 授 業 の 時 に 」 の 
例 1 ) 来週 授 # 

例 2 ) 仕事 で : 


(〈⑦ の これから 授業 で 
相手 を 思い や っ ~ 
の 人 に 対し て は 1 


留学 生 
[場面 ] 
台 満 か ら の 留 2 
観光 の 専門 学 4 
[使用 文型 ] 
文型 3、4 
〇 「 試 験 ]「 募 集 


に 関す る こと な ど 、 教 
ぅ が 、 普 段 の 生活 の 中 で 
5 [ 文 型 1 、2 参照] 


EE 


课文 型 2 )、 行 く 目的 を 


で 学習 し て きた 。 こ こ 
馬鹿 に 行く 」 と し た 。 


④ ど こ を 受け る ん で すか 。 
ここ で は 場所 を 聞い て いる の で は な く 、 学 校 の 名 前 を 聞い て いる こと を 確認 する 。 


⑤ 受 験 勉強 は 進ん で いま すか 。 
現在 の 進行 状況 を 尋ね る 表現 で ある 。 


⑥ こ れ か ら 投 業 で 面接 や 小論文 の 書き 方 の 練習 を し ます か ら 、 が ん ば っ て くだ さい 。 
「 授 業 の 時 に 」 の 意味 で ある 。 い くつ か 例 を 挙げ て 練習 する 。 
例 1 ) 来週 授業 で 日 本 の 映画 を 見 ます 。 
例 2 ) 仕事 で コン ピュ ー タ ー を 使い ます 。 


⑦ こ れ か ら 投 業 で 面接 や 小論文 の 書き 方 の 練習 を し ます か ら 、 が ん ば っ て くだ さい 。 
相手 を 思い や っ て 、 励 ます 表現 で ある 。 目 上 の 人 に 使う と 失礼 に な る こと が ある の で 、 目 上 
の 人 に 対し て は 使わ な いよ うに 指導 する 。 


本 文 2 留学 生 が いる か どう か わか り ま せん 。|S9| 

[场面 ] 
台湾 か ら の 留学 生 コ ウ が 日 本 語学 校 の 先生 と 卒業 後 の 進 路 に つい て 面談 し て いる 。 コ ウ は 
観光 の 専門 学校 に 進学 する こと を 希望 し て いる 。 

[使用 文型 ] 
文型 3、 4 

O 〇 [试验 ] [募集 要 项 | な どの 進路 関係 の 語 葉 を 確認 し て か ら 本 文 の 学習 に 入る 。 
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[ 語 芸 ・ 表 現 ] 


: コウ さん は 来年 どう し ます か 。 

: 観光 の 専門 学校 に 行き た いと 思っ て いま す 。 

: も う 学 校 を 決め まし た か 。 

Rs 文化 観光 専門 学校 と いう 学校 を 受け よう と 思 っ て で てい ます 。 
个 : その 学校 に は 留学 生 が いま すか 。 

: さあ … ・ いる か どう か わか り ま せん 。 

: そう で すか 。 試験 は あり ます か 。 

MA 面接 が あり ます 。 

: いつ あり ます か 。 

: いつ ある か わか り ま せん 。 

: 一 度 その 学校 へ 行っ て 、 いろ いろ 聞い て みて くだ さい 。 
② : は い 。 来週 、 父 が 日 本 へ 来る 予定 で すか ら 、 

いっ し ょ に 見 に 行こ う と 思 Ve GV 
@ : じゃ 、 そ の 時 、 募 集 要項 を も ら っ て 来 て くだ さい 。 

Ve 


① そ の 学校 に は 留学 生 が いま すか 。 
文脈 指示 の 「 そ の 」 は 第 2 8 课文 型 6 で 学習 する 。 こ こ で は 「 そ の 学校 ] の 示す 内 容 が わか 
TW 


② 来 週 、 父 が 日 本 へ 来る 予定 で すか ら 、 い っ し ょ に 見 に 行こ うと 思っ て いま す 。 


「 つ も り ] 「 意 志 形 ] が 個人 の 意志 を 表す の に 対し 、「 予 定 ] は 個人 の 意志 を 越え を て 、 す で に 
MM EN 


③ じ ゃ 、 そ の 時 、 
「 もらう | は 第 
確認 で きれ ば よ ょ 


ーー 一 久本 文 3 笔记 
[場面 ] 
香港 か ら の 留 
日 本 の 美術 大 
[使用 文型 ] 
文型 5 
© 0 
学習 に 入る 。 
市 本 文 1、2、3 
[ 語 葉 ・ 表 現 ] 


{ 
\ 
.0 


〇 


6 校 ] の 示す 内 容 が わか 


と 思っ 5 \ ま x 
忠志 を 越え て 、 す で に 


⑬③ じ ゃ 、 そ の 時 、 募 集 要項 を も ら っ て 来 て くだ さい 。 


「 も ら う | は 第 2 4 課 文型 4 で 学習 する 。 こ こ で は コウ が 募集 要項 を 入手 する と いう 内 容 が 
認 で きれ ば よい 。 


本 文 3 健 記 試験 も 受け な く て は いけ ませ ん 。|59| 

[場面 ] 
香港 か ら の 留学 生 ワ ン が 日 本 語学 校 の 先生 と 卒業 後 の 進路 に つい て 面談 し て いる 。 ワ ン は 
日 本 の 美術 大 学 に 進学 を 希望 し て いる 。 

[使用 文型] 
文型 5 

〇 「 私 立 大 学 ] 「 実 技 試験 ] 「 筆 記 試 験 ] な ど 進 路 に 関す る 用 語 の 意味 を 確認 し て か ら 本 文 の 
学習 に 入る 。 

(市 本 文 1 、 2 、 3 を 学習 し た 後 で 、 実 際 に 学習 者 の 進路 に つい て 質問 する と よい 。 

[ 語 切 ・ 表 現 ] 


ol も 2 進路 を 決め ま も だ の No 
:人 私 は 美術 大 学 で 油絵 の 勉強 を する つも り て です 。 
A 4 ある か 調べ ま し た か 。 
5 : は い 、 調べ ま し た 。 私 立 大 学 を 2、3 校 3 校 受験 する つも り で す 。 
: 実相 試験 の 準備 は し て いま すか 。 
ン : ええ 。 来 月 か ら 、 放 課 後 、 
デッサン の 学校 に 通う つも り で す 。 
: 女 日 行く ん で すか 。 
ン : いい え 。 本当 は 毎日 行き た いん で す が 、 
日 本 語 の 勉強 も 大 変 な の で 、 
通 3 回 行 = う と っ つ で ゆま す 。 
先生 : 日 本 語 の 面接 も あり ます か 。 
ワン : は い 、 あ り ま す 。 
それ に 筆記 試験 も 受け な く て は いけ な いん で す 。 
先生 : じゃ あ 、 が ん ば っ て 和 欠 強 し な く て は いけ ませ ん ね 。 
yD の 5 ん (の ます 。 
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① 私 立 大 学 を 2 、 3 校 受験 する つも り で す 。 
回 、 年 な ど 学 習 者 に と っ て 使い 慣れ た 助数詞 を 用 いて 「1、 2 回 | 「3、4 年 ] な ど を 紹介 
va 
② 本 当 は 筆 日 行き た いん で す が 、 日 本 語 の 勉強 も 大 変 な の で 、 
で が ます 。 
「 た い 」 は 個人 の 願望 を 表現 し 、 実 行 不可 能 な こと や 可能 性 の 低い こと で も 表現 で きる の に 
対し 、「 意 志 形 + 思っ て いる | は 実行 する 意志 が あり 、 実 現 の 可能 性 が 高い こと が 条件 と な 
っ て いる 。 


週 3 回 行こ うと 思っ 


2 二 一 


た いん で す が 、 日 本 語 の 勉強 も 大 変 な の で 、 週 3 回 行こ う と 思っ 


上 


③ 本 当 は 毎日 行き 
を 
他 に も 「 月 1 回 ]「 年 2 回 | 「1 日 3 回 | な ど を 紹介 する 。 


电文 型 
思っ て いま す 。 
・ 意 志 形 を 学習 する 。 
・ 意 志 形 を 用 いた 表現 に は 、[ 意志 形 + と 思っ て いる | と 「 意 志 形 + と 思う | と 二 つ の 言い 
方 が ある が 、 この 教科 書 で は 使用 頻度 の 高い [意志 形 十 上 上 思 1 っ て いる | に 統一 し た 。 


・ 相手 の 意志 を 尋ね る 場合 、 こ の 課 の 本 文 の 教師 と 学生 の よう な は っ きり と し た 上 下関 係 の 
も と で 目 上 の 人 (教師 ) が 使う 以外 は 意志 形 を 使っ て 質問 する と 訟 索 的 で 失礼 な 印象 を 与 
える こと が ある の で 、 学 習 者 が 意志 形 を 使っ て 質問 を し な いよ うに 指導 する 。 

・ 否定 の 意志 SM 「 一 な いつ も り 」 は 文型 2 で 学習 する 。 

中 練習 a 練習 b 練習 

> 巻末 [意志 形 」 参照 


2. | 東都 大 学 を 受け る つも り で す 。 


・ 自分 の 意志 を 表す 表現 「 一 つも り 」 を 学習 する 。 

・「 一 つも り ] は 「 勉 強 す る つも り ]| 「 勉 強し な いつ も り | の よう に 、 青 定 の 意志 と 否定 の 
意志 を 表す こと が で きる 。 

・「 勉 強 す る つも り で す 。] と いう 青 定 の 意志 を 表す 表現 は 「 勉 強し よう と 思っ て いま す 。] 
(文型 1 ) と 同じ 意味 と し て 扱っ た 


・ 文 型 1 と 同様 
う 以 外 は 「 つ 
者 が 「 つ も り 

・ 実 際 は そう で 
金 する 。」) は 

只 練習 a 

ご > 巻末 「 こ つま 


3.| いる か と 


| する か し な 
学習 する 。 
・ 文型 4 と の 使 
3)、4 の まう 7 
中 練習 C 


4.| いっ ある か わ ? 


・「 い つ あ る か 
办 一 。」 を 学則 
・ 文 型 3 と 使い 
う な 用 法 を 練 
只 練習 c 


5. | 筆記 試験 を 


・ 何 か を する 必 

・「 一 な く て 属 
考 参照 ] 

・ 例 文 39 の よう | 
从 为 二 与 在 三 
手 に 対し て 何 
う に 指導 する 。 


「 
3 、4 年 ] な ど を 紹介 


3 回 行こ う と 思っ 


和 と で も 表現 で きる の に 
が 高い こと が 条件 と な 
| 


3 


財 3 回 行こ う と 思っ 


と 思う | と 二 つ の 言い 
褒 中 に 統一 し た 。 

) き り と し た 上 下関 係 の 
索 的 で 失礼 な 印象 を 号 
指導 する 。 
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ト 表 定 の 意志 と 否定 の 


la と 思っ て いま す 。| 


・ 文 型 1 と 同様 に 相手 の 意志 を 尋ね る 場合 、 は っ きり と し た 上 下関 係 の も と で 目 上 の 人 が 使 
う 以 外 は 「 つ も り 」 を 使っ て 質問 する と 訟 索 的 で 失礼 な 印象 を 与え ん る こと が ある の で 学習 
者 が 「 つ も り 」 を 使っ て 質問 を し な いよ うに 指導 する 。[ 本 文 1 ① 参 照 ] 

・ 実 際 は そう で は な い の に そう し た 気持 ち に な る こと を 表し た 用 法 ([ 旅 行 し た つも り で 貯 
金 する 。」) は この 教科 書 で は 取り 上 げ て いな い 。 

叫 練習 a 

> 巻末 「~ つ も り 」 参照 


3. いる が ざ う か わか り リ ま せん 。 


・「 す る か し な いか 」「 あ る か な いか 」 な ど は っ きり し な い 事 柄 を 表す 「~ か どう か ー~。」 を 
学習 する 。 

・ 文 型 4 と の 使い 分 け に 重点 を 置き 、「ー か どう か わか り ま せん 。」 の 形 が 定着 し て か ら 例文 
3)、4⑳ の よう な 用 法 を 練習 する 。 

只 練習 C 


4.| いつ ある か わか り ま せん 。 


・「 い つ あ る か 」「 い つ し た か 」 な ど は っ きり し な いこ と を 疑問 詞 を 使っ て 表す 「 疑 問 詞 一 
か て 。」| を 学習 する 。 

・ 文 型 3 と 使い 分 ける こと に 重点 を 置き 、「 一 か わか り ま せん 。] が 定着 し て か ら 例文 4 の よ 
うな 用 法 を 練習 する 。 

叶 練習 C 


5. 筆記 試験 を 受け な く て は いけ ませ ん 。 


・ 何 か を する 必要 や 義務 が ある こと を 表す 「 一 な く て は いけ な い 」 を 学習 する 。 

・「 一 な く て は いけ な い 」 と 「 一 て は いけ な い 」 の 違い に 注意 し て 指導 する 。[ 第 2 1 課 参 
考 参照 ] 

・ 例文 3 の よう に この 文型 を 用 いて 質問 する 場合 、 イ ント ネー ショ ン に よっ て は 、 詰 問 し て 
いる よう な ニュ アン ス を 含む こと が ある 。 ま た 、 こ の 文型 を 用 いた 質問 を 多用 する と 、 相 
手 に 対し て 何 か 不 満 が ある よう な 印象 を 与え る こと も ある の で 、 学 習 者 に は 多用 し な いよ 
うに 指導 する 。 


・「 一 て も いい 」 は 第 9 課 文型 4 で 学習 し た が 、 例 文 3 の 「 名 詞 + で も いい 」| の 形 は ここ で 
初出 で ある 。 

及 「 一 な く て も いい 」 は 第 2 1 課 文型 3 で 学習 する が 、 必 要 に 応じ て ここ で 紹介 し て も よい 。 

※ 学 校 を 退学 する 時 は 学生 証 を 学校 に 返さ な けれ ば な り ま せん 。 

| な けれ ば な ら な い 」 は 「 な く て は いけ な い 」 と ほぼ 同 義 で ある が 、 個 人 の 行為 で は な く 
規則 や ルー ル 等 を 表す 際 に 用 いら れる こと が 多い 。 し か し 、 こ こ で は その 人 違い を 説明 する 
必要 は な く 、 同 じ 意 味 の 表現 と し て 紹介 する 。 

叶 練習 e 


⑫ 練習 


一 一 一 一 个 练习 a 
・ 文 型 1 、 2 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
一 一 一 全 徕 当 b [29 
・ 文 型 1 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・ 予 定 を 聞く 表現 [どう し ます か 。」 (本 文 2 ) に も 着目 させ る 。 


ーー 練習 c |29 
・ 文 型 3 、4 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 

ーー @ 林 Yd 加 
・ 文 型 1 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・「 意 志 形 + と 思っ て いる 」 (文型 1) と 「ー た い 」 (第 1 1 課 文型 9 ) の 違い を 確認 し て か 
ら 練習 する 。 [本文 3② 参 照 ] 


ーー@ 線 習 。 [59 
・ 文型 5 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・ 相 手 の 謗 い を 断る 場面 の ひと つと し て 練習 する 。 


@ この 課 の 目標 
・ 日 本 で 人 を 訪 
・ 訪 問 の 際 に よ 


. 電話 を し な 


. 嫌い な も の 
.上 DG 


SE 
| 
2 . 花 や 生 鮮 食 
3 
4 
5 . これ は 坪 溢 


⑪ 本 文 


訪問 の マナ ー に つ 
ち を 訪問 し 、 帰 る 


訪問 の 


ェ ー 一 依 本文 1 
[場面 ] 
人 を 訪問 する 
[使用 文型 ] 
文型 1 .we 
〇 訪問 の 際 に よ 
人 を 訪問 する 時 
に つい て 質問 し 


きも いい | の 形 は ここ で 


介し て も よい 。 


き 、 個 人 の 行為 で は な く 
ぶ は その 違い を 説明 する 


)) の 違い を 確認 し て か 


第 21 課 ” 肠 辣 


@ この 課 の 目標 
・ 日 本 で 人 を 訪問 する 時 の マナ ー を 知る 。 
・ 訪 問 の 際 に よく 使わ れる 表現 を 使う こと が で きる 。 


⑪ この 課 で 学習 する 文型 


(一 
1. 電話 を し な いで 訪問 し て は いけ ませ ん 。 

2 . 花 や 生 鮮 食 品 は 、 玄 関 で 渡し た ほう が いい で す 。 
3. 嫌い な も の は 無理 に 食べ な く て も いい で す 。 

4. ちょ っ と お 待ち くだ さい 。 
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. これ は 母 が 作っ た お 菓子 で す 。 


⑪ 本 文 


訪問 の マナ ー に つい て 書か れ て いる 雑誌 の 記事 と 、 吉 田 良 子 が 高校 時 代 の 恩師 高木 先生 の う 
ち を 訪問 し 、 帰 る まで の 様子 が 本 文 に な っ て いる 。 


本 文 1 訪問 の マナ ー 


[場面 ] 

人 を 訪問 する 時 の マナ ー に つい て 書か れ た 雑誌 の 記事 で ある 。 
[使用 文型 ] 

A 2 8 


〇 訪問 の 際 に よく 使わ れる 表現 は 動作 を 交え て 練習 し 、 覚 えて 正しく 使え る よう に する 。 


[前 人 を 訪問 する 時 、 学 習 者 の 国 で は どの よう な 習慣 が ある か 、 日 本 人 の 家 を 訪問 し た こと が ある か な ど 
に つい て 質問 し て 話題 を 導入 する と よい 。 
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语 生 表现 ] 


(1) 人 を 勤 間 す る 時 


① | あら か じ め 電 話 で 日 時 を 約束 し ます 。 約束 し た 時 間 よ り 早く 行っ て は 
ほう も ん や で そく 
電話 を し な いで 訪問 し て は いけ ませ ん 。 いけ ませ ん 。 約 束 の 時 間 に 行き ます 。 


@ ベル や チャ イム を 鳴ら し ます 。 勝 手 に 玄関 の 戸 を 閉 の な いで 
と あ 
③ ドア や 戸 を 開け て は いけ ませ ん 。 よ 上 が っ て は いけ まぜ ん 。 


(3) うち に た が る 時 


- 靴 を 脱ぎ ます 。 上 が っ て か ら 靴 を そろ えま す 。 
そろ えな いで 部 屋 に 入っ て は いけ ませ ん 。 


© 
OO. 


い け ま せん 。 


由 加 


OO 


(4) まる や ゃ げ を 渡す 時 


手みやげ は 部 屋 に 入っ て か ら 渡 し ます 。 
し ょ (ひん 


で も 、 花 や 生鮮 食品 は 玄関 で 
わた 
渡し た ほう が いい で す 。 


嫌い な 物 は 無理 に 
食べ な く て も いい で す 。 


(⑦) 次 に 会 っ た 時 


必ず 「 先 日 は どう も あり が と う 
ご ざい まし た 。| と お 札 を 言い ます 。 


[と どり ひそ お 休 い る だ きい 。】 と か 、 

て ち あ 
「 お ロロ に 合わ な いか も しれ ま せん が 、 
EC TE ESTE, 


し が っ て くだ S| 
な ど と 言い ます 。 


(6) 見 る 時 


[今日 は 本 当 に あり が と う ご ざ いま 
し た 。| と お 礼 を 合い ます 。 お 礼 を 
言わ な いで 帰っ て は いけ ませ ん 。 


Ge ニニ ニニ 


① あ ら か じ め 電 話 で 日 時 を 約束 し ます 。 语 昔 * 表现 ] 


その 場 に 臨む 以前 に 何 か を 行う と いう 意味 の 副詞 で ある 。 


② 勝 手 に ドア や 戸 を 開け て は いけ ませ ん 。 
相手 や 周囲 の 許可 を 得 ず に 自分 の 考え だ け で 何 か を 行う と いう 意味 の 副詞 で ある 。 中 


③ 玄 関 の 戸 を 閉め な いで 上 が っ て は いけ ませ ん 。 
「 上 が る 」 と 「 入 る 」 の 違い に 注意 する 。「 上 が る 」 は 、 履 物 を 脱い で 一 段 高 く な っ て いる と 
ころ に 移動 する 場合 に 使う 。 第 2 1 課 文型 4 例文 1、2) の 絵 を 使っ て 違い を 説明 する 。 


④「 ど う ぞ お 使い くだ さい 。| ② 
「 お 品 に 合わ な いか も し れ ま せん が 、 召 し 上 が っ て くだ さい 。」 
手みやげ や 贈り 物 な ど を 渡す 時 の 慣用 表現 で ある 。 こ こ で は あい きつ の 決ま り 文 句 と し て 意 
味 を 理解 し 、 言 ん る よう に する 。 こ の 他 に も 「 つ ま ら な いも の で す が 、 ど う ぞ 。] な ども 紹 
sr nl ® 


⑥「 ど う ぞ お 使い くだ さい 。」 と か 、「 お ロ に 合わ な いか も し れ ま せん が 、 名 し 上 が ® 
SAX) 
この 表現 は 例 を 挙げ る 表現 と し て 理解 で きれ ば よい 。 


(⑥⑩ | 玩 四 は どうも あり が そう 9 ご ざい まし た 。] 
「 先 月 ]「 先 週 ] な ど が 、 話 し て いる 時 点 の 直前 の 月 、 週 を 表す の に 対し 、「 先 日 ] は 「 こ の 
間 ] と 同様 、 主 観 的 に 「 し ば らく 前 ] と 捕らえ られ る 時 を 表す 。 ま た 「 前 日 ] は 「 テ スト の の ⑦ 
前 日 ] の よう に ある 特定 の 日 の 一 日 前 を 表す 。 こ こ で 紹介 し て 意味 を 確認 する 。 


一 一 一 人 @ 森 文 2 どう ぞ お 上 が りく だ さい 。|99 
[場面 ] 
良子 が 手みやげ を 持っ て 恩師 の うち を 訪問 する 。 
[使用 文型 ] 
文型 4、5 
〇 良子 の 部 分 の 言葉 と 動作 を 覚え て 正しく 使え る よう に する 。 


(高木 先 


お く 


先生 の 上 奥 


[ 语 荣 * 表现 ] 


| | (高森 先生 の う ちの ドア の 前 で ) 

| (ピン ポー ン ) 
es. 先生 の 奥さん : は い 、 ど ちら さま で すみ か 。 
「  : 吉田 で す 。 

| 册立/ : あ 、 良 子 さん 。 今 開け ます か ら 、 
守 段 高く な っ て いる と ちょ っ と お 待ち くだ さい 。 
吐い を 説明 する 。 

- or Bb 

」 A 

の 決ま り 文 名 と し て 意 | AMP 人 は 
Se > と ug 恒 どう ぞ 、 お 上 が りく だ さい 。 


や お いら っ し ゃ い 。 


| お と うう 
*Y の パ = 
や レビ : お じゃ まし ます 。 
(部 屋 で ) 
EE 
良子 : あの う 、 こ れ は 峡 が 作っ た お 菜子 な ん で す 。 
お ロロ に 合わ な いか も し れ ま せん が 、 


障 、「 先 H] は 「 こ の 還 どう ぞ 如 し 上 が っ て くだ さい 。 
上 前日] は 「 テ スト の し さん : まあ 、 す み ま せ ん 。 


確認 する 。 : あり が と 3 う 。 
典 さ ん : どう ぞ そちら へ 。 
こ し つれ い 
: 失礼 し ます 。 
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CS 


是 @ 


(帰る 時 ) 
良子 : あの う 、 今 日 は そろ そろ 和 失礼 し ます 。 
ま : もう少し ゆっ くり し て いっ て くだ さい 。 
あり お とう ござ いま す 。 で も < 
: そう で すか 。 


大 


良子 : 今日 は 本 当 に 楽し か っ た で す 。 


と とう も あか を もう ご ざい まし た 。 


ee 
 : あり が と う ご ざ いま す 。 

: お うち の みな さん に も よろ し てく お伝え くだ さい 。 
了 : は い 。 じ ゃ 、 和 失礼 し ます 。 

: お 気 を つけ て 。 


① は い 、 ど ちち 
「 誰 で すか る の 
に な る 。 


@②\ \ ら つ し や NS 
ここ で の SD 
と 失礼 に な る の 


③ や あ 、 いら っ 【 
軽い あい さ つ の 


④ 先 生 、 お 久 し 
長い 問 会 わな か 
は 、 状 況 に 合わ 


GRE 
相手 を 促し た り 


⑥ お じゃ まし まっ 
「 お じゃ まし まき 
で 親しい 感じ が 


⑦ ま あ 、 す み ま 1 
女性 が 軽い 向き 


(どう ぞ そ ち ( 員 
| お 座り くだ さい 


⑨ あ の う 、 今 日 
客 が 帰る こと を 


⑩ も う 少 し ゆっ . 
客 を 引き 止め る 
は な い の で 、 学 


① は ば はい も ざま で すず か 。 
「 誰 で すか 。」 の 丁寧 な 表現 で ある 。「 誰 で すか 。」 は 、 直 接 相 手 に 向かっ て 言う と 非常 に 失礼 
に な る 。 


づい らっし ゃ い 。 
ここ で の 「 い らっし ゃ い 。| は 個人 的 な 来客 を 迎え る 時 に 言う 表現 で ある 。 目 上 の 人 に 使う 
と 失礼 に な る の で 注意 する 。「 い らっし ゃ いま せ 。」| は 店 の 人 が 客 に 言う 言葉 で ある 。 


やあ 、 い らっし ゃ い 。 
軽い あい さ つ の 言葉 と し て 男性 が 使う 表現 で ある 。 


④ 先 生 、 お 久しぶり で す 。 
長い 間 会 わな か っ た 人 に する あい さき さ つ で ある 。 本文 を 学習 し た 後 、 役 割 練習 な ど を する 時 に 
は 、 状 況 に 合わ せ て [こんにちは 。」 な ど に 代え る 。 


本 だ 
相手 を 促し た り 誘っ た りす る 時 に 使う 表現 で ある 。 


⑥ お じゃ まし ます 。 
| お じゃ まし ます 。」 と ほぼ 同義 の 表現 に [失礼 し ます 。|] が ある が 、 前 者 の 方 が より 個人 的 
で 親しい 感じ が する 。 


の まあ 、 す み ま せ ぜん 。 
女性 が 軽い 驚き を 表す の に 使う 表現 で ある 。 


⑳⑩ ど う ぞ そちら へ 。 
「 お 座り くだ さい 。| が 省略 され て いる 。 


⑨ あ の う 、 今 日 は そろ そろ 失礼 し ます 。 
客 が 帰る こと を 相手 に 伝え る 表現 で ある 。 


(0 も う 少 し ゆっ く リ し て いっ て くだ さい 。 
客 を 引き 止め る 時 に 言う 決ま り 文人 名 で ある 。「 い っ て 」 は どこ か 別 の 所 へ 行く と いう 意味 で 
は な い の で 、 学 習 者 が 間違っ て 理解 し な いよ うに 注意 する 。 
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(0 ありがとう) ご ざい ます 。 で も の 。 
引き 止め られ て 断る 時 に 言う 表現 で ある 。 日 本 語 で は 「 で も 、 も う 私 は 帰ら な く て は いけ ま 
せん 。」 の よう に は っ きり 言わ な いこ と を 理解 させ る 。 


(9 またい いつでも いら うし ゃ っ て くだ さい 。 
訪問 竹 に 対し て 別れ 際 に 言う あい さ つ の 言葉 で ある 。 


⑬ お うち の みな さん に も よろ し くく お伝え くだ さい 。 
良子 が 家族 と 住ん で いて Co 少 の 接点 が ある と いう 前 提 が な けれ ば 使え な い 表 現 で 
ある 。 本文 を 学習 し た 後 、 役 割 練習 な ど を する 時 に は 、 状 況 に 合わ せ て 「 元 気 で が ん ば っ て 
きだ きい 市 | な Se まま ws 


多 良子 : じゃ 、 失 礼 し ます 。 


和央 ぎん: お気 を つげ て 。 
「 さ よう な ら 。」 は 通常 の 大 人 同士 の 別れ に は あま り 使 わな い 。 


⑩ 文型 


1.| 電話 を し な いで 訪問 し て は いけ ませ ん 。 


・「 砂 糖 を 入れ ん な いで コー ヒー を 飲ん だ 。| の よう に 後 件 の 動作 の 付帯 状況 を 前 件 が 表す 用 
法 を 学習 する 。 

・「 一 し な いで 一 する 。| に は 「 今朝 コー ヒー を 飲ま な いで ジュース を 飲ん だ 。」 の よう に 、 
前 件 と 後 件 を 対立 させ て 述べ る 用 法 も ある が 、 こ の 教科 書 で は 取り 上 げ て いな い 。 


及 「- て 」 と 対比 きせ て 、「 砂 精 を 入れ て コー ヒー を 飲み ます か 、 入 れ な いで 飲み ます か 。」「 あ な た の 
国 で は 靴 を 脱い で うち に 入り ます か 、 脱 が な いで 入り ます か 。」 の よう に どちら か を 選択 する 状況 を 
作る と わか りや すい 。 


2. | 共 や 生鮮 食品 は 、 玄 関 で 液 し た は うがい いて す 。 


・ ア ドバイ ス の 表現 「 一 た ほう が いい で す 。」 を 学習 する 。 

・「 一 た ほう が いい で す 。」| は 強制 を 避け 、 当 事 者 に 判断 を 任せ る 言い 方 で ある が 、 そ の 事 
柄 に つい て よく 知っ て いる 人 か ら 知 ら な い 人 に 言っ て あげ る と いう ニュ アン ス が ある の で 
目 上 の 人 に 向かっ て 使う と 失礼 に な る こと が 多い 。 例 えば 学生 が 教師 に 「 黒 板 に 書い た ほ 
うがい いで す 。| の よう に 言う の は 不適 切 で ある 。 た だ し 、 目 上 の 人 が アド バイ ス を 求め 


て いる 場合 、 
「 セ ー タ ー を 
・「 渡 し な ( 敵 
いう より は } 
否定 形声 
・ 会 話 練習 を 3 


[ 訓 学 習 者 に 応じ ィ 


例 ) A : 明 日 
B : RE 


名 練習 a 


"| 嫌い か も 


・ 何 か を 無理 ( 
る 必要 や 義和 
| 嫌い な も の 
に 使う と 
する よう 3 
・ 例 文 4 [水上 
いう 意味 で る 


時 練習 a 


・ 第 9 課 文型 2 
る 。 太守 
※ 
[如 LL 十 办 为 
| 区 名 世上 大 


これ は 母 が 作 。 


・ 第 1 3 課 年 
・ こ の 課 で 学 


隊 は 帰ら な く て は いけ ま 


ト け れ ば 使え な い 表現 で 
本 @ | 元気 で が ん ば っ て 


淀 状況 を 前 件 が 表す 用 


取 飲 ん だ 。」 の よう に 、 
記 げ て いな い 。 


# 欲 み ま す か 。| 「 あ な た の 
ちら か を 選択 する 状況 を 


い 方 で ある が 、 そ の 事 
| ニュ アン ス が ある の で 
有 師 に 「 黒 板 に 書い た ほ 
人 が アド バイ ス を 求め 


て いる 場合 、 例 えば 自分 の 国 へ 近々 旅行 を する 教師 に アド バイ ス を 求め られ た 学習 者 が 
『 志 三次 一 を 持 み で 行っ だ は ほう が いい で す よ | の よう 0E 衣 うど で きる 4 

・「 渡 し た ほう が いい 」 の 他 に 「 渡 す ほ うがい い 」 と いう 形 も ある が 、 こ れ は アド バイ ス と 
いう より は 比較 に 近い の で 、 こ の 教科 書 で は 「 一 た ほう が いい 」 を 取り 上 げた 。 た だ し 、 
人 千 定形 の 場合 は 例文 3 の よう に 「 一 な い ほ うがい い 」 に な る 。 

・ 会話 練習 を する 時 は 、 例 文 1 一 339 の よう に 「 よ 」 つけ て 練習 する 。 


[ 久 学 習 者 に 応じ て 「 名 詞 + の ほう が いい 」| も 紹介 する と よい 。 
例 ) A : 明日 は 入学 式 な ん で す が 、 ス ー ツ の ほう が いい で し ょ うか 。 
B : え え 、 そ の ほう が いい と 思い ます よ 。 


3.| 嫌い な も の は 無理 に 食べ な く て も いい で す 。 


・ 何 か を 無理 に する 必要 は な いと いう 意味 を 表す 「 一 な く て も いい 」 を 学習 する 。 何 か を す 
る 必要 や 義務 が ある こと を 表す 「 一 な く て は いけ な い 」 は 第 2 0 課 文型 5 で 学習 し た 。 
・「 嫌 いな も の は 無理 に 食べ な く て も いい で すか 。|」 の よう に 「 一 な く て も いい 」 を 質問 文 
に 使う と 、 相 手 に 悪い 印象 を 与え を る こと が ある の で 、 教 科 書 に ある よう な 形 を 使っ て 質問 
する よう に 指導 する 。 

・ 例 文 4)「 水 曜日 まで に 札幌 に 送り た いん で す が 、] は 水曜 日 まで に 着く よう に 送り た いと 
いう 意味 で ある こと を 確認 する 。 

路 練習 a 


4. ちょ っ と お 待ち くだ さい 。 


・ 第 9 課 文型 2 で 学習 し た 「 一 て くだ さい 。| の より 丁寧 な 表現 「 お くだ さい 。」| を 学習 す 
る 。 な お 、 和 敬語 に つい て は 第 3 0 課 で 学習 する 。 

※ ど う ぞ 召し 上 が っ て 《 だ さい 。 
「 名 し 上 が る 」 は すでに 「 食 べ る 」「 飲 む 」 の 敬語 で ある た め 二 重 敬語 に な ら な いよ うに 
「 お 召し 上 が りく だ さい 。」 で は な く こ の 形 で 提出 し た 。 


5. | こ 札 は 四 が 作っ た お 業 子 で す 。 


“第 1 3 課 、 第 1 8 課 に 続き 名 詞 修飾 を 学習 する 。 
・ こ の 課 で 学習 する 名 詞 修 飾 は 次 ペー ジ の 通り で ある 。 
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び ① 文 構造 
名 詞 修飾 節 が 述 部 に 来る も の 
「 これ は 母 が 作っ た お 菓子 で す 。] 
名 詞 修飾 節 が 主 部 に 来る も の 
| 私 が 明日 訪問 する お 宅 は 、 三 鷹 駅 の そば で す 。」 
その 他 


② 名 詞 に 接続 する 形 


「 母 が 作っ た お 菓子 ] 
「 私 た ち が 泊 まる ホテ ル 」 (未 来 ) 
| 私 が 今 勉強 し て いる 学校 」 
(3) 被 修饰 名 词 
あら ゆる も の 
・ こ こ で 取り 上 げた 例文 に つい て まとめ る と 以下 の よう に な る 。 
(名 詞 に 接続 する 形 / ( 被 修飾 語 と 修飾 動詞 の 関係 ) 
例文 1) 私 が か いた 絵 私 が 絵 を か いた 
例文 2 ) 私 た ち が 泊 まる ホテ ル (未来 ) 私 た ち が ホ テル に 泊まる 
例文 3) 私 が 勉強 し て いる 学校 私 が 学校 で 勉強 し て いる 
私 が 行っ た 博物 館 私 が 博物 館 へ 行っ た 


例文 4) マリ ー き ん が 作っ た サラ ダ マリ ー さ ん が サラ ダ を 作っ た 
例文 5 ) 私 が 訪問 する お 宅 (未来 ) 私 が お 宅 を 訪問 する 

例文 6 ) 学生 が 作っ た 服 学生 が 服 を 作っ た 

例文 7 ) 私 た ち が 行 っ た お 店 私 た ち が お 店 へ 行っ た 


「 フ ァ ッ ショ ン の 専門 学校 の 文化 祭 で 、 学 生 が 作っ た 服 を 買い まし た 。」 
「 どこ で お 茶 を 飲み まし ょ うか 。」「 先 週 行っ た お 店 へ 行き ませ ん か 。] 


( 文 構造 ) 
述 部 

述 部 

述 部 

述 部 

主 部 

主 部 
主文 の ヲ 格 
主文 の へ 格 


・ 被 修飾 語 と 修飾 動詞 の 関係 は 教師 が 整理 し て 知っ て お く 必 要 は ある も の の 、 学 習 者 に と っ 
て は 余分 な 情報 と な る こと も ある 。 特に も と の 文 か ら 名 詞 修 飾 節 へ の 語順 の 入れ か え 練 習 
(「 母 が お 菓子 を 作っ た ] 一 「 母 が 作っ た お 菓子 ] な ど ) は 練習 の 目的 が 学習 者 に は わか り 
に くく 、 母 語 の 語順 が 日 本 語 と 全く 違う 学習 者 を 混乱 させ る こと も ある 。 そ れ よ りゃ も むし 
ろ 「 お 菓子 ] と いう 被 修飾 語 に 、「 お いし い お 菓 子 ] 「 日 本 の お 菓子 ] の よう に 情報 が 付加 
きれ て いく の と 同様 に 「 母 が 作っ た ] と いう 情報 が 付加 され る こと を 理解 させ る 。 
・ 名 詞 修飾 節 内 で は 、 助 詞 は 「 は ] は 使わ ず 「 が ] を と る 。 ま た 、「 の 」 を と る こと も ある 
が 、「 私 が ハワイ で 食べ た パイ ナッ プル は 安く て お いし か っ た で す 。」 の よう に 「 私 ] と 
「 食 べた 」 の 間 に 他 の 言葉 が 入る と 「 ? 私 の ハワイ で 食べ た パイ ナッ プル | の よう に 不 自 


然 に な る の で 、 こ の 教科 書 で は 取り 上 げ て いな い 。 


> 巻末 「 名 詞 修飾 」 参照 


EE (p37) 


・ こ こ で 取 9 納 
が 整理 で きる 


⑩ 練習 

練習 a eg 

・ 文型 2 、 3 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
参考 [8% 


・ こ こ で 取り 上 げた 四 つ の 表現 は 学習 者 に と っ て 紛らわしい も の で ある 。 四 つの 表現 の 人 違い 
が 整理 で きる よう に この ペー ジ を 設け た 。 


有 祭文 构 造 ) 

| ”这 部 

| 述 部 

| 述 部 

下 述 部 

区 2 主 部 

主 部 

主文 の ヲ 格 

主文 の へ 格 

ME 
語順 の 入れ か え 練 習 

的 が 学習 者 に は わか り 

ある 。 そ れ よ り も むし 

| の よう に 情報 が 付加 

理解 させ る 。 

の | を と る こと も ある 

則 | の よう に 「 私 ] と 

ッ プ ル 」 の よう に 不 自 


le ニー ドミ 


アタ 凶 丘 蘭 アルバ イト 


06 この 課 の 目標 
可能 形 を 使っ て 、 能 力 や 状況 に つい て 説明 し た り 、 尋 ね た り で きる 。 
・ あ る 事柄 に つい て 自分 の 経験 の 有無 が 話せ る 。 


O@ この 課 で 学習 する 文型 
1 . ピア ノ が 弾け ます 。 
2. A : 結婚 式場 で 仕事 を し た こと が あり ます か 。 
は い 、 あ り ま す 。 
いい え 、 あ り ま せん 。 
3. ピア ノ な ら 弾 け ま す 。 
4 . 練習 すれ ば 、 弾 け ま す 。 
5. A : 1 週間 に どの ぐら い 来 られ ます か 。 
BH Ve ds 
be FN PO ER 
ここ で た ば こ を 吸う こと は で きま せん 。 


⑪ 本 文 
アル バイ ト 募 集 の 雑誌 の 記事 と 、 ア ル バ イ ト を 探し て いる 小野 京子 (音楽 大 学 の 学生 ) が 雑 


誌 の 記事 を 見 て 、 求 人 先 の 結婚 式場 に 電話 で 問い 合わ せ て いる 様子 、 採 用 が 決ま り ア ル バ イ 
ト 先 の 社員 に 職場 を 案内 され る 様子 が 本 文 に な っ て いる 。 


一 一 @ 本 文 1 アル バイ ト 募 集 

[场面 ] 
アル バイ ト 専 門 の 求人 雑誌 の 記事 で ある 。 

[使用 文型 ] 
文型 1 

[ 訓 「 私 は 日 本 語 が 話せ ます 。」「 あ な た は 英語 が 話せ ます か 。」 の よう に 、 自 分 や 相手 の 能力 を 直接 的 に 述 
べた り 尋 ね た りす る こと は まれ で あり 、 また 、 その よう な 表現 は 失礼 に た り が ち で ある 。 そ こ で 、 ここ 
で は 可能 形 が 自然 に 使わ れる 場面 と そし て 、 ア ル バ イ ト を 探し て いる 学生 が 、 求 人 雑誌 を 見 た り 、 電 話 
で 問い 合わ せ を し た りす る と いう 設定 で 本 文 を 構成 し た 。 ま ず 、 ア ル バ イ ト 募 集 の 雑誌 や 新聞 広告 な 
ど を 見 せ て 、 時 給 、 日 給 な ど 必 要 な 語句 や 日 本 の アル バイ ト 事 情 な ど を 簡単 に 紹介 し 導入 する と よい 。 


一 42 


[ 語 芸 ・ 表 現 ] 


①2 時 間 で て 2, 
単位 と な る 時 上 


② 中 国人 で 日 本 
この [Ts 
で 初出 で ある 。 


③ 週 3 日 以上 で 
「 週 3 回 | の 言 


が く いん 
ニ イ ハ オ 学 院 
文京 区 本 郷 6 一 7 
| 全 3817 一 20XxXx 
和み る 
@ パ ソコ ン が で きる 方 歓迎 
@ 好 き な 時 間 が 選べ ます 。 
①10 : 00a.m.~ 12 : 00p.m. ※ 中 国人 で 日 本 語 が 話せ る 方 © 
② 1 : 00p.m.~ 3 : 00p.m. * 週 3 日 以上 で きる 方 ® 
③ 3 : 00p.m.~ 5: 00p.m. * 時 給 1.5 0 0 円 
@ 2 時間 で 2.5 0 0 円 


< リン ガル 誠 
千代 田 区 神田 神保 町 1 一 7 
A3239=70XX 


プー ル 監 視 員 
クロ ー ル で 1 ,0 0 0 メー トル 以上 泳げ る 方 
内 2 Soe 
東京 カッ パプ ー ル 
中 野 区 中 央 5 一 2 
人 な 3319 一 28xx 


党 大 学 学生 ) が 雑 
放 が 決ま り ア ル バ イ 


①2 時間 で 2, 5 0 0 円 
単位 と な る 時 間 や 期間 な ど を 表す 助詞 「 で ]」 は ここ が 初出 で ある 。 


② 中 国人 で 日 本 語 が 話せ る 方 


この 「 で | は 、 一 人 の 人 や ひと つの 事柄 に つい て 「[A で あっ て し か も B」| と いう 意味 で ここ 


で 初出 で ある 。 


因 玫 办 能 力 去 直接 的 性 述 
店 で ある 。 そ こ で 、 
求人 雑誌 を 見 た り 、 電話 
臣 集 の 炊 旋 や 新聞 広告 な 「 週 3 回 」 の 言い 方 は 第 2 0 課 本 文 3 で 学習 し た 。 文型 5 で 「1 週間 に 3 日 」 を 学習 する 。 
£ 紹 介し 導入 する と よい 。 


③ 週 3 日 以上 で きる 方 


も こま - 

金 事 務 ス タッ フ 

人 G1. 00pm 5: 
さぁ う 

る 時 給 1,0 0 0 円 


sha IL | 
LT 加 EM 用 新宿 区 西新 宿 6 一 2 一 303 
1 A 3304 一 5 9XX 


(ae の 


引っ 越 し 作業 ス タッ フ 募集 ! 
@ キ の 運転 が で きる 方 
@ 示 周 か ら 夫 め られ る 方 
@ 昌 稔 8.000 一 13.000 円 


ll 引越し サー ビス | 世田谷 区 用 賀 3 - 1 1 
EE S30 三 9 人 メメ 


演奏 者 募集 
・ ピ アノ 、 ピン ここ ン が 弾け る 方 


④ N 6 土 、 日 に 来 られ る 方 
8 ・ 時 給 2,0 0 0 円 


< こと ぶ き 入 
姥 式 场 考 会 能 
品川 区 西 品川 8-15 
2N 3.0 8 Xx 


④ 土 、 日 に 来 ら れる 方 
他 に 「 月 、 水 、 金 | な どの 言い 方 も 紹介 する 。 


本 文 2 结婚 式 
[場面 ] 
京子 が 求人 広 せ 
[使用 文型 ] 
文型 2、 3 
[ 语 荣 * 表现 ] 


① 


本 文 2 結婚 式場 で アル バイ ト を し た こと が あり ます か 。 
[场面 ] 
京子 が 求人 広告 を 見 な が ら 電 話 で 詳し い 内 容 を 聞い て いる 。 
[使用 文型 ] 
双 形 234 5 
[ 語 切 ・ 表 現 ] 


で る あじ も …。 
社員 : は い 、 寿 会 館 で す 。 
京子 : あの う 、 ア ル バ イ ト の 広告 を 見 た ん で す が 、 

内 容 を も っ と 詳し く 知 り た いん で す 。 
社員 : そう で すか 。 結 婚 式 場 で エレクトーン や ビア ノ を 
弾く 仕事 で す 。 和 失礼 で す が 、 学 生 さん で すか 。 


きょう こ お ん が くだ い が く 
京子 : は い 、 音 楽 大 学 で ピア ノ の 勉強 を し て いま す 。 
し ゃ い 


社員 : そう で すか 。 今 まで に 結婚 式場 で アル バイ ト を 
し た こと が あり ます みか 。 

京子 : いい え 、 あ り ま せん 。 

員 : エレ クト ー ン は 弾け ます か 。 

和子: いい え 、 ビ アノ な ら 弾 け ま す が 、 エ レク トー ン は ちょ っ と …。 
社員 : そう で すか 。 で も だ いじ ょ うぶ で す 。 

少し 練習 すれ ば すぐ 弾け ます よ 。 

京子: 仕事 は 土曜 日 と 日 曜日 だ け で すか 。 


社員 : いい え 、 平 日 も あり ます よ 。 
京子 : あの う 、 平 日 は 学校 が 忙し い の で 、 あ まり 行け な いん で す が …。 
社員 : 1 週間 に どの ぐら い 来 ら れ ま すか 。 


京子 : ええ と 、 週 3 日 …、 水 、 土 、 日 な ら 行け ます 。 

社員 : わか り ま し た 。 で は 来週 の 土曜 日 の 2 時 か ら 
面接 を し ます の で 、 来 て くだ さい 。 

スチ: はい 。 

[ 買 : ええ と 、 和 失礼 で す が 、 お 名 前 は ? 


京子 : 小野 京子 と 申し ます 。 


社員 : 小野 京子 そん で すね 。 私 は 木下 と 申し ます 。 
_ で は 、 2 時 に お 待ち し て いま す 。 
 : よろ し く お 願 いし ます 。 失礼 し ます 。 


① 失 礼 で す が 、 学 生 さ ん で すか 。 本 文 3 ココ a ョ a 


ええ と 、 和 失礼 で す が 、 お 名 前 は ? [場面 ] 
個人 的 な こと や 少し 開き に くい こと を 聞く 時 な ど に よく 使う 表現 で ある 。 京子 は アル バイ 
[使用 文型 ] 


エレ クト ー ン は 弾け ます か 。 
レタ トー アゲ を トピ ビッ み と し て 取り 上 げた た め だ た 、| が | が | は | に 変わ っ ら た も の で ある 。 


③ で は 来週 の 土曜 日 の 2 時 か ら 面 接 を し ます の で 、 来 て くだ さい 。 
「 基 本 体 +† の で |] の 形 は 第 1 4 課 文 型 2 で 学習 し た 。 こ こ で は 仕事 上 の 改まっ た 会 話 な の で 、 
より 本 蜜 な 「 ま す 形 + の で | を 使っ て いる 。 


(④ 小 野 京 子 と 申し ます 。 
名 前 を 名 乗る 時 の 慣用 表現 と し て 使え る よう に 練習 する 。 な お 敬語 は 第 3 0 課 で 学習 する 。 


で は 、 2 時 に お 待ち し て いま す 。 
| 待つ ] の 謙譲 語 「 お 待ち する 」 は ここ で 初出 で ある 。 こ こ で は 「 待 っ て いま す 。| の 丁寧 な 
言い 方 で も ある こと が わか れ ば よい 。 和 菩 語 は 第 3 0 課 で 学習 する 。 


① 隣 に 喫煙 室 が あ 
文脈 指示 の 「 そ < 
わか れ ば よい 。 


形 を 学習 3 
形 は 、 能 ナ 


・ 可 能 
・ 可 能 
て 述べ た りす < 
も の を 中 心 に 生 
・ グ ルー プ 2 本 6 
が ある が 、 こ の 

可能 形 を 使う 全 


“= 


R 
o 
| 


D 改 まっ た 会 話 な の で 、 


| 


| 


Es 0 課 で 学習 する 。 


5 てい ます 。] の 丁寧 な 


深 文 G ここ で た ば こ を 玖 う こと は で き 生 せん 。 避 選 
[場面 ] 
京子 は アル バイ ト に 採用 きれ る こと が 決ま り 、 社 員 に 職場 を 案内 され る 。 
[使用 文型 ] 
文型 6 
[ 語 貢 ・ 表 現 ] 


ひ ろう えん 


i 
木下 : 


こ は 披 露 宴会 場 で す 。 
あ で こ に エレ ク ド ー ジ が あり ます 。 


菜子 : 後 で 練習 し て も いい で すか 。 TO 

0 き けっ こ さ es 
: ええ 、 今 日 は 結 算 式 が あり ませ ん か ら 、 PIE 
Lo re ee > 


区 
示す ? あり が と う ご ざ いま す 。 ( 
- きゅう けい し つ 
SC は 次 に 休 超 技 べ 行き まし も よう 。 


: ここ は 社員 の 休憩 室 で す が 、 ア ル バ イ ト の 方 も 
使う こと が で きま す 。 自 由 に 使っ て くだ さい 。 
あ 、 で も 、 こ こ で た ば さ る 選 和 や させ は で きま せん 。 
① 隣 に 喫煙 室 が あり ます か ら 、 そ こ で 唆 っ て くだ さい 。 


① 隣 に 喫煙 室 が あり ます か ら 、 そ こ で 有 弘 っ て くだ さい 。 


文脈 指示 の 「 そ こ 」 は 第 2 8 課 文型 6 で 学習 する 。 こ こ で は 「 そ こ 」 が 喫煙 室 を 指す こと が 


わか れ ば よい 。 


电文 型 


1.| ピアノ が 弾け ます 。 


・ 可 能 形 を 学習 する 。 


・ 可 能 形 は 、 能 力 や 特技 に つい て 述べ た り (([ 中 国語 が 話せ ます 。」) 、 あ る 状況 や 条件 に つい 
て 述べ た りす る 時 (人 [ 図 書館 で 新聞 が 読め ます 。」) に 使わ れる が 、 こ こ で は 能力 の 意味 の 


も の を 中 心 に 学習 する 。 


・ グ ルー プ 2 、 3 の 可能 形 は 最近 「 食 べ れ る 」「 起 きれ る ]「 来 れる | な ど が 多用 きれ る 傾向 


が ある が 、 こ の 教科 書 で は 基本 の 形 | 食べ られ る | 「 起 きら れる | 「 来 られ る | に 統一 


し じ た 。 


・ 可 能 形 を 使う 場合 、 助 詞 「 を ] は 「 が 」 に な る が 、 舎 定形 の 場合 は 「 中 国語 は 話せ ませ ん |」 


ニニ = 


の 形 を 使う よう に 指導 する 。 ここ で は 「 が 一 は 」 の 他 に 、 例 文 5) 「 自 転 車 に は 乗れ ませ ん 。」 
を 提出 し た 。[ 第 6 課 文型 6 参照 ] 

・ 例 文 4 「 車 の 運転 が で きま すか 。 ノ / 車 が 運転 で きま すか 。] は 「 車 の 運転 を する / 車 を 運 
転 す る 」 が 可能 形 に な っ た も の で ある 。[ 第 1 1 課 文型 4 参照 ] 

案 入 コン ダグ クト レン ズ を する の は 初め て な ん で す が 、 だ いじ ょ うぶ で し ょ うず 。 
“だいじょうぶ び ボ で す よ 。 す で 慣れ ます か ら 。 

※ よ く 日 本 語 を 使う 人 は 早く 上 手 に な り ま す 。 (第 1 2 課 5) 
可能 形 に な ら な い 動 詞 の 例 で ある 。「 わ か る 」「 知 る 」 「 間 に 合う ] 「 治 る 」「 慣 れる 」「 増 え 
る 」「 減 る ] | 上 手 に な る 」 な ども と も と 可能 の 意味 あい を 含ん だ 言葉 や 物 の 変化 を 表す 言 
葉 は 、 可 能 形 に な ら な い の で 注意 する 。 

叶 練習 a 


い 


| AI 結婚 式場 で 仕事 を し た こと が あり ます か 。 
Bl WI 
AU は DC 


・ 経 験 の 有無 に つい て 言う 表現 を 学習 する 。 
・ 単 純 な 過去 形 と の 違い は 
例 1 ) 朝 ご は ん を 食べ まし た か 。 
( 誤 ) 朝 ご は ん を 食べ た こと が あり ます か 。 
例 2 ) A1 : ピア ノ を 習っ た こと が あり ます か 。 (経験 の 有無 を 尋ね る 。) 
1.3 は Me あま す 。 
A 2 : いつ 習い まし た か 。 (経験 が ある こと を 前 提 と し て 質問 する ) 
2 : 小さ い 時 、 習 いま し た 。 
の よう な 例 を 示す と わか りや すい 。 
・「 一 こと が あり ます か 。| に 対す る 答え は 普通 「 あ り ま す 。] 「 あ り ま せん 。」 と な る が 、 上 
記 例 2 ) の B1、A2 の 発話 が 省略 され て 例文 2 の よう に な る 場合 も ある 。 
・ 質 問 文 に 答え る 場合 、 否 定形 は 助詞 が 「 は 」 に な る 。 
例 ) A : 北海 道行 っ た こと が あり ます か 。 
B : いい え 、( 行 っ た こと は ) あり ませ ん 。 
し か し 、 例 文 3 の よう に 質問 文 に 対す る 答え で な い 場 合 は 否定 形 で あっ て も 「 が | も 「 は ] 
も 使え る 。 こ こ で は 一 般 的 に 多く 使わ れる 「 が 」| の 形 を 載せ た 。 
・ 学 習 者 は 「( 誤 ) 一 し た こと が あり まし た 。| の よう に 間違え や すい の で 注意 する 。 


国 UF O や 幽霊 の 絵 な ど あ まり 一 般 的 で な いも の を 示し て 「 見 た こと が あり ます か 。」 な ど と 質問 し て 
導入 し て いく と よい 。 


中 練習 a 
> 巻末 「~ こ と が ある 」 参照 
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・ 名 詞 に 接続 し 
・ 「 な ら 」| に は 
アド バイ ス 。 
する 「 な ら 」 
1, A a 


・ | 安く 確実 
条件 を 表す 用 
> 巻末 [一 在 


.| 練習 す 


・ 条 件 を 表す | 
・「 行 け ば 」 | 
ある と 思う 3 間 
・ 条 件 を 表す | 
1 . 前 件 か 
例 1 ) 

例 2 ) 

例 3 ) 


転 車 に は 乗れ ませ ん 。| -3.| [7D | 


! の 運転 を する / 車 を 運 ・ 名 詞 に 接続 し て 、 取 り 立 て の 意味 を 持つ 「 な ら 」| を 学習 する 。 
| ・「 な ら | に は 、 相 手 の 言 っ た こと を 受け 、( 相 手 の 言 っ た こと を 条件 に し て ) 依頼 ・ 要 求 、 
I で し ょ う か 。 アド バイ ス 、 意 志 な ど 、 自 分 の 意見 、 判 断 な ど を 述べ る と いう 用 法 が ある が 、 こ こ で 学習 


| する 「 な ら 」 の 特徴 は 次 の よう な も の で ある 。 
1. A : 今度 の 土曜 日 、 映 画 を 見 に 行き ませ ん か 。 


| 治る] 「 慣 れる 」 「 増 え | 土曜 日 は ちょ っ と …。 日 曜日 な ら 行 ける ん で す が …。 

『 業 や 物 の 変化 を 表す 言 | 日 曜日 な ら 行け る ん で す が 、 土 曜日 は ちょ っ と …。 
相手 の 「 土 曜日 ] と いう 提案 に 対し て 、「 土 曜日 ] は だ めで ある が 「 日 曜日 ] な ら 
だ いじ ょ うぶ で ある と いう 代案 を 出す 。 例文 1)、2) 


2. A : 日 本 語 が 読め ます か 。 
B : ひら が な と カタ カナ な ら 読 め ま す 。 
相手 の | 日 本 語 ] と いう 質問 に 対し て 、 あ な た の 質問 の 意図 (| 日 本 語 」) に 合っ て い 
る か どう か わか ら な い が 、「 日 本 語 ] の 中 の 一 部 な ら 読め る と 言っ て 答え る 。 
… 例 文 3 
・「 安 く 確 実に 行く な ら モ ノレ ー ル に 乗る と いい で す 。」 の よう に 動詞 の 現在 形 に 接続 し て 
条件 を 表す 用 法 は 第 3 1 課 文型 1 で 学習 する 。 


ら > 巻末 「 一 な ら 」 参照 
! ね る 。) 4.| 練習 すれ ば 、 弾 け ます 。 
間 す る ) ・ 条 件 を 表す 「 一 ば ] を 学習 する 。 


・「 行 け ば ] 「 行 ける 」 の よう に 「 ば 」 に 接続 する 形 が 可能 形 と 似 て いる た め 可 能 の 意味 が 
| ある と 思う 学習 者 が いる の で 注意 する 。 
ませ ん 。| と な る が 、 上 ・ 条 件 を 表す 「 一 ば 」 の 用 法 は 次 の 二 つ に 大 きく 分 類する こと が で きる 。 
ある 。 1. 前 件 が 成立 すれ ば 必ず 後 件 も 成立 する 。 
| 例 1 ) 春 が 来れ ば 花 が 咲く 。 

例 2 ) 2 から 2 を ひけ ば 0 に な る 。 

| 例 3 ) (普通 誰 で も ) 練習 すれ ば 上 手 に な る 。 
ちっ て も 「 が | も 「 は ] 2 . ある 事柄 を 仮定 し 、 そ れ を も と に 後 件 で 意思 や 判断 を 述べ る 。 


例 1 ) (も し ) あな た が 行け ば 私 も 行き ます 。 
の で 注意 する 。 例 2 ) (も し ) 安けれ ば 買っ て き て くだ さい 。 


駐 99 か | な ど と 質問 し て こ で 学習 する 「 一 ば ] は 1 . の 用 法 で ある 。 2 . の 用 法 は 第 3 5 课文 型 8 8 で 学習 する 。 
| こ で 学習 する 「 ば | は 一 般 的 な 事実 や 真理 を 表す 文 で あり 、 原 則 と し て 「 と | [第 1 2 


课文 型 6 参照 ] に 置き か える こと が で きる 。 た だ し 、 本 文 の 発話 場面 で は 次 の よう な 使い 


一 
— 
> 
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分 け を 意識 し た 。 
| と 」 前 件 を 前 提 と し た 上 で どの よう な 結果 が 起き る か を 後 件 で 述べ る 。 
例 ) (パソ コン を ) 練習 する と どう な る か 。 
ーー 練 習 す る と 上 手 に な る ググ キー が 覚え ちら れる グズ 速く 打てる よう に な る … 
ED RC RT GR 
例 ) どう すれ ば (パソ コン が ) 上 手 に な る か 。 
ー つ 練習 すれ ば 習い に 行け ば / 毎 日 打 て ば … 上 手 に な る 。 
・ こ こ で は 例文 1 一 3) の よう に アド バイ ス の 表現 の ひと つと し て 練習 する 。 
叶 練習 a 
号 巻末 「~ ば ] 参照 


We の RW 
こ で は 例文 1 の よう に 質問 文 に 使う 場合 と 、 例 文 2、3) の よう に 答え の 文 に 使う 場合 を 
和 
・ 本 文 に 出 て いる 「 週 3 日 | の よう な 言い 方 も 練習 する 。 
( 訓 こ こ で 取り 上 げた 助数詞 は 「 日 、 冊 、 回 、 度 、 メ ー ト ル 」 で ある が 、 学 習 者 に 応じ て 、 例 ) の よう に 
「 本 、 杯 、 時 間 ] な ども 導入 し て も よい 。 
例 ) A : どの ぐら いた ば こ を 吸い ます か 。 
Bi: 1 に 10 本 ぐら いで す 。 
※A : どの ぐら い 涼 げ ま すか 。 
B : 1, 0 0 0 メー トル ぐら い 涼 げ ま す 。 NN 
「 どの ぐら い 」 は 頻度 や 割合 だ け で な く 量 を 聞く 場合 に も 使う 。 こ こ で は その よう な 例 を 
poe mL mum の SN RE RR 二 
i 
叶 練習 b 


・ 可 能 の 意味 を 3 
「 ア ル バ イ ト ( 
科 書 で は 店 
時 の 表現 と し " 
否定 形 导 [二 


DV 練習 


練習 a [59 
* 文 型 1 2 是 


練習 b |99 
・ 文 型 5 到 学 藻 中 


い べ る 。 


る よう に な る …。 
か を 述べ る 。 


・ 可 能 の 意味 を 表す 表現 |「 一 こと が で きる 。| を 学習 する 。 

・「 ア ル バ イ ト の 方 も 使え ます 。」 の よう に 可能 形 を 使っ て も 意味 は 同じ で ある が 、 こ の 教 
科 書 で は 「 一 こと が で きる 。」| は 決ま りや 規則 な どか ら 、 あ る 事柄 が 可能 な こと を 述べ る 
時 の 表現 と し て 扱っ た 。 


る 。 ・ 否 定形 は 「 一 こと は で きま せん 」 の 形 を 取り 上 げた 。 


・ 文型 1 、 2 、 4 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


練習 b |69 
・ 文型 5 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


に 応じ て 、 例 ) の よう に 


: で は その よう な 例 を 


5 まり 、 ぜ ん ぜん ) な 


| 
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本 文 1 涼し : 


1 あお 生 人 押 者 ノン ベ ん へ の プレ ゼン ト Man 


マリ リー と 

[使用 文型 ] 
@ この 課 の 目標 文型 1、4、 
・「~ そ う 」 を 使っ て 、 物 や 事柄 の 外見 か ら の 印象 を 述べ る こと が で きる 。 语 复 . 表现 ] 


・ 第 三 者 の 希望 や 願望 を 相手 に 伝え る こと が で きる 。 
・ プ レ ゼ ント を あげ た り も ら っ た りす る 時 、 適 切な 表現 を 使う こと が で きる 。 


① 
个 この 課 で 学習 する 文型 
[まりあ 
La wb < 
く な きそう で が 。 
CE 
2. 便利 | - 
じゃ な きそう 9 です 。/ で は な さそ うす 。 My 
3. 雨 が 降り そう で す 。 
4. あん な ワン ピー ス が ほし いと 思っ て いた ん で す 。 
5. ワン ピー ス が ほし いと 思っ て いた ん で す 。 ① あ の ワン ピ 記 
6 . 何 か 見 た い 物 は あり ます か 。 会 話 で は た びな 
7 ソン きん は グロ ー チ を は ほじ が っ て いま し た た? 詞 を 省略 し な い 
8. ワン さん は 日 本 料理 を 習い た が っ て いま し た 。 
本 文 2 ワウ 
⑪D 本 文 [場面 ] 
ER 人 EE 和 > デバ パート 
日 本 語学 校 の 友達 マリ ー・ ジ ジョ ン ラ ク と リー が デパ ー ト に 買い 物 に 出かけ る 。 同 じ 学 校 の [使 用 文 型 ] 
友達 ワン の プレ ゼン ト を 選ん で 贈る 。 
文 型 6、 “7 
叫 练习 e 


本 文 1 涼し そう で すね 。|S9| 
[场面 ] 


5 


マリ ー と リー が 買い 物 に 出かけ 、 デ パー ト の ショ ー ウ イン ドー を 見 て いる 。 
[使用 文型 ] 
文 弄 4、 5 
| 3 [ 族 生 .表现 ] 
攻 ES。 


① OE = 

涼し そう で すね 。 

私 は 前 か ら あ ん な の が 

ほし いと ど 思 っ て いた ん で す 。 


0 あの ワン ピー ズ 、 六 し そう で すね 。 


詞 を 省略 し な いよ うに 注意 する 。 


本 文 2 ワン さん は ブロ ー チ を ほし が っ て いま し た 。|@9 
[場面 ] 
デパ ー ト で マリ ー と リー が ワン の 誕生 日 に 何 を プレ ゼン ト す る か 相談 し て いる 。 
[使用 文型] 
06 7 8 
中 練習 e 


ョ ける 。 同じ 学校 の 


会 話 で は た び た び 助詞 が 省略 され る の で 本 文 も 自然 な 形 で 提出 し た が 、 学 習 者 が むやみ に 助 
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[ 語 芸 ・ 表 現 ] 人 いえ" 
「 い いそ を 」 と 同 


(デパ ー ト で ) 1 
マリ ー : ほか に 何 か 見 た い 物 は あり ませ ん か 。 ws 
① リー : ゼン さん に あげ る プレ ゼン ト を A 3 
探し た いん で す が …。 
マリ ー : 誕生 日 で すか 。 内 ⑯ え え 、 そ うし 
リー : そう な ん で す 。 来 週 の 水曜 日 な ん で す 。 MM アー | 相手 の 提案 に を 
YU 
じゃ 、 私 も いっ し ょ に 探し ます 。 
: 何 が いい と 思い ます か 。 本 文 3 お 誕 
(の : そう で すれ ね え …。 あ 、 ツ ツン さん は 5 [場面 ] 
日 本 料理 を 習い た が っ て いま し た か ら 、 リー と マリ ー- 
料理 の 本 は どう で し ょ うか 。 [使用 文型 ] 
: で も 、 ど ん な の が いい か 私 達 に は な し 
® 站 人 [ 軸 実 際 に 物 を 使 
そう で すね じゃ あ ゃ 。 [ 语 蘑 * 表现 ] 
あ 、 ワ ン さ ん は 白い 靴 を 
は が うら や いま し た お 中 
: ワン さん の サイ ズ を 知っ て いま すか 。 
④ を os 
: じゃ あ 、 靴 も だ めで すね 。 
あ 、 ブ ロー チ は どう で すか 。 
⑤ > ああ 、 そ うい えば ブロ ー チ も ほし いと 
言っ て いま し た ね 。 
: アク セ サ リ ー 売 場 へ 行っ て み ま し ょ うか 。 
® ER 


① ワ ン さ ん に あげ る プレ ゼン ト を 探し 
| あげ る | は 第 2 4 課 文型 3 で 学習 する 
が わか れ ば よい 。 


た いん で す が …。 
e こと で は 。 YU EY DEY 


② そ う で すね え …。 
相手 の 質問 に 対す る 答え を 考え た り 、 思 い 出し た り し て いる 時 に 使う 表現 で ある 。 
(DT ZT 
③ で も 、 ど ん な の が いい か 私 達 に は よく わか り ま せん ね 。 結婚 、 人 入学 を 
[よく 」 が 「 な い 」 と 結び つく 形 は ここ で 初出 で ある 。 で と うごき 
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ON \ え …。 
| いい え 」 と 同じ 意味 で ある こと を 確認 する 。 


ああ 。 そ うい えば プロ ー テ も 1 は いい と 守っ て いま し た れ 。 
思い 出し た こと を 言う 時 に 使う 表現 で ある 。 こ こ で は 意味 が わか れ ば よい 。 


RA 芝 う し まし まう 。 
相手 の 提案 に 賛成 する 時 の 表現 で ある 。 


本 文 3 お 誕生 日 お めで と う ご ざ いま す 。 


[場面 ] 
リー と マリ ー が ワン に 誕生 日 の プレ ゼン ト を 渡し て いる 。 
[使用 文型 ] 
なか し 
[久実 際 に 物 を 使っ て 役割 練習 を する と よい 。 
語 切 ・ 表 現 ] 
① 。 : ワン さん 。 お 殺生 目 お めで と どう ござ いま ず 。 
BD これ は 私 達 か ら の プレ ゼン ト で す 。 
’ アン : どう も あり が どう ご ざい ます 。 開け て みあ て で も いつ いで すず か 。 
レブ 


A 

ン : ああ 、 き れい な ブロ ー チ で すね 。 
前 か ら こ ん な の が ほし か っ た ん で す 。 
本当 だ どう も あり が と うう ご さい まず る 


| ら ワ ン へ 贈ら れる こと 


表現 で ある 。 
(DU ン さ ん 、 お 和美 渡 目 あめ で と う ご こざ いま ます 。 
結婚 、 入 学 を 祝う 言葉 も 紹介 する 。 そ れ ぞ れ 「 こ ご 結婚 お めで と う ご ざ いま す 。」「 ご 入学 お め 
で と りう ご ざい ます 。」 人 なり 、「 ご | を 合う 。 
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“| 便利 


・ 物 や 事柄 の 外見 か ら の 印象 を 述べ る 表現 「 い 形容 詞 + オ そう で す 。」 を 学習 する 。 

・ 第 1 7 課 文 型 6 で 学習 し た 伝聞 の 「 一 そう で す 。」 と 混同 し な いよ うに 「 そ う で す 。」 の 前 
の 形 に 注意 する 。 

・「 い い 」 は 活用 が 変則 的 な の で 注意 する 。 

・ 黒 いか ば ん を 見 て 「( 誤 ) 黒 そ う で す 。」 と は 言わ な い の で 、 見 た だ け で 判断 で きる 場合 は 
この 表現 を 使わ な いよ うに 指導 する 。 

叶 練習 a 

> 巻末 「 一 そう 」 参照 


そう て ま ら 
じゃ なさ て 了 了， I 7 で すず 。 


・ 物 や 事柄 の 外見 か ら の 印象 を 述べ る 表現 「 な 和 形容詞 + そう で す 。」 を 学習 する 。 

・ 第 1 7 課 文 型 6 で 学習 し た 伝 開 の 「 一 そう で す 。」 と 混同 し な いよ うに 「 そ う で す 。」 の 前 
の 形 に 注意 する 。 

・ 文 型 1 と 同様 に 「( 誤 ) きれ いそ う で す 。」 と は な ら な い の で 注意 する 。 

只 練習 a 

中 巻末 「~ そ う 」 参照 


3.| 雨 が 降り そう で す 。 


・ 物 や 事柄 の 外見 か ら の 印象 を 述べ る 表現 「 動 詞 + そ う で す 。」 を 学習 する 。 

・ こ こ で は 人 育 定形 を 中 心 に 学習 する 。 こ の 用 法 で は 人 否 定形 を 用 いる も の は 例 が 少な い の に 加 
え 、 文 型 1 、 2 の 形容 詞 の 場合 と 違い 「 一 そう に あり ませ ん 。| と いう 文末 に な る こと か 
ら 、 こ こ で は 練習 は せ ず 、 形 を 確認 する だ け で よい 。 

・「 間 に 合い そう で す 。」 の よう に 自分 の 能力 や 状況 か ら 判 断 し て 可能 性 が ある か どう か を 
述べ る 表現 は 第 3 5 課 文型 1 で 学習 する 。 

※A : すご い 雨 で すね 。 
BB そう で すれ ね ss ば らち で や そう に あり リ ま 寺 ね s 
「 動 詞 + そ う で す 。」 の 合 定形 を 確認 する た め に 載せ た 。 


只 練習 a 
> 巻末 「~ そ う 


・ 目 の 前 に ある : 
・「 こ と ・ そ "8 
过世 二 有 


「 そ ん な 簡単 る 
で すか 。」 の よ ょ 


・ あ る 物 を 手 に , 
・ こ こ で は 中 較 
・ 文末 が 現在 形 : 


① こ ん な ワリ 


② こ ん な 防 
Di 7a 
所 有 で きた 場 
る 。 よっ "a 


・「 ほ し い 」 の が 


「( 誤 ) 贸易 天 


・ 相 手 に 対し て 


た り 、 子 僕 調 


・ 例文 4 の よう : 
時 練習 練習 


| 
学習 する 。 
5 に 「 そ う で す 。」 の 前 


け で 判断 で きる 場合 は 


5 学習 する 。 
) に 「 そ う で す 。」 の 前 


る 。 


| 


| する 。 
の は 例 が 少な い の に 加 
ぬう 文末 に な る こと か 


能 性 が ある か どう か を 


叶 練習 a 
> 巻末 「 一 そう 」 参照 


4.| あだな ワン ピー ス が は し いと 思 ラ て いた ん で す 。 


・ 目 の 前 に ある も の を ひと つの 例 と 考え て 言う 時 の 表現 を 学習 する 。 

・「 こ ・ そ ・ あ 」 の どれ を 用 いる か は 、 第 2 課 で 学習 し た 眼前 指示 の 規則 に 従う 。 

・ こ こ で は 「 こ れ 、 そ れ 、 あ れ 」 と 「 こ ん な 、 そ ん な 、 あ ん な 」 の 人 違い の み を ポイ ント と し 、 
「 そ ん な 簡単 な こと は わか っ て いま す 。」「 こ ん な に すばらし いも の を いた だ いて も いい ん 
で すか 。」 の よう な 特別 な ニュアンス を 含ん だ 表現 と 文脈 指示 の 用 法 は 取り 上 げ て いな い 。 


5. 人 24 ドー ス が 1 し いと きっ てい た ん で すず) 


・ あ る 物 を 手 に 入れ た いと いう 自分 の 願望 を 述べ る 表現 を 学習 する 。 

・ こ こ で は 「 ほ し い | も 「 ほ し いと 思っ て いる | も どちら も 同じ 意味 と し て 扱っ た 。 

・ 文末 が 現在 形 か 過去 形 か で 以下 の よう な 意味 の 違い が ある の で 、 注意 し て 指導 する 。 

ほし いん で す 。 

ほし いと 思っ て いる ん で す 。 

ほし か っ た ん で す 。 

ほし いと 思っ て いた ん で す 。 
① は 、 ま だ ワン ピー ス が 話 者 の 手 に 入っ て いな い 場 合 の 表現 で 、② は 話 者 が ワン ピー ス を 
所 有 で きた 場合 、 あ る い は 本 文 1 の よう に 確実 に 所 有 で きる 状態 に な っ た 場合 の 表現 で あ 
る 。 よ っ て 、 人 か ら 物 を 贈ら れ た 場合 な ど は 、② を 用 いる の が 自然 で ある 。 

・「 ほ し い 」 の 対象 は 物理 的 に 手 に 入れ られ る も の で あり 、「( 誤 ) あの 先生 の 授業 が ほし い 。」 
「( 誤 ) 貿易 関係 の 仕事 が ほし い 。] の よう な 言い 方 は し な い 。 

・ 相 手 に 対し て 「 何 が ほし いで すか 。」「 ワ ン ピ ー ス が ほし いで すか 。」 と 言う と 、 失 礼 だ っ 
た り 、 子 供 っ ぽい 表現 に な る の で あま り 使 わな いよ うに 指導 する 。 

・ 例 文 4 の よう な 店 頭 な ど で よ く 使 われ る 表現 も 練習 する 。 

叶 練習 b 練習 c 


① こ ん な リン ピ ー ス が | 


⑫ こ ん な ワン ピー スズ が | 


= 


6. 


伺か 見 た い 物 は あり ます か 。 


・「 何 か 一 物 プ こと 」「 ど こ か ーー 所 」「 誰 か 人 」「 い つか ー 時 日 」 の 組み 合わ せ を 学習 す 
る 。「 何 か ]」「 ど こ か へ 」「 ど こ か に 」 を 用 いた 疑問 文 は 第 7 課 文型 3 で 学習 し た 。 
・「 何 か 冷た い 物 を (が ) 飲み た いで す 。」 の 「 何 か 冷た い 物 ] に 疑問 の 意味 は な く 「 ジ ュ 
ー ス を (が ) 飲み た いで す 。」 の 「 ジ ュー ス 」 と 同じ よう に 使わ れる こと を 理解 させ る 。 
・ 次 の よう な 会 話 も 提示 し 「 何 か ] と 「 何 が 」 の 人 違い も 指導 する 。 
A : B さ ん は 何 か 食 べた い 物 が あり ます か 。 
B : は い 。 
A : 何 が (を ) 食べ た いで すか 。 
B : イ タリ ア 料 理 が (を ) 食べ た いで す 。 


7.| ワン ミ ん は ブロ ー チ を ほし が っ て いま し た 。 


・ あ る 物 を 手 に 入れ た いと いう 第 三 者 の 願望 を 述べ る 表現 「 一 ほし が っ て いた 。」 を 学習 す 
る 。 

・ あ る 物 を 手 に 入れ た いと いう 自分 の 願望 を 述べ る 表現 [ほしい 」 は 文型 5 で 学習 し た 。 

・ 第 三 者 の 願望 が 現在 まで 継続 し て いる こと を より 強く 訴え た い 場 合 は 「 田 中 さん が 薬 を ほ 
し が っ て いま す 。 急い で くだ さい 。] の よう に 「 ほ し が っ て いる 。| を 用 いる が 、 こ こ で 
は 使用 頻度 が 高い 「 一 ほし が っ て いた 。」 の み 取 り 上 げた 。 

・「 国 の 友達 が 日 本 の CD を ほし が っ て いた の で 、 買 っ て 帰る つも り で す 。」| の よう な 場合 、 
「 ほ し が っ て いる 」 と し て も 意味 に 大 き な 違 い は な い 。 し か し 、 こ こ で は 学習 者 の 混乱 を 
避け る た め に 、「 ほ し が っ て いた 」 の 形 で 練習 する 。 

pA 8 きっ て いま た 。 

「 ほ は し が っ て いた 。」 と 同じ 意味 で 使わ れる 「 ほ し いと 言っ て いた 。」 を 紹介 する た め に 載 
By 
味 練習 e 


8.| ワン さん は 日 本 料理 を 習い た が っ て いま し た 。 


・ 第 三 者 の 願望 を 述べ る 表現 「 一 た が っ て いた 。」 を 学習 する 。 

・ 自 分 の 願望 を 述べ る 表現 | 一 た い 。] は 第 1 1 課 文型 9 で 学習 し た 。 

・ 文 型 7 同様 、 こ こ で は 使用 頻度 の 高い 「 一 た が っ て いた 。」 と いう 形 の み 取 り 上 げた 。 

・ 文型 7 同様 、「 一 た が っ て いる | を 用 いて も 大 き な 意 味 の 和 違い が な い 場 合 も ある が 、 こ こ 


で は 「=~ な だ な 

・ 次 の よう に 

例 ) (私 は ) 

(7 

(私 は ) 

(ye 

※ ワ ン さ ん は 日 

[一 大 太 2 区 
ts 


⑲ 練習 


練習 a 

・ 文型 1 、, 是 
・「 高 そう で す 
[ 訓 こ の 他 に も 、 絵 


練習 b 69 
・ 文 型 5 で 学習 
・ |「 い らっし ゃ 


練習 |99 
・ 文 型 5 で 学習 
・「 は し WG 


練習 d 59 
・ 文型 6 で 学習 


練習 e |99 
・ 文 型 7 二 本 文 


の 組み 合わ せ を 学習 す 
で 学習 し た 。 

間 の 意味 は な “i 
5 こと を 理解 させ る 。 


| 

っ て いた 。」 を 学習 す 
| 

区 型 5 で 学習 し た 。 
は 「 田 中 さん が 薬 を ほ 
月 を 用 いる が 、 こ こ で 


で す 。」 の よう な 場合 、 
こ で は 学習 者 の 混乱 を 
| 


| を 紹介 する た め に 載 


の み 取り 上 げた 。 
い 場合 ある が 、 こ こ 


| 


で は 「 一 た が っ て いた 」| の 形 で 練習 する 。 
・ 次 の よう に 「 一 た が っ て いた 。」| と 「~ た い 。」 の 助詞 の 使い 方 に も 注意 し て 指導 する 。 
例 ) (私 は ) コー ヒー を / が 飲み た い 。 
(ワン さん は ) コー ヒー を 飲み た が っ て いた 。 
(私 は ) 田中 さん に 会 いた い 。 
(ワン さん は ) 田中 さん に 会 いた が っ て いた 。 
※ ワ ン さ ん は 日 本 料理 を 習い た いと 言っ て いま し た 。 
「 一 た が っ て いた 。」| と 同じ 意味 で 使わ れる 「 一 た いと 言っ て いた 。」| を 紹介 する た め に 載 
せ た 。 


⑩ 練習 


練習 a 

・ 文 型 1 、 2 、 3 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・「 高 そう で す 。」 の 形 で 練習 する 。 

罰 こ の 他 に も 、 絵 や 写真 等 を 利用 し て 練習 する と よい 。 


練習 b eg 
・ 文型 5 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・「 い らっし ゃ いま せ 。] は 店 員 が 客 に 対し て 使う あい きつ の 言葉 で ある 。 


練習 c 
・ 文 型 5 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・「 ほ し い 」 (文型 5) と 「ー た い 」 (第 1 1 課 文型 9) と の 違い を 確認 し て か ら 練 習 す る 。 


練習 d 29 
. 文型 6 で 学習 し た 表現 を 使っ て 学習 する 。 


練習 e |9⑨ 
・ 文 型 7 と 本 文 2 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


598 = 


贈り 物 


第 24 課 


@ この 課 の 目標 
・ 過 去 と 現在 で 変化 し た 事柄 に つい て 述べ る こと が で きる 。 
・ 日 本 の 贈答 習慣 を 知る 。 
・「 あ げ る 」 と 「 も ら う 」 を 使っ て 物 の や り と り が 表現 で きる 。 


⑪ この 課 で 学習 する 文型 

1. 輸送 機関 が 発達 し た の で 、 生 鮭 食 品 も 送れ る よう に な り ま し た 。 
2. 最近 は 、 お 中 元 や お 歳暮 を 自分 で 持っ て 行か な く な り ま し た 。 
3. 私 は アル ン さ ん に チョ コレ ー ト を あげ まし た 。 

4 


・ 私 は お お ぜ い の 人 に お 中 元 を も らい まし た 。 


⑪ 本 文 
日 本 の 贈答 習慣 に 関す る テレ ビ 番 組 で の 贈り 物 に つい て の 説明 と 街頭 イン タビ ュー の 様子 が 


礎 文 Ek な うっ で いる 。 


・ ーー 一 一 信 本 文 1 バレ ンタ イン デー に も プレ ゼン ト を 贈る よう に な り ま し た 。|@9 

[場面 ] 
テレ ビ 番 組 で 日 本 の 贈答 習慣 の 変化 を 紹介 し て いる 。 

[使用 文型 ] 
光明 1 。 3 

〇 精読 する の が 望ま し い が 、 難 し い 新 出 語 が 多い の で 、 学 習 者 に 応じ て 意味 理解 に と ど め て 
も よい 。 

[ 訓 お中元 や お 歳暮 な ど 日 本 の 贈り 物 に 関す る 基本 的 な 知識 を 紹介 し て か ら 本 文 の 学習 に 入る と よい 。 

[ 六 本 文 を 学習 し た 後 、 学 習 者 の 国 の 贈答 習慣 を 紹介 させ る と よい 。 


语 荣 * 表现 ] 


① こ れ 以 外 に も 
い 形 容 詞 「 古 
こと を 確認 す 4 


() 主 大、 输送 机 
前 に 述べ た 内 


(3) 主 大、 输送 机 
「 今 何時 で すか 
す 表 現 と し で 
する 。 


④ 和 年 2 月 に な 
デパ バー ト や ス - 
で ある こと を 


| シタ ビュ ー の 様子 が 


て 意味 理解 に と ど め て 


D 学 習 に 入る と よい 。 


[ 語 工 ・ 表 現 ] 
① | 結婚 式 や 読 生日 に は 、 贈 り 物 を し ます 。 こ れ 以 外 に も 、 日 本 に は 古く か ら 
定期 的 に 贈り 物 を する 習慣 が あり ます 。 7 月 の お 中 元 と 1 2 月 の お 歳 幕 で す 。 
お 中 元 や お 歳暮 は 、 以 前 は 自分 で 直接 持っ て 行き まし た が 、 こ の ご ろ は 
② | デパート な ど に 頼む よう に な り ま し た 。 ま た 、 輸 送 機関 が 発達 し た の で 、 
③ 今 で は 生鮮 食品 も 送れ る よう に な Pd (ss 
最近 は 、 バ レン タイ ン デ ー や クリ スマ ス な ど に も プレ ゼン ト を 贈る よう に 
④ ⑮ | な り ま し た 。 処 年 2 月 に な る と 、 チ ョ コレ ー ト 売場 は 、 ど こも 若い 女 の 人 で 
® Ww 人 vl AFI FHI 
@ | 品物 を クリ スマ スプ レ ゼ ント と し て 亮 り 出し ます 。 デ パー ト の 宣伝 や マス コミ の 
の ⑦ 影響 で 、 こ れ ら の プレ ゼン ト は 、 年 々 盛ん に な っ て きま し た 。 


LE te 
パレ ンタ イフ テー に 上 


① こ れ 以 外 に も 、 日 本 に は 古く か ら 定 期 的 に 贈り 物 を する 習慣 が あり ます 。 
い 形 容 詞 「 古 い ] の 名 詞 形 「 古 く ] で ある 。 こ こ で は 「 以 前 か ら 」「 昔 か ら 」 の 意味 で ある 
こと を 確認 する 。 


② ま た 、 輸 送 機関 が 発達 し た の で 、 今 で は 生鮮 食品 も 送れ る よう に な り ま し た 。 
前 に 述べ た 内 容 に 関連 の ある 事柄 を 付け 加え る 接続 詞 で ある 。 


③ ま た 、 輸 送 機関 が 発達 し た の で 、 今 で は 生鮮 食品 も 送れ る よう に な り ま し た 。 
「 今 何時 で すか 。] の 「 今 ] と 人 違っ て 「 現 在 ] の 意味 で 使わ れ て いる 。 現在 と 過去 の 変化 を 表 
す 表 現 と し て 「 昔 は ー だ っ た が 、 今 で は 一 よう に な っ た 。」| と いう 形 で 使わ れる こと を 確認 
する 。 


④ 処 年 2 月 に な る と 、 チ ョ コレ ー ト 売場 は 、 ど こも 若い 女 の 人 で いっ ぱい に な り ま す 。 
デパ ー ト や スー パー な どの あら ゆる チョ コレ ー ト 売場 が な 女 の 人 で いっ ぱい に な る と いう 意味 
で ある こと を 確認 する 。 


10)cー ニ ーー 


⑤ 符 年 2 月 に な る と 、 チ ョ コレ ー ト 売場 は 、 ど こも 若い 女 の 人 で いっ ぱい に な り ま す 。 
| ここ で は 、 デ パー ト や スー パー の チョ コレ ー ト 売場 に 若い 女 の 人 が お お ぜ い 集 まっ て いる と 
| いう 意味 で ある こと と 、「 人 で いっ ぱい 」 と いう 形 で 使わ れる こと を 確認 する 。 
(⑯ ま た 、 1 2 月 に な る と 。 デ パー ト で は いろ いろ な 品物 を クリ スマ スプ レ ゼ ント と 
し て 売 條 出し ます 。 
目的 の 違い を 表す 表現 で ある 。 「 ケ ー キ 」 な ど を 例 に 挙げ 「 ク リス マス の ケー キ と し て 買う 。」 
「 誕 生日 の プレ ゼン ト と し て 買う 。」 「 手 みや げ と し て 買う 。| な ど を 提示 し 、 意 味 を 確認 する 。 


(⑦ デ パー ト の 宣伝 や マス コミ の 影響 で 、 これ ら の プレ ゼン ト は 、 年 々 盛ん に な っ て 
きま た 
「 こ れ ら の プレ ゼン ト 」 が バレ ンタ イン デー と クリ スマ ス の プレ ゼン ト で ある こと を 確認 
る 。 


. 一 一 一 本 文 2 チョ コレ ー ト を あげ まし た か 。'S9 
[場面 ] 
バレ ンタ イン デー に デパ ー ト の 前 で 伊藤 記者 が 女 の 人 (会 社員 ) に イン タビ ュー し て いる 。 
[使用 文型] 
文型 3 
〇 日 本 で は バレ ンタ イン デー に 女性 か ら 男 性 に プレ ゼン ト を 贈る こと を 確認 し て か ら 、 本 文 
の 学習 に 入る 。 
[ 语 荣 * 表现 ] 
(デパ ー ト の 前 で ) 
① | 伊 共 記 者 : すみ ませ ん 。 ち ょ っ と 伺い た いん で す が … 
次 の 大 : は VN。 
伊藤 記者 : 今日 は バレ ンタ イン デー な ん で す が 、 
誰か に チョ コレ ー ト を あげ ま し た か 。 
変 の 大: ええ 、 あ げ ま し た 。 


伊藤 記者 : どん な 人 に あげ た ん で すか 。 
女 の 人 : 職場 の 同僚 や 友人 で す 。 

伊藤 記者 : いく つぐ らい あげ まし た か 。 
女 の 人 : そう で すね …。 


1 0 個 ぐ らい で す 。 
伊藤 記者 : 10 個 も | 


① ち ょ っ と 伺い 
敬語 は 第 3 0 


本 文 3 で 2 
[場面 ] 
伊藤 記者 が 2 
[使用 文型] 
文型 4 
国 赠 答 品 D 和 ASy 


\ っ ぱい に な り ま す 。 お よっ と 全 い た いん で する "|。 


お ぜ い 集まっ て いる と | 敬語 は 第 3 0 課 で 学習 する 。 こ こ で は 意味 が わか れ ば よい 。 
認 す る 。 
プレ ゼン ト と 本 文 3 どん な 物 を も らい まし た か 。 [本 

[場面 ] 
MO ケ ー キ と し て 買う 。 | 伊藤 記者 が デパ ー ト の 前 で 女 の 人 (主婦 ) に お 中 元 に つい て イン タビ ュー し て いる 。 
し 、 意味 を 確認 する 。 [使用 文型 ] 

文型 4 

年 々 盛ん に な っ て 六 贈 答 品 の パン フレ ッ ト や 教科 書 の p62 の グラ フ な ど を 使っ て 話題 を 導入 する と よい 。 


(デパ ー ト の 前 で ) ' 
伊藤 記者 : すみ ませ ん 。 ち ょ っ と 伺い た いん で す が …。 
女 の 人 : は い 。 
伊藤 記者 : 今 、 お 中 元 の 時 期 な ん で す が 、 今 年 、 
も う お中元 を も らい まし た か 。 


ト で ある こと を 確認 


女 の 人 : いえ 、 今 年 は まだ で す が …。 
伊藤 記者 : で は 、 去 年 は 、 何 人 ぐら い の 人 に 


恥 2 ビュ ー し て いる 。 お 中 元 を も らい まし た か 。 
女 の 人 : そう で すね …。 1 0 人 ぐら いで す 。 
伊藤 記者 : そう で すか 。 ど ん な 物 を も らい まし た か 。 
を 確認 し て か ら 、 本 文 女 の 人 : よく 覚え て いま せん が 、 舞 年 、 
調味 料 や お 菓子 な ど が 多い て で す 。 


⑩ 文型 


で 、 生 鮮 食 品 も 送れ る よう に な り ま し た 。 


・ 動 詞 を 用 いた 変化 の 表現 を 学習 する 。 こ こ で 学習 する の は 否定 か ら 青 定 へ の 変化 で ある 。 
い 形 容 詞 と な 形容 詞 、 名 詞 の 変化 の 表現 は 第 1 2 課 文 型 5 で 学習 し た 。 

・ 例 文 1) は 個人 の 能力 の 変化 、 例 文 2 は 社会 の 状況 の 変化 、 例 文 3 は 個人 的 な 習慣 の 変化 、 
例文 4 は 社会 的 な 習慣 の 変化 を 表し て いる 。 

※ 薬 を 飲ん だ の で か ぜ が 治り まし た 。 
「 治 る ] の よう に も と も と 変化 の 意味 の ある 動詞 は 「 一 よう に な る | は 用 いな いこ と を 示 
す た め に 載せ た 。「 慣 れる 」「 増 える ] 「 減 る ] な ども 同様 で ある 。 

※ 薄 切り の 牛肉 を 長く 煮る と 、 固 く な り ま す 。 (第 1 2 課 5) 

※ 前 は さしみ が 嫌い で し た が 、 今 は 好き に な り ま し た 。( 第 1 2 課 5) 
い 形 容 詞 と な 形容 詞 を 用 いた 変化 の 表現 を 復習 する た め に 載せ た 。 


2.| 太后 中 元 诬告 日 人 (本 1754 (7, 


・ 動 詞 を 用 いた 変化 の 表現 を 学習 する 。 こ こ で 学習 する の は 青 定か ら 否 定 へ の 変化 で ある 。 
・ 例 文 1) は 個人 の 能力 の 変化 、 例 文 2)? は 個人 の 状況 の 変化 、 例 文 3) は 個人 的 な 習慣 の 変化 、 
例文 4 は 社会 的 な 習慣 の 変化 を 表す 。 

・ 青 定か ら 人 否定 へ の 変化 を 表す 用 法 に は 「 行 か な いよ うに な る | と いう 形 も ある が 、 こ の 教 
科 書 で は い 形 容 詞 「 固 く な る 」 と 同じ [行か な く な る | と いう 形 に 統一 し た 。 


[ 久 こ の 文型 を 学習 し た 後 で 、 い 形 容 詞 、 な 形容 詞 、 名詞 、 動 詞 、 そ れ ぞ れ の 変化 の 表現 の 規則 を 確認 する 
の よび W。 


3.| 色 は アル ン さ ん に チョ コレ ー ト を あげ まし た 。 


・ 物 の 授受 表現 の ひと つ 「 あ げ る 」 を 学習 する 。 
・「 あ げ る 」 は 第 1 6 課 本 文 2 と 第 2 3 課 本 文 2 で 既出 で ある 。 


・「 あ げ る 」 は 与え 手 の 行 為 を 表わす 表現 だ が 、 自 分 が 物 の 受け 手 の 場合 は 、「 人 が 私 に く 


れる 。」 と な る の で その よう な 例 を 出さ な いよ うに 注意 する 。「 く れる | は 第 2 5 課 文 型 4 
で 学習 する 。 

・「 も ら う 」| は 文型 4 で 学習 する 。 

・「 私 は あな た に プー ル の 缶 待 券 を あげ ます 。」 の よう に 、 あ げ る 相手 に 直接 「 あ げ る 」 を 
使う と 失礼 な 印象 を 与え を る こと が ある の で 、 こ の よう な 場合 は 「 プ ー ル の 招待 券 が ある ん 
で す が 、 い か が で すか 。」 等 の 表現 を 使う よう に 指導 する 。 


男 実 際 に 物 を 学習 
> 巻末 「 あ げ < 


・ 物 の 授受 表現 
・ 文 型 3 | あけ 
A 


それ ぞ れ の 用 
の み 練 習 す る 
[六実 際 に 物 を 学習 
※ 私 は 国 か ら 涯 
与え 手 を | か 
どちら で も い 
で は 学習 者 の 
で 統一 以 3 
ご > 巻末 「 あ げ < 


ら 育 定 へ の 変化 で ある 。 
Eo 
は 個人 的 な 習慣 の 変化 、 


叫 は 用 いな いこ と を 示 


合 定 へ の 変化 で あ る の 
は 個人 的 な 習慣 の 変化 、 


うう 形 も ある が 、 こ の 教 
較 し た 。 
LE の 表現 の 規則 を 確認 する 


の 場合 は 、「 人 が 私 に く 
し る | は 第 2 5 課 文型 4 


| 手 に 直接 |「 あ げ る | を 
『ー ル の 招待 券 が ある ん 


= 


・ こ こ で 学習 する 「 あ げ る | の 用 法 は 以下 の 通り で ある 。 


1. 私 = 
2 第 三 者 ーー 第 三 者 … 例 文 4 


( 物 
3. 話し 相手 一 ーー 第 三 着 … 例 文 3) (キム の 発 本 


それ ぞ れ の 用 法 に つい て 練習 する 。 た だ し 、 3 . に つい て は 例文 3) (キム の 発話 ) の よ 


うに 質問 文 の み 練習 する 。 
肌 実 際 に 物 を 学習 者 間 で 移動 きせ て 練習 する と よい 。 
> 巻末 「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 参照 


れれ は ちせ ぜ い の 人 に お お 吾 元 を も らい まし た 。 


・ 物 の 授受 表現 の ひと つ 「 も ら う 」 を 学習 する 。 


・ 文型 3 「 あげる] と 対比 し な が ら 学 習 す る 際 に は 次 の よう な 関係 に 注意 する 。 


A さ ん は B さ ん に も ら う 。 ーー B さ ん は A さ ん に あげ る 。 


私 は _ B さ ん に も ら う 。+ で ーー ( 誤 ) B さ ん は 私 に 


あげ る 。 


( 誤 ) A さん は 私 に も ら う 。 ーー 私 は  A き ん に あげ る 。 


・ こ こ で 学習 する 「 も ら う 」| の 用 法 は 以下 の 通り で ある 。 


。 県 ーーー テ ーー 才 一 人 3 


3. 第 三 者 ーー と 話し 相手 … 例 文 2 (リン の 発癌 )、 


… 例 文 1)、2) (アル ン の 発話 )、3)、5)、6) (学生 の 


6) (守衛 の 発話 ) 


それ ぞ れ の 用 法 に つい て 練習 する 。 3 . に つい て は 例文 2 (リン の 発話 ) の よう に 質問 文 


の み 練 習 する 。 
罰 実 際 に 物 を 学習 者 間 で 移動 させ て 練習 する と よい 。 
※ 私 は 国 か ら 奨 学 金 を も ら っ て 勉強 し て いま す 。 


与え 手 を 「 か ら 」| で 表す 例 を 示す た め に 載せ た 。 与 え 手 が 人 の 場合 の 助詞 は 「 に 」「 か ら 」 
どちら で も いい が 、 与 え 手 が 組 織 、 団 体 、 機 関 な どの 場合 は | か ら ] に な る 。 こ の 教科 書 
で は 学習 者 の 混乱 を 避け る た め 、 与 え 手 が 人 の 場合 は 「 に 」、 組 織 な どの 場合 は | から] 


CHS 
> 巻末 「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 参照 
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お 中 元 に 関す る アン ケー ト 調 査 (p62) 


・ 本 文 3 で お 中 元 に つい て 説明 する 際 に 利用 する 。 
・ 季 節 柄 ビー ル や ジュ ー ス が 多く 贈ら れ て いる 点 や 、 希 望 と 実際 に 贈ら れ た 商品 に ずれ が あ 
る 点 な ど を 確認 する 。 
[ 及 お 中 元 の パン フレ ッ ト な ど を 使っ て 「 洋 菓子 ] や 「 海 苔 ] な どの 新 出 語 を 導入 する と よい 。 
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@ この 課 の 目標 
-TW 
くだ けた 話 
の 会 話 を 聞い ~ 
・ イ ン フ ギー 
で きる 。 
・ 電 話 で の 簡単 7 
・「 あ げ る 、 も ! 


⑪ この 課 で 学習 
1 . 親しい 友達 
2 . 親しい 友達 
3 . 親しい 友達 
4 . 友達 が (私 ! 
5 . 行き た いけ 


⑪ 本 文 
佐藤 武 が 電話 を し . 


本 文 1 7 
[場面 ] 
武 が 良子 を 電 i 
[使用 文型 ] 
文型 1 、 製 
〇 武 と 良子 は 第 
し さ が 増 し 、 記 
〇 武 が 良子 の 母 ( 
〇 4 行 目 まで の \ 
国武 上 和 良子 从 下 机 


| られ た 商品 に ずれ が あ 


| 
和 内 す る と よい 。 
| 


スー ルル か な ない 


@ この 課 の 目標 
・ で す ・ ま す 体 を 使っ た 改まっ た 話し 方 (以下 「 フ ォ ー マ ル 」) と 友達 同士 な ど で 使 われ る 
くだ けた 話し 方 (以下 「 イ ン フ ォ ー マ ル 」) の 使い 分 け の 場面 を 理解 し 、 イ ン フ ォ ー マ ル 
の 会 話 を 聞い て 理解 で きる 。 
・ イ ン フ ォ ー マ ル の 表現 を 使っ て 友達 を 謗 っ た り 、 誘 い を 断っ た りす る な ど 、 簡 単 な 会 話 が 
で き あ な 。 
・ 電 話 で の 簡単 な 応対 が で きる 。 
・「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 を 使っ て 物 の や り と り が 表現 で きる 。 


⑪ この 課 で 学習 する 文型 

1. 親しい 友達 と の 会 話 1 

2. 親しい 友達 と の 会 話 2 

3 . 親しい 友達 と の 会 話 3 

4 . 友達 が (私 に ) プー ル の 招待 券 を くれ まし た 。 
5. 行き た いけ ど 、 明 日 は アル バイ ト が ある の 。 


⑪ 本 文 
佐藤 武 が 電話 を し 、 吉 田 良 子 を プー ル に 誘う 。 良 子 は 小野 京子 を 誘う 。 


本 文 1 プー ル へ 行か な い ? 


武 が 良子 を 電話 で プー ル に 誘っ て いる 。 
[使用 文型 ] 
文夫 1、2、 4 
〇 武 と 良子 は 第 6 課 、 第 1 7 課 の 本 文 で は 「 で す ・ ま す 体 ] を 使っ て 会 話 を し て いた が 、 親 
し さき が 増 し 、 こ こ で は イン フォ ー マ ル で 話し て いる 。 
〇 武 が 良子 の 母 に は フォ ー マ ル 、 良 子 に は イン フォ ー マ ル を 使っ て いる こと に も る も 着目 さき せる 。 
〇 4 行 目 まで の 電話 で の 受け 答え は 覚え て 言え を る よう に な る まで 練習 する 。 
[ 六 武 と 良子 が で す ・ ま す 体 で 会 話 を し て いる 第 1 7 課 本 文 2 と 聞き 比べ 、 導 入 す る と よい 。 
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| [ 语 荣 * 表现 ] 


| ① | 衣子 の 軸 : も し も し 、 埋 皿 で ご ざい ます 。 
武 : 佐藤 と 申し ます が 、 良 子 さ ん を お 願い し た いん で す が 。 
 : は い 、 少 々 お 待ち くだ さい 。 
良子 : も し も し 、 良子 で す 。 
二 良子 < 人 、 プー ル へ 行か な い ? 
友達 が プー ル の 招待 券 を くれ た ん だ 。 
了 : いい わ ね 。 い つ 行 く ? 


武 : 明日 は どう ? 
まこ たる 、 ke 

© 武 : 招待 券 办 3 枚 あ る か ら も う 一 人 行け る ん だ けど 、 誰 か いな い ? 
了 、 京 子 さ ん を 謗 っ て も いい ? 


・ い いよ 。 
良子 : じゃ 、 京 子 さん に 電話 し て みる わ 。 


① も し も し 、 吉田 で ご ざい ます 。 
電話 に 出 た 時 に 使う 表現 で ある 。 菩 語 は 第 3 0 課 で 学習 する 。 


② 佐 藤 と 申し ます が 、 良 子 さ ん を お 願い し た いん で す が 。 
電話 で 相手 を 呼び 出す 時 に 使う 表現 で ある 。 


③ 招 待 券 が 3 枚 あ る か ら も う 一 人 行け る ん だ けど 、 誰 か いな い ? 
第 1 7 課 文型 3 で 学習 し た 「 て ん で す が 」| の イン フォ ー マ ル の 形 で ある 。 


ーー 一 一 @ 本 文 2 行き た いけ ど 、 明 日 は アル バイ ト が ある の 。「S9 
[場面] 
良子 が 京子 を 電話 で プー ル に 誘っ て いる 。 
[使用 文型] 
2 9 SO 


〇 電話 で は 誰が 出る か わか ら な いた め 、 良 子 は 初め は で す ・ ま す 体 で 話し 始め て いる が 、 


手 が 京 子 だ と わか っ た 時 点 で イン フォ ー マ ル に 変わ る 点 に 着目 きせ る 。 


[表現 ・ 語 


① も し も し 、 小 野 
自分 の 話し た い 槍 


(あら 、 そ う 。 
残念 な 気持 ち を 


(DC 
電話 を 切る 時 の 
ン フ ォ ー マ ル な 却 
て は 使わ な いよ う 


⑪⑲ 文型 


・ 辞 書 形 や 基本 
・ こ こ で 言う 親 1 
親しい 友達 同 ゴ 

と は 異な る 才 
・ 左 右 の ページ 
3 も 同様 で ある 
・ 動 詞 、 い 形容 語 
体 を 用 いる の て 


語 し 始め て いる が 、 


る 。 


相 


[表現 ・ 語 句 ] 


① 田 良子 : も し も し 、 小野 さん の お 宅 で すか 。 吉田 と 申し ます が ・ 
ト 野 京子 : ああ 、 良子 さん 。 元気 ? 
fF: うん 。 武 さん が 、 ブー ル の 招待 券 を 持っ て る の 。 


_ 明日 行こ うと 思っ て る ん だ けど 、 京子 さん も いっ し ょ に 行か な い ? 
京子 : 明日 ? 


かま まん 。 
京子 : 行き た いけ ど 、 明 日 は アル バイ ト が ある の 。 
© りあ も 。 そう 。 
京子 : 残念 だ けど 、 ま た 今度 謗 っ て 。 
③ A a また ね 


も し も し 、 小野 さん の お 老 で すか 。 
自分 の 話し た い 相 手 の 家 に か か っ た か どう か 確か め る 時 に 使う 表現 で ある 。 


あら 、 そ う 。 
残念 な 気持 ち を 表し て いる 。 男性 の 場合 は 「 あ あ 、 そ う 」 と な る 。 


(うん た 、 だ や 。 让 
電話 を 切る 時 の 表現 [失礼 し ます 。] は 第 2 2 課 本 文 2 で 学習 し た が 、「 ま た ね 。」 は その イ 
ン フ ォ ー マ ル な 表現 で ある 。 友 達 同士 の 別れ 際 の 挨拶 と し て も 使わ れる が 、 目 上 の 人 に 対し 
て は 使わ な いよ うに 指導 する 。 


⑲ 文型 


1.| 親しい 友達 と の 会 話 1 129 


・ 辞書 形 や 基本 体 を 使っ た 基本 的 な イン フォ ー マ ル を 学習 する 。 

・ こ こ で 言う 親しい 友達 と は ほぼ 同年 齢 の 親しい 友達 で 、2 0 代 か ら 3 0 代 を 想定 し て いる 。 
親しい 友達 同士 で も っ て も 、 話 者 の 年 齢 な ど に よっ て 使わ れる 表現 が 教科 書 で 取り 上 げた 
形 と は 異な る 場合 も ある 。 (文型 2? 、3 も 同様 で ある 。) 

・ 左 右 の ペー ジ が 対応 し て お り 、 左 が イン フォ ー マ ル 、 右 が フォ ー マ ル で ある 。 (文型 2 、 
3 も 同様 で ある 。) 

・ 動 詞 、 い 形容 詞 は 基本 体 を 用い る が 、 な 形容 詞 と 名 詞 は 、 現 在 形 は 辞書 形 、 過 去 形 は 基本 
体 を 用 いる の で 注意 する 。 


69% 一 = 


・ 質問 文 の 場合 、| 行 く ? 」 の よう に 「 ? | を 文 未 に 用 いて いる 。 こ れ は 上 昇 イ ント ネー シ 
ョ ン で 発音 する こと を 表し て いる 。 教科書 用 テー プ な ど を 使っ て イン ト ネ ー シ ョ ン を 指導 
する 。 

只 練習 a 練習 b 練習 c 練習 d 練習 e 練習 f 

ご > 課 未 [助詞 に つい て 」 参照 

> 課 未 「 イ ント ネー ショ ン に つい て 」 参照 


.| 親しい 友達 と の 会 話 2 pA 


・ 男 性 と 女性 と で 表現 が 異な る イン フォ ー マ ル を 学習 する 。 

・ 性 別に よる 表現 の 違い は 年 齢 や 地域 な ど に よっ て 異な る 部 分 も 多い 。 こ こ で は 一 般 性 の 高 
い 表 現 を 選ん だ 。 学習 者 に 応じ て 他 の 表現 を 紹介 する と よい 。 

・ 文 型 1 同様 、 上 昇 イ ント ネー ショ ン の 部 分 な ど を 教科 書 用 テー プ な ど を 使っ て 指導 する 。 

味 練習 c 練習 d 練習 e 練習 f 

> 課 未 「 助 詞 に つい て 」 参照 

> 课 未 「 イ ント ネー ショ ン に つい て 」 参照 


.| 親しい 友達 と の 会 話 3 | [9 


・ イ ン フ ォ ー マ ル で よく 使わ れる 「 一 て いる ーー て る 」 の よう に 形 が 変わ る 表現 を 学習 する 。 

“例文 DD 『B : は い 。」 は 、yes no の 「 は い 」 で は な く 相 手 に 物 を 渡す 時 に 使う 表現 で あ 
る 。 

・ 例 文 4 「 な くち ゃ な きゃ 」 は 文中 で は 「 勉 強し な くち ゃ いけ な いか ら 」| の よう な 形 に な 
ぬら めで 、 学習 者 に 応じ て ここ で 紹介 する 。 

・ 例 文 5 の 「 ご めん 。」| と 同じ 意味 で 使わ れる 「 ご めん な さい 。| も ここ で 紹介 する 。 ど ちら 
も 目 上 の 人 に 対し て 使う と 失礼 に な る の で 、 目 上 の 人 に は 「 す み ま せ ん 。」| を 使う よう に 
指導 する 。 

・ 文型 1 同様 、 上 昇 イ ント ネー ショ ン の 部 分 な ど を 教科 書 用 テー プ な ど を 使っ て 指導 する 。 

只 練習 d 

> 課 未 「 助 詞 に つい て 」 参照 

> 課 未 「 イ ント ネー ショ ン に つい て 」 参照 


・ 物 の 授受 表現 ( 
・「 あ げ る 」 と 
・「( 人 ) が 内 
で 省略 され る 、 


1. 第 三 者 " 
2 ， 第 三 者。 


1 . の 用 法 が 2 


・ | ぐれ る 8 


れる 」 は も らい 
こと が 多い 。 1 
いな い 場 合 や 、 
合 な ど は 厄 調 
また 、| 本 
うに 、 受 け 手 2 


・ | あげ る 」 と 2 


同じ で あっ て 
合 は 「 く れる 
A さん は J] 
A さ ん は 7 
A さ ん は 7 
A さん は 


者 教科 書 p72、730 


面 実際 に 


物 を 学習 3 


※ 破 は と き 交 蘭 
例文 一 5) は 


「 は 」 


に な る も 


me 練習 
巻末 「 あ げ る . 


@ 練習 1 


は 上 昇 イ ント ネー シ 
シト ネー ショ ン を 指導 


ここ で は 一 般 性 の 高 


を 使っ て 指導 する 。 


わる 表現 を 学習 する 。 
ます 時 に 使う 表現 で あ 


BD | の よう な 形 に な 


で 紹介 する 。 ど ちら 
生ん 。| を 使う よう に 


を 使っ て 指導 する 。 


.| 友達 が (私 に ) プー ル の 招待 差 を くれ まし た 。 


・ 物 の 授受 表現 の ひと つ 「 く れる | を 学習 する 。 
・「 あ げ る 」 と 「 も ら う | は 第 2 4 課 文型 3 き 、 4 で 学習 し た 。 
・「( 人 ) が ( 物 ) を (私 ) に くれ る 。」 の 場合 、「( 私 ) に 」 の 部 分 は 状況 か ら 判 断 で きる の 


で 省略 され る こと が 多い 。 何 が 省略 きれ て いる か に 注意 し 、 次 の 2 つの 場合 を 学習 する 。 


1 .第 三 者 > [ 私 | あるいは 「 私 の 家族 ] … 例 文 )、 2、 39、 4、 5 (良子 の 発 語 
( 物 ) 
2 第 三 者 一 語 し て いる 相手 … 例 文 5)( 京 子 の 発話 


1. の 用 法 が 定着 し て か ら 2. の 用 法 を 練習 する 。 


・「 く れる 」「 も ら う 」 は 、 与 え 手 か ら 受け 手 に 物 が 贈与 され る 際 に 使わ れる 。 し か し 、「 < 


れる 」 は も らい 手 の 意図 と は 関係 な く 、 与 え 手 の 好意 か ら 物 が 贈与 され る 場合 に 使わ れる 
こと が 多い 。 例文 4 の よう に 、 隣 の お ば あちゃ ん が お 菓子 を くれ る こと を 好ま し く 思 っ て 
いな い 場 合 や 、[ い ら な いと 言っ た けど くれ た の 。」 の よう に 断っ た が 与え られ た と いう 場 
合 な ど は 「 く れる 」 の ほう が より 適切 で ある 。((「 ( 誤 ) いら な いと 言っ た けど も ら っ た の 。」) 
また 、「 も ら う 」| を 使う と 「 相 手 は だ め だ と 言っ た けど 、 無 理 に 頼ん で 、 も ら っ た 。」 の よ 
うに 、 受 け 手 が 与え 手 に 依頼 する と いう ニュ アン ス を 含む こと が ある 。 


・「 あ げ る 」 と 対比 し な が ら 学 習 す る 際 に は 以下 の よう な 関係 に 注意 する 。 与 え 手 (A) が 


同じ で あっ て も 、 受 け 手 が 第 三 者 (B) の 場合 は 「 あ げ る ]、 自 分 や 自分 の 家族 な どの 場 
合 は 「 く れる 」 と な る 。 


大き さん は きん に あげ る 。 >  B さ ん は A さ ん に も ら う 。 
A さ ん は 私 に くれ る 。 > 私 は A さ ん に も ら う 。 
A さ ん は 私 の 妹 に くれ る 。 一 私 の 妹 は A さ ん に も ら う 。 


A さん は [私 の 話し 相手 ] に くれ る 。 <*> [私 の 話し 相手 ] は A さ きん に も ら う 。 


国教 科 书 p72、73 の 参考 の ペー ジ を 利用 し て 、「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 の 違い を 理解 させ る と よい 。 
及 実 際 に 物 を 学習 者 間 で 移動 させ て 練習 する と よい 。 
22k は どき どき お こつ か い を ぐれ まず が 、 多 は る 《 れ ませ ん 。 
例文 1 一 5) は 「 く れる 」 の 主格 を 表す 助詞 は 全て 「 が ] に な っ て いる が 、 文 脈 に よっ て は 
「 は 」 に な る も の も ある こと を 示す た め に 載せ た 。 
叶 練習 e 練習 f 
> 巻末 「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 参照 


y= 


・ 逆 接 の 表現 | 一 けど |] を 学習 する 。 
・ 第 8 课文 型 5 で 学習 し た 逆 接 の 表現 | 一 が 」 と 異な り 「 一 けど | は 話し 言葉 で イン フォ ー 
マル な 表現 な の で 、 作 文 や 目 上 の 人 に 対し て 学習 者 が 使わ な いよ うに 指導 する 。 
※ 武 : 良 子 さん 、 明 日 、 暇 ? 
陀 m ち うん 
武 : 映画 の 切符 が ある ん だ けど 、 見 に 行か な い ? 
良子 * い いわ ね 。 
「 一 ん だ けど 」| の 形 で 前 置き の 表現 と し て 使わ れる こと を 示す た め に 載せ た 。[ 第 1 7 课文 
型 3 参照 ] 
中 練習 f 


⑫ 練習 


一 一 @ 合 和 a PD 
・ 文型 1 で 学習 し た 表現 を 教科 書 用 テー プ を 使っ て 練習 する 。 


一 一 @ 张 央 b 59 
・ 文 型 1 で 学習 し た 表現 を 教科 書 用 テー プ を 使っ て 練習 する 。 
・「 あ ん まり 」 は 「 あ まり 」 の 話し 言葉 と し て 指導 する 。 


ーー @ 線 選 c [59 
・ 文型 1 、 2 で 学習 し た 表現 を 教科 書 用 テー プ を 使っ て 練習 する 。 


ーーー 一 代 練 習 d | 到 
・ 文 型 1、2 、 3 で 学習 し た 表現 を 教科 書 用 テー プ を 使っ て 練習 する 。 


ーー 練習 [到 
・ 文 型 1、2 、 4 で 学習 し た 表現 を 教科 書 用 テー プ を 使っ て 練習 する 。 
i の 。」 を 「( 誤 ) くれ た ん の 」 と 発音 し な いよ うに 指導 する 。 


ーー 練習 f 


・ 文 型 1、2、4、5 で 学習 し た 表現 を 教科 書 用 テー プ を 使っ て 練習 する 。 
・「 明 日 は アル バイ ト が ある の 。| を 「( 誤 ) ある ん の 」 と 発音 し な いよ うに 指導 する 。 


~ (p72、73) 
・「 あ げ る 、 も ら 
・ ま ず 「 あ げ る 」 


解 さ せる 。 


( 罰 助 詞 に つい て 
イジ シブ ォ キー 


か どう か は 規則 
EN 
1 . [| 
不 自然 * 
例 ) ご 

食 
2. 「 を MM 
例 ) 教 
な お 、 助 詞 [1 
述べ て いる 場 f 


・ イ ン フ ォ ー マ / 


[前 イン ト ネ ー シ ョ ン 
・ 上 昇 イン ト 第 


> 
声 面 に つい て 

1 147% 

が 聞き 2 

2. 上 昇 イ 、 

な いで 3 

3 本 XW 


・ 日 本 語 の 連 次 


ン で 発音 する } 
ーション を 加 


QD (平板 式 ) 


② (起伏 式 ) 


脱し 言葉 で イン フォ ー 
に 指導 する 。 


| 
| 


5 载 世 大 。[ 第 1 7 课文 


| 
| 


| 


| 


りな いよ うに 指導 する 。 


する 。 
うに 指導 する 。 


ez 73) 


・「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 の 学習 が 終わ っ た 段階 で まとめ と し て 学習 する 。 
・ ま ず 「 あ げ る 」 と 「 も ら う | の 違い を 確認 し た 上 で 、「 あ げ る 」 と 「 く れる 」 の 違い を 理 
解 さ せる 。 


面 助詞 に つい て 
・ イ ン フ ォ ー マ ル の 会 話 の 場合 、 し ば し ば 、 助 詞 が 省略 され る 。 た だ し 、 助 詞 が 省略 され る 
か どう か は 規則 が 複雑 な 上 、 場 面 や 個人 に よっ て 人 不 自 然 か どう か の 基準 に 差 が ある 。 そこ 
で 、 こ こ で は 次 の よう な 点 を 考慮 し 、 省 略す る 助詞 を 「 を 」 に 限っ た 。 
1 . 「 を ] は ほとん どの 場合 省略 する こと が で きる が 、「 を 」 以外 の 助詞 を 省略 する と 
不 自然 な 印象 を 与え る こと が 多い 。 
例 ) ご は ん を 食べ な い ? 一 ご は ん _ 食べ な い ? 
食堂 で ご は ん 食べ な い ? 一 (誤り 食堂 ご は ん 食べ な い ? 
2 .「 を 」 以外 の 助詞 を 省略 する と 誤解 され る こと が ある 。 
例 ) 教室 に ある 。 一 教室 _ あ る 。 一 ? 教室 が ある 。 
な お 、 助 詞 [は] に 関し て も る 「 こ れ 、 お いし いね 。」 の よう に 、 目 の 前 に ある 物 に つい て 
述べ て いる 場合 に 限っ て 省略 し た 。 
・ イ ン フ ォ ー マ ル の 会 話 の 際 、 学 習 者 が な むやみ に 助詞 を 省略 し な いよ うに 指導 する 。 


及 イ ント ネー ショ ン に つい て 
・ 上 昇 イ ント ネー ショ ン を 伴っ て 正しく 発音 する た め に は それ ぞ れ の 語 の アク セン ト を 正 し 
く 覚 える 必要 が ある が 、 こ の 段階 の 学習 者 に は 負担 が 大 きい の で 、 イ ン フ ォ ー マ ル で の 音 
声 面 に つい て は 次 の よう な 目標 を 設定 し 、 教 和書 の 本 文 、 文 型 、 練 習 を 作成 し た 。 
1. イン フォ ー マ ル の 表現 を 聞い て 上 昇 イ ント ネー ショ ン か どう か (質問 文 か どう か ) 
が 聞き 分 けら れる 。 
2. 上 昇 イ ント ネー ショ ン を 伴っ て 語 を 発音 する 場合 、 そ の 語 の アク セン ト の 型 を 変え 
な いで 発音 する こと を 知る 。 
3 . 本 文 と 文型 、 練 習 で 取り 上 げた 表現 は 、 正 し く 言 える よう に な る 。 
・ 日 本 語 の アク セン ト は 平板 式 と 起伏 式 に 大 きく 分 ける こと が で きる 。 上昇 イ ント ネー ショ 
ン で 発音 する 場合 は 、 普 通 そ の アク セン ト の 型 は 変え た ず 、 そ の アク セン ト に 上 昇 イ ント ネ 
ーション を 加え て 次 の よう に 発音 する 。 


① (平板 式 ) い K [行く ] ぃ KK? 


@ (起伏 式 ) の む [飲む ] の | む も ょ ? 


3 ニニ 


よっ て 、 ア クセ ント が 起伏 式 の 語 を 次 の よう に アク セン ト の 型 を 変え て 上 昇 イ ント ネー ショ 
ン で 発音 し て は いけ な い 。 


の の b [ 欲 も ] ( 缶 9? 


この 規則 は 品詞 に 関係 な く 3 拍 以上 の 語 で も 同様 で 、 次 の よう に な る 。 


① (平板 式 ) あ / し た ? か が ん た ん ? せん めん じ ょ ? 
② (起伏 式 ) た る >? も か し \ み ? コンビ ュー ター ム ? 


@ この 課 の 目 
・ 自 動詞 と 他 
・ 自 分 が 困っ 


①⑪ この 課 で 学 を 
j 自動 詞 と 他 
1 . 電源 を 人 : 
2 . 改 障 し 泡 
3. 電池 の 方 | 


⑪ 本 文 


水道 の 使い 方 を 
の 修理 を 依頼 し 


日 常 生 活 で 
[使用 文型] 
次 し 
O 〇 「 > 自动 前 
て か ら 本 文 
〇 本 文 1 で は 
て 学習 する 


医 上 上 君 イン ト ネ ー シ ョ 


| 


ぶた が が 義 か な いた だ です 


@ この 課 の 目標 
・ 自 動詞 と 他動詞 の 基本 的 な 使い 分 けが 理解 で きる 。 
・ 自 分 が 困っ て いる こと を 相手 に 伝え た り 、 修 理 を 依頼 し た りす る こと が で きる 。 


⑪ この 課 で 学習 する 文型 
p 自動 詞 と 他動詞 (p74 一 77) 
1 . 電源 を 入れ て も つか な いん で す 。 
2 . 故障 し た ん じゃ な く て 、 プ の で は な く て 、 電 池 が な く な っ た ん で す 。 
3 . 電池 の 方 向 を 間違え る と 、 こ われ る こと が あり ます 。 


⑪ 本 文 


水道 の 使い 方 を 尋ね る な ど 日 常 生活 の いく つか の 場面 で の 会 話 と 、 電 気 店 へ 行っ て 電子 辞書 
の 修理 を 依頼 し て いる 様子 が 本 文 に な っ て いる 。 


本 文 1 手 を 出す と 自動 的 に 水 が 出 ます 。|@9 

[場面] 
日 常 生活 で 自動 詞 と 他動詞 が 使わ れる 場面 を 太 つ 取り 上 げた 。 

[使用 文型 ] 
が レ 

〇 [| 自動 詞 と 他動詞 ] で 自動 詞 と 他動詞 と いう 二 つ の 異な る 動詞 群 が あ る こと を 理解 させ 
て か ら 本 文 1 の 学習 に 入る 。 

〇 本 文 1 で は 自動 詞 と 他動詞 が 日 常 生 活 の 中 で どの よう に 使わ れ て いる か 、 場 面 と 結び つけ 
て 学習 する 。 


75 一 一 一 | 


< 会 话 1 > 


: 伸 ちゃ ん 、 早 か っ た わ ね 。 あ れ っ 、 た こ は ? B 
I 伸 : 奈 が 切れ て 、 ど っ か へ 行っ ちゃ っ た ん だ …。 < 
: る う :。 | 四 
六 
上 条 太 切 机 工 、 どっ か へ 行っ ちゃ っ た ん だ …。 1 


伸 が 働き か けた の で は な く 、 和 糸 の 自然 な 変化 を 表す の で 、 自 動詞 が 使わ れ て いる 。 


[ 語 野 ・ 表 現 ] 
① 糸 が 切れ て 、 ど っ か へ 行っ ちゃ っ た ん だ …。 
「 ど こ か 」 の 話し 言葉 で ある 。 目 上 の 人 に 対し て は 使わ な いよ うに 指導 する 。 


電気 を つけ まし 
マリ ー が 電気 に 人 


I : この 水道 、 回 し た り 押し た りす る も の が レン ン パ 本 詞 を 伴う こと が 3 
何 も な いん で すけ ど …。 で 4 

2 : ああ 、 こ れ 、 手 を 出す と [2] あ れ 、 つ きま せ 
加 自動 的 に 水 が 出 る ん で す よ 。 SN マリ ー が 電気 に 人 

4 : あ 中 当 大 0 出 ま も た 。 ローン ン に は 単に 結果 の 3 
いう 可能 の 意味 

が ある の で 、 次 の 

1 この 水道 、 回 し た り 押し た りす る も の が 何 も な いん で すけ ど …。 例 1) ドア カ 
マリ ー が 水道 に 働き か ける 動作 を 表す の で 、 他 動 記 が 使わ れ て いる 。 例 2 ) ドア の 
例 1) の 場合 、B 

[2] あ あ 、 こ れ 、 手 を 出す と 自動 的 に 水 が 出る ん で す よ 。 う 意味 合い を 含 も 


人 が 働き か ける 動作 を 表す の で 、 他 動詞 が 使わ れ て いる 。 


回 ああ 、 こ れ 手 を 出す と 自動 的 に 水 が 出る ん で す よ 。 
人 が 働き か けた 結果 の 変化 を 表す の で 、 自 動詞 が 使わ れ て いる 。 


心 


区别 本 当 在 上 出 去 已 大 :3 
マリ ー が 働き か けた 結果 の 変化 を 表す の で 、 自 動詞 が 使わ れ て いる 。 


会 話 3 > 

1 マリ ー : 暗い で すね れ ね 。 電気 を つけ まし ょ う 。 
長井 : スイ ッ チ は どこ で すか 。 

の | マリ ー : あぁ 、 あ り ま し た 。 


GNF 
5 あれ 、 つ きま せん ね 。 
長井 : あ 、 あ れ じ ゃ あり ませ ん か 。 
| (パチ ッ ) 1 
| 3 つき まし た 。 
IC ぃ る 。 os: 
| 
| 
| 
る 。 


トー 


電気 を つま しょう 


マリ ー が 電気 に 働き か ける 動作 を 表す の で 、 他 動詞 が 使わ れ て いる 。「 一 まし ょ う 。] は 他 動 
詞 を 伴う こと が 多い 。 | 


2 引 あ れ 、 つ きま せん ね 。 
マリ ー が 電気 に 働き か けた 結果 の 変化 を 表す の で 、 自 動詞 が 使わ れ て いる 。「 つ きま せん 。」 
に は 単に 結果 の 変化 を 述べ る だ け で は な く 、「 働 きか けた の に 、 結 果 が 引き 起こ せな い ] と 
いう 可能 の 意味 も 含ま れ て いる 。 こ の よう に 自動 詞 の 用 法 に は 可能 形 の 用 法 と 類似 し た も の 
が ある の で 、 次 の よう な 例 を 示し て その 違い を 理解 させ る と よい 。 

例 1) ドア が こわ れ て いる の で 、( ド ア が ) 開か な い 。 (自动 说) 

例 2 ) ドア の ノブ に 手 が 届 か な い の で 、( ド ア が ) 開け られ な い 。 (可能 形 ) 
例 1 ) の 場合 、 開 か な い 原 因 は 自分 の 能力 で は な く 動作 を 働き か ける 対象 の ドア に ある と い 
う 意 味 合 い を 含む 。 ま た 、 例 2 ) の 場合 、 開 けら れ な い 原 因 は 動作 の 主体 で ある 自分 に ある 。 


77 一 一 二 


SD な 
長井 が 電気 に 働き か けた 結果 の 変化 を 表す の で 自動 詞 が 使わ れ て いる 。 


| ① h 
[ 語 切 ・ 表 現 ] 
① あ 。 あり まし た 。 - 
捜し て いた 物 が 見 つか っ た 時 は 「 あ り ま す 。」 で は な く 、「 あ り ま し た 。」 と 過去 形 に な る こ の 
と を 確認 する 。 
3 
[ 訓 教 室 の 電気 の スイ ッ チ な ど を 利用 し て 役割 練習 を する と よい 。 
| 中 練習 b 
| 
| < 会 话 4 > 1] ち ょ っ と びん 6? 
| お まわ りさ ん : この 車 は あな た の で すか 。 一 郎 が びん の ふ 
佐藤 : は い 。 - 
1 お まわ りさ ん : すぐ で に 動か し て くだ さい 。 2] こ れ 、 良 子 さ / 
9 3 a 
佐藤 : すみ ませ ん 。 故障 し て 多 幸子 が びん の ふ 
2 動か な いん で す 。 
| 3 ほ ら 、 并 \ \ た 。 
| 一 郎 が 働き か け 
「 すぐ に 動か し て くだ さい 。 [证人 表现] 
| 佐藤 が 車 に 働き か ける 動作 を 表す の で 、 他 動詞 が 使わ れ て いる 。「ー て くだ さい 。| は 他動詞 Db 1 -EWA 
和 を 伴う こと が 多い 。 依頼 の 表現 と 共 
| 2| 数 障 し て 動か な いん で す 。 ② 貸 し て 。 
車 に 働き か けた 結果 の 変化 を 表し て いる の で 、 自 動詞 が 使わ れ て いる 。 ま た 、 故 障 し た 車 に ご の [人 La 
その 原因 が ある た め 、「 動 け な い | と いう 可能 形 に は な ら な い 。 いっ た 意味 合い 
[前 ふた つき の びん な 。 
中 練習 C 


ーーー・78 


1 < 会 话 5 > 

① 還 | 幸子: 一郎 さん 。 ち ょ っ と びん の ふた を 開け て 。 

) BB CS 

牽 子 : これ 、 良 子 さ ん に も ら っ た ジャ ム な ん だ けど 、 
開か な い の 。 


いち ろう 


Ak は 


因 と 過去 形 に な る こ 


SE 


回 


ほら 、 開い た 。 
す : あり が と う 。 


| 一 


ちょ っ と びん の ふた を 開け て 。 
一 郎 が びん の ふた に 働き か ける 動作 を 表す の で 、 他 動詞 が 使わ れ て いる 。 


IS) 


これ 、 良 子 さ ん に も ら っ た ジャ ム な ん だ けど 、 開 か な い の 。 
幸子 が びん の ふた に 働き か けた 結果 の 変化 を 表し て いる の で 、 自 動詞 が 使わ れ て いる 。 


CD 


は ら 、 開い た 。 
一 郎 が 働き か けた 結果 の 変化 を 表し て いる の で 、 自 動詞 が 使わ れ て いる 。 


| [ 語 某 ・ 表 現 ] 
jx だ さい 。| は 他動詞 人 D ち ょ っ と びん の ふた る を 本 けけ て 、。 
依頼 の 表現 と 共に 使わ れる 。「 少 し 」 の 意味 で は な いこ と を 確認 する 。 


DEL 
慎 ま た 、 改 障 し た 車 に この 「 貸 し て (くだ さい )。」 は 「 借 り た い 。| と いう 意味 で は な く 「 私 が や っ て み ま す 。」 
いっ た 意味 合い で 使わ れ て いる 。 こ こ で は 意味 が わか れ ば よい 。 


及 ふ た つき の びん な ど を 利用 し て 、 役 割 練習 を する よい 。 
味 練習 C 


[ 语 荣 * 表现 ] 


< 会 話 6 > 
広田 : も うす ぐ 着 きま すね 。 
本 : マリ ー さ ん を 起こ し まし ょ うか 。 


思 md 
: デ ぞ 39. で すれ 。 > 
本 : マリ ー さ ん 、 マ リー さん 、 ンー ① 
[2] 直さ で で だ さい 
ルキ さん で 相 こ し まし ょ うか 。 
山本 が マリ ー に 働き か ける 動作 を 表し て いる の で 他動詞 が 使わ れ て いる 。 働き か け て いる 対 
象 が 人 で あっ て も 他動詞 が 使わ れる 用 法 で ある 。 
区 Y= だ 、 マ リー さん 。 起き て くだ さ ゃ の 
マリ ー 自 身 が 自ら する 動作 を 表す の で 、 自 動詞 が 使わ れ て いる 。 ぐ 会 話 4 > の 出 で は 「 他 動 し 
詞 + す て くだ さい 。| と いう 有形 を 学習 し た が 、「 起 きる 」 の よう に 人 (動物 ) が 動作 の 主体 と な 
る 自動 詞 の 場合 は 、「 自 動詞 + て くだ さい 。| と いう 形 が 使わ れる こと が ある 。 こ こ で は 「 起 
き て くだ さい 。 (自動 詞 )」 と 「 起 こし て くだ さい 。 (他動詞 ) 」 の 意味 の 違い を 確認 する 。 
[ 有 実 際 に 動作 を し な が ら 役 割 練習 を する と よい 
① 


ーー 一 一 念 本 文 2 電源 を 入れ て も つか な いん で す 。|S① 


[场面 ] 
ワン が 電気 店 へ 行っ て 、 電 子 辞書 の 修理 を 依頼 し て いる 。 
[使用 文型 ] 


0 003 
六実 際 に テー プレ コー ダー な ど を 使っ て 、 役 割 練習 を する よい 。 


① こ れ 、 電 源 
開か な いん 
電池 が 入ら ? 

自分 が 困っ て 


[ 語 業 ・ 表 現 ] 


(電気 店 で ) 
ワン : あの う 、 す み ま せ ん 。 
① これ 、 電 源 を 入れ て も つか な いん で すか が 

数 障 で し ょ うか 。 

店 員 : ええ と …。 
最近 、 電 池 の 交 換 を し まし た か 。 

AN 

店 員 : じゃ あ 、 た ぶん 改 障 し た ん じゃ な く て 、 
電池 が な く な っ た ん だ と 思い ます 。 
交換 の し 方 は わか り ま すか 。 

RN 


店 員 : まず 、 こ の ふた を 開け ます 。 
ワン 私 が や っ て みて も いい で すか 。 
1 者 = 证 汪 < 


4 > の 四 で は 「 他 動 四 “| ワン : あれ? 開か な いん で す が …。 
| が 人 の 体 と な 店员 : も っ と 強く 下 に 字 し て くだ さい 。 1 
| ワン : あ 、 開 きま し た 。 
ある 。 こ こ で は 「 起 5 A 
p 2 店员 : 古い 電池 を 出し て くだ さい 。 

N 让 
外, 放 礁 如 才思 St 


店 員 : じゃ あ 、 新 し い 電池 を 入れ て 、 ふ た を し て くだ さい 。 
① | ワン : 電池 が 入ら な いん で す が …。 
店员 : 方 向 が 反対 で す 。 

方 向 を 間違え る と こわ れる こと が あり ます か ら 、 

| 気 を つけ て くだ さい 。 
ワン : は い 。 今 度 は 入り まし た 。 
店员 : で は 、 ふ た を し て 電源 を 入れ て みて くだ さい 証 末 

ワン : あ 、 つ きま し た 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


① こ れ 、 電 源 を 入れ て も つか な いん で す が 、 数 障 で し ょ うか 。 
開か な いん で す が …。 
電池 が 入ら な いん で す が …。 
自分 が 困っ て いる こと を 相手 に 伝え る 時 に 使う 表現 で ある 。 


电文 型 


9 


》 自動 詞 と 他動詞 
・ 自 動詞 と 他動詞 の 基本 的 な 培い を 学習 する 。 
・ こ の 課 で は 自動 詞 と 他動詞 の 違い に つい て 次 の よう な 日 標 を 設定 し て 学習 する 。 


1 ) 


ュー ン 


2 


CD 
ュ ン 


RS 
2 


〇 ゝ 
ュ ン 


動詞 に は 「 自 動詞 ] と 「 他 動詞 」 と 呼ば れる 動詞 群 が あ り 、 次 の よう な 特徴 を 持つ 
こと と を 知る 4 

自動 詞 … 動 作 の 主体 が 変化 し た り 動 いた りす る こと を 表す 。 

他動詞 … 動 作 の 主体 が 他 の 物 (人) に 対し て 働き か け 、 変 化 さ きせ た り 動 か し た り 

する こと を 表す 。 

動作 の 主体 を 示す 助詞 は 「 が 」 (それ が 文 の トピ ッ ク に な っ て いる 場合 は 「 は 」) で 、 
他動詞 の 働き か ける 対象 を 示す 助詞 は 「 を ] で ある こと を 知る 。 
形 の よく 似 た 自動 詞 と 他動詞 の ペア を 形 か ら 分 類 し 、 活 用 形 の よう に その 規則 を 一 
般 化 し て 覚え を る の は 難し い 。 よ っ て 、 そ れ ぞ れ の 動詞 を 語 革 と し て ひと つ ひ と つつ 覚 
えな く て は な ら な いこ と を 理解 する 。 

日 常 生 活 で よく 使わ れる も の に つい て は 教科 書 の 場面 と 共に 覚え る 。 

全て の 動詞 が 自動 詞 と 他動詞 の ペア に な っ て いる わけ で は な く 、 自 動詞 だ け の 動 調 
や 他動詞 だ け の 動詞 も ある こと を 知る 。 
新しい 動詞 を 学習 し た ら 、 自 動詞 か 他動詞 か と いう こと に 関心 を 持つ よう な 姿勢 を 
身 に つけ る 。 


・ こ こ で は 自動 詞 と 他動詞 の 概念 を 理解 させ る た め に 、 身 近 な 自動 詞 と 他動詞 の ペア を 1 5 
取 り 时 龙 3 


= 


⑥ は 自動 詞 と 他動詞 の 概念 の 基本 的 な 違い を 最も わか りや すく 印象 づけ る た め の も 


の で 、「 人 が 直接 手 を 触れ な く て も 物 が 自ら 動い た り 変化 し た りす る か どう か 」 で その 
違い を 示す こと が で きる 。 


の ~ 


⑫ は 「 人 が 物 に 働き か ける 動作 」 に 視点 が ある か 「 人 が 物 に 働き か けた 結果 の 物 の 


変化 や 動作 ] に 視点 が ある か で その 違い を 示す こと が で きる 。 


3~ 


⑮ は 人 が 働き か ける 対象 が 物 で な く 人 (動物 ) で ある も の を 集め た 。 こ こ で は [ 意 


志 を 持っ て 自ら 動作 を 行う か どう か 」 で その 違い を 示す こと が で きる 。 

この 分 類 は 学習 者 に 自動 詞 と 他動詞 の 概念 を 理解 させ る た め の 便宜 上 の も の で ある の で 、 
ここ で 紹介 し た 三 つ の 観点 で 全て の 自動 詞 と 他動詞 に つい て 、 分 類 、 説 明 で きる と 学習 者 
が 誤解 し な いよ うに 注意 する 。 

・ 教 和書 で は 「 入 る 」「 入 れる | の 違い を 「 お ふろ に 入る 。| と 「 お ふろ に 入れ る 。」 と いう 
⑬--⑮ の 観点 で 示し て いる 。 し か し 、 | 荷物 が か ば ん に 入る 。] と | 荷物 を か ば ん に 入れ る 。」 
の よう に 、⑦-ー⑫ の 観点 で その 違い を 示す こと も で きる 。 こ の よう に 自動 詞 と 他動詞 の 概 
念 の 違い を 示す 観点 と 動詞 の ペア の 関係 が 固定 的 な も の だ と 学習 者 が 思い 込ま な いよ うに 
注意 し て 指導 する 。 


国教 科 书 卷 末 | 隊 
動詞 と 他動詞 」) ， 


・ 条 件 を 満た し て 
る 。 

・ 条件 を 表す 表 和 

QD 砂糖 在 入 # 


② 練 習 すれ に 


と 、 そ の 結果 入 
[一 上 」 の 関係 
例文 1) 人 


例文 2 


・「 い くら 読ん て 
が 成功 し な いこ 
※ 私 は 夜 遅 く 寝 て 
自分 の 特技 や 翌 
1)、2 と は 人 違っ 
ら な い 。 よ く 量 
た くさ ん 食べ Ge 
ご > 巻末 「~ て も 


・ 相 手 の 誤 解 や 思 
・ 動 詞 は 「 基 本 価 
意 す る 。 


区 学習 する 。 
炊 の よう な 特徴 を 持つ 


化 き せ た り 動か し た り 


駅 る 場合 は 「 は 」) で 、 
る 。 

の よう に その 規則 を 一 
用 し て ひと つ ひ と つ 覚 
| 

単 える 。 

く 、 自動 市 だ け の 動詞 


心 を 持つ よう な 姿勢 を 
と 他動詞 の ペア を 1 5 


く 印象づけ る た め の も 
する か どう か |] で その 


働き か けた 結果 の 物 の 


集め た 。 こ こ で は 「 意 
きる 。 

試 の も の で ある の で 、 
| 説明 で きる と 学習 者 


| の に 入れ る 。| と いう 
物 を か ば ん に 入れ る 。] 
に 自動 詞 と 他動詞 の 概 
が 思い 込ま な いよ うに 


[名 教 科 書 巻末 に 『 新 文化 初級 日 本 語 T ・II] に 出 て いる 自動 詞 と 他動詞 を 集め た 表 (「 形 の 似 て いる 自 
動詞 と 他動詞 ])) が ある の で 、 学 習 者 に 応じ て 紹介 する と よい 。 


トー 


.| 電源 を 入れ て も つか な いん で す 。 


・ 条 件 を 満た し て いる に も か か わら ず 結 果 が 伴わ な い 場 合 の 条件 を 表す 「 一 て も | を 学習 す 
0 
・ 条 件 を 表す 表現 「~ と 」「~ ば 」「~ た ら 」 と 「~ て も 」 の 関係 は 次 の よう に な る 
① 砂 糖 を 入れ る と 甘く な り ま す 。 (第 1 2 課 文型 6 ) 
ーー 砂糖 を 入れ て も 甘く な り ま せん 。 
② 練 習 す れ ば 弾け ます 。( 第 2 2 課 文型 4 ) 
ーー 練習 し て も 弾け ませ ん 。 
③ 空 港 に 着い た ら 電 話し ます 。 (第 3 1 課 文型 3 ) 
ーー 空港 に 着い て も 電話 し ませ ん 。 
ここ で 学習 する 「~ て も 」 は 上 記 の ① で あり 、 対 応 す る 「 一 と | の 用 法 が 前 件 が 成立 する 
と 、 そ の 結果 後 件 で 述べ る 事柄 が 自然 に 引き 起こ きれ る も の に 限ら れる 。 教 和書 の 例文 と 
「 と 」 の 関係 は 次 の 通り で ある 。 
例文 1) ( 今 は ) ボタ ン を 押し て も 切符 が 出 な い 。 
ーー (いつ も は ) ボタ ン を 押す と 、 切 符 が 出る 。 
例文 2) この コッ プ は 落と し て も 、 割 れ な い 。 
ーー ( 他 の ガラ ス の ) コッ プ を 落と す と 、 割 れる 。 
・「 い くら 読ん で も わか り ま せん 。」 の よう に 、 回 数 や 頻度 を 表す 言葉 と 共に 、 努 力 を し た 
が 成功 し な いこ と を 表す 表現 は 第 3 5 课文 型 5 で 学習 する 。 
※ 私 は 夜 遅 く 寝 て も 、 次 の 朝 、 早 く 起 きら れ ま す 。 
自分 の 特技 や 性 質 、 体 質 な ど に つい て 述べ る 表現 を 紹介 する た め に 載せ た 。 教科 書 の 例文 
1)、2) と は 人 違っ て 、 対 応 す る 「 一 と 」 の 後 件 で 述べ る 事柄 が 自然 に 引き 起こ きれ る と は 限 
ら な い 。 よ く 耳 に する 用 法 だ が ここ で は 例文 1)、2) の 用 法 と の 混同 を 避け る た め に 、「 私 は 
た くさ ん 食べ て も 、 太 ら な い 。| な ど 身 近 な 例 を 紹介 し て 意味 を 確認 する に と ど め る 。 
中 巻末 「~ て も 」 参照 


D 


| 故障 し た ん じゃ みて 、/ の て は な く 《 く て (電池 が な すっ た ん て で ゴイ 。 


・ 相 手 の 誤 解 や 思い 込み を 訂正 する 時 に 使わ れる 表現 「~ ん じゃ な く て 」 を 学習 する 。 
・ 動 詞 は 「 基 本 体 + ん じゃ な く て 」 と な る が 、 名 詞 は 「 辞 書 形 キ レ じゃ な く て ] と な る の で 往 
意 する 。 


63 ニー ュー 


ーー 練習 a 


ーーー 一 人 練習 b [29 


・ 例 文 2、3) の よう に 「 ん じゃ な く て 」| の 前 の 形 が 基本 体 の 現在 形 の も の と 過去 形 の も の と 
両方 練習 する 。 
中 練習 d 


@ この 課 の 目標 


3.| 電池 の 方 向 を 間違え る と 、 こ われ る こと が あり ます 。 ・ 引 っ 越し の 諸手 
・「 て いる 」| を 
・ 可能 性 が ある こと を 述べ る 時 に 使わ れる 表現 「 一 こと が ある 」 を 学習 する 。 
・「~ こ と が ある 」 の 前 の 形 は 動詞 の 基本 体現 在 と な る 。 前 の 形 が 基本 体 過 去 で 経験 を 述べ 
る 表現 は 第 2 2 課 文型 2 で 学習 し た 。 ⑪ この 課 で 学習 す 
・ こ こ で は 相手 に 注意 や 警告 を 伝え る と いう 場面 に 限っ て 練習 する 。 1 . 壁 が 汚れ て い 
ご 巻末 「 こ こと が ある 」 参照 2. 段ボール 箱 を 
3 . 食器 は 割れ な 
4 . 中 身 を 入れ た 
ツ ⑫ 練習 5. 重く て 持て ま 
. 本 文 1 < 会 话 2 > の 表現 を 使っ て 練習 する 。 ⑪ 本 文 


第 1 5 課 で 部 屋 探し 


8 する 。 
・ 本 文 1 く 会 話 3 > の 表現 を 使っ て 練習 する 。 


・「 伺 う ] は 「 行 く ] の 丁寧 な 表現 だ と いう こと が わか れ ば よい 。 敬語 は 第 3 0 課 で 学習 す 


る 。 本 文 1 工大 三 四 
[場面 ] 
ーー 練習 c IS9 敬子 が 不動 産 屋 
・ 本 文 1 会話 5 > の 表現 を 使っ て 練習 する 。 [使用 文型 ] 
文型 
一 一 一 个 练 妊 d4 [29 加 第 1 5 課 で 、 西条 
取り な ど を 思い 出 : 


・ 文 型 2 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


の と 過去 形 の も の と 


| 

| 

習 す る 。 

床 体 過去 で 経験 を 述べ 


| 


| 
| 


| 


語 は 第 3 0 課 で 学習 す 


引っ 越し 


@ この 課 の 目標 
・ 引 っ 越し の 諸手 続き に つい て 知る 。 
・ | 一 て いる | を 使っ て 、 相 手 に 注意 を 促し た り 苦 情 を 述べ た り で きる 。 


⑪ この 課 で 学習 する 文型 

1. 壁 が 汚れ て いま す 。 

2 . 段ボール 箱 を 集め て お きま す 。 

3 . 食器 は 割れ な いよ うに 、 新 聞 紙 で 包ん で お きま す 。 
4. 中 身 を 入れ た まま 運ぶ と 危な いで す 。 

5 


重く て 持て ませ ん 。 


⑪ 本 文 


第 1 5 課 で 部 屋 探し を し て いた 西条 敬子 が 、 東 中 野 の 部 屋 を 借り る こと に 決め 、 引 つ 越 し を 


本 文 1 エア コン も つい て いま す 。|[9 


[場面 ] 

敬子 が 不動 産 屋 に 案内 され て 、 東 中 野 の 部 屋 を 見 に 行く 。 
[使用 文型 ] 

文型 1 


国 第 1 5 斉 で 、 西 条 散 子 が 三 つ の 部 屋 を 比較 検討 し 、 東 中 野 の 部 屋 に 決め た 理由 や 、 東 中 野 の 部 屋 の 間 
取り な ど を 思い 出さ せる と よい 。 


85' = 


(東中野 の アパ ー ト で ) 


[ 語 切 ・ 表 現 ] 
不動 産 屋 
(1) 
2 
西条 教子 
不動 産 屋 
浮子 
不動 産 屋 
赤子 
不動 産 屋 
不 动产 屋 
3 孝子 
1 不動 産 屋 
4) ' 
5 敬子 : 
不動 産 屋 : 
6 


96 


: ええ 。 で も 、 壁 が 少し 汚れ て LE 


: こち ら が 人 台所 で す 。 
* 忌 っ た 上 よ 上 り 広 いで すね 。 
a 98 


少し 二 い で す が 、 % 
明る く て いい 部 屋 で し ょ う 。 
i ey RS I NS er a 


いま すれ ね 。 


・ あ あ 、 こ れ は ふけ ば きれ い に な る 


と 思い ます 。 


: この 窓 は 南 向 き で すか 。 
: いい え 、 東 向き で す 。 


あ 出 つ の 開 陸 な が ま し よう 。 


: あっ 、 か ぎ が こわ れ て いま すね 。 
S ニオ 6( ポ お で 天守 ざさ を 選書 いま 。 


これ で 8 万 円 は 安い と 思い ます よ 。 
どう し ます か 。 

じゃ 、 こ こ に 決め ます 。 
わか り ま し た 。 

それ で は 、 手 続き を し ます か ら 、 
も う 一度 事 務 所 へ 来 て くだ さい 。 


① 少 し 古い て 
そう で (所 
同意 を 求め 
第 1 7 巢 交 
ーション 


中 練 泊 a 


DE アコ 8 
部 屋 に 付属 
「( 誤 ) に の 
文型 1 で は 
叶 練習 b 


③ 思 っ た よ リ 


実際 に 見 た 


(④ ど う LE 
相手 に 決定 
と し て 
し て も よい 


(5) じ ゃ 、 肌 調 
「 決 め る 」 k 
と 「 に 」 を 
| 受験 する 人 
「 东 都 大 学 人 
の よう な 例 


(⑥ そ れ で は 、 
ある 事柄 を 


本 文 2 引 
[場面 ] 
初め て 引 
て 説明 し 


① 少 し 古い で す が 、 明 る く て いい 部 屋 で し ょ う 。 
の 本 
同意 を 求め る 表現 で ある 。 
第 1 7 課 文 型 1 で 「 九 州 地方 は 雨 で し ょ う 。」| を 学習 し た が 、 そ れ と は 違っ て 上 昇 イ ント ネ 
ーション で 言い 、 相 手 の 同意 を 求め る 表現 で ある こと に 注意 する 。 
叫 練習 a 


0) 
部 屋 に 付属 し て いる も の を 説明 する 表現 と し て 「 一 が つい て いる で 理解 、 練 習 さ せる 。 
「( 誤 ) この 部 屋 に は 和室 が つい て いま す 。」 の よう な 誤用 が 出 な いよ うに 注意 する 。 
文型 1 で は ある 出来 事 の 結果 発生 し た 状態 を 述べ る 「 自 動詞 + キ て いる 」 を 学習 する 。 
中 練習 b 


③ 思 Ce 広い で すね れ 。 
OS つら RISE な の 


(DD 
相手 に 決定 を 促す 表現 で ある 。 相手 に こう 言わ れ て 、 断 る 時 や 考え させ て ほし い 時 の 言い 方 
と し て 、「 こ こ は ち ょ っ と …。」「 ま だ わか ら な い の で ちょ っ と 待っ て くだ さい 。」 な ど を 紹介 
し て も よい 。 


⑤ じ ゃ 、 こ こ に 決め ます 。 
「 決 め る | は 第 1 1 課 文型 10 「 も う 学 校 を 決め まし た か 。」 で 学習 し た 。 助詞 | を] を と る 時 
と 「 に 」 を と る 時 の 違い を 示す た め に 、 
「 受 験 する 学校 を 決め まし た 。]| (総称 を 使っ て 決め た 内 容 を 述べ る ) 
「 東 都 大 学 に 決め まし た 。] (具体 的 な 名 称 を 挙げ て 決め た 内 容 を 述べ る ) 
の よう な 例文 を 挙げ る と よい 。 


⑥⑯⑥ そ れ で は 、 手 続き を し ます か ら 、 も う 一 度 事 務 所 へ 来 て くだ さい 。 
ある 事柄 を うけ て 次 の 行動 に 移る 時 の 表現 で ある 。 


本 文 2 引っ 越し 準備 [6 


[場面 ] 
初め て 引っ 越し を する 人 向け に 書か れ た 住宅 情報 誌 の 記事 で ある 。 荷 作り や 手続 き に つい 
て 説明 し て いる 。 


070 ニ ーー 


[使用 文型 ] 本 文 3 中 身 : 


文型 2、 3 [場面 ] 
罰 こ こ で は 引っ 越し の 際 に 必要 な いろ いろ な 手続 き を 紹介 し て 、 学 習 者 が 転居 する 時 に 参考 に な る よう 敬子 が 東 中 
に し た 。 学習 者 に 応じ し て 、 こ れ 以 外 の 諸手 続き を 紹介 し て も よい 。 [使用 文型 ] 
[ 语 荣 * 表现 ] 文 型 4、5 


[ 语 荣 * 表现 ] 


a a こと 
新聞 約 や 段ボール 着 を 集め て お きま す 。 
2. 引っ 越し の 日 を 決め て 、 引 っ 越し 会 社 に 連絡 し ます 。 


EZ 
荷 作り 
1 . 後 で すぐ わか る よ う に 、 中 に 入れ た 物 の 名 前 を 
段ボール 箱 に 書い て お きま す 。 
。 食器 な ど は 、 割 れ な いよ うに 、 
① ひと つ ず つ 新 聞 紙 で 包ん で お きま す 。 


Ne Oy 
. 引っ 越し の 後 で すぐ 使う 物 は 、 ひ と つの 箱 に 


入れ て お く と 便利 で す 。 > た 


= 
sak 


手続 き 
1. 電気 、 ガ ス 、 水 道 、 電 話 な どの 営業 所 に 、 
引っ 越し の 連絡 を し ます 。 転 居 届 
・ 役所 に 、 転 出 選 と 転入 届 を 生計 ー 
提出 し ます 。 ーー 
外国 人 の 場合 は ei 中 时 区 划 中 时 4- 17- | 密 * 见 八 fy>o13 量 
Wl 仁村 RT 762 2 の 3 
国 KB < 行 | | 一 大 让 
a | rr ② そ れ は こち ! 
o こ Entire Household Part of Ho ue ① は 場所 を 示 
島 に 転 に N 
3. 郵便 局 に 転居 届 を 出し ます いう 意味 で 健 
PPP く の で 意味 を 
( ed ⑧ そ れ は こち 
if Household, whichever is Ee | [置い て お いて 


① 食 器 な ど は 、 制 れ な いよ うに 、 ひ と つ ず っ 新聞 紙 で 包ん で お きま す 。 
ド ま つの] を 使っ た 表 學 と し て 、 | ニニ つ ずつ | 一 人 ずつ ] な ども ここ で 給 介 する と よい 。 


ます 。 
介する と よい 。 


本 文 3 中 身 を 入れ た まま 運ぶ と 危な いで す 。 
[場面] 

敬子 が 東中野 の 部 屋 へ 引っ 越し を する 様子 で ある 。 
[使用 文型 ] 

文型 4、5 
[ 語 葉 ・ 表 現 ] 


引っ 越し 
会 社 の 社員 : こん に ち は 。 長 谷川 引っ 越し サー ビス で す 。 
敬子 : よろ し く お 願 いし ます 。 
員 : 始め て も いい で すか 。 | 
子 : は い 。 こ ちら か ら お 願い し ます 。 a 
: あっ 、 こ の た ん す の 中 に は 2 
6 何 か 入 っ て いま す よ 。 
于 : あれ っ 、 そ う で すか 。 
: 中 身 を 入れ た まま 運ぶ と 危な いで す よ 。 


教子 : すみ ませ ん 。 すぐ 出 し ます か ら 、 ち ょ っ と 待っ て くだ さい 。 
は いる 段ボール 箱 は あり ます か 。 B 
了 チ : はい 。 


了 : すみ ませ ん 。 こ れ 、 重 く て 持て な いん で す が …。 

は ミ 
それ は こち ら で 運 び ま す の で 、 置 いと いて くだ さい 。 
ee 


① こ ちら か ら お 願い し ます 。 

② そ れ は こち ら で 運 び ま す の で 、 置 いと いて くだ さい 。 
① は 場所 を 示す 「 こ ちら 」 で ある の に 対し 、②④ は 引っ 越し 会 社 の 社員 か ら 見 て 「 私 た ち 」 と 
いう 意味 で 使わ れ て いる 。② の よう な 使い 方 は 業者 に 何 か 頼 ん で や り と り を する 時 に よく 開 
く の で 意味 を 確認 する 。 


〈⑬③ そ れ は こ ちら で 運び ます の で 、 AN だ OLD 
「 置 いて お いて くだ さい 。| の 縮 約 形 で ある 。 会話 で は 普通 この 形 が 使わ れる 。 
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Ss 3.| RB 


1. | 壁 が 汚れ て いま す 。 ・ 後 件 の 行 放 
・ こ の 文型 の 
・ あ る 出来 事 の 結果 発生 し た 状態 を 表す 「 自 動詞 + て いる 」 を 学習 する 。 よう な も の 
・ 改 障 な どの 予期 せ ぬ 不都合 な 状態 を 発見 し て 、 相 手 に 注意 を 促し た り 、 苦 情 を 述べ た りす (1) 物 の 交 
る と いう 場面 の 例 を 取り 上 げた 。 相手 に 注意 を 促す 場合 に は 、 例 文 1)、4) の よう に 文末 に 例 ) 江 
[ol を つけ で 府 う と よい 。 全 
・ 例文 2) 「 一 を お 願い し た いん で す が …。」 は 、 業 者 な ど に 何 か を 依頼 する 時 に よく 使わ れ (2) 可能 
る 表現 な の で 、 こ こ で 練習 する と よい 。 例 ) 剖 
・ 例文 3 は 、 客 が 水 を こぼし た の で は な く 、 客 が 席 に つく 前 か ら テ ー ブ ル が 濡れ て いた と い 
う 設 定 で ある 。 客 が 来る 前 に テー ブル を きれ い に し て お か な か っ た 自分 の 落ち 度 と し て ウ (3) 無 意 庄 
エー トレ ス が 謝っ て いる 。 客 が 自分 で 水 を こぼし て し まっ た 時 は この 表現 は 使わ な いこ と 例 ) 总 
を 確認 する 。 る 
・ 本 文 1 に 出 て いる 「 エ アコ ン も つい て いま す 。」 は 、 こ こ で 学習 する 用 法 と は 違う [本 文 (4) 後 件 の 
1 ② 参 照 ] の で 学習 者 が 混乱 し な いよ う 注 意 する 。 例 ) 2 
路 練習 c に 
> 巻末 「 一 て いる 」 参照 前 医 : 
例 ) 外 
ここ で 澤 
2.| 段ボール 箱 を 集め て お きま す 。 習 者 が 日 常 
心 に 練習 す 
・ 後 の 状態 の こと を 考慮 し て 、 前 も っ て 準備 する 動作 、 行 為 を 表す 表現 「 一 て お く 」| を 学習 | [大 [a 
する 。 する 。 


・ この 文型 は 、 第 3 6 課 文型 3 で 学習 する 「 一 て ある 」 と は 違っ て 、 準 備 の 動作 を 表す 点 が 
理解 の ポイ ント と な る 。 こ こ で は 、 人 の 動作 を 表す 点 を よく 理解 させ る た め に 「 一 て お き 
ませ ん か 。」「 一 て お いて くだ さい 。」 な ど 誘 いや 依頼 の 表現 と し て 使う 例 を 多く 挙げ た 。 

吵 和 练习 d 


O 


、 昔 情 を 述べ た りす 
4 の よう に 文末 に 
する 時 に よく 使わ れ 
ル が 濡れ て いた と い 
分 の 落ち 度 と し て ウ 
表現 は 使わ な いこ と 


用法 と は 違う [本文 


て お く 」 を 学習 


備 の 動作 を 表す 点 が 
だ め に | 一 て お き 
例 を 多く 挙げ た 。 


れ な いよ う に 、 新 聞 紙 で 包ん で お きま す 。 


・ 後 件 の 行為 の 目的 を 前 件 で 表す 「 よ うに 」 を 学習 する 。 
・ こ の 文型 の 前 件 に 来る も の は 、 自 分 の 意志 で は 直接 操作 する こと が で き な い 事柄 で 以下 の 


よう な も の で ある 。 
(1) 物 の 変化 を 表す 自動 詞 の 文 
例 ) 汚れ が よく 落ち る よう に 水 に つけ て お く 。 
食器 が 割れ な いよ うに 新聞 紙 で 包ん で お く 。 
(2) 可能 の 意味 の ある 文 
例 ) 朝 早 く 起 きら れる よう に 、 目 覚 し 時 計 を か ける 。 
後 で 中 身 が すぐ わか る よう に 箱 に 名 前 を 書い て お く 。 
(3) 無意識 的 な 動作 (否定 形 ) を 表す 文 
例 ) 忘れ な いよ うに 、 メ モ す る 。 
な くさ な いよ うに 、 か ば ん に 入れ る 。 
(4) 後 件 の 動作 主 以外 の 動作 を 表す 文 
例 ) みん な が 必ず 見 る よう に ドア の と ころ に 掲示 する 。 
子供 が 触ら な いよ うに 高い と ころ に し まう 。 
(5 「 一 や すい 」 を 使っ た 文 
例 ) 食べ や すい よう に 小さき く 切 っ て お く 。 
ここ で は 、(1) 上 (2) の 用 法 を 中 心 に 例文 を 挙げ た 。 例文 4 は 上 記 の (3) の 用 法 で ある が 、 学 
習 者 が 日 常 よ く 耳 に する も の と し て ここ に 取り 上 げた 。 授 業 の 際 に は (1) と (2 の 用 法 を 中 


心 に 練習 する 。 
・ 「 た め に (安全 な カッ プ を 作る た め に 社員 が 研究 し て いま す 。)」 は 第 3 3 課 文型 5 で 学習 


する 。 
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4.| 中 身 を 入れ た まま 運ぶ と 危な いで す 。| ⑩ 練習 
・ ある 動作 の 結果 の 状態 が 変化 し な いで 続い て いる 表現 「 一 まま 」 を 学習 する 。 練習 a 
・ こ こ で は 、「 基 本 体 過 去 + ま ま ] の 形 の み 練 習 す る 。「 一 な いま ま (用 件 を 開か な いま ま 電 . 本 文 1 で 学習 
話 を 切っ て し まっ た 。)」 の よう な 形 も ある が 、 例 が 少な い の で ここ で は 練習 し な い 。 bb この 8 
・ [中 身 を 入れ た まま 」 は 「 中 身 を 出さ な いで ] と 言い か える こと も で きる 。「~ な いで |」 上 の 人 に 対し 
(第 2 1 課 文型 1) は 「 何 か を し な い 状 態 で ] と いう 意味 で ある の に 対し 、「~ ま ま 」 は りす る 。 
「 あ る 状態 が 前 と 変わ ら な い ノ や りっぱ な し に な っ て いる 」 こと を 表す 。 ・ 教 科 書 用 テー 
また 、「~ ま ま 」 と 「~ な いで 」 は 言い か える と 不 自 然 に な る 場合 も ある の で 注意 する 。 
例 ) 席 が な か っ た の で 立っ た まま コー ヒー を 飲み まし た 。 练习 
? 席 が な か っ た の で 座ら な いで コー ヒー を 飲み まし た 。 ・ 本 文 1 で 学習 
中 练习 手 に 伝え る 言 
練習 c 
5. | 間 K で 特 で ませ ん : ・ 文型 1 で 学習 
言い 方 を 練習 
・ 前 件 が 後 件 の 出来 事 の 原因 ・ 理 由 と な る 「~ て 」 を 学習 する 。 
・ こ こ で 学習 する の は 、「 あ る 状態 が 原因 で 、~ で き な い 。」 と いう 形 に な る も の で ある 。 教 練習 d 
科 書 に は 前 件 の 状態 を 表す 部 分 が い 形 容 詞 の も の だ け を 例文 に 挙げ ば た が 、 こ れ 以 外 に も 、 ・ 文型 2 で 学習 
状態 を 表す 動詞 (いる 、 あ る 、 な ど ) や 「~ す ぎる 」 を 使っ た 表現 な ども ある 。 学習 者 に 
応じ て 以下 の よう な 文 も 紹介 する と よい 。 練習 [到 
例 ) この カレ ー は 辛 す ぎ て 食べ られ ませ ん 。 ・ 文 型 4 で 学習 


人 が お お ぜ い い て 、 中 に 入れ ませ ん 。 
・ 後 件 に 話し 手 の 感情 が 来る 「 一 て 」 の 用 法 は 第 3 4 課 文型 3 で 学習 する 。 
ウ > 巻末 「~ て (原因 ・ 理 由 )」 参照 
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習 す る 。 

件 を 聞か な いま ま 電 
は 練習 し な い 。 

四 Re | 一 な いで 」 
一 二 未] は 
3 

る の で 注意 する 。 


な る も の で ある 。 教 
sg が 、 こ れ 以 外 に も 、 
ども ある 。 学習 者 に 


練習 a 29 

・ 本 文 1 で 学習 し た 相手 に 同意 を 求め る 「~ で し ょ う 。」 と 、 そ の 応じ 方 を 練習 する 。 た だ 
し 、 こ の よう に 同意 を 求め る こと は 、 自 分 の 主観 を 相手 に 押し つけ る こと に な る の で 、 目 
上 の 人 に 対し て は 失礼 に な る 。「 一 で し ょ う 。」| の 練習 の み で な く 、 応 じ 方 の 練習 も し っ か 
りす る 。 

・ 教科 書 用 テー プ を 使っ て 「 一 で し ょ う 。] の イン ト ネ ー シ ョ ン に 注意 し で 練習 する 。 


練習 b [53 
. 本 文 1 で 学習 し た 「 一 が つい て いる 」 を 使っ て 、 開 取り や 設備 に つい て 、 自 分 の 要求 を 相 
手 に 伝え る 言い 方 を 練習 する 。 


練習 c 
・ 文 型 1 で 学習 し た 表現 を 使っ て 、 敢 障 な どの 予期 せ ぬ 事態 を 発見 し て 、 相 手 に 注意 を 促す 
言い 方 を 練習 する 。 


練習 d |69 
・ 文 型 2 で 学習 し た 表現 を 使っ て 、 相 手 に アド バイ ス を する 練習 を する 。 


練習 c |o@ 
・ 文 型 4 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


93 .一 一 一 : 


ァイル 條 本 較 ※ っ て くれ て あり が と う 。 


@ この 課 の 目標 
・ 人 か ら 受 けた 好意 に 対し て お 礼 を 述べ る こと が で きる 。 
・ 授 受 表 現 を 使っ て 誰か に し て も ら っ た こと や し て あげ よう と 思っ て いる 内 容 に つい て 述べ 
る こと が で きる 。 


①⑪ この 課 で 学習 する 文型 
1. 母 : 誰が この 写真 を 撮っ て くれ た の ? 
武 : 京子 さん が 撮っ て くれ た ん だ 。 
9 母 : 誰 に 送っ て も ら っ た の ? 
良子 : 武 き ん に 送っ て も ら っ た の 。 
3 . (1) うち を 出る 時 、 私 は 母 に 今日 は 遅く な る と 言い まし た 。 
(2) 武 き ん の うち へ 行っ た 時 、CD を 借り まし た 。 
4 . 武 さ ん に セー ター を 編ん で あげ る つも り で す 。 
5. マフ ラー し か 編 め ませ ん 。 
6 . (1) 良子 : 明日 、 銀 河 享 で 待ち 合わ せ を し まし ょ う 。 
京子 : その 店 は どこ に ある ん で すか 。 
(2) 良子 : 明日 、 新 宿駅 の 東口 で 待ち 合わ せ を し まし ょ う 。 
京子 : あそこ は 人 が 多 す ぎる か ら 、 別 の 所 に し まし ょ う 。 


⑪! 本 文 


休日 に 佐藤 武 と 会 っ た 吉田 良子 は 、 武 に 家 ま で 車 で 送っ て も ら う 。 良 子 は 帰宅 後 、 一 日 の 出 


来 事 な ど に つい て 家族 と 話す 。 


一 一 一 @@ 森 文 ] 式 さ ん が 送っ て くれ まし た 。|S9 
[場面 ] 
帰宅 の 時 間 が 遅く な っ た た め 、 武 は 良子 を 車 で うち まで 送る 。 良 子 は 武 に 今日 一 日 の お 礼 
を 言っ て 帰宅 し 、 母 親 に 今日 一 日 の 出来 事 を 話す 。 
[使用 文型 ] 
TAO 
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〇 武 と 良子 の う 
[ 语 葬 * 表现 ] 


① だ いじ 5 
今朝 、 う ち を | 


② じ ゃ 、 ま た 
来週 合う こと が 
で 「 じ ゃ 、 ま た 
い 場 合 ) な どの 


③ お や すみ な さい 
お や すみ 。 
つの 表現 は 線 
わり に 使う 。 


齋 5 。 


A る 内 容 に つい て 述べ 


は 帰宅 後 、 一 日 の 出 


ま 武 に 今日 一 日 の お 礼 


〇 武 と 良子 の うち どちら が 好意 の 与え 手 で どちら が 受け 手 か を 理解 させ る 。 
[ 语 莫 * 表现 ] 


よし 


良子 : 
武 : 
良子 : 


今日 は と て も 楽し か っ た わ 。 送っ て くれ て どう も あり が と う )。 
送 く な っ て し まっ た ね 。 


だ いじ ょ う ぶよ 。 今 朝 、 ) ち を 出る 時 、 遅 く な る っ て 
言っ て お いた か ら 。 

武 : じゃ 、 ま た 来週 。 

ff : お や すみ な さい 。 

武 : お や すみ 。 


大 まま 
"お か えり な さい se ずい ぶん 遅かっ た だ の ね 。 


上 


人 


我 全 送 2 荆 露台 2 大 D7 i 
ええ 。 今 日 は ディ ズ ニー ラン ド へ 行っ て 、 そ の あと 去 本 木 で 
夕食 を ご ち そ うし て も ちら っ た の 。 

まあ お 。 臣 さ ん は いつ も 長子 に ご ち そ う し て くれ る の ね 。 


① だ いじ ょ うぶ よ 。 今朝 、 う ち を 出る 時 、 遅 く な る っ て 言っ て お いた か ら 。 


「 今 朝 、 う ち を 出る 時 、 遅 く な る っ て 言っ て お いた か ら 、 だ いじ ょ うぶ よ 。]| の 倒置 で ある 。 


② じ ゃ 、 また 来週 。 


来週 会 うこ と が は っ きり し て いる 相手 に 対し て 、 別 れ 際 に 言う 表現 で ある 。 第 2 5 課 本 文 2 
で 「 じ ゃ 、 ま た ね 。」| を 学習 し た 。「 ま た 明日 。」「 ま た 今度 。] (次 に 会 う 日 が いつ か わか ら な 
い 場 合 ) な どの 表現 も 合わ せ て 紹介 する と よい 。 


⑧ お や すみ な さい 。 
お や すみ 。 


二 つ の 表現 は 寝る 時 に 言う あい さき つ で ある が 、 夜 遅く 人 と 別れ る 際 に も 「 さ よう な ら 」 の 代 
わり に 使う 。 
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本 文 2 武 さ ん に モー ター を 編ん で あげ る つも り で す 。 


本 文 3 あの 店 
[場面 ] [場面 ] 
本 文 1 の 続き で 、 武 へ の お 礼 に つい て 、 人 良子 は 母 や 弟 と 話 を する 。 本 文 2 の 続き 
[使用 文型 ] [使用 文型 ] 
驻 弄 45 :5 文型 6 
语 荣 * 表现 ] 〇 この 会 話 の 語 
: 良子 、 お 礼 に 、 今 度 武 さん を う ち に 呼ん で 、 い っ し ょ に 食事 を 下 


し まじ ょ すま 。 

子 : そう ね 。 そ れ に 、 も うす で 武 さ ん の お 誕生 日 だ か ら 、 
セー ター を 編ん で あげ よう か な 。 

: お 姉ちゃん は マフ ラー し か 編ん だ こと が な いじ ゃ な い 。 


① 
の 
③ : まあ 、 和 失礼 ね 。 


① そ れ に 、 も うす ぐ 武 さん の お 話 生 日 だ か ら 、 セ ー タ ー を 編ん で あげ よう か な 。 
ひと り ご と の よう に 自分 自身 に 問い か ける 表現 で ある 。 


②③ お 姉ちゃん は マフ ラー し か 編ん だ こと が な いじ ゃ な い 。 
「 編 ん だ こと が な いで し ょ う 。]| と 同じ 意味 で ある 。「 な いじ ゃ な い |」 の イン ト ネ ー シ ョ ン に 
注意 する 。 


③ ま あ 、 和 失礼 ね 。 


親しい 人 に か ら か われ て 気分 を 害し た 時 に 女性 が 言う 表現 で ある 。 目 上 の 人 に 言う と 失礼 に 
な る の で 注意 する 。 
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PA パネ ーション に 


人 に 言う と 失礼 に 


本 文 3 あの 店 、 覚 えて る ? [到 


[場面 ] 

本 文 2 の 続き で 、 良 子 は 武 と 行っ た レス トラ ン に つい て 家族 と 話 を する 。 
[使用 文型 ] 

文型 6 


〇 この 会 話 の 話題 と な っ て いる 「 銀 河 亭 ] を 、 誰 が 知っ て いて 誰が 知ら な いか を 理解 させ る 。 
[ 语 荣 * 表现 ] 


① 号 : 六本木 の どこ で 食事 を し た の ? 
© 良子 : 銀河 事 っ て いう 古く て すてき な レス トラ ン よ 。 
是 : あら 、 銀 河 部 ? 知っ て いる わ 。 昔 お 父さん に よく 連れ て 行っ て 
も ら っ た の よ 。 
③ ね え 、 お 父さん 、 お あの 店 、 覚 えて る ? 


02 と かのん 、 あめ で 人 べ は よく 和 用 ち っ た の 。 

あの ころ あの 店 は 人 気 が あ っ て 、 い つも 込ん で いた ね 。 

子 : 今日 も 満員 だ っ た わ 。 

弟 : 僕 も その 店 へ 行っ て みた いな お 。 と ん な 所 な の 、 そこ 。 

人 最近 の レス トラ ン と は 少し 違う ん だ よ 。 
ゲラ シッ タク な 感 ビ な ん だ 。 

弟 : へ え 。 今 度 、 僕 も 連れ て 行っ て よ 。 


| ① 示 本 木 の ど こ で 食事 を し た の ? た だ し 、 調 


「 来 月 の いつ 」 「 こ の クラ ス の 誰 ]」 な ども 合わ せ て 紹介 する 。 < 
の よう に 』| 
② 銀 河 帰っ て いう 古く て すてき な レス トラ ン よ 。 助詞 と 動詞 
第 1 9 課 本 文 2 で 「 山 崎 伸 ちゃ ん と いう 3 歳 の 男 の お 子 さ ん が 一 。] を 学習 し た 。 こ れ は そ ・「 (好意 の 3 
の 縮 約 形 で ある 。 を 省略 し た 
合 は 省略 し 
③ ね え 、 お 父さん 、 あ の 店 、 覚 えて る ? 指導 する 。 
家族 や 友達 な ど に 親しみ を 込め て 呼び か ける 表現 で ある 。 “一 志和 
する と いっ 

どん な 所 條 の @、 そ こ 。 吵 練習 a 
「 そ こ (は )、 ど ん な 所 な の ? 」 の 倒置 で ある 。 > 巻末 「 あ [ 
⑲ 文型 母 : 誰 に 


良子 : 武 さん 


1.| 经 : 誰が この 写真 を 撮っ て くれ た の ? 


起 : 京子 さん が 撮っ て くれ た ん だ 。 ・ 好 意 の 授受 
型 4 で 学習 
・ 好 意 の 授受 を 表す 「 一 て くれ る 。」| を 学習 する 。 物 の 授受 を 表す 「 く れる 」| は 第 2 5 課 文 “ [~T WE 
型 4 で 学習 し た 。 れる 。』」 調 
・ 好 意 の 与え 手 と 受け 手 の 関係 は 、「 く れる 」 と 同様 で ある 。[ 第 2 5 课文 型 4 参照 ] 「 (受け 手 ) 
_ (好意 ) と 手 ) に 」 の 
1. 第 三 者 一 一 を 「 私 ] ある い は 「 私 の 家族 ] … 例 文 ]]、2) (ワン の 発話 )、3)、4 Ta 
2 第 三 者 ーー 話し て いる 相手 … 例 文 2) (リー の 発話 ) 練習 b の よ 
・「~ て くれ る 」 は 動詞 に よっ て 伴う 助詞 が 違う の で 、 学 習 者 が 混乱 し な いよ うに 、 動 詞 を ・「 貸 ま 」 
整理 し て 次 の 3 つの 形 を 教え る 。 (着物 を ) 1 
1. | (好意 の 与え 手 ) が (受け 手 ) に て くれ る 。」 …… 例文 1 )、2) り て も らい 
く 動 詞 > 教 える 、 書 く 、 貸 す 、 ご ち そ うす る 、( 物 を ) 送る な ど する 前 に そ 

2.「 (好意 の 与え 手 ) が (受け 手 ) を て くれ る 。」 …… 例文 3) 叶 練習 b 
< 动词 > (人 を ) 送る 、( 人 を ) 連れ て 行く (人 を ) 迎え に 来る な ど > 巻末 「 あ [ 

3. | (好意 の 与え 手 ) が (受け 手 ) の ( 物 ・ こ と ) を 一 て くれ る 。」 …… 例文 4 


< 动词 > ( 和 宿題 を ) みる 、( 和 荷物 を ) 持つ 、( 仕 事 を ) 手伝う な ど 


| 
| 
| 


| 
常習 し た 。 こ 札 は そ 


| 


《 れ る ] は 第 2 5 课文 
明文 型 4 参照] 
加 DD 线 话 )、3)、4 


| 
| の 発話) 
な いよ うに 、 動 詞 を 


| ei 例文 4 


た だ し 、 同 じ 「 送 る ] と いう 動詞 で あっ て も 「( 人 ) に ( 物 ) を 送る 」 場合 は 、 例 文 2 の 
よう に 、「 ワ ン さ ん に いろ いろ な 物 を 送っ て くれ る の ね 。」 と な る の に 対し て 、 前 ペー ジ 2. 
の よう に 「( 人 ) を 送る 」 場合 は 「 武 さん が 私 を 送っ て くれ まし た 。|」 と な る 。 こ の よう に 
助詞 と 動詞 が 必ず 1 对 1 の 対応 を する も の ば か り で は な い の で 、 注意 す る 。 

・「 (好意 の 与え 手 ) が (受け手 ) に くれ る 。」| の 受け 手 が 「 私 ] の 場合 は 「 私 に 」 の 部 分 
を 省略 し た ほう が 自然 で も る 。 し か し 、 受 け 手 が 「 私 の 家族 ] や 「 話 し て いる 相手 」 の 場 
合 は 省略 し な いこ と の 方 が 多い の で 、1.- 3. の 助詞 と 動詞 の 組み 合わ せ が 定 着 す る よう に 
指導 する 。 

・「 一 て くれ る 。」 は 与え 手 に 視点 が ある の で 、 練 習 a の よう に 与え 手 の 好 意 を 受け 、 感 謝 
する と いっ た 練習 を する と よい 。 

加 練 省 a 

巻末 「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 参照 


2. 紀 _ こ : 誰 に 送っ て も ら っ た の ? 
戻 子 ・ 武 さん に 送 う て も せら っ た の 』 


・ 好 意 の 授受 を 表す 「 一 て も ら う 。」 を 学習 する 。 物 の 授受 を 表す 「 も ら う 」| は 第 2 4 课文 
型 4 で 学習 し た 。 

・「 一 て も ら う 。| は 「 一 て くれ る 。」 同様 何ら か の 恩恵 に あず か っ た 時 使わ れる 。「 一 て く 
れる 。」 に は 、 受 け 手 が 「 私 ] 「 自 分 の 家族 ] 「 話 し て いる 相手 ] と いう 制約 が ある が 、 
「 (受け 手 ) は (好意 の 与え 手 ) に て も ら う 。」 に は この よう な 制約 が な い 。 ま た 「( 与 え 
手 ) に 」 の 部 分 は 、 ど の 動詞 で も 変わ ら な い 。 

・「 一 て も ら う 。」 は 、 受 け 手 に 視点 が あり 、 依 頼 し た と いう ニュ アン ス を 含む こと か ら 、 
練習 b の よう に 、 人 に 頼ん で 何 か を し て も ら う と いっ た 練習 を する と よい 。 

・「 貸 す 」「 借 り る 」「 見 せる 」 な ど 方 向 性 の ある 動詞 は 例文 2) 「( 私 は ) 日 本 人 の 友達 に 
(着物 を ) 貸し て も らい まし た 。」| と 言う べき 時 に 、「( 私 は ) 日 本 人 の 友達 に (着物 を ) 借 
り て も らい まし た 。」 と いう よう な 誤用 を し て し まう こと が 多い 。「 一 て も ら う 」 の 練習 を 
する 前 に それ ぞ れ の 動詞 の 意味 、 使 い 方 を 確認 し て お く と よい 。 

只 練習 b 

ご > 巻末 「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 参照 
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(1) うち を 出る 時 、 私 は 生 に 今日 は 遅く な る と 言い まし た 。 
( 2 ) 武 さ ん の うち へ 行っ た 時 、CD を 借り まし た 。 


看 


・ 好 意 の 授受 を 3 


・ あ る 動作 が 完了 する 前 の 時 点 を 表す 「 (行く) 時 ] と 、 あ る 動作 が 完了 し た 後 の 時 点 を 表 3 万 学 居民 

す 「( 行 っ た ) 時 」 を 学習 する 。 ・ 相 手 の た め に 1 

・ ど ん な 時 か を 限定 し て 言う 表現 「 一 時 」 ([ 講義 だ が よく わか ら な い 時 は 、 友 達 に 聞き ます 。」) や | 荷物 を 持 ・ 

は 第 1 3 课文 型 9 で 学習 し た 。 が まし い 印 象 ? 

・「 行 く 時 ] と 「 行 っ た 時 」 の 違い を 例文 と 図 で 志す と 次 の よう に な る 。 を すべ て 満た 
例 1) ディ ズ ニ ー ラ ンド へ 行く 時 、 京 葉 線 に 乗り ます 。 プ まし た 。 (1) 場 面 

(ディ ズ ニ ー ラ ンド へ 行く 前 の 出来 事 ) (2②) 人 間 関 係 

例 2) ディ ズ ニ ー ラ ンド へ 行っ た 時 、 ミ ッ キ ー マ ウ ス の 写真 を 撮り ます 。 ン 撮り まし た 。 (3) 行 为 DD 内 

(ディ ズ ニ ー ラ ンド で の 出来 事 ) ・ 相 手 に 直接 言 

pe 本 ・ 文 型 1 「 全 

ーー テン 巻末 「 あ げ る 


ディ ズ ニ ー ラ ンド に 着く 


・ 学 習 者 は 「 行 っ た 」 と いう 形 に と ら わ れ て 、「 明 日 、 デ パー ト へ 行っ た 時 、 買 うつ も り で 


す 。] の よう な 未来 に 起こ る こと を 表す 文 の 中 で 使わ れる も の が 理解 し に くい よう で ある 。 
この 「 行 っ た 時 ] は 過去 の 事実 を 表し て いる の で は な く 「 デ パー ト へ 行く 」 と いう 動作 が 
完了 し た 時 と いう 意味 で ある 。 


・ こ こ で は 「 行 く 」「 来 る ] [帰る] | 出る ] な ど 、 移 動 を 表す 動詞 に 限っ て 練習 する 。 


・ 物 事 の 範囲 や 
・ 限 定 する 表現 


度 を 限定 する , 
< [万 


・ 例 文 )、2) の 3 


詞 + し か こま 


・ お 漂 が グラ ス | 


苦手 な 人 は 上 | 
「 も 」 を 使う か 
で 上 既出 で ある 。 


ー を 編ん で あげ る つも り で す 。 


意 の 授受 を 表す 「 一 て あげ る | を 学習 する 。 物 の 授受 を 表す 「 あ げ る | は 第 2 4 课文 型 


EJ し た 後 の 時 点 を 表 3 CT 

・ 相 手 の た め に 何 か す る こと を 申し 出る 場合 で も 、「 今 度 、 私 の 国 の 料理 を 作っ て あげ ます 。」 
馬 み 坦 に 問 き ます 。 リ や | 荷物 を 持っ て あげ まし ょ うか 。」 な ど 、 相 手 に 直接 「 一 て あげ る 」| を 使う と 押し つけ 
| が まし い 印 象 を 与え る こと が ある 。 こ の 教科 書 で は 、 次 の 三 つ の 基準 を 設定 し 、 こ の 三 つ 
る 。 を すべ て 満た す 内 容 の も の を 例文 と し て 取り 上 げた 。 
5 () 场 面 行為 を 受け る 相手 が その 場 に いな い 。 
| (② 人 間 関 係 友達 や 家族 に 限る 。 
串 ます 。/ 撮 り ま し た 。 (⑬③ 行 為 の 内 容 相手 が 希望 し て いる こと で 、 相 手 に と っ て 負担 が 少な いこ と 。 


| ・ 相 手 に 直接 言う 場合 は 「 持 ち ま し ょ うか 。| な どの 表現 を 使う よう に 指導 する 。 
| ・ 文 型 1 「 一 て くれ る と 同様 、 動 詞 に よっ て 助詞 が 変わ る の で 注意 する 。 


ーー > 巻末 「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 参照 

た 時 、 買 うつ も り で 5.| マフ ラー し か 編 め ませ ん 。 

攻 し に くい よう で ある 。 

い 行 く 」 と いう 動作 が ・ 物 事 の 範囲 や 程度 を 限定 する 表現 「 名 詞 + し か 」 を 学習 する 。 

| ・ 限 定 する 表現 は 第 7 課 文型 7 で 「 だ け 」 を 既に 学習 し て いる 。 こ の 二 つ の 表現 は 範囲 や 程 
っ て 練習 する 。 度 を 限定 する と いう 意味 で 似 て いる が 、「 し か 」 が 常に 否定 形 を 伴っ て 使わ れる の に 対し 


て 、「 だ け 」 は 衣 定 形 で も 使え る 。 

・ 例 文 1]、2) の よう に 程度 が 低い ある い は 数 量 が 少な いと いっ た こと を 強調 する 時 に も 「 名 
詞 + し か ー ま せん 。| の 形 を 使う 。 

・ お 酒 が グラ ス に 半分 残っ て いる 時 、 お 酒 が 好き な 人 は 「 半 分 し か な い 。| と 言い 、 お 酒 が 
昔 手 な 人 は 「 半 分 も ある 。| と 言う よう に 話 者 の 受け と り 方 に よっ て 、「 し か 」 を 使う か 
「 も 」 を 使う か が 変わ っ て くる 。 な お 、「 も 」 に つい て は 第 1 8 課 本 文 2 と 第 2 4 课本 文 2 
で 既出 で ある 。 


Oe ミー = 


6. (1) 良子 : 明日 、 銀 河 吉 で 待ち 合わ せ を し まし ょ う 。 
京子 : その 店 は どこ に ある ん で す ?。 

(2) 良子 : 明 日 、 新 宿駅 の 東口 で 待ち 合わ せ を し まし ょ うう 。 
京子 : あそこ は 人 が 多 す ぎる か ら 、 別 の 所 に し まし ょ う 。 


・ 文 脈 指 示 の 「 こ ・ そ ・ あ 」 を 学習 する 。 た だ し 、 こ こ で は 「 こ 」 の 系 列 は 取り 上 げ て いな 
い 。 

・ 話 を し て いる 人 の どちら か 一 方 が 話題 に な っ て いる 事柄 を 知ら な い 場 合 、「 そ の 店 は どこ 
に ある ん で すか 。」 の よう に 「 そ 」 の 系 列 (「 そ れ 」「 そ の 」「 そ こ 」) を 使う 。 話 を し て い 
る 人 が お 互い に 話題 に な っ て いる 事柄 を 知っ て いる 場合 、「 あ の 店 は よかっ た で すね 。」| の 
よう に 「 あ 」 の 系 列 (| あれ 」「 あ の 」「 あ そこ 」) を 使う 。 


⑩⑫ 練習 


一 一 一 全 练习 a 
・ 文 型 1 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


[ 衣 こ こ で の 会 話 は 友人 同士 の も の で ある 。 目 上 の 人 に は 「 一 て くだ さっ て あり が と う ご ざ いま し た 。」 
を 使う 。 学 習 者 の 必要 に 応じ て ここ で 紹介 し て も よい 。「 一 て くだ さい まし た 。」| は 第 2 9 课文 型 2 2 で 
学習 する 。 


ーーーー@ 練 習 b [9 
・ 文型 2 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
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@ この 課 の 目 # 
・ 上 下 の 人 間 | 
・ 手紙 の 書式 


O@ この 課 で 学 
1 . 西田 先生 : 

(私 は ) 更 
2 .先生 DD 奥 

先生 中 奥 
3 . 今 、 終 わ 
4 . いろ いろ る : 


[使用 文型] 
文型 1 識 

〇 この 本 文 で ! 
り と り を 中 』 


国 获 原 习 女性 D 
分 を 男性 の 言 


お 見 舞い 


@ この 課 の 目標 
. 上 下 の 人 間 関 係 を 理解 し 、 待 遇 表現 を 使う こと が で きる 。 
. 手紙 の 書式 を 理解 する 。 


) 素 列 は 取り 上 げ て いな 


還 考 合 "「 そ の 店 は どこ 
| を 使う 。 話 を し て い 
ま よ か っ た で すね 。」 の ⑪ この 課 で 学習 する 文型 
1. 西田 先生 が (私 に ) 花 を くだ さい まし た 。 
(私 は ) 西田 先生 に 花 を いた だ きま し た 。 
2 . 先生 の 奥さん が 洗濯 を し て くだ さい まし た 。 
先生 の 奥さん に 洗濯 を し て いた だ きま し た 。 


3。 今 。 終わ っ た と ころ で です 。 
4。 WW ろ い めいろ な 人 と 肥 本 語 で 語 す よう に し て いま す 。 


WE EE LA 


jp は 第 2 9 課 文型 2 で 人 Dm 本文 


アン ジニ ・ ラ タタ (マレ ー シ ア か ら の 留学 生 ) が 病気 で 入院 する 。 ア ンジ ニ の 先生 萩原 が アン 
2 


を 見 舞う 様子 や アン ジニ か ら 萩 原 へ の お 礼 の 手紙 が 本 文 に な っ て いる 。 


本 文 1 西田 先生 が 花 を くだ さい まし た 。|99 
[場面 ] 


アン ジニ が 入院 し て いる 病院 に 、 萩 原 先生 が お 見 婚 い に 来る 。 
[使用 文型 ] 
文惠 1 名、 3 


〇 この 本 文 で は 、 ア ンジ ニ と 萩原 、 西 田 、 遠 藤 と の 上 下関 係 と 、 そ の 間 で 行わ れる 行為 の や 
り と り を 中 心 に 理解 する 。 


入 萩 原 は 女性 の イン フォ ー マ ル の 言葉 で 話し て いる 。 男 性 の 学習 者 の こと を 考慮 し 、 授 業 で は 萩原 の 部 
分 を 男性 の 言葉 に 置き か えて 練習 する と よい 。 
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に ん 


日 本 語学 校 で 勉強 し て いる 学生 。 
学生 会 館 に 住ん で いる 。 


萩原 : アン ジニ さん 、 こ ん に ち は 。 


、 先 生 。 
>。 だ いじ ュ け うぶ ? お金 事 は ? 
、 終 わっ た と ころ で す 。 
先生 、 ど う ぞ そちら へ 。 


萩原 : 具合 は どう ? 
3 お か けさ まで も うだ いぶ い いん で す よ 。 
わら に ゅ うい ん 
感 : を そう 。 そ 札 ぎ よかっ た ね 。 で も アデ テッ ジ ニー さん が 肝 た っ で 


聞い た 時 は 、 本 当 に びっ くり し た わ 。 
: 学生 会 館 で 急 に お な か が 清く な っ た ん で す 。 


萩原 : それ で ? 


: それ で 会 館 の 遠藤 先生 が この 病院 へ 
連れ て 来 て くだ さっ た ん で す 。 


示 原 : そう 。 大 変 だ っ た わ ね 。 

あら 、 き れい な お 花 ね 。 

: 西田 先生 が くだ さっ た ん で す 。 
款 原 : : そう 。 

と ころ で 、 洗 濯 は どう し て いる の ? 

: 吉 藤 先生 の 奥さん が し て くだ さっ て いる ん で す 。 
赤 原 : そう 。 


約 故 あお あ 。、 を も うだ わ 、 さ これ 、 丈 の デー ダ 。 デシ ジニ きん 、 
藤 が 好き で し ょ 。 
3 わあ めき あり (がめ の さき NN ま すり 
萩原 : じゃ あ 、 そ ろ そ ろ 失 礼 す る われ ね 。 
5 先生 。 信昌 は 来 て くだ さっ て どす も あり の が と うす ざ ざ いま まし た 。 


萩原 : じゃ あ 、 お だ いじ に 。 Nl 


105 .一 二 


① 今 、 だ いじ ょ うぶ ? 
体 の 具合 を 聞い て いる の で は な く 、 今 世 し く な いか どう か 、 自 分 と 話す 時 間 は ある か を 聞い 
て いる こと を 確認 する 。 


⑧② お 食事 は ? 
「 も う 終 わり まし た か 。」 が 省略 され て いる 。 


⑳) あ 交 げ さま で も うだ いい いん で す よ 。 
相手 の 気遣い に 対し て 感謝 の 意 を 表す 表現 で ある 。 
例 ) A : 日 本 の 生活 に 慣れ まし た か 。 
B : は い 、 お か げ さ まで 。 
の よう な 使い 方 を 紹介 する 。 


9 そう す 。 そ 札 は よかっ た わ 。 
「 い い 結 果 で よかっ た 。] と いう こと を 表す 表現 で ある 。 


で も アン ジニ さん が 入院 し た っ て 聞い た 時 は 、 本 当 に びっ くり し た わ 。 
第 2 4 課 で は 「 と っ て (言っ て た )。」 を 学習 区 た 
「~ っ て 」 が 、「 聞 く 」 と いう 動詞 に 接続 する の は ここ が 初出 で ある 。 


⑥ そ れ で ? 
相手 の 話 の 続き を 促し 、 結 果 を 聞く 表現 で ある 。「 そ れ で どう な っ た の か 」「 そ れ で どう し た 
の か 」 の 意味 で ある 。 


⑦ と ころ で 、 洗 濯 は どう し て いる の ? 
それ まで の 話題 を 断ち 切り 、 新 し い 話 題 を 持ち 出す 時 の 表現 で ある 。 


⑱⑯ と ころ で 、 洗 深 は どう し て いろ の 1? 
習慣 的 に どう 対処 し て いる か 質問 する 時 の 表現 で ある 。 
⑨ あ 、 そ うだ わ 、 こ れ 、 歌 の テー プ 。 


何 か を 思い 出し た 時 に 使う 表現 で ある 。 男 性 は 「 そ うだ 」 と な る 。 


本 文 2 お 礼 
[場面 
本 文 1 で お ) 
[使用 文型 ] 
文型 4 
〇 頭 語 、 結 語 ! 
〇 一 般 的 に は 
〇 この 手紙 は | 
も この 形式 * 
〇 封筒 の 書き 


[ 语 荣 * 表现 ] 


本 文 2 お 礼 の 手紙 
[場面 ] 
本 文 1 で お 見 舞い に 来 て くれ た 萩原 先生 に 対し て 、 ア ンジ ニ が 書い た お 礼 の 手紙 で ある 。 
[使用 文型] 
文型 4 
〇 頭 語 、 結 語 、 日 付 や 名 前 の 書き 方 な ど 、 基 本 的 な 手紙 の 形式 を ここ で 紹介 する 。 
〇 一 般 的 に は | 拝啓] の 後に は 時 候 の あい さ つ が くる が 、 こ の 本 文 で は 省略 され て いる 。 
〇 この 手紙 は 目 上 の 人 に 宛て て 書い た も の な の で 形式 的 で も ある が 、 友 人 に 書く 場合 は 必ず し 
も この 形式 で な く て も よい 。 
〇 封筒 の 書き 方 に つい て も 紹介 する 。 


時間 は ある か を 聞い 


[ 语 荣 * 表现 ] 
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107。 一 一 者 


① 看 護 婦 さん や 周り の 人 が みん な 親切 な の で 、 安 忌 しま し た 。 
「 の で | は 第 1 4 課 文 型 2 で 学習 し た が 、 そ こ で は 「 の で 」 の 前 の 接続 の 形 と 、 文 末 の 形 を 


制限 し て 提出 し た 。 こ の 文 の よう な 、「 現 在 形 + の で 、 一 過去 形 。|」 の 形 は ここ が 初出 で ある 。 


② 日 本 諾 を 使う いい 機会 か の で 、 い ろ い ろ な 人 と 日 本 語 で 話す よう に し て いま す 。 


日 本 語 の いい 勉強 に な る の で 、 退 院 す る まで に 歌詞 を 覚え る つも り で す 。 ・ 相 手 が 目 上 の 
この 二 つ の 名 詞 修 飾 は 、 修 飾 関係 が 複雑 な の で 、 学 習 者 は 意味 が わか れ ば よい 。 [もら う 」 は 9 

・ こ の 文型 で は 

③ 先 生 が くだ さっ た テー プ 、 艇 日 聞い て いま す 。 け 手 か と いう 
テー プ の 後に 「 を | が 省略 され て いる 。 ・「 課 長 は 部 長 
-ET 

@ 先 生 太 < 大 立 二 大 元 一 了 、 每 日 并 \、、 了 \\ 去 才 。 ※ こ の アン 須 訪 
習慣 を 表す [一 て いる 」 の 用 法 は 初出 で ある 。 こ こ で は 意味 が わか れ ば よい 。 子猫 さしあげ 
「 さ し あげ る 」 

で は 、 ほ か の 先生 方 に も よろ し く お 伝 え く だ さい 。 文 意 に 表れ る 
「~ た ち 」 の 丁寧 な 形 で ある 。「( 誤 ) 看護 婦 さ ん 方 ] の よう な 誤用 が 出 や すい の で 、 こ こ で と 押し つけ が 
は 「 先 生 方 ] の み 理解 し 使え る よう に な れ ば よい 。 まし いと いう 


参考 と し て 提 


> 巻末 「 あ げ < 


・ 相 手 が 目 上 の 


る | は 第 2 8 


・ 第 2 8 课文 型 


例文 は 好意 の 
練習 を する 必 


・ 例 文 4 の よう 


「 萩 原 先生 、」 
書 を 貸し て ぐ 


・ [~T 


相手 に 対し て 
3 0 课文 型 2 


の 巻末 「 あ げ 。 
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⑲ 文型 
の 形 と 、 文 末 の 形 を 
は ここ が 初出 で ある 。 1. 


西 Eee 
| (私) 西田 先生 に 花 を いた だ きま し た 。 | 


LT 和 十。 
量り で す 。 | ・ 相 手 が 目 上 の 人 の 時 に 使う 表現 「 い た だ く 」「 く だ さる 」 を 学習 する 。 
ば よい 。 「 も ら う | は 第 2 4 課 文型 4 で 、「 く れる 」 は 第 2 5 課 文 型 4 で 学習 し た 。 
| ・ こ の 文型 で は 、「 私 に 」 「 私 は 」 の 部 分 は 省略 され る こと が 多い の で 、 誰 が 与え 手 で 誰が 受 
け 手 か と いう こと と 両者 の 上 下関 係 を 確認 する 。 
・「 課 長 は 部 長 に 映画 の 切符 を いた だ いた そう で す 。」 の よう に 、 第 三 者 同士 の 授受 表現 は 
ここ で は 取り 上 げ て いな い 。 自分 と 相手 また は 自分 と 第 三 者 の 間 で の 授受 の み 練 習 す る 。 
| 妥 こ の デジ ケー トル に 和仁 た で くだ き っ た 友 選 コー ビー カッ プ を き し あ げ ま す ) 
よい 。 子猫 さしあげ ます 。 
「 さ し あげ る 」 は 、 一 見 丁寧 な 表現 の よう だ が 、「 あ な た の た め に 」 と いう 話し 手 の 好 意 が 
| 文 意 に 表れ る た め 「 あ な た に この 本 を さしあげ ます 。」 の よう に 相手 に 向かっ て 直接 言う 
oO EE と 押し つけ が まし い 印 象 を 与え る 。 ま た 、 相 手 が そ の 場 に いな く て も 、 同 様 に 押し つけ が 
まし いと いう 印象 を 伴い や すい 。 そ こ で 、 こ こ で は 不 特定 多数 に 対し て 使わ れる 場合 の み 
参考 と し て 提示 し た 。 学 習 者 は 、 意 味 が 理解 で きれ ば よい 。 
ご > 巻末 「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 参照 


2.| 先生 の 奥さん が 洗濯 を し て くだ さい まし た 。 
先生 の 奥さん に 洗濯 を し て いた だ きま し た 。 


・ 相 手 が 目 上 の 人 の 時 に 使う 表現 「 一 て くだ さる | 「 一 て いた だ く 」 を 学習 する 。「 一 て くれ 
る 」 は 第 2 8 課 文型 1 で 、「 一 て も ら う 」 は 第 2 8 課 文型 2 で 学習 し た 。 

“第 2 8 課 文 型 1 (一 て くれ る ) で は 、 助 詞 の 使い 分 け を 詳し く 学 習 し た が 、 こ こ に 挙げ た 
例文 は 好意 の 受け 手 を 「 私 ] に 限っ て いる の で 、 無 理 に 「 私 ] を 入れ て 助詞 の 使い 分 け の 
練習 を する 必要 は な い 。 

・ 例 文 4 の よう に 、 目 上 の 相手 に 直接 お 礼 を 述べ る 表現 も 練習 する と よい 。 例文 4 の リン の 
「 萩 原 先生 、] は 呼び か け の 表現 で ある 。 学習 者 が 間違え て 、「( 誤 ) 萩原 先生 は 、 先 日 は 辞 
書 を 貸し て くだ さっ て あり が と う ご ざ いま し た 。」 の よう に 言わ な いよ うに 注意 する 。 

・「 一 て さしあげ る 。| は この 教科 書 で は 取り 上 げ て いな い 。 目 上 の 人 や あま り 親 し く な い 
相手 に 対し て 何 か を する 場合 は 「 お 送り し ます 。」「 お 持ち し ます 。] の よう な 謙譲 語 (第 
3 0 課 文型 2 ) を 使う よう 指導 する 。 

> 巻末 「 あ げ る 、 も ら う 、 く れる 」 参照 


・ た っ た 今 そ の 行為 が 終了 し た と いう 意味 で 使わ れる 「 一 た と ころ 」 を 学習 する 。 


・ こ の 「 と ころ 」| に は 場所 の 意味 は な いこ と を 確認 する 。 
・ こ こ で 学習 する の は 、 以 下 の よ うな 発話 意図 を 持つ も の で ある 。 
1. わ ず か な 時 間 の すれ ちがい で 、 あ る 状況 が 成り 立た な か っ た も の 
2. ち ょ うど 都合 よく 、 た っ た 今 あ る 状況 が 成立 し た も の 
・「 て いる と ころ (検査 を し て いる と ころ で す 。)」 は 第 3 3 课文 型 3 
まる と ころ で す 。)」 は 第 3 5 課 文 型 3 で 学習 する 。 


只 巻末 「 一 と ころ 」 参照 


.| いろ いろ な 人 と 日 本 語 で 話す よ うに し て いま す 。 


… 例 文 1、2 
… 例 文 ③ 
| 写る と ころ ( 巡 


・ 努 力 し て いる こと 、 心 が け て いる こと を 表す 表現 「 一 よう に し て いる 」 を 学習 する 。 


・ 例 文 1) [健康 の た め に | は 、 こ こ で 初出 で ある 。「 た め に 」| は 第 3 3 課 文 型 5 で 学習 する 。 


ここ で は 意味 が わか れ ば よい 。 


明 健 康 の た め に し て いる こと や 、 日 本 語 の 上 達 の た め に 心がけ て いる こと な ど を 発表 きせ る と よい 。 
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i 


@ 0 课目 相 
語 を 使っ 1 
. 杂 球 、 社 会 和 


①⑪ この 課 で 学 
1. A : 由 壮 

B : いい 2 

2. A : 由美" 

B : いい 5 

3. すみ 


⑪ 本 文 


渡辺 (大学 の 助 
る 。 後 日 三 人 が 
テル を 予約 し て ! 


本 文 1 由 美 
[場面 ] 
渡辺 助教 授 
[使用 文型 ] 
文型 1、2 
〇 佐々 木 由美 
せん 。」 | 増 
ゃ いま すか 
係 に より 、| 
ご 家族 | で : 
〇 第 2 5 课本 
て 覚え で 議 


も リグ し 避 し 上 が り ま せん か / 


習 す る 。 
@ この 課 の 目標 
区 例文 1)、2) 語 を 使っ て 電話 で 簡単 な 応対 が で きる 。 
例文 3 ・ 親 貴 、 社 会 的 立場 で の 上 下関 係 を 理解 し 、 適 切な 待遇 表現 を 使っ て 話す こと が で きる 。 


[一 る と ころ ( 始 


⑪ この 課 で 学習 する 文型 
1. A : 由美 きん は いら っ し ゃ いま すか 。 
B : いい え 、 由 美 は 今 お り ま せん が 。 
2. A : 由美 きん は いら っ し ゃ いま すか 。 
B : いい え 、 由 美 は 今 お り ま せん が 。 


を 学習 する 。 3. すみ ませ ん が 、 ナ プ キ ン を 取っ て いた だ け ま せん か 。 
区 型 5 で 学習 する 。 
内 きせ る と よい 。 0) 本 文 


渡辺 (大 学 の 助教 授 ) が アル ン と の 約束 の 件 で 佐々 木 由 美 (日 本 語 教師 ) の うち に 電話 を す 
る 。 後日 三 人 が 会 っ て 、 レ スト ラン で 食事 を し て いる 様子 と 、 田 中 実 (会 社員 ) が 電話 で ホ 
テル を 予約 し て いる 様子 が 本 文 に な っ て いる 。 


本 文 1 由美 さん は いら っ し ゃ いま すか 。|S9| 

[場面 ] 
渡辺 助教 授 が 佐々 木 の う ち に 電話 を し て いる 。 

[使用 文型 ] 
文型 1、 2 

〇 佐々 木 由美 の 母 が 自分 の 家族 で ある 由美 の こと に つい て 使っ て いる 表現 (「 由 美 ] 「 お り ま 
せん 。」|「 言 っ て お り ま し た 。」) と 、 渡 辺 が 由美 に 使っ て いる 表現 (| 由美 きん 」「 い らっし 
ゃ いま すか 。」「 お 帰り に な り ま すか 。]」) の 違い に 着目 きせ 、 話 題 に な っ て いる 人 物 と の 関 
係 に より 、 表 現 が 変わ る こと を 理解 させ る 。 第 1 1 課 文型 1 の 「 私 の 家族 ] 「 吉 田 さ ん の 
ご 家族 ] で 家族 の 名 称 が 違う こと を 学習 し た こと を 思い 出さ せる と よい 。 

〇 第 2 5 課 本 文 1 で は 相手 を 呼び 出す 場面 を 学習 し た が 、 こ こ は 相 手 が 不 在 の 場面 の 例 と し 
て 覚え て 言え る よう に な る まで 練習 を する 。 
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[ 語 葉 ・ 表 現 ] 


ド Ka はい 玉 う で す 。 
な わた くし わた な べ 
: 私 、 渡 辺 と 中 し ます が 、 


由美 さき ん は いら っ し ゃ いま すか 。 


< 木 : 由美 は 今 お り ま せん が 。 

度 过 : 何時 ご ろ お 帰り に な り ま すか 。 

木 : 今日 は 、 7 時 ご ろ 帰 る と 言っ て お り ま し た が 。 
渡辺 : そう で すか 。 じ ゃ 、 ま た 、 夜 お 電 語 いた し ます 。 


。 失礼 し ます 。 
ト : 失礼 し ます 。 


① 私 、 渡 稼 と 申し ます 。 
この 教科 書 で は 「 私 ] の 読み 方 は 「 わ た し 」 で 統一 し て いる が 、 こ こ で は 「 わ た し 」 の 丁寧 
| な 表現 と し て 「 わ た くし 」 を 取り 上 げた 。 ま た 、「 わ た くし は 渡辺 と 申し ます 。」 と は 言わ ず 
| に 、 助 詞 を 省略 し て 言う の が 自然 で ある 。 


① 
一 一 一 @ 本 文 2 は じ め ま し て 。 ア ルン ・ ア マラ ポー ン と 申し ます 。 | 
[場面] © 
渡辺 助教 授 の 紹介 で 佐々 木 と アル ン が 初め て 会 い 、 レ スト ラン で 食事 を する 。 
[使用 文型 ] 
文型 1、 2 
〇 登場 人 物 の 人 間 関 係 を 確認 し て か ら 本 文 の 学習 に 入る 。 渡辺 は 佐々 木 と アル ン よ り 年 上 で 、 
大 学 の 助教 授 で も る た め 、 佐 々 木 と アル ン は 渡辺 に 対し て 敬語 を 使っ て いる 。 佐々木 と ア ② 


ルン は 初対面 の た め 、 お 互い に 敬語 を 使っ て いる 。 ま た 、 ウ エー トレ ス は 客 で ある 三 人 
(渡辺 、 佐 々 木 、 ア ルン ) に 対し て 敬語 を 使っ て いる 。 
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は 「 わ た し 」 の 丁寧 
詩 す 。| と は 言わ ず 


を する 。 


肝 座 履 ン より 年 上 で 、 
作 い る 。 佐々 木 と ア 
レス は 客 で ある 三 人 


[ 语 莫 * 表现 ] 


〇 


⑮ 


じ ょ き ょ う 


波 巡 助教 4 0 歳 ぐら い 。 大 学 で 経済 学 を 教え て いる 。 男 性 。 
佐々 木 由美 …… 3 0 歳 ぐ らい 。 日 本 語 教師 。 女性 。 
アル ン ・ ア マラ ポー ン …… 2 5 歳 ぐ らい 。 
タイ の 留学 生 で 、 大 学院 で 経済 を 勉強 し て いる 

(駅 で ) 
流 稼 助教 抽 : 佐 々 木 さ ん 、 こ ちら アル ン さ ん 。 
佐々 木 由美 : は じ め ま し て 、 私 、 佐 々 木 で す 。 ど う ぞ よろ し く 。 

EE 7 ジン アマン ポー シ と 

申し ます 。 ど う ぞ よろ し く 。 


の 


源 
だ 


: アル ン さ ん 、 佐 々 木 さん は 今年 の 9 月 か ら タ イ で 
日 本 語 を 教え る ん で す 。 
アル ン ョ グイ ペ N0 ら っ し や る ん た で ぐす が 。 
佐々 木 : ええ 、 そ うな ん で す 。 そ れ で 、 ア ルン さん に いろ いろ 
お 聞き し た いと 思っ て …。 


(タイ 料理 の レス トラ ン で ) 
ウエ ー ト レス : いら っ し ゃ いま せ 。 何 名 様 で いら っ し ゃ いま すみ か 。 
渡辺 : 3 人 で す 。 
ウエ ー ト レス : あちら へ どう ぞ 。 


な べ 1 < 
渡辺 : あの う 、 メ ニュ ー を お 願い し ます 。 站 
の こま まし た 。 


(メニ ュー を 見 な が ら ) 
渡辺 : 私 に は よく わか り ま せん が 、 
ae 佐々 木 さ ん は どう で すか 。 
佐々 木 : 私 も ぜん ぜん わか り ま せん 。 
渡辺 : アル ン さ ん に 任せ ます か ら 、 
何 か 注文 し て くだ さい 。 
アル 2 はい わか り ま 6 人 た 
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を 木 : アル ン さ ん は いつ 日 本 へ いち っ し ゃ っ た ん で すか 。 
アル ン : 去年 の 1 0 月 で す 。 
③ を 々 木 : お 一 人 で 日 本 に 住ん で いら っ し ゃ る ん で すか 。 
ジュ ええ 。、 中 野 に 一 人 で 住ん で いま す 。 
ド S そう で すか 


アル ン : あの う 、 佐々 木 さ ん は タイ の どちら へ いら っ し ゃ る ん で すか 。 
KK : チェ ンマ イ で す 。 


Dd 


(DT 
Te OE ne 依頼 
や 有 要望 を 述べ る 表現 は 初出 で ある 。 こ こ で は 意味 が わか れ ば よい 。 


② 何 名 様 で いら っ し ゃ いま すか 。 
9 こま 人 まし た 。 
店 な ど で よ く 耳 に する 表現 で ある 。 こ こ で は 意味 が わか れ ば よい 。 


⑧ お 一 人 で 日 本 に 住ん で いら っ し ゃ る ん で すず 。 
「 お 二 人 」 も 紹介 する 。 た だ し 、 三 人 以上 の 場合 は 「( 誤 ) 书 三 人 | の よう に は 言わ な い の で 
注意 する 。 


一 一 一 本文 3 これ 、 も う 少 し 召し 上 が り ま せん か 。|S9 
| [場面 ] 

本 文 2 の 続き で 、 三 人 は レス トラ ン で 食事 を し た 後 、 別 れ の あい さ つ を する 。 
[使用 文型 ] 

wl 9 

〇 人 間 関 係 は 本 文 2 と 同じ で ある 。 

〇 食事 を する 時 に よく 使う 敬語 の 表現 を 使い こなせ る よう に な る まで 練習 する 。 


[ 語 野 ・ 表 現 ] 


ン : これ 、 も う 少 し 召し 上 が り ま せん か 。 
① を 木 : いた だ きま す 。 
すみ ませ ん が 、 ナ プ キ ン を 取っ て いた だ け ま せん か 。 
ン : は い 、 ど う ぞ 。 先 生 も ナプキン を お 使い に な り ま すか 。 
边 : あ 、 あ り が と う 。 
ン : 先生 、 タ イ 料理 は 初め て で すか 。 


® 度 辺 : ええ 、 初 め て で す 。 辛い けど お いし いで すね え 、 タ イ 料 理 は 。 
ン : お ロ に 合っ て よかっ た で す 。 
先生 、 サ ラダ 、 も う 少 し いか が で すか 。 
① 度 辺 : ええ 、 い た だ きま す 。 
ン : 佐々 木 さん に も お 取り し まし ょ うか 。 
を 述 べた 上 で 、 依 頼 を 々 木 : すみ ませ ん 。 お 願い し ます 。 
(出口 で ) 
佐々 木 : 今日 は アル ン さ ん と お 会 いで き て 
本 当 に よかっ た で す 。 
アル ン : 私 も と て も 楽し か っ た で す 。 
9 : アル ン さ ん 、 今 日 は 本 当 に 
う に は 言わ な い の で Rs 
@ ・ MtY え 。 こち ちこ そ 。 
@ ご ち そ うさ まで し た 。 


じゃ 、 私 は ここ で 失礼 し ます 。 
: 失礼 し ます 。 


を する 。 


暫 す る 。 


二 


(UN y た だ さま す 。 [ 語 某 ・ 表 現 ] 
た え 、 い た た だき ます 。 時 


名 の 
断る 場合 の 「 い いえ 、( も う ) 結構 で す 。」 も 紹介 する 。 
①② 
(の 導い は に お いし いで すれ ね えん 。 イ 料理 区 。 の 
「 タ イ 料 理 は 辛い けど お いし いで すね え 。」| の 倒置 で ある 。 
CD の 
お 礼 を 言わ れ た 場合 に 自分 か ら も 感謝 の 意 を 表し た い 時 に 使う 表現 で ある 。 こ こ で は 意味 が 
わか れ ば よい 。 
SS て うく まで CE OO 
食事 の 後 の あ いさ つと 、 ご ち そ うし て も ら っ た 後 の あ いさ つと が ある が 、 こ こ で は 後者 の 使 @ 
い 方 で ある 。 


| 一 本文 4 何時 ご ろ お 着き に な り ま すか 。|59 
「 [场面] 
電話 で 田中 が ホテ ル の 予約 を し て いる 。 
[使用 文型 ] 
文型 1、2 
〇 ホテ ル の フロ ント は 客 で ある 田中 に 対し て 敬語 を 使っ て いる 。 
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隔 8 ここ で は 意味 が 


KN ここ で は 後者 の 使 


[ 语 莫 表现 ] 


お か 。 うえ 
吾 の 上 ホテ ル の 
ER 


た な か みのる 
田中 実 


Zu 


た な か 


: は い 、 各 の 上 ホテ ル で ご ざい ます 。 

: 宿泊 の 予約 を し た いん で す が 。 

: は い 。 い つの ご 予約 で すか 。 

:10 月 2 日 か ら 5 日 まで 3 泊 し た いん で す 。 
2 名 で す 。 

: ツイ ン の 部 屋 で よろ し いで すか 。 


P: は い 、 け っ こう で す 。 


: 今 、 お 詞 べ いた し ます の で 、 少 々 お 待ち くだ さい 。 


P: は い 。 


た な か 
田中 


Xa ド 
田中 : 


ンジ ウシ ト 


・ お 待た せい た し まし た 。 お 取り で きま す の で 、 お 名 前 、 
ご 住所 、 お 電話 番号 を お 願い し ます 。 

: は い 。 名 前 は 田中 実 で す 。 住 所 は 大 阪 府 豊 中 市 本 町 

3 - 2 2 1、 電 話 番 号 は 06-6370-3111 で す 。 
: 当日 は 何時 ご ろ お 着き に な り ま すか 。 

た ぶん 夜 8 時 ご ろだ と 思い ます 。 

: は い 、 わ か り ま し た 。 で は 、 お 待ち し て お り ま す 。 

あり が と う ご ざ いま し た 。 
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CU ま S。 全 の 上 ホホ デ ル で ご まま ます 
「 も し も し 」 の 代わ り に 会 社 な ど で 使う 表現 で ある 


2.| A 


| B いい 2 


⑧ は い 。 例 の 上 よ ホ テル て ご ざい ます 。 . 生生 
ツイ ン の 部 屋 で よろ し いで すか 。 ・ 文型 1 と 
ここ で は それ ぞ れ 「 で す 」「 い い 」 の 丁寧 な 形 と し て 理解 で きれ ば よい 。 2。 
・ 謙譲 語 は 
いつ の ご 予約 で すか 。 ① お 疹 
お 取り で きま す の で 、 お 名 前 、 ご 住所 、 お 電話 番号 を お 願い し ます 。 ② じ ゃ 
| ご 予約 ] の よう に 「 ご 」 を 伴う か 「 お 名 前 ] の よう に 「 お | を 伴う か の 規則 AM ① の よう 
ここ で は 、 そ れ ぞ れ の 語 に つい て 「 ご 」「 お 」 を 伴っ た 形 で 覚え る よう に 指導 す ずら わせ 
間 拝見 し 
(⑥ お 待た せい た し まし た 。 ・ 尊 散 語 と 
第 1 9 課 本 文 1 で 学習 し た 「 お 待た せ 。] の 丁寧 な 形 で 、 客 に 対し て よく 使う 表現 で ある 。 123 の 表 : 
「 お 待た せ し ま し た 。」 も ここ で 紹介 する 。 ・ そ れ ぞ れ 
作 主 は 誰 
・ 例文 5、6 
⑩ 文型 = 練習 c 


1. A REL 
B : いい え 、 由 美 は 今 お り ま せん が 。 


・ 尊 敬語 を 学習 する 

・ こ こ で 欲 語 の 使用 
れ ら の 関係 に お いて 敬意 を 払う 対象 を 敬意 対象 者 と 呼ぶ こと に する 。 

・ 尊 敬語 は 敬意 対象 者 の 行為 に 対し て 敬意 を 払う 場合 に 使わ れる 。 ま ず 、 
に 対し て 尊敬 語 を 使う か 確認 し て か ら 、 表 現 の 学習 に 入る 。 

・ 尊 敬語 に は 人 ト 上 が る 」 の よう に 新 メ 
な る | の よう に 形 を 語 と が ある の で 、 和 
て か ら 、 文 型 の 学習 に 入る 。 

. he ie の よう に 、 変 則 的 な 活用 
・ そ れ ぞ れ の 例文 で 敬意 対象 者 と 自分 の 関係 ( 杂 球 、 社 会 的 立志 
作 主 は 誰 で 、 誰 か ら 誰 に 敬意 が 払わ れ て いる か を 確認 する 。 

叶 練習 a 練習 


上 星 で の 上 下関 係 ) 
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を 決定 する 要素 は 親 疎 と 社会 的 立場 で の 上 下関 係 で ある 。 こ 


な 動詞 を 用 いる 語 と 、「 撮 る 一 お 撮り に 


123 の 表 を 利用 し て 


HH を する も の が ある の で 注意 し て 指導 する 


3. | すみ ませ ん 


“ 丁 宣 太 人 


de ※ す み ま せ / 

「 て いり 

誰が どの よう な 人 国 「 こ も ら ぇ を 
叶 練習 d 


分 練習 し 


は 何 か 、 動 


[~ 
[解答 例 ] 


2. FE 
DD REEL, 


・ 謙 譲 語 を 学習 する 。 

・ 文 型 1 と 同様 に 、 こ こ で 敬語 の 使用 を 決定 する 要素 は 親 疎 と 社会 的 立場 で の 上 下関 係 で あ 
る 。 

・ 謙 譲 語 は 自分 の 行為 に つい て 使う 表現 で ある 。 

| ① お 和 荷物 お 持ち し まし ょ うか 。 

座 す 。 


② じ ゃ 、( お 宅 に ) 9 時 に 参り ます 。 
規則 は 複雑 な た め 、 ① の よう に 自分 が 敬意 対象 者 や その 所 有 物 に 対し て 直接 何 か す る か 、② の よう に 相手 を わ 
5 指導 する 。 ずら わせ る こと を する 場合 に 使わ れる 。 教 師 に 対し て 学習 者 が 「( 誤 ) 昨日 テレ ビ を 3 時 
間 拝 見 し まし た 。」 の よう な 発話 を し な いよ うに 注意 し て 指導 する 。 
・ 尊 敬語 と 同様 に 謙譲 語 も 新た な 動詞 を 用 いる 語 と 形 を 変え る 語 が ある の で 、 教 科 書 p122、 
使う 表現 で ある 。 123 の 表 を 利用 し て 十分 練習 し て か ら 、 文 型 の 学習 に 入る 。 


・ そ れ ぞ れ の 例文 で 敬意 対象 者 と 自分 の 関係 ( 親 貴 、 社 会 的 立場 で の 上 下関 係 ) は 何 か 、 動 
作 主 は 誰 で 、 誰 か ら 誰 に 敬意 が 払わ れ て いる か を 確認 する 。 

・ 例 文 55)、6)、7)、8) は 尊敬 語 で の 質問 に 謙譲 語 で 答え る 例 で ある 。 

時 練習 c 


3.| すみ ませ ん が 、 ナ プ キ ン を 取っ て いた だ け ま せん か 。| 


・ 丁 寧 な 依頼 の 表現 「~ て いた だ け ま せん か 。」 を 学習 する 。 
※ す み ま せ ん が 、 ナ プ キ ン を 取っ て くだ さい ませ ん か 。 

「 一 て いた だ け ま せん か 。」 と 同じ 意味 の 表現 と し て 紹介 する た め に ここ に 載せ た 。 
国 「 て もら えま せん か 。]」 の 形 は この 教科 書 で は 取り 上 げ て いな い の で 、 こ こ で 紹介 し て も よい 。 
路 練習 d 


| に に で は 、 ご 


誰が どの よう な 人 


と 、「 撮 る っ お 撮り に 
利用 し て 十分 練習 し 


で 注意 し て 指導 する 。 
: 下 関係 ) は 何 か 、 動 
・ 文型 1 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 

・「 お 一 くだ さい 」| は 第 2 1 課 文 型 4 で 学習 し た 。 

[解答 例 ] 1. ど う ぞ 、 ご 覧 くだ さい 。 2. こ ちら で お 待ち くだ さい 。 

3. ど う ぞ で 、 お 上 が 0 くだ さき さ w。 4 どう ぞ 。 有 し 上 が っ て くだ き ゅ 。 
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練習 b 
・ 文型 1 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・3.「 持 つ ] は 「 お 持ち に な る | と いう 敬語 の 形 に な る と 「 持 っ て 行く ] と いう 意味 に な る 


の で 注意 する 。 

[解答 例 ] 1. (お は し を ) お 使い に な り ま すか 。 
2. (明日 ) 何時 ご ろ い らっし ゃ いま すか 。 
3. ( 傘 を ) お 持ち に な り ま すか 。 


ーー 一 る 練習 c 


・ 文 型 2 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
・ | 一 まし ょ うか 。] は 第 9 课文 型 3 で 学習 し た 。 
・ 練 習 b の 「 お 持ち に な り ま すか 。] と 練習 c の 「 お 貸し し まし ょ うか 。」 は 同じ 場面 だ が 、 


尊 散 語 と 謙譲 語 の 両方 を 使っ て 二 通 り の 言い 方 が で きる 。 そ れ ぞ れ の 動作 主 が 誰か 確認 

bs 

[解答 例 ] 1. ( 傘 を ) お 貸し し まし ょ うか 。 
し まう の の 寂し Ee 


お 手伝い や いじ ま し じょう か %。 


ーーーー@ 線 習 d 


文型 3 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
[解答 例 ] 1. す み ま せ ん が 、 辞 書 を 貸し て いた だ け ま せん か 。 
2. す み ま せ ん が 、 写 真 を 撮っ て いた だ け ま せん か 。 
3. す み ま せ ん が 、 こ の 漢字 の 読み 方 を 教え て いた だ け ま せん か 。 


いろ いろ な 敬語 の ペー ジ | (p121) 
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・ 本 文 、 文 型 、 練 習 以 外 の 身近 な 敬語 の 用 法 を 集め た 。 
・ こ こ に 挙げ られ た 表現 の 意味 が わか り 、 使 える よう に 練習 する 。 
・「 和 食 に し ます 。] の よう に 「 和 名詞 + に する 」 の 形 で 決め た こと を 相手 に 伝え る 表現 は こ 


こ で 初出 で ある 。 | 動詞 + こ と に する | は 第 3 1 課 文型 2 で 学習 する 。 


j 敬語 (p122 、 
文型 の 詳し い 3 


と (特別 な 形 7 


・ | いる ご いら ・ 


お 撮り に な る 」 


・ 基 本 体 は 使う 4 


また 、 基 本 体 7 


・「 参 る 」 全 


例 ) (教室 で 
先生 


学生 ;| 


RL 


・ | 存じ て 尊 編 
・「 ご ノ お な 


の 他 に 、「 試着 
うな 形 も ある 2 
「 ご / お な. 
伴わ な く て も 、 
も の が ある が 、 


・「 ご ノ お ぉ こす 


の 他 に 「 紹 介 
を 伴う 形 を 学 


| 省 一 .5 


する 」 DD 


| と いう 意味 に な る 


| 


| 


| は 同じ 場面 だ が 、 
助 作 主 が 誰か 確認 


| 


ルレ ょ うか 。 


ま に 伝え る 表現 は こ 


> 敬語 (p122 、123) 


・ 文型 の 詳し い 学 習 に 入る 前 に この 表 を 利用 し て 、 尊 敬語 と 謙譲 語 の (特別 な 形 が ある 動詞 ) 
と (特別 な 形 が な い 動 詞 ) の 変化 の 規則 を 練習 する 。 

・「 い る つい らっし ゃ る | の よう な 動詞 は (特別 な 形 が ある 動詞 ) と し て まとめ 、「 撮 る 一 
お 撮り に な る | の よう な 動詞 は (特別 な 形 が な い 動詞 ) と し て まとめ た 。 

・ 基本 体 は 使う 機会 が 少な い の で 、( ) 内 に 載せ た で す ・ ま す 体 を 覚え る よう に 指導 する 。 
また 、 基 本 体 か ら で す ・ ま す 体 に 変え る 際 、 活 用 が 変則 的 な も の が ある の で 注意 する 。 


・「 参 る ] と 「 伺 う ] は 場面 に よっ て は 使い 分 けが 必要 な 場合 も ある 。 


例 ) (教室 で 作業 中 に ) 
先生 : 誰か こっ ち へ 来 て 、 手 伝っ て くだ さい 。 
参り ます 。 
( 誤 ) 伺い ます 。 
た だ し 、 こ こ で は 同じ 意味 と し て 学習 する 。 


学生 はい 、 今 すぐ で 


・「 存 じ て お り ま す ] の 否定 形 は 「 存 じ ま せ ん | の 形 で 覚え る よう に 指導 する 。 
・「 ご の お 一 な さる 」 の 場合 、「 お 」 か 「 ご 」 か は 動詞 に よっ て 異な る 。「 ご 試着 な さい ます 」 


の 他 に 、「 試 着 な きい ます]」 の よう に 「 お / ご 」| を 伴わ な い 形 、「 ご 試着 に な り ま す 」 の よ 
うな 形 も ある が ここ で は 「 ご お ーー な さる 」 を 学習 する 。 

「 ご お ーー な さる | と な る 動詞 の 中 に は 「 お 電話 (を ) な さい ます | の よう に 、「 を 」 を 
伴わ な く て も いい も の と 、「 お 仕事 を な さい ます 」 の よう に 「 を 」| を 伴わ な いと 不 自然 な 
も の が ある が 、 そ の 使い 分 け は ここ で は 学習 し な い 。 


・「 ご / お 一 する 」 も 「 ご お 一 いた す 」 も 同じ 意味 と し て 扱っ た 。「 ご 紹介 いた し ます 」 


の 他 に 「 紹 介 い た し ます 」 の よう に 「 ご お 」 を 伴わ な い 形 も ある が 、 こ こ で は 「 ご ン / お 」 
を 伴う 形 を 学習 する 。 


・「 お ~ す る 」 の 形 の 謙譲 語 は 「 お 読み する ] の よう に 場面 が わか り に くい も の 、「 お 帰り 


する 」 の よう に 、 使 われ な いも の が ある の で 注意 する 。 
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@ この 課 の 目標 
・ 条 件 を 表す 表現 | 一 な ら 」 や 「~ た ら 」 を 使っ て 、 相 手 に アド バイ ス を 求め た り 、 自 分 が 


① 
よび ぐ く 理 俳 し で いる こと に つい で アド バイ スン し た りす る と と が で きる 。 に 
@ 
⑪ この 課 で 学習 する 文型 
1 . 安く 確実 に 行く な ら モ ノレ ー ル に 乗る と いい で す 。 
0。 タタ ンー で ぐに こと 代 し まず 。 
3. 空港 に 着い た ら 、 す ぐに チェ ッ ク イ ン し て くだ さい 。 
4 . 大 きい 荷物 は 預け る こと に な っ て いま す 。 ③ 
5. まる で 、 お も ちゃ | の よう で す 。 
みた いで す 。 
6 管 を 大き ささ まる こと が で きま すま 5 
7. 景色 が 見 えま す 。 
音 が 聞こ えま す 。 
⑪ 本 文 
斎藤 (5 0 代 、 会 社員 ) は 8 0 歳 の 母親 を 連れ て 鹿児島 へ 行く こと に な っ た 。 音 藤 が 航 空 券 
を 購入 する と ころ か ら 、 飛 行 機 に 乗っ て 鹿児島 へ 向かう まで が 本 文 に な っ て いる 。 9 
QD 新宿 办 羽田 
| 行き 方 を 聞く H 
ーー 一 一 @ 本 文 1 安く 確実 に 行く な ら モ ノレ ー ル の ほう が いい で す 。|29 を 入れ か えて # 
[場面 ] 
旅行 会 社 で 航空 券 を 購入 し た 斎藤 は 社員 に 羽田 空港 へ の 行き 方 に つい て 質問 し て いる 。 ② 安 く 確 実に 行 
[使用 文型] この 表現 は [3 
交 江 人 。、 る 9 「 紙 に 大 きく き 
[ 及 初 め に 、 飛 行 機 の 時 刻 表 、 羽 田 へ の 路線 図 な ど を 見 せ 、 こ の 課 の 話題 を 導入 する と よい 。 の 副詞 的 な 用 ? 
[ 语 莫 * 表 更 ] 「 き れい に そう 
(旅行 会 社 で ) | 
社員 : 斉藤 様 、 お 待た せい た し まし た 。 こ ちら が 航空 券 で ご ざい ます 。 それ 
和美 剛 は い 。 |「 それ で は 」@ 
現 「 そ れ で は 。 
する も の で あ : 
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社員 : 8 月 1 日 、9 時 1 0 分 発 、 東 京 発 鹿児島 行き 6 2 3 便 、 
下 2 名 様 で ご ざい ます ね 。 

斉藤 : は い 。 え えと 、5 万 8 千 円 で すね 。 

社員 : は い 。 ど う も あり が と う ご ざ いま し た 。 

斉藤 : あの う 、 飛行 機 に 乗る の は 初め て な ん で す が 、 
た り 、 自 分 が 1 新宿 か ら 羽 田 空港 へ は どう や っ て 行け ば いい ん で すか 。 

社員 : タク シー か モノ レー ル で す が 。 

斉藤 : そう で すか …。 

@) | 社員 : 楽 に 座っ て 行く な ら タ クシ ー で す が 、 安 く 確実 に 行く な ら 
モノ レー ル に 乗る と いい で す よ 。 

斉藤 : そう で すか 。 

社員 : 荷物 を た くさ ん 持っ て いら っ し ゃ る ん で すか 。 

斉藤 : いい え 、 荷 物 は 少な いん で す が 、 8 0 歳 の 母 を 連れ て 行く ん で す 。 


3 社員 : それ じゃ 、 タ クシ ー の ほう が いい で すね 。 
斉藤 : じゃ 、 タ クシ ー で 行く こと に し ます 。 
社員 : タク シー で いら っ し ゃ る な ら 、 2 時 間 ぐ らい 前 に 出 た ほう が 
いい で す よ 。 


x\ と う Es 


① 新 宿 か ら 羽田 空港 へ は どう や っ て 行け ば いい ん で すか 。 
行き 方 を 聞く 時 の 表現 で ある 。[「( 場 所 ) へ は どう や っ て 行け ば いい で すか 。| の 場所 の 部 分 
を 入れ か えて 練習 する と よい 。 


散る 。 ② 安 く 確実 に 行く な ら モ ノレ ー ル に 乗る と いい で す よ 。 
この 表現 は 「 安 く 行く ] と 「 確 実に 行く ] が ひと つ に な っ た も の で 、 こ の 課 で 初出 で ある 
ER CEE ES EOE EUC LEN 
5 の 副詞 的 な 用 法 「 薄 く 切り ます 。| は 第 1 2 課 文型 4 で 、 ま た 、 な 形容 詞 の 副詞 的 な 用 法 
「 き れい に そう じ を し て くだ さい 。」 は 第 9 課 文型 7 で それ ぞ れ 学習 し た 。 


⑧ そ れ じ ゃ 、 タ クシ ー の ほう が いい で すね 。 

「 そ れ で は 」| の 口語 体 で ある 。 第 2 7 課 本 文 1 で は ある 事柄 を うけ て 次 の 行動 に 移る 時 の 表 
現 | それでは] を 学習 し た 。 こ こ で の 用 法 は 相手 の 話 を 聞い て 何 か を 決め た り 、 提 案 し た り 
する も の で ある 。 
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本 文 2 


[場面 ] 
本 文 1 の 続き で 、 羽 田 空港 に 着い て か ら 飛 行 機 に 乗る まで の 手続 き な ど に つい て 斎藤 が 旅 
行 会 社 の 社員 に 質問 し て いる 。 

[使用 文型] 
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文型 3、 4 


MS 


き が も こ 
: 機内 に 持ち 込め な いん で すか 。 
: カメ NA NF ド バ ッ グ の ほか に 


空港 に 着い た ら 、 チ ェ ッ クイ ン し て くだ さい 。|59 


空港 に 着く で チ ェ ッ クイ ンー 上 危 険 物 の 検査 一 出発 待合 室 と いう 流れ を 押さ えな が ら 新 出 語 を 導入 し 、 
本 文 の 学習 に 入る と よい 。 


[ 语 荣 * 表现 ] 


: 空港 に 着い た ら 、 ど うす れ ば いい ん で すか 。 
こう くう が いし ゃ 
: 着い た ら 、 す ぐに 航空 会 社 の カウ ンタ ー で 


チェ ッ ク イ ン し て くだ さい 。 
それ か ら 荷 物 も 預け ます 。 


1 個 だ け は 持ち 込め ます が 、 
それ 以外 は 預け る こと に な っ て いま す 。 


: 向こう に 着い た ら す ぐに 受け 取れ ます か 。 

: は い 、 も ちろ ん で す 。 

チェッ クイ ン が 済ん だ ら 、 ど うす る ん で すか 。 

: 危険 物 を 持っ て いな いか どう か 簡単 な 検査 を し ます 。 


し ゅ っ ぱつ まち あい し つ 
それ か ら 、 出 発 待合 室 へ 行っ て くだ さい 。 


の 


: 乗り 遅れ る こと は あり ませ ん か 。 
員 : だ いじ ょ うぶ で す 。 出発 の 時 間 が 来 た ら 


係員 が 案内 し て くれ ます か ら 。 


藤 : わか り ま し た 。 ど う も あり が と う ご ざ いま し た 。 
人 


① 向 こ う に 着い た 
鹿児島 を 指し て ! 


② 危 険 物 を 持っ て 
「 留 学生 が いる か 
一 | は ここ 
現に な っ て いる 。 


③ 乗 り 遅 れる こと 
| 電池 の 方 向 を ま 
こ で は 不実 靖 馬 


鹿児島 行き の 3 
[使用 文型 ] 
文型 5 ヾ 16 
( 訓 機 内 アナ ウン ス ( 
ば よい 。 


[ 语 荣 * 表现 ] 


| ① 向 こう に 着い た ら す ぐに 受け 取れ ます か 。 
| 鹿児島 を 指し て いる こと を 確認 する 。 


| 
に つい て 斉藤 が 旅 


② 危 険 物 を 持っ て いな いか どう か 簡単 な 検査 を し ます 。 
「 留 学生 が いる か どう か わか り ま せん 。] は 第 2 0 課 文型 3 で 学習 し た 。「 否 定形 + か どう か 
一 oj は ここ で 初出 で ある 。「 持 っ て いな い 。| こと が 当然 の 状態 で ある た め 、 こ の よう な 表 
\ ら 新 出 語 を 導入 し 、 現に な っ て いる 。 


③ 乗 り 遅 れる こと は あり ませ ん か 。 


「 電 池 の 方 向 し を まち が える と 、 こ われ る こと が あり ます 。」 は 第 2 6 課 文 型 3 で 学習 し た 。 こ 
こ で は 不安 な 点 を 確認 する 表現 と し て 使わ れ て いる 。 


本 文 3 下 の 景色 が 見 えま すか 。 
[場面 ] 
鹿児島 行き の 飛行 機 の 中 で の 斎藤 と 斎藤 の 母 の 様子 が 本 文 に な っ て いる 。 
[使用 文型 ] 
文型 5、6、7 
[ 久 機 内 アナ ウン ス の 部 分 は 、 
ば よい 。 


[ 语 荣 * 表现 ] 


管 樟 、 本 日 吉日 本 槛 航空 专利 用 \\ 大 大寺 去 LT、 
あり が と う ご ざ いま す 。 た だ いま か ら こ の 6 2 3 便 は 
鹿児島 空港 に 向け て 出発 いた し ます 。 お 座席 の ベル ト は 
し っ か り と お 締め に な り 、 お た ば こ は 禁 煙 の サイ ン が 
消え る まで 、 し ば らく ご 遠 席 く だ さい ませ 。 


斎藤 : お 母さん 、 ほ ら 、 下 の 景色 、 見 える ? 
: ええ 、 え え 。 _ 
: 建物 が あん な に 小さ く て 、 マ ッ チ 和 親 の よう だ な あぁ 。 
も う 海 の 上 だ 。 は ほら 、 船 が 見 える よ 。 
其 : ええ 、 ま る で お も ちゃ みた い 。 

斉藤 : 今日 は いい 天気 で よかっ た ね 。 


臨場 感 を 出す た め に 載せ た 。 決 まっ た 表現 と し て だ いた い の 内 容 が わか れ 


母 : これ は 何で すか 。 i 
スチ ュ ワ ー デ ス : それ は イヤ ホー ン で ご ざい ます 。 音 楽 や 落語 が 
® お 聞き に な れ ま す 。 
母 : : へ え ! 飛行 機 の 中 で 落語 が 聞け る ん で すか 。 
スチ ェ ウ ワー デズ スズ > はい 。 そ れ あ あら の ズ スズ クリ ー シ で 
② 映画 も ご 覧 に な れ ま す 。 
母 : ちょ っ と 落語 を 聞い て み ま し ょ う 。 
0 ニー デス 0 だ で っ 
四 母 : : どれ どれ …。 音 が 小さ く て っ 
よく 聞こ えま せん よ 。 “A 
スチ ュ ワ ー デ ス : この つま み を 右 に 回 せ ば -让 : 
大 きく する こと が で きま す 。 
及 : ああ 、 今 度 は よく 聞こ えま す 。 


ンー ン 区 5 本 请 
④ | スチ ュ ワ ー デ ス : どう ぞ ご ゆっ くり お 楽し みく だ さい 。 Te < 六 
好 : 本 当 に 便利 に な り ま し た ね え 。 


①⑪ 今 日 は いい 天気 で よかっ た ね 。 
この 「 で | は よかっ た 理由 を 表す 表現 で 、 こ こ で 初出 で ある 。 こ こ で の 用 法 は 過去 形 「 よ か 
っ た 。」 を 伴っ て 、 前 か ら 心 配 し て いた こと が よい 結果 や 状態 に な っ て 安心 し た り 、 喜 び を 
表し た りす る も の で ある 。 初めて 行く ホテ ル に 到着 し た 客 が 「 き れい な ホテ ル で よかっ た 。」 
と 言う よう な 例 を 挙げ て 説明 する と よい 。 


② 音 楽 や 落語 が お 聞き に な れ ま す 。 
それ に あちら の スク リー ン で 映画 も ご 覧 に な れ ま す 。 
語 の 可能 形 は ここ で 初出 で ある 。 


③ ど れ ど れ …。 
何 か を 確認 し た り 、 試 し て みた りす る 時 に 言う 言葉 で 、 年 配 の 人 が 使う 表現 で ある 。 


do 


ここ で は 慣用 的 表現 の ひと つと し て 意味 が 理解 で きれ ば よい 。 こ の 他 に レス トラ ン な ど で 使 
われ る 「 ど う ぞ ご ゆっ くり お 召し 上 が りく だ さい 。| な ど を 紹介 し て も よい 。 
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・ 動 詞 の 現在 形 ( 
味 を 持つ |: 
・ こ こ で 扱っ WM 
段 を 選ぶ こと る 
户 」 の 特徴 を 
1. 相手 の 4* 
述べ る 。 

例 ) 』 


・ 例 文 1)、2) の よ 
号 練習 a 
> 巻末 「 こ なら. 


' 动词 O) 基 本体 
習 する 。 


ee ea -| 
1 [2% 
“3 

2.「[ 2% 
前 に : 


判 法 は 過去 形 「 よ か 
孔 し た り 、 喜 び を 
まま テル で よかっ た 。」 


長 現 で ある 。 
| 


区 スト ラン な ど で 使 
Wso 


⑲ 文型 


1.| 安く 確実 に 行く な ら モ ノ レー ル に 乗る と いい で す 。 


・ 動 詞 の 現在 形 に 接続 し て 条件 を 表す 「 一 な ら 」| を 学習 する 。 名詞 に 接続 し て 取り 立て の 意 
味 を 持つ 「 一 な ら 」 (「 ピ アノ な ら 弾 け ま す 。]」) は 第 2 2 课文 型 3 で 学習 し た 。 

・ こ こ で 扱っ て いる 「 な ら 」 は 、「 あ な た が [前 件 ] を 実現 させ た いな ら 、[ 後 件 ] と いう 手 
段 を 選ぶ こと を 私 は 提案 する 。| と いう よう な 用 法 の も の で ある 。 例 文 で 取り 上 げた 「 な 
户 」 の 特徴 を まとめ る と 以下 の よう に な る 。 

1 . 相手 の 希望 に 対し て 前 件 で いろ いろ 仮定 し 、 後 件 で 話 者 の アド バイ ス 、 提 案 な ど を 
述べ る 。 … 例 文 1、2) 
例 ) A : 羽田 へ 行き た いん で す が 、 ど う や っ て 行け ば いい で し ょ うか 。 
B : 安く 確実 に 行く な ら モ ノレ ー ル で す が 、 楽 に 座っ て 行く な ら タ クシ ー の 
ほう が いい で す よ 。 
2. 相手 の 希望 が は っ きり し て いて 、 前 件 で 相手 の 希望 を 引き 継い で 述べ 、 後 件 で 話 者 
の アド バイ ス 、 提 案 な ど を 述べ る 。 … 例 文 3、4 
例 ) A : 羽田 へ 、 安 く 確 実に 行き た いん で す が 、 ど う や っ て 行け ば いい で し ょ う 
か 。 
B : 安く 確実 に 行く な ら モ ノレ ー ル が いい で す よ 

・ 例 文 ]、2) の よう に アド バイ ス を 述べ る 場合 は 「 よ 」 を つけ て 言う よう に 指導 する 。 

只 練習 a 

> 巻末 「~ な ら 」 参照 


| ぬ 


ll 


2 上 2 SGS と に し ます 。 


・ 動 詞 の 基本 体現 在 に 接続 し 、 あ る 事 を 決心 し た こと を 表す 表現 「~ こ と に し ます 。」 を 学 
習 する 。 
・ こ こ で は 下 の 二 つの 場合 を 練習 する 。 
el タグ まこ し ま % 
今 、 そ の 場 で 初め て 決め た 場合 … 例 文 1) 
2 | ダク シー ぞ 行 く 選 どど に に し まし た 。』 
前 に 決め た こと を 言う 場合 … 例 文 2、3) 


に チェ ッ ク イ ント し て くだ さい 。 


・ 条 件 を 表す 「 た ら 」| を 学習 する 。 
・ 条 件 表現 大户 」 の 用 法 は 多岐 に わた っ て いる が 、 代 表 的 な も の を 整理 し て みる と 、 以 下 
の よう に な る 。 


(1) 


空港 に 着い た ら チ ェ ッ クイ ン を し て くだ さい 。] [出発 時 間 が 来 た ら 係員 が 案内 し 

ます 。|」 の よう に 、 前 件 に 仮定 性 が あま りな く 、 時 間 の 経過 に し た が っ て 当然 実現 す 
る 事柄 を 述べ て いる も の 。 

「 雨 が 降っ た ら 行 きま せん 。」「 も し 、 万 一 乗り 遅れ た ら 、 す ぐ カ ウン ター の 係員 に 

言っ て くだ さい 。」 の よう に 、 将 来 の こと を 仮定 し て 述べ る 性 質 の 強い も の 。 

「 も し あの 時 、 モ ノレ ー ル に 乗っ て いた ら 、 間 に 合っ た か も し れ な い 。|] の よう に 、 

現実 に 反する こと を 仮定 し て 述べ る も の 。 

「 と ] や 「 ば 」 に 置き か えら れる も の 。 他 の 条件 の 表現 と し て これ まで に 「 コ ー ヒ 

ー に 砂糖 を 入れ る と 甘く な り ま す 。」 [第 1 2 课文 型 6 参照 ] [練習 すれ ば 上 手 に な り 
ます 。」 [第 2 2 课文 型 4 参照 ] を 学習 し た が 、 こ れ ら は 「 コ ー ヒ ー に 砂糖 を 入れ た 
ら 甘 く な り ま す 。」「 練 習 し た ら 上 手 に な り ま す 。」 の よう に 「 た ら 」 を 使っ て 言い か 
える こと が で きる 。 そ の 場合 、「 た ら 」 を 使っ た 方 が 、 よ り 口 語 的 で くだ けた 言い 方 
に な る 。 


ここ で は 、 上 記 (1) の 時 間 の 経過 に し た が っ て 前 件 が 自然 に 実現 する よう な 「 た ら 」 の 用 
法 を 学習 する 。 な お 、(2) (3) (4) は この 教科 書 で は 取り 上 げ て いな い 。 

上 記 (1) (4) 以外 の 「 た ら 」 の 表現 と し て 、「 駅 に 着い た ら 、 も う 、 人 が お お ぜ い い まし 
た 。」 の よう に 既定 の 事実 を 驚き の 気持 ち で 表現 する 用 法 を 第 3 2 课文 型 5 5 で 学習 する 。 
只 練習 b 


4.| NN MM tt 


・ 規 則 や 慣例 を 述べ る 表現 「 一 こと に な っ て いま す 。| を 学習 する 。 
・ [一 こと に な っ て いま す 。| は 「 一 な く て は いけ ませ ん 。」「 一 て は いけ ませ ん 。| より 好 曲 
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的 で 丁寧 な 表現 で ある 。 こ こ で 学習 する 用 法 は 、 客 な ど に 対し て 注意 し た り 、 規 則 を 説明 
し た りす る も の で ある 。 規則 (禁止 ) を 説明 する 時 に は 「 一 し な いこ と に な っ て いる 。] 
([「 小 学生 以下 の お 子 さ ん は 乗ら な いこ と に な っ て いま す 。」) で は な く 、 例 文 4「 一 で き な 
いこ と に な っ て いる 。] ([ 小 学生 以下 の お 子 さ ん は 乗れ な いこ と に な っ て いま す 。」) の よ 
うに 可能 の 否定 形 を 使っ た 例文 を 取り 上 げた 。 


・ 学 習 者 が この 表現 を 使う 機会 は あま り 多 く な いと 思わ れる の で 、 こ こ で は 学習 者 が 使用 場 


面 と 意味 を 理解 で きれ ば よい 。 


・ 比 隊 の 表現 「 よ 
.ET 
みた いで すず 
・「 ロ ボッ ト が きま 
詞 や 形容 詞 に 最 
所 > 巻末 [一 


・ 人 が 意図 的 に 加 
学習 する 。 物 の 
・「( 音 ) が 大 割 
「( 水 ) が 止ま る 
ある 。 [第 2 6 
※ 砂 炒 を 入れ る と 
※ 前 は さしみ が 夫 
物 や 事柄 の 変人 
現 の 違い を 確 


・ 対 象 物 が 感覚 
と 「 聞 こ な 娘 | 
・「 見 える 」 | 聞 
| 見 る ] の 可能 
ある い は 聞こ 2 
※ 大 きい 飛行 機 に 
※ ウ ウォ ー ク ママ 
可能 形 (| 見 ら 


理 し て みる と 、 以 下 


ほら 係員 が 案内 し 
E が っ て 当然 実現 す 


リン ター の 係員 に 
り 強 いも の 。 
い |」 の よう に 、 


本 まで に [コー ヒ 

暫 す れ ば 上 手 に な り 
ー に 砂糖 を 人 れ た 
出 を 使っ て 言い か 
WGK だ けた 言い 方 


うな 「 た ら 」 の 用 


が お お ぜ い い まし 
而 5 で 学習 する 。 


ませ ん 。| 上 0 婉 曲 
, た り 、 規 則 を 説明 
に な っ て いる 。]」 
例文 4「 一 で き な 
扱い ます 。」) の よ 


? は 学習 者 が 使用 場 


の よう で す 。 


5. 
まる で て で 、 お 
| Nb る みた いて す 。 


・ 比 喉 の 表現 「 よ うだ 」「 み た い だ 」 を 人 学習 する 。 

・ こ こ で は 、 感 動 し た こと を 比 只 を 使っ て 豊か に 表現 し ょ うと する 言い 方 と し て 「~ よ う ノ 
みた いで す (ね )。] と いう 言い 切り の 形 の み を 取り 上 げた 。 

・「 ロ ボッ ト が まる で 人 間 の よう に 歩い て いま す 。] や 「 紙 の よう に 薄い で す 。」 の よう に 動 
詞 や 形容 詞 に 接続 する 形 は 第 3 3 課 文 型 2 で 学習 する 。 

ウ 巻末 「~ よ う ノ みた い 」 参照 


6.| 音 を 大 さく する こと が で さま す 。 


・ 人 が 意図 的 に 物 に 働き か け て ある 状態 に する こと を 表す 「 い 形容 詞 / な 形容 詞 + す る 」 を 
学習 する 。 物 の 変化 を 表す 「 い 形容 詞 プ な 形容 詞 + な る | は 第 1 2 課 文型 5 で 学習 し た 。 
・「( 音 ) が 大 きく な る 」「( 人 ) が ( 音 ) を 大 きく する 」 と いう 対立 は 、 第 2 6 課 で 学習 し た 
「( 水 ) が 止ま きる] 「( 人 ) が ( 水 ) を 止め る ] と いう 自動 詞 と 他動詞 の 使い 分 け と 同様 の も の で 
ある 。 [第 2 6 課 自 動詞 と 他動詞 参照 ] 

※ 砂 炒 を 入れ る と 甘く な り ま す 。 (第 1 2 課 5) 

※ 前 は さしみ が 嫌い で し た が 、 好 き に な り ま し た 。 (第 12 課 5) 

物 や 事柄 の 変化 を 表す 表現 と 、 人 が 意図 的 に 物 に 働き か け て ある 状態 に する こと を 表す 表 
現 の 違い を 確認 する た め に 載せ た 。 


7.| 景色 が 見 えま す 。 
音 が 聞こ えま す 。 


・ 対 象 物 が 感覚 (それ ぞ れ 視覚 、 聴 覚 ) の 男 囲 内 に と ら え られ る こと を 表す 動詞 見える] 
と 「 聞 こえ る 」 を 学習 する 。 

・「 見 える ]「 聞 こえ る | は 「 見 る ] 「 聞 く ] と は 別 の 独立 し た 動詞 で ある 。 こ れ と は 別に 
「 見 る ] の 可能 形 「 見 られ る 」、「 開 く ] の 可能 形 | 開ける] が ある 。 可能 形 は 、 見 よう 、 
ある い は 聞こ うと する 意志 が あれ ば 、 そ れ が か な えら れる 条件 が そろ っ て いる こと を 表す 。 

※ 大 きい 飛行 機 に 乗る と 、 中 で 映画 が 見 られ ます 。 

※ ウ ォ ー ク マン を 持っ て いれ ば 、 い つ で も 自分 の 好き な 音楽 が 半 け ます 。 
可能 形 (「 見 られ る 」「 聞 ける 」) と の 違い を 確認 する た め に 載せ た 。 
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ee 


ーー 練習 a [69 
・ 文 型 1 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


ーー 練習 b 29 
・ 文 型 3 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
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@ この 課 の 目標 


・ 迷惑 に 感じ た 


⑪ この 課 で 学習 
1 . この 雑記 
2 . 最近 忙し V 
3。 せっかく 


4 . 後ろ の 人 に 
5 . 駅 に 着い た 


⑪ 本 文 


鈴木 一 郎 (会 社 
り に 行う た 2% 


喫茶 店 で 鈴 オ 
[使用 文型 ] 

文型 1、2 
[ 訓 お みこ し や ゃ 浅 


お 祭り 見物 


全 この 課 の 目標 
・ 迷 惑 に 感じ た 体験 を 受身 形 を 使っ て 話す こと が で きる 。 


OO@ この 課 で 学習 する 文型 
1 . この 雑誌 に いろ いろ 書い て あり ます 。 
よう で す 。 
2. 最近 忙し い 
要 みた いで す 。 


3. せっ か く < 誘っ て も ら っ た の に 、 行 け ま せん で し た 。 
4 . 後ろ の 人 に 押さ れ ま し た 。 
5 . 駅 に 着い た ら 、 も う 、 人 が お お ぜ い い まし た 。 


鈴木 一 郎 (会 社員 ) が チン (台湾 か ら の 留学 生 ) を 浅草 の お 祭り に 誘っ て いる 様子 と 、 お 祭 
り に 行 つ た チン が 安部 (会 社員 ) に お 祭り の 感想 を 話し て いる 様子 が 本 文 に な っ て いる 。 


本 文 1 まだ 帰っ て いな いよ う で す 。 


喫茶 店 で 鈴木 が チン を お 祭り に 誘う 。 安 部 も 謗 うこ と に な り 、 電 話 を する 。 
[使用 文型 ] 
文型 1、2 


[ 証 お みこ し や 浅草 の 写真 な ど を 準備 する と よい 。 
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③ 先 週 の 日 曜 E 
ちょ っ と 待 - 
チン さん 、 次 の 週末 は 何 か 予 定 が あり ます か 。 「 し た を 赤 
レン : い いえ 。 ま た だ 決め て いま せん が …。 
: じゃ あ 、 お 祭り に 行き ませ ん か 。 
ン : お 祭り で すか 。 い いで すね 。 この 本 文 2 駅 | 
前 か ら 行き た いと 思っ て いた ん で す よ 。 の トー) 3 
鈴木 : それ は よかっ た 。 5 
ン : どこ で ある ん で すか 。 『 木 と いっ 
鈴木 : 浅 章 で す 。 こ の 雑誌 に いろ いろ [使用 文型 ] 
書い て あり ます よ 。 A pr 2 文型 3、4 
> : へ え 、 3 日 間 も 続 くん で すか 。 国 ペン 硬 お 祭り の 出店 
あっ 、 こ れ 、 お みこ し で すね 。 SM 语 梨 . 表现 ] 
鈴木 : 見 た こと が ある ん で すか 。 Se 一 天 
ン : は い 。 前 に テレ ビ で 見 まし た 。 | に ① 
楽し み だ な お 。 < 
あお 、 安部 さん も 読 い ませ ん か 。 
ト : いい で すね 。 で も 、 最 近 忙し いみ た いで す よ 。 
先週 の 日 曜日 も 会 社 で 仕事 を し た っ て 言っ て まし た 。 
ン : 日 曜日 も 。 大 変 で すね 。 
鈴木 : ちょ っ と 無理 か も し れ ま せん が 、 電 話し て み ま し ょ うか 。 
ン : そう で すね 。 
鈴木 : ちょ っ と 待っ て て くだ さい 。 


し 。 SE いま し た か 。 
鈴木 : いい え 。 ま だ 帰っ て いな いよ う で す 。 
| 後 で 、 も う 一 度 電話 し て み ま す 。 
ン : 私 も 電話 し て み ま す 。 


① ど こ で ある ん で すか 。 
物 の 存在 する 場所 で は な く 、 行 為 の 場所 を 表す 「 で 」 で ある 。 第 1 7 課 文型 6 で 「 昨 日 大 阪 
| の デバ パー ト で 火事 が あっ た そ う で $54 の 形 で 既習 で ある 。 


⑧ 楽 し み だ な お あ 。 
ひと り ご と の よう に 自分 の 気持 ち を 述べ る 時 使わ れる 表現 で ある 。 女性 の 場合 は 「 わ | に な 
| る の で ここ で 紹介 する 。 


③ 先 週 の 日 曜日 も 会 社 で 仕事 を し た っ て 言っ て まし た 。 
SS CT CK だ さい 
「 し た と 言っ て いま し た 。」 と 「 待 っ て いて くだ さい 。] の 縮 約 形 で ある 。 


本 文 2 駅 に 着い た ら 、 も う 、 人 が お お ぜ い い まし た 。[59 
[場面] 
鈴木 と いっ し ょ に お 祭り に 行っ た チン が 、 安 部 に お 祭り の 時 の 様子 を 話し て いる 。 
[使用 文型 ] 
文型 3、4、5 
及 お 祭り の 出店 の 写真 な ど を 用 意 す る と よい 。 
[ 語 某 ・ 表 現 ] 


部 : この 前 は せっ か く 誘っ て も ら っ た の に 、 す み ま せ ん で し た 。 
チ ナン : いい え 。 最 近 、 仕 事 が 忙し いみ た いで すね れ 。 
安部 : ええ 。 
お 祭り は どう で し た か 。 
ナジ とっ: て も お る も も し る が っ た で す 。 
お みこ し が すばらし か っ た で す 。 
感動 し まし た 。 
安 部 : : そう で すか 。 
チン : それ か ら 、 出 店 が た くさ ん あっ て 記 
に ぎ や か で し た 。 
安部 : 何 か 買 いま し た か 。 
チン : ええ 。 焼きそば や アイ スク リー ム を 
買っ て 食べ まし た 。 お いし か っ た で す よ 。 
安部 : よかっ た で すね 。 
FIELD 0 た で し 
、 駅 に 着い た ら 、 も う 、 人 が お お ぜ い い まし た 。 
安部 : ああ 、 浅 章 の お 祭り は 人 気 が あ り ま すか ら 。 
チン : 街 の 中 は どこ も 人 で いっ ぱい で し た 。 
み こし を 見 て いる 間 に 、 
後ろ の 人 に 押さ れ た り 、 
隣 の 人 に 足 を 踏ま れ た り し まし た 。 
安部 : それ は 大 変 で し た ね 。 


① 


© 


6 で 「 昨 日 大 阪 


催 は 「 わ | に な 
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・ こ の 表現 で に 


个 「 書 いて ある . 

> : それ に 、 勢 木 さん も 子供 に ジュ ー ス を [~ 证 LA 体 的 に 引用 3 

、 こぼさ れ て し まっ た ん で す 。 っ) 6 ・ 準 備 が 完了 L 

部 : そう で すか 。 ze > 巻末 「~ て : 


Zh LV es | 

お みこ し を 見 た り 、 出 店 で 買い 物 を し た り …。 

・ そ う で すか 。 来 年 は ぜひ いっ し ょ に 行き まし ょ う 。 
ン : そう で すね 。 そ うし まし ょ う 。 


・ 今 ある 状況 を 


① こ の 前 は せっ か く 誘 っ て も ら っ た の に 、 す み ま せ ん で し た 。 を 学習 する 。 
[せっ か く 謗 っ て も ら っ た の に 、 行 け な く て すみ ませ ん で し た 。」 の よう に 「 行 け な く て | が ・「 み た い 」 の 
省略 され て いる こと を 確認 する 。 ・ 名 詞 と な 形 内 
・「 涼 し そ 2 

(や 名 、 ず ご い 人 や し た 。 る 料理 を 見 て 
ここ で は 人 が 多かっ た こと を 表し て いる 。 れ に 対し 、 悦 
大 勢 並ん で v 
ン (の 料理 ) 

( 入 練 習 する 場合 に 
ス が 割れ て いる 
断 を 述べ させ る 


> 巻末 「~ よ - 
・ 人 の 動作 の 結果 と し て 物 が 存在 する 状態 を 視覚 的 に と ら え て 描写 する 表現 | 一 て ある 。] 
を 学習 する 。 こ の 「 一 て ある 。] は 準備 性 や 動作 の 意図 が 感じ られ る も の で は な い 。 
・ 自 動詞 と 他動詞 の 対応 が ある 動詞 は 、 下 の 例 1) の よう に 、 動 作 の 進行 は 「 他 動詞 + て い 
る 。」 の 形 で 表し 、 動 作 の 結果 の 状態 は 「 自 動詞 + て いる 。| を 用 いて 表す 。 
例 1) ドア を 開け て いる 。 (動作 の 進行 ) 
ドア が 開い て いる 。 (動作 の 結果 の 状態 ) 
一 方 、 自 動詞 と 他動詞 の 対応 が な い 動詞 は 例 2) の よう に 「 一 て いる 。」 と 「 一 て ある 。」 
の 形 を 使っ て 表す 。 
例 2) か ば ん を 置い て いる 。 (動作 の 進行 ) 
か ば ん が 置い て ある 。 (動作 の 結果 の 状態 ) 
ここ で は 、 例 2 ) の 用 法 の 中 で 日 常 よ く 使わ れる 「 置 いて ある |」「 は っ て ある 」 「 書 いて あ 
る 」 の 三 つ に 限っ て 練習 する 。 
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・ こ の 表現 で は 主格 を 表す 助詞 は 「 か ば ん が 置い て ある 。」 の よう に 「 が | で ある 。 た だ し 、 
「 書 いて ある 」 に つい て は 例文 2 の 「1 回 3 錠 と 書い て ある 。」 の よう に 書か れ た 内 容 を 具 
体 的 に 引用 する 場合 に は 「 と | を 用 いる の で 注意 する 。 

・ 準 備 が 完了 し て いる こと を 表す 「 一 て ある 。」| は 第 3 6 課 文型 3 で 学習 する 。 

必 巻末 「 一 て ある 」 参照 


よう で す 。 

の 0 

| ・ 今 ある 状況 を 根拠 に し て 、 話し 手 の 主観 的 な 判断 を 述べ る 表現 [一 よう だ 。」「 一 みた い だ 。」 

| を 学習 する 。 

陸生 たく て | が ・「 み た い 」 の ほう が 口語 的 で ある こと 以外 、「 よ う 」 も 「 み た い 」 も 意味 的 な 違い は な い 。 

| ・ 名 詞 と な 形容 詞 に 接続 する 時 の 形 に 注意 し て 指導 する 。 
"te | は 第 2 3 梨 文 型 1、2、3 で 学習 し た 。 | 一 そう で す 。」 は 目 の 前 に あ 
る 料理 を 見 て 「 お いし そう で す 。」| と 外見 か ら の 印象 を その まま 述べ る 時 に 使わ れる 。 そ 
れ に 対し 、「 一 よう プ み た いで す 。」 は 、 レ スト ラン に 人 が 大 勢 並ん で いる の を 見 て 「 な ぜ 、 
大 勢 並ん で いる の か 。」 一 「 こ の 店 の 料理 は お いし いか ら だ 。| と 推量 し 、「 こ の レス トラ 
ン (の 料理 ) は お いし いよ う で す 。」| と 自分 の 判断 を 述べ る 点 で 異な る 。 


罰 練 習 する 場合 に は 泥棒 が 部 屋 に 入っ た 後 の 絵 な ど 、 状 況 が と ら え られ る よう な 物 を 用 意 し 、[「 窓 ガラ 
ス が 割れ て いる 。| な どの 事実 に 基づい て 「 泥 棒 は 窓 か ら 入 っ た よう で す 。」 と いう よう に 学習 者 に 判 
断 を 述べ させ る 練習 を する と よい 。 


2. 
| at い 、 


> 巻末 「 一 よう みたい 」 参照 
き 現 「~ て ある 。」 
で は な い 。 
ま [他 动词 + てい 


0 


と 「~ て ある 。」 


| 
ある | 「 書 いて あ 
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3. 


せっ か く 謗 っ て も ら っ た の に 、 行 け ま せん で し た 。| いる 。 3 
手 を 確 

・ 期 待 や 予想 に 反する 事態 を 表す 表現 「~ の に 」 を 学習 する 。 ・ グ ルー ラッ 
SC pt を し な v 
一 生 懸 命 練習 し た の に 、 上 手 に い 。 … 例 文 1、2② 例 ) 用 

2. せっ か く 作 っ た の RPM … 例 文 3) “ 
3. 始め て な の に 、 上 手 で すね 。 … 例 文 4、5) ・ 受 身 文 
1. は 自分 が 期待 し て いた に も か か わら ず 、 そ の 期待 に 反し た 結果 に な っ た と いう 失望 の 気 者 に 能生 
持ち を 述べ る 用 法 で ある 。2. は 自分 が 相手 の た め に 努力 を し た に も か か わら ず 、 相 手 の 反 ① 監 和 
MNO NN 「 せ っ か く 一 の に 一 ん で すか 。」 ② 弟 カ 
と いう 形 を 中 心 に 練習 する 。3. は 状況 か ら 自 分 が 予想 し た こと と 、 相 手 の 行 為 や 事実 が 大 G) 友 过 
きく 違っ た 場合 の 驚き の 気持 ち を 述べ る 用 法 で 、 例 文 4 の よう に 後 件 に よく な い 内 容 が 来 ・「 私 は 周 
る も の と 、 例 文 5 の よう に いい 内 容 が 来る も の を 練習 する 。 布 を 落と 
・ な 形容 詞 と 名 詞 の 接続 の 形 に 注意 する 。 吵 张 习 a 
> 巻末 [5 


後ろ の 人 に 押さ れ ま し た 。 
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・ 受 身 形 を 学習 する 。 


・ この 教科 書 で は 受身 形 を 用 いた 表現 は 感情 を 伴う 受身 と 感情 を 伴わ な い 受 身 に 大 きく 分 了 想 し な 
け 、 こ こ で は 前 者 を 学習 し 、 第 3 3 課 文型 1 で は 後者 を 学習 する 。 二 二 人 
(1) 感情 を 伴う 受身 意外 な こ 
例 ) 私 は 犬 に 手 を か まれ まし た 。 予想 外 の 
私 は 先生 に ほめ られ まし た 。 性 を 伴っ 
) 感情 を 伴わ な い 受 身 巻末 [~ 
2 
ここ で は (1) 感情 を 伴う 受身 の うち 「 私 は 犬 に 手 を か まれ まし た 。| の よう に 、 迷 惑 の 感 
情 が 伴う NR 「 私 は 先生 に ほめ られ まし た 。」 の よう に 恩 区 惠 人 感情 『 が 伴う も ゆ 練習 
の は 学習 者 に 応じ て 紹介 する 。 
・ こ こ で は 次 の 三 つ の 用 法 に つい て 学習 する 。 練習 a [到 
(私 は ) 監督 に 叱 ら れ ま し た 。 … 例 文 1]、2)、3) 文型 4 で 
(私 は ) 弟 に カメ ラ を こわ され まし た 。 … 例 文 4 


3 ( 航 は ) 友達 に 来 ら れ て 、 和 勉強 で きま せん で し た 。 … 例 文 55、6、? 
PR RR 2. は 話し 手 の 所 有 物 や 身体 の 一 部 に 影 
0 ) 私 の カメ ラ は 第 に こわ され まし た 。」 の よう に 自分 の 所 有 
物 は 主語 に で き な 、 3 は 自動 両 の 受 英文 で 動作 主 で ある 「 友 達 ] は 迷惑 を か ける つも り 
は な か っ た が 、 生れ 達 が 来 た こ と を 迷惑 に 思っ て いる 気持 ち を 表し て 


と いう 失望 の 気 
ら ず 、 相 手 の 反 
皿 一 ん で すか 。」 
行為 や 事実 が 大 
く な い 内 容 が 来 


) に 、 迷 惑 の 感 
5 感情 が 伴う も 


# 体 の 一 部 に 影 
に 自分 の 所 有 
か ける つもり 
持ち を 表し て 


いる 。 そ れ ぞ れ の 用 法 を 練習 する 際 は 、 実 際 に 動作 を 行っ た 動作 主 と そ の 影響 を 受け た 相 
手 を 確認 する 。 
・ グ ルー プ 2 の 動詞 は 受身 形 と 可能 形 と 形 が 同じ な の で 、 文 の 構造 を 理解 し 意味 の 取り 佑 
を し な いよ うな 練習 を する と よい 。 
例 ) 私 は 兄 に ご は ん を 食べ られ まし た 。 (受身 形 ) 
今朝 早く 起き た の で ゆっ くり 朝 ご は ん が 食べ られ まし た 。 (可能 形 ) 
・ 受 身 文 と 能動 文 の 対応 は 次 の 通り で ある 。 以 下 は 教師 用 の 参考 と し て 載せ る も の で 、 学 習 
者 に 能動 文 か ら 受 身 文 を 作る よう な 練習 を させ る こと は 意図 し て いな い 。 


① 監 督 が 私 を 叱り まし た 。 一 (私 は ) 監督 に 叱 ら れ ま し た 。 
② 弟 が 私 の カメ ラ を こわ し まし た 。 一 (私 は ) 0 に ガメラ を こわ きれ まし た 。 
③ 友 達 が 来 ま し た 。 (私 は ) 友達 に 米 ら れ ま し た 。 


・「 私 は 財布 を 落と し まし た 。] の よう な We こつ いて 、 学 習 者 が 「( 誤 ) 私 は 財 
布 を 落と され まし た 。| の よう に 受身 形 を 用 いな いよ うに 注意 する 。 

= 練習 a 

必 巻 末 「 受 身 形 ] 参照 


5.| 駅 に 着い た ら 、 も 3 、 人 が お お せい いま し た 。 


・ 予 想 し な か っ た こと が 起こ っ た と いう 気持 ち を 表す 「 一 た ら 」 を 学習 する 。 
・ こ こ で は 「 久 し ぶり に 料理 を し た ら 、 指 を 切り まし た 。」 の よう に 動作 の 結果 、 そ の 場 で 
意 人 t な ご と が 起こ っ た こと を 表す も の と 、| デ パー トペ 行っ た ら 、 体 み で し た 。] の よう に た 


予想 外 の 出来 事 や 状態 を 発見 し た こと を 表す も の を 学習 する 。 どちら の 場合 も 驚き や 意外 
性 を 伴っ た 表現 で ある 。 
着 未 「 一 た ら 」 参照。 


⑩ 練習 


練習 a eg 
・ 文 型 4 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
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I 


[ 语 荣 * 表现 ] 


Ci 较为 不 里 国 工场 见 学 


@ この 課 の 目標 
・ イ ンス タン トラ ー メ ン の 歴史 や 生産 工程 の 簡単 な 説明 を 聞い て 理解 で きる 。 


个 この 課 で 学習 する 文型 
1. イン スタ ント ラー メン は 1 9 5 8 年 に 日 本 で 初め て 作ら れ ま し た 。 
2 の よう に 
みた い に 
3 . 穴 が 開い て いな いか どう か 検査 を し て いる と ころ で す 。 
4. 検査 は 機械 が 自動 的 に 行い ます 。 
5 . 安全 な カッ プ を 作る た め に 、 社 員 が 研究 し て いま す 。 


紙 潤い で す 。 


⑪ 本 文 


留学 生 が イン スタ ント ラー メン 工場 に 見 学 に 行き 、 係 の 人 か らい ろ い ろ な 説明 を 受け る 。 


一 一 一 便 木 文 ] 日 本 で 初め て 作ら れ ま し た 。|29 
[場面 ] 
留学 生 が 校外 学習 で イン スタ ント ラー メン 工場 へ 行き 、 説 明 を 受け た り 、 工 場内 を 見 学 し 
pe LRGW め 5 
[使用 文型 ] 
0 2 


⑮ 〇 


e138 


名 有 を 受け る 。 


り 、 工 場内 を 見 学 し 


| 
|] 


[ 语 荣 * 表现 ] 


a こん に は 


私 は 案 内 係 の 服部 と 申し ます 。 
見 学 の 前 に 、 イ ンス タン トラ ー メ ン に つい て 少し ご 説明 し ます 。 
みな さん は 、 よ く イ ンス タン トラ ー メ ン を 食べ ます か 。 


Re 


RB: みな さん の 国 に も イン スタ ント ラー メン は あり ます か 。 


IGE 


部 : で は 、 イ ンス タン トラ ー メ ン は どこ の 国 で 誕生 し た か 


部 : 日 本 で す 。 昭 和 33 3 年 、1 9 5 8 年 に 


知っ てい \ ま すか 。 


日 本 で 初め て 作ら れ ま し た 。 

この 時 作ら れ た の は 袋 めん で し た が 、 

1 9 7 1 年 に は カッ プ め ん が 作ら れ ま し た 。 
また 、 1 9 7 1 年 に 初め て 外国 へ 輸出 され まし た 。 
今 で は 海外 で も 生産 され る よう に な り 、 

イン スタ ント ラー メン は 世界 中 で 
食べ られ て いま す 。 

今日 は 、 カ ッ プ めん の 工場 を いっ し ょ に 


けん が く 


人 


部 : 小 奏 粉 、 場 な ど が ミキ サー で 混ぜ られ 、 あ ちら の 機械 で 
の ぼる され まず す 。 

: わあ 、 紙 の よう に 薄い で すね 。 

: そう で すね 。 だ いた い 1 ミ リ で らい の 厚 さ に な り ま す 。 
この 後 、 細 く 切 り ま す 。 ノ し 
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① 今 で は 海外 で も 生産 され る よう に な り 、 イ ンス タン トラ ー メ ン は 世界 中 で 食べ ら 
二 
小麦 粉 、 塩 な ど が ミキ サー で 混ぜ られ 、 あ ちら の 機械 で の ば され ます 。 
書き 言葉 で よく 使わ れる 連用 中 止 の 文 で ある 。 こ こ で は 話し 言葉 で ある が 、 改 まっ た 場 で の 
説明 の 表現 と し て 使わ れ て いる 。 意味 は て 形 を 使っ た 場合 と 同じ で ある こと や 使わ れる 場面 、 
連用 中 止 の 形 を 学習 者 に 理解 させ る 。 


② 小 奏 粉 、 塩 な ど が ミキ サー で 混ぜ られ 、 あ ちら の 機械 で の ば され ます 。 
ここ で は 目 の 前 で 行わ れ て いる 作業 の 手順 を 説明 し て いる の で 、 文 末 が 「 一 され ます | と い 
う 形 に な っ て いる 。 [文型 1 参照 ] 


一 一 一 人 @ 木 文 2 検査 は 機械 が 自動 的 に 行い ます 。 29 
[場面 ] 
本 文 1 の 続き で 、 留 学生 が 係 の 人 に 工場 内 の 説明 を 受け た り 、 質 問 を し た り し て いる 。 
[使用 文型 ] 
六 4、 5 


[ 语 荣 * 表现 ] 


服部 : こち ら で は 、 め ん を 入れ る カッ プ が 作ら れ て いま す 。 
今 、 カ ッ プ に 穴 が 開い \ て いな いか どう か 検査 を し て いる と ころ で す 。 
検査 は 機械 が 自動 的 に 行い ます 。 


学生 : カッ プ め ん に は いろ いろ な 形 の カッ プ が あり ます ね 。 
服部 : そう で すね 。 ラ ー メ ン や うど ん な ど 、 め ん に 合わ せ て 
| カッ プ が 作ら れ ま す 。 
また 、 食 べ や すく て 安全 な カッ プ を 作る た め に 、 社 員 が 研 究 
| も で VN ます 。 
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① そ ん な に 
[< 


(② そ の 中 の 


は っ きり 
な どの 言 


⑲ 文型 


1.| イィ 


・ 第 32 
“co 
(1) 重 

(2) 上 

(3) 时 

・ こ の 受 
形 が あ 
取り 上 
た 記 較 
に (| 
する 時 
て いま 


ご > 巻末 


結 で 食べ ら 


放 ま っ た 場 で の 
3 使わ れる 場面 、 


ト 


° 


障 邊 ます 」 と い 


し て いる 


す 。 


: 日 本 に は 何 種 類 で らい の カッ プ め ん が ある ん で すみ か 。 
部 : そう で すれ ・ 今 は 4 0 0 種類 以上 ある と 言 われ て いま す 。 
oe 


服部 : : ええ 。 その 中 の 何 種類 か は みな さん の 国 に も 輸出 され て いる と 
思い ます よ 。 


(Po) (—) 


① そ ん な に た くさ ん ある ん で すか 。 
「 た くさ ん ある 」 と いう こと に 驚い て いる こと を 強調 する 言い 方 で ある 。 


② そ の 中 の 何 種 類 か は みな さん の 国 に も 輸出 され て いる と 思い ます よ 。 


っ きり し た 数 量 は 言え を な い が 、 あ まり 多く な い 数 と いう 意味 で ある 。 「 何 人 か 」 「 い くつ か 」 
な どの 言い 方 も 紹介 する と よい 。 


⑲ 文型 


1.| イン スタ ント ラー メン は ] 9 5 8 年 に 日 本 で 初め て 作ら れ ま し た 。 


“第 3 2 1 = 続い て 、 受 身 形 を 学習 する 。 
EC る 受身 形 は 、 以 下 の よ うな も の で ある 。 
(1) i 主 が oot な い 。 
(2) EE TE 
(3) 物 が 主語 に な っ て いる 。 
RE EN TR Rd 
形 が ある が 、 こ こ で は 「( 作 ら ) れ て いま す 。」「( 作 ら ) れ ま し た 。」 を 使っ た 例文 の み を 
取り 上 げた 。「( 作 ら ) れ て いま す 。」 は 繰り 返し 行わ れる こと に 使わ れ 、「( 作 ら ) れ ま し 
た 。」 は 過去 に 行わ れん た こと に 使わ れる 。 ま た 「( 作 ら ) れ ま す 。」 は 、 本 文 1 に ある よう 
(「 あ ちら の 機械 で の ば され ます 。」) 今 、 目 の 前 で 行わ れ て いる こと や 作業 工程 を 説明 
する 時 に 使わ れる 表現 で ある 。 教 室 で の 練習 の 際 に は 状況 設定 が 難し い の で 、「( 作 ら ) 机 
て いま す 。」「( 作 ら ) れ ま し た 。| の み 練 習 す る 。 
> 巻末 「 受 身 形 | 参照 
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・ 第 3 1 課 文型 5 で 学習 し た 「 一 よう で す 」「 一 みた いで す 」 の 後ろ に 名 詞 、 形 容 詞 、 動 詞 
が 接続 する 形 を 学習 する 。 
・ 例 文 3 の よう に 、 あ る も の を 示す た め に 似 て いる と 思わ れる も の を 引き 合い に 出す 用 法 も 
練習 する 。 
例 ) テレ ビ の よう な も の … パ ソコ ン の ディ スプ レー 
入 小 さい 、 と いう 言葉 を 形容 する 場合 、 

マッ チ 箱 の よう に 

あり の よう に 小さ きい 

子供 の よう に 

の よう に いろ いろ な 形容 の し か た が 考え られ る 。 ま た 、 国 に よっ て 形容 の し か た が 佑 う 場合 も ある の 
で 、 学 習 者 の 母語 で は どう 言う か 発表 きせ て も よい 。 


> 巻末 「 一 よう みた い 」 参照 


3. 2X28 閑 いで いな いか どう の 検 村 を し て い ク と ころ です) 


・ 何 か が 進行 し て いる 状態 を 表す 「 一 て いる と ころ 」 を 学習 する 。 

・「 食 べた と ころ 」 は 第 2 9 课文 型 3 で 学習 し た 。「 始 まる と ころ | は 第 3 5 课文 型 3 で 学 
習 する 。 

・「 一 て いる と ころ 」 の 使わ れ 方 は 、「 一 て いる 」 と ほとん ど 同 じ で ある 。 こ こ で は 、 例 文 
1) の よう に 「 す み ま せ ん 。 今 、ー て いる と ころ な の で 、 も う 少 し 待っ て くだ さい 。」 の よう 
な 使い 方 の 練習 を する 。 

> 巻末 「 一 と ころ 」 参照 
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・ 動 作 主 で は ヵ 
“第 1 5 课文 
(「 こ の 部 屋 に 
が [一 | 开交 


[ 鑑 練 習 の 際 は 「Z 


A : 野菜 は ? 
B : 野菜 は 
A : 料理 は ? 
C : 料理 は 
な どの 練習 を す 


・ 行 為 の 目的 を 
・「 名 詞 + の ヵ 
ます か 。J」 順 
介する と 計 選 


・ 第 2 7 课文 型 


で 述べ られ て 
こと が で き な 
例 ) 道 民 过 
これ に 対 
的 

例 ) 海外 放 


・ | カッ プ の 骨 


法 と 混同 し な 


帳 動 的 に 行い ます 。 


・ 動 作 主 で は な く 、 目 的 語 に 視点 を お いて 述べ る 言い 方 「ー は ーー が 一 。| を 学習 する 。 
站、 形容 词 、 动 词 ・ 第 1 5 课文 型 7 7 で は 文 全体 の 主題 を 「 一 は |」 で 示し 、 そ の 説明 を 「 一 が | で 示す 表現 
(「 この 部 屋 は 窓 が 大 きい で す 。」) を 学習 し た 。 こ こ で 学習 する の は それ と は 違い 、 目 的 語 
\ い に 出 す 用 法 も が 「~ は 」 で 示さ れる 用 法 で ある 。 
[ 及 練 習 の 際 は 「 み ん な で カレ ー を 作っ て 食べ る 」 と いう よう な 場面 を 設定 し 、 
AA: 野菜 は ? 
B : 野菜 は 田中 きん が 買い ます 。 
A : 料理 は ? 
C : 料理 は 私 が し ます 。 
な どの 練習 を する と よい 。 
違う 場合 も ある の 


5.| 安全 な カッ プ を 作る た め に 、 社 員 が 研究 し て いま す 。 


・ 行 為 の 目的 を 表す 「 た め に 」 を 学習 する 。 
・「 名 詞 + の た め に | は 第 2 9 課 文 型 4 の 例文 1) ([ 健 康 の た め に 注意 し て いる こと は あり 
ます か 。」) で 既出 で ある 。 教科書 の 例文 に は な い が 、「 名 詞 + の た め に | も 例 を 挙げ て 紹 


介 ま る と よい めい 』 
9 5 課 文型 3 で 学 ・ 第 2 7 課 文型 3 で 行為 の 目的 を 表す 表現 「 一 よう に 」 を 学習 し た 。「 一 よう に 」 は 、 前 件 
で 述べ られ て いる 状態 に な る こと を 目的 に する 時 に 使わ れ 、 自 分 の 意志 で は 直接 操作 する 
で こ で は 、 例 文 こと が で き な い 事柄 が 前 件 で 述べ られ る 。 
Wesvs | の よう 例 ) 道 に 迷わ な いよ うに 、 あ ら か じ め 場 所 を 調べ て お きま す 。 


これ に 対し 「 た め に 」 は 、 後 件 の 動作 主 の 行為 ある い は 意志 が 前 件 で 目的 と し て 述べ られ 
る 。 

例 ) 海外 旅行 を する た め に 、 貯 金 し て いま す 。 

「 カ ッ プ の 安全 性 が 問題 に な っ た た め に 、 社 員 が 研究 し て いる 。] の よう な 原因 を 表す 用 
法 と 混同 し な いよ うに 、 授 業 で 挙げ る 例文 を 作成 する 時 は 注意 する 。 
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寺 っ 4 誹 委 日 家 の 手 伝い を させ まし た 。 


@》 この 課 の 目標 
・ あ る 人 物 の 生い立ち に 関す る イン タビ ュー を 聞い て 、 理 解 で きる 。 


@@ この 課 で 学習 する 文型 

1 . 毎日 練習 ば か り し て いま し た 。 

2. 広美 に 家 の 手 伝い を させ まし た 。 
3. 進路 が 決ま ら な く て 心配 し まし た 。 
4 


= 就 涯 し 大 選 どう で すす が s 


⑪ 本 文 


テレ ビ の イン タビ ュー 番組 で マラ ソン 選手 の 母 が 、 娘 に つい て 語っ て いる 。 


| 一 一 一 @ 本 文 ] 練習 ば か り し て いま し た 。 

[場面 ] 
マラ ソン 選手 の 母 が イン タビ ュー に 答え 、 娘 の 生い立ち に つい て 話し て いる 。 

[使用 文型 ] 
到 型 中 8 

〇 使役 形 は 、 上 下関 係 が は っ きり し て いる 者 の 間 で 使わ れる こと が 一 般 的 で ある 。 こ の 課 の 
本 文 で は 使役 形 が 使わ れる 上 下関 係 の ひと つと し て 、 親 子 の 関係 を 取り 上 げた 。 

入 本 文 に 入る 前 に 、 マ ラ ソ ン と いう 競技 に つい て 簡単 に 説明 し て お く と よい 。 


[ 語 切 ・ 表 現 ] 
松本 アナ ウン サー ……… イン タビ ュー する 人 。 


(マラ ソン 選手 ) O 母 厅 。 


ゅ た か だ ひろ み か あさ ま 
日 の お 客 様 は 、 マラ ソン 選 選手 高田 広美 さん の お 母 様 、 


① る 

高田 玉村 さん で す 。 ' 

高田 選手 は 先日 の 国際 廊 チ マラ ソン 大 会 て 、 日 本 最高 の クタ イム で 
② 見 事 に 優勝 な さい まし た 。 
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③ 


① 今 日 の お 客 : 
第 1 1 課 文 】 
タビ ュー と ん 


② 高 田 選 手 は . 
いま lA 
第 3 0 課 で 6 
に よっ て は 


「 た か だ せ ゆ 

] 今日 は 、 高 田 選手 の 子供 の ころ か ら マ ラ ソ ン 選 手 に な る まで の 
ま 上 た 。 お 話 を 伺い た いと 思い ます 。 
| 


本 : は じ め ま し て 。 よ ろ し く お 願 いし ます 。 
生田 : こち ら こ そ 。 
: 広美 きん は どん な お 子 さ ん だ っ た ん で すか 。 
 : 広美 は と て も 元気 な 子 で し た 。 よ く 近 く の 川 で 魚 を と っ た リ 
木 に 合っ た り し て いま し た 。 よ く 男 の 子 に 間違え られ まし た よ 。 
: そう で すか 。 広 美 さん が 陸上 を 始め た の は いつ で すみ か 。 
] 高田 : 高校 生 の ころ で す 。 広 美 の 高校 の 陸上 部 は 練習 が と て も 
厳し か っ た ん で す 。 土 曜日 も 日 曜日 も 毎日 練 習 ば か り し て いま し た 。 
に : 大 変 だ っ た ん で し ょ う ね 。 
③ 高 田 : : そう で すれ ね 。 大変 だ っ た と 思い ます 。 学校 の 勉強 も あり まし た か ら 。 
: ああ 、 そ う で すね 。 
 : で も 、 私 は スポ ー ツ や 勉強 だ け で は な く 、 ほ か に も 大 切な こと が 
ある と 思っ て いま し た 。 だ か ら 、 家 で は 広美 に 衝 日 家 の 手伝い を 
させ まし た 。 
本 : た と えば ? 
田 : お 阜 を 洗わ せ た り 、 洗 濯 を させ た り し まし た 。 
本 : そう で すか 。 


いる 。 


で ある 。 この 課 の 
ト げ た 。 


① 今 日 の お 客 様 は 、 マラソン 選手 高田 広美 さん の お 母 様 、 高 田 幸 枝 さ ん で す 。 
第 1 1 課 文 型 1 で 「( 吉 田 さ ん の ) お 母さん | と いう 言い 方 を 学習 し た が 、 こ こ で は 、 イ ン 
タビ ュー と いう 場面 に 合わ せ て 改まっ た 言い 方 を し て いる 。 


②⑫ 高 田 選 は 先日 の 国際 女子 マラ ソン 大 会 で 、 日 本 最高 の タイ ム で 見 事 に 優勝 な さ 
KS まぁ 
第 3 0 謀 で は 、「 す る 」 を 伴う 動詞 の 敬語 は 「 ご (お ) な さる 」 の 形 で 学習 し た が 、 動 詞 
に よっ て は この よう に 「 ご (お )」 を つけ な い 形 で 使わ れる こと も ある 。 
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③ 大 変 だ っ た と 思い ます 。 学校 の 勉強 も あり まし た か ら 。 ① 高 校 を 卒業 後 


「 学 校 の 勉強 ね あり まし た か ら 、 大 変 だ っ た と 思い ます 。」| の 倒置 で ある 。 ご 両親 は 、 広 
本 文 1 の ② 同 # 

| 一 ③ 本 文 2 進路 が 決ま ら な く て 心配 し まし た 。|59 ② 私 は 「 大 学 に 
[场面 ] きた が っ て い 

本 文 1 に 続き 、 マ ラ ソ ン 選 手 の 母 が 、 娘 が マラ ソン 選手 に な る まで を 話し て いる 。 第 1 6 课文 型 ] 

[使 用 文 型 ] 

文 型 3、4 ③ 大 学 を 卒業 し 

[ 语 荣 * 表现 ] 目的 を 表す 「! 

ひる ん A る 。 | に と So 

四 松本 : 高校 を 卒業 後 、 広 美 さん は 体育 大 学 に 進学 な さい まし た ね 。 wo 
: ええ 。 あ の 時 は 、 な か な か 進路 が 決ま ら な く て 本 当 に 心配 し まし た 。 

5 私 は 「 大 学 に 行か な いで 、 就 職 し た ら ど う 」 と 言っ た の で す が 、 

- 広美 は 大 学 に 行き た が っ て いま し た 。 の これ か 
結 包 、 陸 上 部 の 先生 が 、 誠 美 を 体育 大 学 に 推薦 し て イン 
くだ さら た ん で す 。 

本 : そう だ っ た ん で すか 。 
③ 大 学 を 卒業 し て か ら 、 マ ラ ソ ン 選 手 と し て 活躍 する よう に ⑪⑲ 文型 
な り ま し た ね 。 
5 田 ええ 。 大 学 に 入学 する 時 は 、 先生 に な る と 言っ て いた ん で す が 、 下 
大 学 に いる 間 に 考え が 変わ っ た よう で す 。 
本 : 二 再 夫人 十， 広美 さん が マラ ソン 選手 に な る こと に ・ 何 度 も 同じ 、 

① 反対 な さら な か っ た ん で すか ? ・「 ば か り 」 1 

高田 : 初め は 敬 き まし た が 、 広美 が 自分 で 決め た こと で すか ら いう 二 通 6 
反対 は し ませ ん で し た 。 いう 状況 で 、 

@ 本 : そう で すか 。 こ れ か ら も 広美 さん の ご 活躍 を 楽し み に し て いま す 。 況 の 時 に 合 

今日 は どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 り | が 使わ 】 
: あり が と う ご ざ いま し た 。 . 例文 )3 は 
る 」 は この 
に 使わ 】 
※ 夏 休み 中 遊 
目的 語 を と 
ば か りす る 
た あ e 
[ 訓 「 あ の 子 は う 
法 も ある が 、、 
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① 高 校 を 卒業 後 、 広 美 さん は 体育 大 学 に 進学 な さい まし た ね れ 。 
ご 両親 は 、 広 美 さん が マラ ソン 選手 に な る こと に 反対 な さら な か っ た ん で すか 。 
本 文 1 の ② 同 様 、「 ご (お )]」 が つか な い 菩 語 の 形 で ある 。 


② 私 は 「 大 学 に 行か な いで 、 就 職 し た ら ど う 」| と 言っ た の で す が 、 広 美 は 大 学 に 行 
きた が っ て いま し た 。 
第 1 6 课文 型 1 1 で 学習 し た 「 一 ん で す 」 の 改まっ た 言い 方 で ある 。 


③ 大 学 を 卒業 し て か ら 、 マ ラ ソ ン 選 手 と し て 活躍 する よう に な り ま し た ね 。 
目的 を 表す 「 と し て | は 第 2 4 課 本 文 1 で 既出 で ある 。 こ こ は 、 自 分 の 立場 を 表す 用 法 で あ 
る 。「 に と っ て 」「 に つい て 」 な ど と 混同 し や すい 表現 な の で 、「 私 は 国費 留学 生 と し て 日 本 
へ 来 ま し た 。」 な どの 例 を 挙げ 、 使 い 方 を 確認 する 。 


④⑨⑬ こ れ か ら も 広美 さん の ご 活躍 を 楽し み に し て いま す 。 
イン タビ ュー な ど を し めく くる 時 に 相手 に 対し て 言う 表現 で ある 。 


⑩ 文型 


1.| 毎日 練習 ば か り し て いま し た 。| 


・ 何 度 も 同じ こと を し た り 、 同 じ 物 を 好 ん で 取り 上 げた りす る 表現 「 ば か り 」 を 学習 する 。 

・「 ば か り 」 に は 、「 コ コー ヒー ば かり 飲ん で いる sl と | コー セー を 飲ん で ば か り い る 。」 と 
いう 二 通 り の 言い 方 が ある 。 前 者 は 飲み 物 が た くさ ん ある 中 で 、 コ ー ヒ ー を 好 ん で 飲む と 
いう 状況 で 、 後 者 は 、 例 えば 仕事 を し な いで いつ も コー ヒー を 飲ん で いる と いう よう な 状 
況 の 時 に 使わ れる 。 こ こ で 学習 する の は 前 者 で 、「 を 」 で 表 さ れる 目的 語 の 部 分 に 「 ば か 
り 」 が 使わ れる も の で ある 。 

・ 例 文 ] 一 3 は いずれ も 「 一 ば か り 一 て いる 。」| の 形 に な っ て いる 。 繰り 返し を 表す 「 一 て い 
る 」 は この 教科 書 で は 取り 上 げ て いな い が (巻末 「 一 て いる 」 参照 )、 こ こ で は 「 ば か り 」 
と 共に 使わ れる 表現 と し て 理解 させ る 。 

※ 夏 休み 中 遊ん で ば か り い た の で 、 宿 題 が 全部 で きま せん で し た 。 
目的 語 を と ら な い 動 詞 の 場合 は 、「 て 形 + ば か り い る 」| の 形 に な る 。 学習 者 は 「( 誤 ) 遊び 
ば か りす る 」 と 間違え る こと が 多い の で 、「 遊 ん で ば か り い る 」 の 形 で 覚え る よう に 指導 
する 。 


加 「 あ の 子 は うち に ば か り い て 、 あ まり 外 で 遊ば な い 。」 の よう に 、 目 的 語 以 外 に 「 ば か り 」 が つく 用 
法 も ある が 、 こ の 教科 書 で は 取り 上 げ て いな い 。 学習 者 に 応じ て 紹介 し て も よい 。 
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2.| 広美 に 家 の 手 伝い を させ まし た 。 


・ 使役 形 を 学習 する 。 
・ 使役 形 に は 、 人 が 人 に 強制 的 に 何ら か の 動作 を させ る 時 に 使わ れる 用 法 と 許可 を 表す 用 法 


が ある が 、 こ こ で 学習 する の は 前 者 で ある 。 後者 に つい て は 第 3 5 课文 型 4 4 など で 学 習 す 
る 。 


・ こ こ で は 、 使 役 形 を 次 の 二 つ に 分 けた 。 


(1) A は B に … を ぐ く 他 動詞 一 せる きせ る 
(2) A は B を ぐ 自 動詞 > 一 せる させ る 
それ ぞ れ 助詞 に 注意 し て 練習 する 。 
(2) の 用 法 の 助詞 に 関し て は 、 以 下 の よ うな 例外 が ある 。 
① 「 息 子 を 大 学 に 行か せる 。」 と いう 文 で は 、「 を 」 だ け で な く 「 に | も と る こと が で 
きる 。 た だ し 「 に 」 を と る 場合 は 文脈 に よっ て 許可 の 意味 に も 解釈 で きる の で 、 こ 
の 課 で は 「 を 」 のみ 練 習 す る 。 
② 場 所 を 表す 「 を 」 を と る 動詞 で 文中 に 場所 を 明示 する 場合 は 、 動 作 を する 者 を 表す 
助詞 が 「 を ] で は な く 「 に 」 に な る 。 
例 ) 選手 に 公園 を 走ら せる 。 (cf 選手 を 走ら せる 。) 
子供 に 歩道 橋 を 渡ら せる 。 (cf 子供 を 渡ら せる 。) 
た だ し ② に つい て は 、 こ の 教科 書 で は 取り 上 げ て いな い 。 


・ グ ルー プ 3 の 動詞 の うち 、 後 ろ に 「 す る 」 が つく 動詞 が 使役 形 に な っ た 場合 は 、 動 作 を す 


る 者 を 表す 助詞 が 「 に 」 に な る も の が 多い 。 

例 ) 子供 に 毎日 復習 を させ ます 。 
た だ し 、 中 に は 動作 を する 者 を 表す 助詞 が 「 を ] に な る も の も ある 。 こ こ で は 、 学 習 者 に 
身近 な 「 帰 国 す る ] と 「 留 学 す る 」 を 紹介 する 。 

例 ) 子供 を 無理 に 帰国 きせ まし た 。 


・ 第 2.6 課 「 自 動詞 と 他動詞 ] で 学習 し た 動詞 の うち 、⑬-ー⑮ に つい て は 自動 詞 の 使役 形 で 


は な く 他 動詞 が 使わ れる こと も ある の で 、 学 習 者 が 次 の よう な 誤用 を 引き 起こ す よ うな 場 
面 を 設定 し な いよ うに 注意 する 。 
例 ) 子供 が 起き る 。 一 ( 誤 ) お 母さん は 子供 を 起き させ る 。 

お 母さん は 子供 を 起こ す 。 


・ 使役 形 は 、 自 分 以外 の 人 に 何ら か の 行為 を 強制 する た め 、 二 者 の 関係 は 、 親 と 子 、 上 司 と 


部 下 、 監 督 と 選手 と いっ た 上 下関 係 が は っ きり し て いる 者 の 間 で 使わ れる こと が 多い 。 し 
た が っ て 練習 の 際 に は 、 状 況 設定 に 注意 する 。 以 下 の よ うな 質問 を し て 練習 する と よい 。 
例 ) ・ 一 さん の 国 で は 学校 の 先生 は 、 学 生 に どん な こと を させ ます か 。 

・ 一 さん の 国 で は 親 は 子供 に どん な こと を させ ます か 。 


叶 練習 a 
> 巻末 「 使 役 形 」 参照 


・ 困 っ て いる 、 


を 学習 する 。 


・ 類 似 表現 に 9 


覚え られ な く < 
と が ある 。「 
「 な く て 症 議 
は 不 自 然 だ 6 
本 oO 


人 が いる か し 


例 ) 新 Lv 


・ 前 件 に 自分 


( 誤 ) 私 に 


巻末 「~ で 


・ 話 し 手 が そ の 
か 」 を 学習 3 
・ 教 科 書 の 例 ゞ 
上 げた 。 語 
愤 卫 [过 
例 1) ( ベ 


学習 者 が |- 


上 決 と 許可 を 表す 用 潜 
文型 4 な ど で 学 習 す 
| 

| 

| 

| 

| 

| 

較 も と る こと が で 


| 
隊 釈 で きる の で 、 こ 


久作 を する 者 を 表す 


た 場合 は 、 動 作 を す 


で は 、 学 習 者 に 
| は 自動 詞 の 使役 形 で 
過 | き 起こ す よ うな 場 


は 、 親 と 子 、 上 司 と 
5 る こと が 多い 。 し 
て 練習 する と よい 。 
办 。 


4.| 就職 し た ら ど う で すか 。 


3.| 進路 が 決ま ら な く て 心配 し まし た 。 


・ 困 っ て いる こと や 大 変 な と と 、 う れ し か っ た こと な どの 理由 を 表す 「 一 て 」「 一 な く て 」 
を 学習 する 。 
・ 類似 表現 に 第 2 1 课文 型 1 で 学習 し た 「 一 な いで |] が ある 。 前 件 が 動詞 の 場合 、「 漢 字 が 
覚え られ な く て 困っ て いま す 。| と も 「 漢 字 が 覚え を られ な いで 困っ て いま す 。」| と も 言う こ 
と が ある 。「 困 っ て いる 」「 大 変 だ | の よう な 、 状 態 を 表す 言葉 と と も に 使わ れる 場合 は 、 
「 な く て 」「 な いで 」 両方 用 いら れる こと が ある 。 し か し 、 個 人 の 語感 の 差 で 、「 な いで ]」 
は 不 自然 だ と 感じ る 人 も いる た め 、 こ こ で は 「 一 な く て 困っ て いま す 。」「 一 な く て 大 変 で 
す 。」 の よう な 形 で 練習 する 。 
・ 人 が いる か いな いか や 物 の 有無 を 表す 内 容 の 場合 は 、 必 ず 「 な く て 」 の 形 を と る 。 
例 ) 新しい カメ ラ が 欲し いん で す が 、 お 金 が な く て 買え ませ ん 。 

・ 前 件 に 自分 の 意志 で 変え られ る 内 容 が 来る と 不 自 然 に な る の で 注意 する 。 
( 誤 ) 私 は 教科 書 を 持っ て 来 な く て 困っ て いま す 。 

や 巻末 「~ て (原因 ・ 理 由 )」 参照 


・ 話 し 手 が そ の 状況 を 見 て 相手 に 勧め る な ど 、 ア ドバイ ス の 時 に 使う 表現 「 一 た ら ど う で す 
か 」 を 学習 する 。 

・ 教 和書 の 例文 に は 「 一 た ら ど う で すか 。」 と 「 一 て みた ら ど う で すか 。」 の 二 つ の 形 を 取り 
上 げた 。 話し手 が その 提案 を 最良 だ と 思っ て いな い 時 や 、 曖 昧 な 情報 を も と に 提案 する 時 
に は 「 一 て みた ら ど う で すか 。」 が 使わ れる 。 

例 1 ) (ベト ナム 料理 の 作り 方 を 知り た が っ て いる 人 に ) 
田中 きん に 聞い て みた ら ど う で すか 。 知 っ て いる か も し れ ま せん よ 。 
(マレ ー シ ア 語 の 辞書 を 探し て いる 人 に ) 
駅 前 の 大 きい 本 屋 に 行っ て みた ら ど う で すか 。 あ る か も し れ ま せん よ 。 
例 2 ) (気分 が 悪 そ を うな 人 に ) 
医務 室 に 行っ た ら ど う で すか 。 
( 誤 ) 医務 室 に 行っ て みた ら ど う で すか 。 
うち に 帰っ た ら ど う で すか 。 
( 誤 ) うち に 帰っ て みた ら ど う で すか 。 
学習 者 が 「 一 て みた ら ど う で すか 。」 を 使い 過ぎ な いよ うに 注意 する 。 


49・ ニ ニテ 
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・「 一 た ら ど う で すか 。」 は 、 相 手 に 自分 の 考え を 提案 する 形 を と っ て いる の で 「 一 た ほう 


が いい で す 。] (第 2 1 课文 型 2) ほど 自分 の 考え を 押し つけ る 印象 は な い 。 し か し 、 言 い 
方 に よっ て は 投げ や りな 印象 を 与え か ね な い の で 注意 する 。 


@》 この 課 の 目 | 
・ 相 手 に 理由 
・ 使役 形 を 使 


⑰⑫ 練習 


一 一 全 练习 a 
・ 文型 2 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 
①⑪ この 課 で 学 
1 . 読め そう 
読め そう 
. 講演 会 は 
.Br 
今日 の 講 
. いく ら 庄 
. もう 読 放 
. いつ で $ 
， 怕 [有 


人 2 


⑪ 本 文 


安部 (会 社員 ) 
で の 様子 と 帰 と 


待ち 合わ 
[使用 文型 ] 
文型 1 
〇 約束 の 時 半 
習 を 進め る 
〇 安部 が 謝っ 
p152D< 谢 
[市 本 文 を 学習 
を 設定 し て 、 
叶 練習 


Pp で 「~ た ほう 


介 し か し 、 


言い 


お 持た せ し て すみ ませ ん て し た 。 


@》 この 課 の 目標 
・ 相 手 に 理由 を 述べ て 謝る こと が で きる 。 
・ 使 役 形 を 使っ て 丁寧 に 許可 を 求め る こと が で きる 。 


@@ この 課 で 学習 する 文型 
1 。 読め そう で す 。 

読め そう に あり ませ ん 。 
. 講演 会 は も う 始 まっ て いま すか 。 
. ちょ うど 今 始 まる と ころ で す 。 
. 今日 の 講演 を 録音 させ て いた だ きた いん で す が …。 
.・ い くら 読ん で も わか り ま せん 。 
。 もう 読ん で し まい まし た 。 
・ いつ で も いい で す 。 
. 忙し く な けれ ば 行き ます 。 


Co = WW iF で to 


⑪ 本 文 


安部 (会 社員 ) と 富士 川 (会 社員 ) は 駅 で 待ち 合わ せ を し て 、 講 演 会 へ 行く 。 
で の 様子 と 帰り の 電車 の 中 で の 二 人 の 会 話 が 本 文 に な っ て いる 。 


本 文 1 走れ ば 間に合い そう で す 。|S9 

[場面 ] 
待ち 合わ せ の 時 間 に 遅 れ て 来 た 安部 が 富士 川 に 謝っ て いる 。 

[使用 文型 ] 
文型 1 

〇 約 東 の 時 間 に 遅 れ た 安部 が どの よう に 謝っ て いる か 、 そ の 表現 や 流れ に 着目 させ な が ら 学 
習 を 進め る 。 

〇 安部 が 謝っ て いる 部 分 は 覚え て 言 を る よう に な る まで 練習 する 。 

p152 の < 謝り 方 > を 使っ て 、 謝 り 方 の ひと つの 形 と し て 流れ を 理解 さき せる と よい 。 

( 及 本 文 を 学習 し た 後 で 、 会 う 約 束 を し て いた が 急 に 都合 が 悪く な っ た 、 借 り た 物 を な くし た な どの 状況 
を 設定 し て 、 応 用 練習 を し て も よい 。 

叫 練習 a 
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[ 語 芸 ・ 表 現 ] 


(地下 鉄 の 駅 の 出口 で ) 

安部 : 遅く な っ て すみ ませ ん 。 
富士 川 : いい え 。 で も 、 ど う し た ん で すか 。 

だ 部 : 霞ケ関 で 問 違え て 反対 方 向 へ 行く 電車 に 系 っ て し まっ た ん で す 。 
富士 川 : そう で すか 。 

を 部 : あわ て て 次 の 駅 で 降 リ た ん で す が 、 次 の 電車 が 


ナ で に 来 が くそ っ 。 

富士 川 : それ は 大 変 で し た ね 。 
① 部 : 本 当 に お 待た せ し て すみ ませ ん で し た 。 
⑨ | 富士 川 : いい え 。 さ あ 、 急 ぎ ま し ょ う 。 


で) 


えん か い 
: 講演 会 は 7 時 か ら で す か 。 
じ か ね 
に に ・ 让 
か いじ ょ う 
: 会 場 は 近い ん で すか 。 


ト 川 : ええ 、 歩 いて 5 分 で ちい で す 。 
”此 区 分 56 婦 だ か ら 。 示 本 ば 間に合い そう で すね ね 。 


① 本 当 に お 待た せ し て すみ ませ ん で し た 。 
人 を 待た せ 、 謝 る 時 に 使う 表現 で ある 。 こ の 課 で 初出 で ある 。 


(きき あ 、 條 きま し ょ う 。 
他 の 人 に 行動 を 促す 表現 で ある 。 


< 謝り 方 > (p152) 
・ 自 分 が 不都合 な こと を し た 場合 、 ど うし て そう な っ た か の 理由 を 述べ る 前 に 、 と に か くま 
ず 謝 る と いう 謝り 方 の 流れ を 理解 させ る た め に 載せ た 。 
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[使 用 文 型 ] 
文 型 2、: 
[ 语 荣 * 表现 


① 前 の 方 は 、 
| 方向] ある 


本 文 3 仕 3 
[場面 ] 

帰り の 電 還 
[使用 文型 ] 
文型 5、6 


i 


本 文 2 録音 させ て いた だ きた いん で す が 。|59| 
[場面 ] 
講演 会 の 受付 で 、 富 士 川 が 録音 の 許可 を 求め て いる 。 
[使用 文型 ] 
AO IA 
[语音 表现 ] 
(講演 会 の 受付 で ) 
富士 川 : : すみ ませ ん 。 講 演 会 は も う 始 まっ て いま すか 。 
: いい え 。 ち ょ うど 今 始ま る と ころ で す 。 ど う ぞ お 急ぎ くだ さい 。 
富士 川 あの う 、 今 日 の 講演 を 録音 させ て いた だ きた いん で す が …。 
: 申し 訳 あり ませ ん が 、 録 音 は で き な い こと に 


が っ て いま す の で 。 
川 : そう で すか 。 わ か り ま し た 。 


① 安部 : 前 の 方 は 、 も うい っ ぱい で すれ ね 。 
士 川 そう で すね 。 座 れ そ うに あり ませ ん ね 。 
・ じゃあ 、 こ の 辺 に 座り まし ょ うか 。 
上川 : ええ 。 


① 前 の 方 は 、 も うい っ ぱい で すね 。 


「 方 向 」 ある い は 「 そ の 方 向 に あたる 場所 ] と いう 意味 で ある 。 


本 文 3 仕事 が 忙し く な けれ ば 行き ます 。|S9 
[場面 ] 

帰り の 電車 の 中 で 、 安 部 と 富士 川 が 講演 会 の 感想 な ど を 話し て いる 。 
[使用 文型 ] 

ああ 、 6。 8 
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(帰り の 電車 の 中 で ) ・ 相 手 に 勧 % 
安部 : 今日 の 講演 は と て も わか りや すか っ た で すね 。 f 2 うに な い 6 
富士 川 : そう で すね 。 / A 3 x 5 天国 
部 : 経済 問題 は 本 当 に 複雑 で 、 今 まで 、 い くら ae zi 
本 を 読ん で も よく わか ら な か っ た ん で す 。 で べき [そう に 
富士 川 : そう で すか 。 < 
部 : で も 、 今 日 の 先生 の 話 は と て も よく わか り ま し た 。 巻末 [~ 
川 : そう で すね 。 あ の う 、 こ れ (、 今 日 の 先生 が 書い た 本 な ん で す が 、 
読み まし た か 。 
: いい え 。「 わ か りや すい 経済 ] で すか 。 2 


じ か わ 
|: 読ん で み ま す か 。 
っ 


じ か わ 3 ・ 結 果 の 状 
) じゃ や 、 と どう で 。 私 は も う 読 ん で し まい まし た が ら 。 
の 4 


部 : あり が と う ご ざ いま す 。 週 末 に 読ん で 月 曜日 に 返し ます 7 
4 9 o < -这 ~ o 時 
0 00 ・ あ る 出来 
: NN つ で も いい で す よ 。 ゆ の っ くり 読ん で で だ さい 。 
2 7 课文 
le 有 
富士 川 と ころ で 、 来 週 の 木曜 日 の 夜 、 列 の 経済 セミ ナー が ある ん で す が 、 時 
いっ し ょ に 行き ませ ん か 。 部 さん は : 
: ええ 、 そ の 日 仕事 が 忙し く て な けれ ば 行き ます 。 村 采信 
・ 現 在 の 状 
が 来 た 時 、 
例文 3) を 全 
⑲ 文型 ・ こ こ で は 
な 場面 で 
1.| 読め そう で す 。 巻末 [一 


読め そう に あり ませ ん 。 


・ 自 分 の 能力 や 状況 か ら 判断 し て 、 実 現す る 可能 性 が ある こと を 表す | 動 誤 (可能 形 ) + そ 
う で す 。」 と 、 実 現す る 可能 性 が 少な いこ と を 表す 「 動 詞 (可能 形 ) + そ うに あり ませ ん 。] 


を 学習 する 。 物 や 事柄 の 外見 か ら の 印象 を 述べ る 「 い 形容 詞 + そ う で す 。] 「 な 形容 詞 + そ | ・ 動 作 や 行 3 
う で す 。」「 動 詞 + そ う で す 。」 は 第 2 3 課 文型 1、2、 3 で 学習 し た 。 今 そ の 行 2 

・ こ こ で 取り 上 げた 例文 は 下記 の 通り で ある 。 行 し て MM 
1. 自 分 の 能力 か ら 判断 し て 実現 する 可能 性 が ある 。 … 例 文 ]、3) ・ こ こ で 取 ! 
2 状況 か ら 判断 し て 実現 する 可能 性 が ある 。 … 例 文 2 する と こ : 
3 自分 の 能力 か ら 判 断 し て 実現 する 可能 性 が 少な い 。 …※ 3) の よう ! 
4 状況 か ら 判 断 し て 実現 する 可能 性 が 少な い 。 … 例 文 4、5) 巻末 | 

・ 例文 ぅ は 可能 形 が な い 動詞 の 例 で ある 。 [可能 形 が な い 動 詞 に つい て は 第 2 2 課 文型 1 参 

照 ] 


| 
| 


(可能 形 ) + そ 
) に あり ませ ん 。」 
」「 な 形容 詞 + そ 


52 2 课文 型 1 参 


・ 相 手 に 勧め られ て 断る 場合 に は 、「 一 られ ませ ん 。| で は な く 、 例 文 5 の よう に 「 一 られ そ 
うに な い の で …。」 を 使う よう に 指導 する 。 

※ 先生: この 論文 を 読ん で み ま せ ん か 。 
マリ ー : えっ 、 日 本 語 の 論文 で すか 。 私 に は 読め そう も あり ませ ん 。 
「~ そ うに あり ませ ん 。」 と 同じ 意味 で 使わ れる 「 一 そう も あり ませ ん 。」| を 紹介 する た め 
に 載せ た 。 こ の 他 に 「 一 そう に も あり ませ ん 。」| も 合わ せ て 紹介 する と よい 。 

や 巻末 「~ そ う 」 参照 


2.| 講演 会 は も う 始 まっ て いま すか 。 


・ 結果 の 状態 を 表す 「~ て いる 」 を 学習 する 。 い ずれ や ら な く て は いけ な い 動 作 の 完了 を 表 
す 「 も う (食べ ) まし た 。」「 ま だ (食べ ) て いま せん 。] は 第 1 1 課 文型 10 で 学習 し た 。 

・ あ る 出来 事 が 発生 し た 結果 の 状態 を 述べ る 「 汚 れ て いま す 。]「 つ まっ て いま す 。] は 第 
2 7 課 文型 1 で も 学習 し た が 、 第 2 7 課 で は 履 障 な どの 予期 せ ぬ 不都合 な 状態 を 発見 し て 、 
相手 に 注意 を 促し た り 、 苦 情 を 述べ た りす る 用 法 と し て 学習 し た 。 こ こ で は 、 例 えば 「 安 
部 さん は 5 分 前 に 来 た 。| か ら 「 今 、 安 部 さん は 来 て いる 。] と いう よう な 動作 や 出来 事 の 
結果 の 状態 を 表す 用 法 を 学習 する 。 

・ 現 在 の 状態 「 安 部 さん は 今 (も う ) 来 て いま す 。] と 、 過 去 の ある 時 点 に あっ た 状態 「 私 
が 来 た 時 、 安 部 さん は も う 来 て いま し た 。| の 違い が 学習 者 に は 理解 し に くい よう で ある 。 
例文 3 を 学習 する 際 は 現在 の 状態 か 過去 の 状態 か に 注目 させ て 指導 する と よい 。 

・ こ こ で は 、「 始 まる 」 「 で きる 」「 来 る ]「 終 わる ] な どの 動詞 を 使っ て 、 例 文 1、2) の よう 
な 場面 で 練習 し 、 学 習 者 が 日 常 生活 の 中 で 使え る よう に する 。 

> 巻末 「 こ て いる 」 参照 


3.| ちょ うど 今 始 まる と ころ で す 。 


・ 動 作 や 行為 な ど を する 直前 の 状態 で ある こと を 表す 「 始 まる と ころ | を 学習 する 。 た っ た 
今 そ の 行為 が 終了 し た こと を 表す 「 食 べた と ころ 」 は 第 2 9 课文 型 3 3 で 、 ま た 、 何 か が 進 
行 し て いる 状態 を 表す 「 検 査 を し て いる と ころ | は 第 3 3 課 文型 3 で 学習 し た 。 

・ こ こ で 取り 上 げた 例文 の 用 法 は 、 他 者 の 「 問 いか け 」「 依 頼 」 な ど に 対し て 、 自 分 は 今 一 
する と ころ で ある か ら 、 例 文 の よう に 「 い っ し ょ に ~~ しょ うと 誘う 」、 あ る い は 例文 2、 
3) の よう に 「 断 る ] と いう も の で ある 。 こ の よう な 場面 を 設定 し て 練習 する 。 

巻末 「 一 と ころ 」 参照 
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.| 今日 の 講演 を 録音 させ て いた だ きた いん で す が …。 


・ 使 役 形 を 使っ て 丁寧 に 許可 を 求め る 表現 を 学習 する 。 

・ 学 習 者 は 使役 形 を 使う た め 、 何 か を 強制 する と いう 意味 と 誤解 する こと が ある の で 注意 す 
る 。 

・ 初 級 の 学習 者 に この 表現 の 文法 的 な 形 を 分 析 的 に 教え る 必要 は な い 。 こ こ で は 」 寧 に 許可 
を 求め る 時 に 使う ひと つの まとまっ た 表現 と し て 「 使 役 形 キオ て いた だ きた いん で す が …。」 
を 導入 し 、 練 習 す る 。 


中 練習 b 


> 卷 未 | 使 役 形 」 参照 


. いひ 〈.b 読 ん で も わか り ま せん 。 | 


・「 い くら どん な に 一 て も 一 。」 の よう に 回 数 や 程度 を 表す 言葉 と 共に 、 支 力 を し た が 成 
功 し な いこ と を 表す 表現 を 学習 する 。 条 件 を 満た し て いる に も か か わら ず 結 果 が 伴わ な い 
場合 の 条件 を 表す | 電源 を 入れ て も つか な いん で す 。]| は 第 2 6 課 文型 1 で 学習 し た 。 

・ こ の 教科 書 で は 「 い くら 」 と 「 ど ん な に 」| を 同じ 意味 と し て 扱っ た 。 


[ 纏 こ こ で は 回 数 を 表す 表現 は 「 い くら | の み 取 り 上 げた が 、 学 習 者 に 応じ て 「 何 回 」「 何 度 」 な ど を 紹 


介し て も よい 。 


> 巻末 「~ て も 」 参照 


も 読ん で し まい まし た 。 
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・ 動作 が 完了 し た こと を 表す 「 一 て し まう 」 を 学習 する 。 意図 し な か っ た こと が 起こ り 、 そ 
れ を 説明 する 表現 「 お 皿 を 割っ て し まい まし た 。]| は 第 1 9 課 文 型 3 で 学習 し た 。 
・「 一 て し まい まし た 。」 と 「 一 まし た 。」 の 條 い を 下記 の よう な 例 を 示し て 説明 する と よめ 。 
例 1) A : も うこ の 本 を 読み まし た か 。 
8 >: はい 。 読み まし た だ 。/ は い 、 読 ん で し まい まし た 。 
例 2) A : 昨 日 、 本 を 読み まし た か 。 
BB は い 、 読 み ま し た 。 
( 誤 ) は い 、 読 ん で し まい まし た 。 
・ 第 1 9 課 の 用 法 で は 後悔 な どの 気持 ち を 持つ も の が 多かっ た が 、 こ こ で は 後悔 の 気持 ちな 
ど は な い 。 例文 1)、2) の よう に 次 の 行為 に 移る た め に 、 先 に ある 事柄 を 完了 させ る と いう 
用 法 の も の を 中 心 に 練習 する 。 


・ 例 文 2 の | 
「~ て いた だ た 
も の で ある 。 

> 巻末 「~ て 


いつ で も いい 


sa 
「~ で も 」 を 
・ 例 文 に ある 
ども 適宜 練 : 
違え や すい ( 
・ 例 文 4 は 「( 
は 「 一 料理 7 


8.| 忙し く な け 


・ 前 件 で ある * 
習 する 。 三) 
すれ ば ( 誰 
・ な 形容 詞 の } 
の で 、 な 形 2? 
> 巻末 「~ ば 


練習 a [59 
.本文 1 人 学 
p152< 谢 0 


練習 b [29 


・ 文 型 4 で 学 ? 


| 


\ あ る の で 注意 す 


で は 丁寧 に 許可 
s い ん で す が …。」 


| 努力 在 LL 大 太 成 
結果 が 伴わ な い 
『 学 習 し 7 も 


旧 何 度 ] な ど を 紹 


議 が 起こ り 、 そ 


WWE。 


% 明 する と よい 。 


| 


後悔 の 気持 ちな 
『 さ せる と いう 


・ 例 文 2 の 「 来 て くれ な い ? |] は ここ で 初出 で ある 。 こ の 表現 は 第 3 0 課 文型 3 で 学習 し た 
「 一 て いた だ け ま せん か 。」 と 同じ 意味 で 、 家 族 や 友達 な ど 親 し い 人 に 何 か を 頼む 時 に 使う 
も の で ある 。 

> 巻末 「 一 て し まう 」 参照 


7.| っ で る も いい で て す 。 


・「 い っ つっ 」「 ど ちら 」「 ど こ 」「 誰 」 な ど に つい て 、 す べ て の 場合 に そう で ある と 育 定 す る 
「… で も 」 を 学習 する 。 

・ 例 文 に ある | いつ 」「 ど ちら 」「 ど こ 」 の 他 に 「 誰 で も いい で す 。」「 何 で も いい で す 。」 な 
ども 適宜 練習 する 。 学 習 者 は 「( 誤 ) 何 ち いい で す 。」「( 誤 ) 誰 も いい で す 。| の よう に 間 
違え や すい の で 注意 する 。 

・ 例 文 4 は 「( 誤 ) お いし いな ら 何 で も いい で す 。」| と いう 誤用 が で や すい の で 、 練 習 す る 時 
は 「 一 料理 な ら ] 「 お いし いも の な ら 」 の よう に 答え る よう に 指導 する 。 


8.| 忙し く な けれ ば 行き ます 。 


・ 前 件 で ある 事柄 を 仮定 し 、 そ れ を も と に 後 件 で 話 者 の 判断 や 態度 を 表す 表現 「 一 ば |」 を 学 
習 す る 。 一 般 的 な 事実 表す も の で 、 前 件 が 成立 すれ ば 必ず 後 件 が 成立 する 用 法 (「 練 習 
すれ ば ( 誰 で も ) すぐ 覚え られ ます 。]) は 第 2 2 課 文型 4 で 学習 し た 。 

・ な 形容 詞 の 場合 は 「 新 鮮 だ っ た ら 買 いま す 。] の よう に 、「~ た ら 」 に 接続 する こと が 多い 
の で 、 な 形容 詞 に 接続 する 例 は 取り 上 げ て いな い 。 

ご > 巻末 「 ご ば 」 参照 


⑫ 練習 


練習 a [5 
・ 本 文 1 で 学習 し た 待ち 合わ せ の 時 間 に 遅 れ て 謝る 時 の 表現 を 練習 する 。 
・p152 < 謝り 方 > を 学習 し た 後 で 練習 する 。 


練習 b [cg 
・ 文型 4 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


LIL 


と を させ られ 編 た 。 


@ この 課 の 目標 


Oo ① 
・ 使役 受 身 の 表現 を 使っ て あま り 愉 快 で な か っ た 自分 の 経験 を 述べ る こと が で きる 。 


| ⑪ この 課 で 学習 する 文型 
1 . 新入 生 は 、 先 輩 に いろ いろ な こと を させ られ ます 。 
を し て みた ら ど う で すか 。 


2 . 日 本 に いる うち に いろ いろ な 経験 
3. 注文 し て あり ます 。 


| ⑪ 本文 


大 学 に 合格 し た チン が 、 入 学 前 に 鈴木 一 郎 と クラ ブフ 活動 に つい て 話し て いる と ころ と 、 人 入学 
後 、 サ ッ カ ー 部 で 活動 し て いる 様子 が 本 文 に な っ て いる 。 


| 一 一 一 一 本文] 部 室 の そう じ を させ られ まし た 。|S9 


[場面 ] 

4 月 か ら 大 学生 に な る チン が 、 サ ッ カ ー 部 に 入部 する こと に つい て 鈴木 と 話し て いる 。 
[使用 文型 ] 

文型 1、2 


前 本 文 に 入る 前 に 、 日 本 の 大 学生 活 ヤ クラ ブ 活 動 な ど に つい て 簡単 に 説明 する と よい 。 


① 僕 も 大 学 
この 『「 ぞ 


| - .158 


れ ま し た 。 


が で きる 。 


議 半 し て い る 。 


[ 语 荣 * 表现 ] 


一 部 : 4 月 か ら 大 学生 で すね 。 
ン : ええ 。 大 学 に 入っ た ら 、 サ ッ カ ー 部 に 入ろう と 
思っ ご て いる ん で す 。 
鈴木 : へ え ! 僕 も 大 学 の ころ 、 サ ッ カ ー を や っ て いた ん で す よ 。 
ジジ そう の で まあ が 。 : 
$ 木 : サッ カー は お も し ろ い けど 、 体 育 系 の クラ ブ は 大 変 で す よ 。 
特に 新入 生 は 先輩 に いろ いろ な こと を させ られ る か ら …。 
ン : どん な こと を させ られ る ん で すか 。 
$ 木 : 符 日 、 練 習 の 後 で 、 先 募 の ユニ フォ ー ム を 洗わ せら れ た り 、 
部 室 の そう じ を させ られ た り …。 


〇 


ン : へ え 、 新 入 生 は 大 変 な ん で すね 。 
ド ュ 3 で る も 、 楽 し いさ せ も あり ます よ 。 


クラ ブ に 入る と 、 日 本 人 の 友達 も た くさ ん で きる し …。 
ン : そう で すみ 。 
ド : 日 本 に いる うち に 、 い ろ い ろ な 経験 を し て みる と いい と 


① 僕 も 大 学 の ころ 、 サ ッ カ ー を や っ て いた ん で す よ 。 
この 「 や る 」 は 「 す る 」 の 意味 で ある こと を 確認 する 。 
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本 文 2 注文 し て あり ます 。 [9 ① お すし は 3 


[場面 ] お エ 起 と コッ 

チン が 入部 し た サッ カー 部 が 試合 に 勝ち 、 部 室 で ささ や か な 祝勝 会 を 行う 。 tC 

[使 用 文 型 ] 年 龄 安打 球 | 
文 型 3 する 。 

[ 語 葉 ・ 表 現 ] 

(サッ カー 部 の 部 室 で ) ② お 下 と コッ 

チン : 先 工 、 今 日 の 誠 合 、 本 当 に いい 試合 で し た ね 。 文型 3 では! 

感動 し まし た 。 を 使っ て い . 


先 墓 : うん 。 み ん な 、 最 後 ま で よく が ん ば っ た よ 。 
あ 、 そ ろ そ ろ み ん な が 来る 時 間 だ けど 、 準 備 で きた ? 


个 お すし は ? 
5 も うす て 来る と 思い ます 。 
先 墓 : 飲み 物 は ? 
ナン ジリ な や し で て あり ます 
DD お 下 と コッ プ も 準備 し て あり ます 。 ・ 本 人 の 意 
D | 先 章 : あれ ? お は し は ? | 受身 形 は 
所 ・ 指 導 の 際 
先輩 : じゃ 、 こ れ で 準備 で きた ね 。 被害 や 迷 ! 
・ グ ルー 調 
か され る | 
た 。 
練習 a 
や 巻末 [1 


① お すし は ? 
お 下 と コッ プ も 準備 し て あり ます 。 
お は し は ? 
年 齢 や 親 貴 関係 に よっ て 、 男 性 が 多用 し すぎ る と 不 自然 な 場合 が ある の で 、 使 う 状 況 に 注意 
する 。 


②④ お 臣 と コッ プ も 準備 し て あり ます 。 


文型 3 で は 助詞 を 使わ な い 場 面 で の 練習 を 行う が 、 こ こ で は 前 の 文 と の 関係 か ら 、 助 詞 「 も ] 
を 使っ て いる 。 [文型 3 参照 ] 


⑩ 文型 


レー 


.| 新入 生 は 、 先 募 に いろ いろ な こと を させ られ ます 。 


・ 本 人 の 意志 に 関係 な く 、 他 か ら あ る 動作 を 強制 さき れる こと を 表す 使役 受身 形 を 学習 する 。 
受身 形 は 第 3 2 課 文型 4 、 第 3 3 課 文 型 1 、 使 役 形 は 第 3 4 课文 型 2 で 学習 し た 。 

・ 指 導 の 際 は 、 動 作 を 強制 し た 人 と 、 そ の 動作 を 行っ た 人 が いる こと 、 動 作 を 行っ た 人 に は 
被害 や 迷惑 の 気持 ち が 働 いて いる こと を 学習 者 に まず 理解 させ る 。 

・ グ ルー プ 1 の 動詞 に つい て は 、 例 えば 「 行 か せら れる 」「 書 か せら れる 」 の 代わ り に 「 行 
か され る 」「 書 か され る 」 と いう 形 も 一 般 に 使わ れ て いる が 、 こ こ で は 前 者 の 形 に 統一 し 
/es 

只 練習 a 


2.| 日 本 に いる う ち に いろ いろ な 経験 を し て みた ら ど う で すか 。 


・ 前 件 で 規定 され た 時 間 的 条件 内 で 後 件 の 動作 が 行わ れる こと を 表す 「 う ち に 」 を 学習 する 。 
・ こ の 文型 を 用 いた 文 で は 、 前 件 の 時 間 的 条件 を こえ て し まう と 、 後 件 の 動作 が で き な く な 
っ た り 、 不 都合 な 事態 が 生じ る と いう 気持 ち が 含 まれ る 。 
例 ) 日 本 に いる うち に 京都 へ 行き た いで す 。 
お 客 さ ん が 来 な いう ち に そう じ を し ます 。 


1618 一 一 各 


「 こ うち に | に 接続 する 形 は 以下 の 通り で ある 。 .| 注 天上 
[ 育 定形 ] [否定 形 ] 

い 形 容 詞 基本 体现 在 (一 い ) ー く な ら な い ・ 準備 が 完 
な 形容 詞 ーー な ~ー に な ら な い 写す ずる 章 
動詞 基本 体現 在 ーー な い ・ こ こ で の 
名 詞 ー の ー な い 備 が 整っ 
し か し 、 こ こ で は すべ て の 形 を 練習 する 必要 は な い 。 教科 書 の 例文 に ある も の を 中 心 に 、 例 ) 注 
1 習 者 が よく 使う も の を ひと まとまり の 表現 と し て 言え る よう に 指導 する 。 
例 ) 暗く な ら な いう ち に 「~ て あ 
雨 が 降ら な いう ち に | 
若い うち に な ど 例 ) お 
| 一 间 民 」 は 第 1 9 課 文型 4 で 学習 し た 。「 日 本 に いる 間 に 一 」 は 日 本 に 来 た 時 点 と 日 本 お 

を 去る 時 点 の 両方 に 視点 が ある の に 対し 、「 日 本 に いる うち に 一 は 、 日 本 を 夫 っ て いな し か し 
く な る 時 点 に の み 視 点 が ある 。「 一 うち に 」 は 「 雨 が 降ら な いう ち に 一 ] の よう に も と も に 提 示 
と 片側 し か 規定 で き な い も の に 多く 使わ れる 。 A: お 
も B : 准 
日 本 に いる 間 に 授業 で は 

(日 本 に いな い ) (日 本 に いな い ) 人 
例 ) 社 
社 
日 本 に いる うち に (日 本 に いな い ) 秘 
不用 意 に 

只 練習 b 
雨 が 隆 ら な いう ち に 1 巻末 「 

( 雨 が 隆 り 始め る ) 
ご > 巻末 「 て うち に 」 参照 
@@ 練習 
練習 a 

・ 文 型 1 で 


練習 b [到 
- 文型 3 で 


も の を 中 心 に 、 
うに 指導 する 。 


た 時 点 と 日 本 
を 去っ て いな 
) よ うに も と も 


・ 準備 が 完了 し て いる こと を 表す | 一 て ある | を 学習 する 。 物 の 状態 を 視覚 的 に と ら え て 描 


写す る 「 一 て ある 」 は 第 3 2 課 文型 1 で 学習 し た 。 


・ こ こ で の 用 法 は 、 物 の 状態 の 描写 より も 、 む し ろ 意 図 的 な 行為 が 完了 し 、 次 の 行為 へ の 準 


備 が 整っ た こと を 表す 。 そ の 状態 は 、 必 ず し も 視覚 的 に と ら え られ る も の と は 限ら な い 。 
例 ) 注文 し て あり ます 。 
予約 し て あり ます 。 


・ | 一 て あり ます 」 の 前 に つく 助詞 は 、 話 し 言葉 で は 省略 され る こと が 多い が 、 省 略 さ れず 


に | 門 ] や | を 」 に な る こと も ある 。 
例 ) お 皿 が 準備 し て あり ます 。 
お 皿 を 準備 し て あり ます 。 
し か し 、 こ の 教科 書 で は 、 取 り 立 て の 「 は 」 で 質問 くさ れ 、 答 える と いう 次 の よう な 形 を 中 
心 に 提示 し て ある 。 
A : お 皿 は ? 
B : 準備 し て あり ます 。 
授業 で は 、 助 詞 が 何 か を 学習 者 に 問う よう な 練習 を する の で は な く 、 以 下 の よ うに 助詞 を 
使わ な く て も いい よう な 自然 な 会 話 の 場面 を 設定 し て 練習 する 。 
例 ) 社長 : ホテ ル の 予約 は ? 
秘書 も う 、 し て あり ます 。 
社長 : 飛行 機 の 切符 は ? 
秘書 : 買っ て あり ます 。 
不用 意 に 助詞 の 部 分 を 発話 させ た り 作 文 さ せ た り し て 混乱 を 招 か な いよ うに 注意 する 。 


中 練習 b 
巻末 「~ て ある 」 参照 


⑫ 練習 


一 一 个 和 练习 a 


・ 文 型 1 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


-一 一 个 和 练习 


. 文 型 3 で 学習 し た 表現 を 使っ て 練習 する 。 


1。 動詞 * 形容詞 一 覧 SI...、。 166 


2. 関連 文型 一 覧 …… i 
・ あ げ る 、 も ら う 、 く れる 


・ 意 志 形 

・ 受 身 形 

UD ls 

・ 形 式 名 詞 「 の ] 
・ ご こと が ある 
・ 使 役 受身 形 

・ 使 役 形 

・ ご すぎ 

ホシ ポン 
wo 

> ツン つも り 

・ ご て (原因 ・ 理 由 ) 
* ヶ > て ある 

・ ご て いる 
sc と そし まう 
・ ご て も 

* で 

ro どこ の 

・ ご な ら 

・ ご に な る 

・ ご は ず 

・ ご ば 

・ 名 詞 修 飾 
名 う 〆 ま だ 
*・… よ うみ たい 


1. 動詞 ・ 形 容 詞 一 覧 


課 動詞 グル ー プ 1 動詞 グル ー プ 2 動詞 グル ー プ 3 い 形容 詞 な 形容 詞 
3 青い 
赤い 
大 きい 
黄色 い 
黒い 
小さ い 
4 明る い きれ い 
新しい 静か 
暑い 
うる さい 
きた な い 
暗い 
寒い 
狭い 
高い 
長い 
広い 
古い 
短い 
安い 
5 | ある いる 
6 I 起き る 来る 白い 嫌い 
帰る 食べ る 仕事 (を ) する 好き 
書く 寝る 勉強 (を ) する 
聞く 見 る 
吸う 
飲む 
読む 
7 | 落と す 忘れ る 買い 物 (を ) する 四角 い 上 手 
買う 洗濯 (を ) する 丸い 
捜す そう じ (を ) する 
わか る 料理 (を ) する 
連絡 する 
8 | いら っ し ゃ る [行く ] 疲れ る 帰国 する 甘い 親切 
泳ぐ 報告 する いい 新鮮 
終わ る 予約 (を ) する いい (天気 が ) 大 変 
お いし い に ぎ や か 
楽 必 いぶ 不便 
近い 便利 
遠い 
9 | 言う 入れ る 外出 する 自由 
歌う 遅れ る 帰っ て 来る 
置く 教え る する (ふた を ) 
押す 教え る (部 屋 を ) 説明 (を ) する 
返す 借り る 
騒ぐ 
死ぬ 
出す (宿題 を ) 
使う 
手伝う 
取る 
入る (ふろ に ) 
話す 
持つ 
呼ぶ 


動詞 グル ー プ 1 


に 


歩く 

急ぐ 

か か る (時 間 が ) 
着く 

撮る (写真 を ) 
乗る 

入る (部 屋 に ) 
持っ て 行く 


遊ぶ 

ある (興味 が ) 
いら っ し ゃ る [いる 
か く ( 絵 を ) 

住む 

作る 

な る (デザ イ 沈 守 則 
入る (学校 に ) 


12 


13 


切る 


あて は まる 
ある (問題 が ) 
思う 

聞く (友達 に ) 
困る 


14 


や る (えさ を ) 


ある (人 気 が ) 
座る 
通る 


きれ い 
静か 


嫌い 
好き 


旺 手 


親切 
新 鲜 
大 变 
に ぎ や か 
不 便 
便利 


自由 


課 動詞 グル ー プ 1 動詞 グル ー プ 2 動詞 グル ー プ 3 い 形容 詞 な 形容 詞 
10 | 歩く 預け る 休憩 する 
急ぐ 降り る 出発 する 
か か る (時 間 が ) 出る (東京 駅 を ) 電話 (を ) する 
着く 乗り 換え る 
撮る (写真 を ) 
乗る 
入る (部 屋 に ) 
持っ て 行く 
11 | 遊ぶ 入れ る (私 を 入れ て ) アル バイ ト (を ) する (見 让 0 いろ いろ 
ある (興味 が ) 決め る 経営 する 早い 
いら っ し ゃ る [いる ] 勤め る 結婚 する 
か く ( 絵 を ) や め る 散歩 (を ) する 
住む 就職 する 
作る 相談 する 
雁栖 (デザイ ナー に ) 卒業 する 
入る (学校 に ) デザ イジ すず る 
12 | 切る 炒め る 温か い (ご は ん が ) 適当 
止め る 薄い 
煮る 遅い 
の せる 固い 
13 | あて は まる 覚え る ポジ ンダ ピュー する 多い 安全 
ある (問題 が ) つけ る ( 〇 を ) 欠席 する 厳し い 暇 
思う で きる (友達 が ) さび し い まじ め 
聞く (友達 に ) 慣れ る 少な い 
困る (わか り ) に くい 
速い 
難し い 
(わか り ) や すい 
14 | や る (えさ を ) 開け る 質問 する 熱い 快適 
閉め る スケ ッ チ (を ) する いい (気持 ち が ) 
LN 
痛い 
か わい い 
ご HN 
短い (時 間 が ) 
珍し い 
15 | ぁ る (人 気 が ) | ( 带 ) すぎ る いい ( 音 が ) 
座る 見 せる お も し ろ い 
通る 軽い 
高い ( 背 が ) 


6/ ョ ニー & 


動詞 グル ー プ 1 


動詞 グル ー プ 2 


動詞 グル ー プ 3 


い 形容 詞 


| 路 


ある (異状 が ) 
ある ( 熱 が ) 
要 る 

打 う ろ 

効く 

転ぶ 

出す ( 手 を ) 
撮る (レン トゲ ン を ) 
治る 

飲む ( 薬 を ) 
始ま る 

ひく (か ぜ を ) 
冷や す 

降る 

待つ 

みがく ( 歯 を ) 
休む 


あげ る 

落ち る 

捨て る 

性 る (所 多 三 を ) 
つけ る ( 薬 を ) 

出る (せき が ) 

出る (鼻水 が ) 

は りか える 

は れる 


診察 (を ) する 
する (けが を ) 

する (や けど を ) 
する (下痢 を ) 

する (寒気 が ) 

持っ て 来る 


冷た い 

激しい 

悪い (気持 ち が ) 
悪い (消化 が ) 
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会 う 

ある (火事 が ) 
ある (用 事 が ) 
送る (荷物 を ) 
誘う 

出す (手紙 を ) 
入る (梅雨 に ) 
迎え に 行く 


請 れる 


涼し い 

蒸し 暑い 
悪い (気分 が ) 
悪い (都合 が ) 


残念 
全国 的 
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ある (質問 が ) 
打つ (パソ コン を ) 
走る 

減る 


中 看 
Nm 
DE 


朝 ね ぼう (を ) する 
心配 する 

対す る (質問 に 対し て ) 
遅刻 (を ) する 
夜 ふ か し (を ) する 


いい ( 体 に ) 
な い (時 間 が ) 
な い (食欲 が ) 
若い 
悪い ( 

悪い (顔色 が ) 
悪い ( 

悪い (能率 が ) 


大 切 


動詞 グル ー プ 1 


動詞 グル ー プ 2 


動詞 グル ー プ 3 


に EE 


預かる 

か ぶる 

わす 

知る 

倒す 

な くす 

な る (迷子 に ) 
は く (ズボン を ) 
曲がる 

見 つか る 

迎え に いら っ し ゃ る 
[迎え に 行く ] 

汚す 

割る 


か ける (めがね を ) 
着る 

存じ る 

見 か ける 


試着 する 
放送 (を ) する 
迎え に 来る 


20 


踊る 

通う 

が ん ば る 

進む (勉強 が ) 
働く 

も ら う 


受け る 
調べ る 
出る (試験 に ) 


受験 する 
準備 (を ) する 
食事 (を ) する 
進学 する 
退学 する 
留学 する 
練習 する 


易しい 


必要 


動詞 グル - 


21 


22 


合う ( 口 に ) 
上 が る (うち ! 
泊まる 

鳴ら す 

脱ぐ 

払う 
召し 上 が る 


渡す 


選ぶ 
飼う 
習う 
弾く 
間に合う 
申す 
や ゃ る 


23 


探す 

すく (お な か 7 
(習い ) た が る 
頼む 

な く な る 

引っ 越す 

ほし が る 

や お む 


伺う [聞く] 


売り 出す 
贈る 
進む (技術 が ) 


25 


26 


お ろ す (お金: 
貸す 

開く 

伺う [行く ] 
動か す 

動く 

起こ す 

消す 

閉まる 

出す (3 
つく (電気 が ) 
止ま る 

引く 

回 す 

回 る 


27 


込む 

さわ る 

つく (部 屋 に + 
包む 

つま る (8 大 
運ぶ 

くく 


28 


編む 

送る (人 を ) 
片付く 

違う 

連れ て 行く 
呼ぶ (うち に 


な 形容 詞 | 課 


動詞 グル ー プ 1 | 動詞 グル ー プ 2 動詞 グル ー プ 3 い 形 容 詞 な 形容 詞 


| は 
| | 危険 


だ いじ ょ うぶ 


残念 


大 切 


必要 


合う ( 口 に ) 
上 が る (うち に ) 
泊まる 

鳴ら す 

脱ぐ 

払う 
召し 上 が る 
渡す 


か ける (いす に ) 
片付け る 

そろ える 
伝え る 


22 


選ぶ 
飼う 
習う 
弾く 
間に合う 
申す 
や る 


始め る 


全国 的 


23 


探す 

すく (お な か が ) 
(習い ) た が る 
頼む 

な く な る 

引っ 越す 

ほし が る 

や む 


取れ る (ボタ ン が ) 


24 


25 


26 


27 


伺う [聞く ] 
売り 出す 
贈る 

進む (技術 が ) 


失礼 する 
訪問 する 
約束 する 


辛い 


運転 する 


する (コン タク トレ ンズ を ) 


注文 する 


簡単 


行っ て 来る 
買っ て 来る 
合格 する 


暖かい 
重い 
す 記 MV 
強い ( 薬 が ) 
眠い 

ほし い 
よろ し い 
悪い ( 目 が ) 


すてき 
だ め 


する (贈り 物 を ) 
発達 する 


お ろ す (お 人 金 を ) 
貸す 


くれ る 
こわ れる 


コピ する 


開く 

伺う [行く ] 
動か す 

動く 

起こ す 

消す 

閉まる 

出す (ジュ ー ス を ) 
つく (電気 が ) 
止ま る 

引く 

回 す 

回 る 


入れ る (お ふろ に ) 
入れ る (電源 を ) 
消え る 

切れ る 
つけ る ( 気 を ) 
出る (ジュ ー ス が ) 
乗せ る 

間違え る 

割れ る 


交換 (を ) する 
故障 する 


込む 
さわ る 


つく (部 屋 に エア コン が ) 


包む 
つま る (パイ プ が ) 
運ぶ 
ふく 


集め る 
ぬれ る 
汚れ る 


お 願い する 
する (エプロ ン を ) 
提出 する 
メモ する 
旅行 する 


高い (温度 が ) 


危な い 


28 


編む 

送る (人 を ) 
片付く 

違う 

連れ て 行く 
呼ぶ (うち に ) 


みる (宿題 を ) 


ご ち そ うす る 
紹介 する 
招待 する 


グラ シッ ツウ 
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課 動詞 グル ー プ 1 動詞 グル ー プ 2 動詞 グル ー プ 3 い 形 容 詞 な 形容 詞 

29 | いた だ く [も ら う ] か ける (電話 を ) 安心 する 心細い 
くだ さる さしあげ る 退院 する 
立つ ( 役 に ) 出かけ る 注意 する 

連れ て 来る 
入院 する 
びっ くり する 

30 | いた す 任せ る あい さ つ を する けっ こう 
いた だ く [食べ る ] する (和食 に ) 
いら っ し ゃ る [来る ] 拝見 する 
お いで に な る 
お っ し ゃ る 
お る [いる ] 

ご 覧 に な る 
取る (部 屋 を ) 
な さる 

参る [行く] 
参る [来る] 

31 | 受け 取る 聞こ える 案内 する 弱い (クー ラー が ) 確実 
済む 締め る 遠慮 する 悪い ( 音 が ) 楽 
楽し む で きる (写真 が ) 協力 する 悪い (天気 が ) 
迷う 乗り 遅れ る 来る (時 間 が ) 
持ち 込む 見 える 検査 (を ) する 

向け る チェ ッ ク イ ン す る 
燃え る 利用 する 

32 | 折る は ね る 感動 する すばらし い 
か む 戻っ て 来る 
こぼす 呼ん で 来る 
刺す 
叱る 
続く 
泣く 
は る 
踏む 

33 | 行う 合わ せる 見 学 する 細い 
の ば す 建て る 研究 する 

混ぜ る 出席 する 
生産 する 
誕生 する 
貯金 する 
輸出 する 
輸入 する 

34 | 洗う 活躍 する 柔らか い 見 事 
ある (体力 が ) 推薦 する 弱い ( 歯 が ) 
和 驚く 反対 する 
立つ 復習 (を ) する 
と る ( 魚 を ) 優勝 する 

35 | 謝る あわ て る 録音 する 悪い (具合 が ) 複雑 
ある (時 間 が ) 出る (電話 に ) 録画 する 

36 | か ざる お 見 合い (を ) する 
取る (ビザ を ) セッ ト す る 
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2. 関連 5 


※ 一 覧 の @ は 「 新 
また 「 初 級 1 第 


あ 


⑧ 物 の 授受 を 表 
私 は アル ン 
食物 の 授受 を 表 
私 は お お ぜ 
念 物 の 授受 を 表 
友達 が (私 
⑧ 好 意 の 授受 を 
母 : 誰が 
武 : 京子 
念 好 意 の 授受 を 
母 : 誰 
良子 : 起 
念 好意 の 授受 を 
武 さ ん に セ 
念 相手 が 目 上 の 
西田 先生 カ 
(私 は ) 西 | 
念 相手 が 目 上 の 
先生 の 奥 さ 
先生 の 奥 さ 


人 @ 自 分 の 意志 る 
経営 学 の 刈 


〇 まだ 実現 し 1 
懐中 電灯 
Sb 


な 形容 詞 


けっ こう 


見 事 


複雑 


2. 関連 文型 一 覧 


※ 一 覧 の 人 は 「 新 文化 初級 日 本 語 T・TT」 で 学習 する も の 、 〇 は 「 文 化 中 級 日 本 語 T」 で 学習 する も の を 表す 。 
二 大 [初级 第 3 課 一 1」 と は 、「 新 文化 初級 日 本 語 エ 」 の 第 3 課 文型 1 で 学習 する 文型 と いう 意味 で ある 。 


あげ る 、 も ら う 、 く れる 


⑧ 物 の 授受 を 表わす 「 あ げ る 」 [初級 I 第 24 課 一 3] 
私 は アル ン さ ん に チョ コレ ー ト を あげ まし た 。 

念 物 の 授受 を 表わす 「 も ら う 」 [初級 第 24 課 一 4] 
私 は お お ぜ い の 人 に お 中 元 を も らい まし た 。 

⑧ 物 の 授受 を 表わす 「 く れる 」 [初級 第 25 課 一 4] 
友達 が (私 に ) プー ル の 招待 券 を くれ まし た 。 

人 @ 好 意 の 授受 を 表わす 「 一 て くれ る 」 [初級 第 28 課 一 1] 

母 : 誰が この 写真 を 撮っ て くれ た の ? 

武 : 京子 さん が 撮っ て くれ た ん だ 。 

人 @ 好 意 の 授受 を 表わす 「 一 て も ら う 」 [初級 第 28 課 一 2] 

母 : 誰 に 送っ て も ら っ た の ? 

良子 : 武 さ ん に 送っ て も ら っ た の 。 

人 @ 灯 意 の 授受 を 表わす 「 一 て あげ る 」 [初級 第 28 課 一 4] 
武 さ ん に セ モー ター を 編ん で あげ る つも り で す 。 

@ 相 手 が 目 上 の 人 の 時 に 使う 「 く だ さる 」「 い た だ く 」 [初級 第 29 課 一 1] 
西田 先生 が (私 に ) 花 を くだ さい まし た 。 
(私 は ) 西田 先生 に 花 を いた だ きま し た 。 


@ 相 手 が 目 上 の 人 の 時 に 使う 「 て くだ さる 」「 一 て いた だ く 」 [初級 L 第 29 課 一 2] 


先生 の 奥さん が 洗濯 を し て くだ さい まし た 。 
先生 の 奥さん に 洗濯 を し て いた だ きま し た 。 


”意志 形 
@ 自 分 の 意志 を 述べ る [初級 第 20 课 一 1] 
経営 学 の 勉強 を し よう と 思っ て いま す 。 


〇 また だ 実現 し て いな い 状 態 を 表す [中級 1 第 3 課 ] 


懐中 電灯 を つけ よう と し た ん で す が 、 そ の 時 、 店 の 方 で 激しく ガラ ス の 割れ る 音 が し まし 


だ 。 


ミニ 


〇 は っ きり 固まっ て いな い 意 志 を 述べ る [中級] 第 4 課 ] 
実は 、 会 社 を や め よ うか と 思っ て いる ん で す 。 
〇 傾向 や 性 質 を 表す [中級 1 第 4 課 ] 
最近 の 人 は すぐ に や め よ うと する ん だ な あぁ あ 。 
今 の 人 は 、 自 分 を 会 社 に 合わ せ て 変え た よう と し な いん だ な あ 。 
〇 意志 が ある の に それ が で き な い こと を 表す [中 級 1 第 4 課 ] 
や め よ うに も や め ら れ な か っ た し ね 。 


受身 形 
信 述 惑 の 感情 を 伴う 受身 [初級 第 32 課 一 4] 
後ろ の の 人 に 押さ れ ま し た 。 
念 感情 を 伴わ な い 受 身 [初級 第 33 課 一 1] 
イン スタ ント ラー メン は 1958 年 に 日 本 で 初め て 作ら れ ま し た 。 


〇 「 ご れる 」「ー ら れる 」 を 使う 敬語 [中 級 1 第 2 課 ] 
先輩 は 大 学院 の 試験 を 受け られ る ん で すか 。 
〇 動作 を 受け る も の に 視点 を 置い て 述べ る 受身 [中 級 1 第 5 课 ] 
「 ウ ォ ー ク マン 」| と いう 名 前 は 、 普 通 の 名 詞 の よう に 使わ れ て いる 。 
〇 TA( 大 きい も の ) に B( 小 さい も の ) を 付け る 」「A( 人 ) に B( も の ) を 贈る 」 な どの 受身 文 
[中 級 1 第 5 課 ] 
ウォ ー ク マン に は 、 小 さい ヘッ ド ホ ン が 取り 付け られ て いる 。 
〇 受身 文 の 中 で 、 「 動作 を する も の 」 を 示す 助詞 [中 級 1 第 5 課 ] 
ウォ ー ク マン は 、1979 年 に ソニ ー に よっ て 開発 され た 。 


mW け ち に 
人 前 件 で 規定 され た 時 間 的 条件 内 で 後 件 の 動作 が 行わ れる こと を 表す [初級 第 36 課 一 2] 
日 本 に いる うち に いろ いろ な 経験 を し て みた ら ど う で すか 。 


〇 何 か を し て いる 間 に 、 変 化 が 起き る こと を 表す [中 級 1 第 7 課 ] 
橋 を 渡っ て いる うち に 、 江 戸 時 代 に タイ ム ス リ ッ プ し て いる よう な 気分 に な る と いう こと 
で す 。 


- 172 


⑧ 経 験 の 有無 
A : 結婚 
Bl 

い 

人 可能 性 が あ 
電池 の 方 


使役 受 』 
@ 相 人 の 意志 
新入生 は 


Oo グル = 
日 本 で 著 


どの 受身 文 
[中 級 1 第 5 


に 


] 


第 36 課 一 2] 


際 ② 計 いう こと 


形式 名 詞 「 の 」 
@ 動詞 の 十 が 好き で す 。[ 初 級 1 第 11 課 一 7] 
洋服 を 作る の が 好き で す 。 
@ 動詞 の 十 は 形容 詞 | で す 。[ 初 級 ] 第 18 課 一 1] 


朝 ご は ん を 食べ な い の は 体 に よく あり ませ ん 。 


〇 | 動詞 十 の 十 が プ は / も / を / に と ーー 。[ 中 級 1 第 4 課 ] 
どちら か と いえ ば 、 じ っ と し て いる の が 苦手 な ほう だ 。 


ー こ と が ある 
人 @ 経 験 の 有無 に つい て 述べ る [初級 第 22 課 一 2] 
A : 結婚 式場 で 仕事 を し た こと が あり ます か 。 
BS は あり ます 。 
いい え 、 あ り ま せん 。 
る ⑧ つ 可能 性 が ある こと を 述べ る [初級 I 第 26 課 一 3] 
電池 の 方 向 を 間違え る と 、 こ われ る こと が あり ます 。 


〇 可能 性 が ある こと を 述べ る [中 級 T 第 4 課 ] 
思い が け な い アイ デア を 出し て 人 を 驚か せる こと が あぁ る 。 


使役 受身 形 
る ⑧ 本 人 の 意志 に 関係 な く 、 他 か ら あ る 動作 を 強制 され る こと を 表す [初級 I 第 36 課 一 1] 
新人 生 は 、 先 輩 に いろ いろ な こと を させ られ ます 。 


〇 グル ー プ 1 の 動詞 の 使役 受身 形 の 異な る 形 [中 級 1 第 8 課 ] 
日 本 で 暮らし 始め て か ら は 、 過 剰 包装 に 悩ま され る よう に な っ た 。 
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今 自 分 以外 の 人 に 何ら か の 行為 を 強制 する [初級 第 34 課 一 2] 
広美 に 家 の 手伝い を させ まし た 。 

食 丁 寧 に 許可 を 求め る [初級 第 35 課 一 4] 
今日 の 講演 を 録音 させ て いた だ きた いん で す が …。 


〇 許可 を 表す [中級] 第 4 課 ] 
重要 な 仕事 も な か な か させ て も ら え な いし …。 


人 @ 物 事 が 度 を 越し て よく な いこ と を 言う [初級 ] 第 15 課 一 5] 
遠 す ぎ ま す 。 


〇 「~ す ぎる 」 の 名 詞 化 [中 六 I 第 8 課 ] 
ちょ っ と 遊び すぎ の よう な 気 も し ます けど …。 


ご そう 

人 伝聞 の 表現 [初級 1 第 17 課 一 6] 
天気 予報 に よる と 、 明 日 は 晴れ とき どき 曇り だ そう で す 。 

⑧ 物 や 事柄 の 外見 か ら の 印象 を 述べ る ( い 形 容 詞 ) [初級 第 23 課 一 1] 

そう で す 。 

く 人 な る そう で す 。 

⑧ 物 や 事柄 の 外見 か ら の 印象 を 述べ る (な 形容 詞 ) [初級 第 23 課 一 2] 

そう で す 。 

Bm 次 きそう で お 。 <〆 で は な きそう です 。 

人 @ 物 や 事柄 の 外見 か ら の 印象 を 述べ る (動詞 ) [初級 第 23 課 一 3] 
雨 が 降り そう で す 。 

久 自 分 の 能力 や 状況 か ら 判 断 し て 、 実 現す る 可能 性 が ある こと を 表す [初級 第 35 課 一 1] 
読め そう で す 。 

人 @ 自 分 の 能力 や 状況 か ら 判 断 し て 、 実 現す る 可能 性 が 少な いこ と を 表す [初級 第 35 課 一 1] 
読め そう に あり ませ ん 。 


無し 


便利 


〇 ある こと が 起き る 直前 の 状態 に な っ た こと を 表す [中級 第 1 課 ] 
語 を する 時 、 緊 張 し そう に な っ た ら リ ラッ クス する よう に し て いる 。 
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⑧ 前 件 に 仮定 性 が < 


空港 に つい た 
⑧ 予 想 し な か っ だ: 
駅 に 着い た ら 、 


〇 まだ 現実 に 起き - 
わか ら な い 言 3 
〇 現実 の 事実 と 違 
も し 、 あ の 時 3 


) 
@ 自 分 の 意志 を 述 ? 
東都 大 学 を 受 ! 


〇 ある こと を する 
10 年 は や め る ・ 


重く て 持て ま + 
OR TBE 
進路 が 決ま ら 7 


信人 の 動作 の 結果 
この 雑誌 に い 2 
⑧ 準 備 が 完了 し て し 
注文 し て あり 


35 課 一 1] 


第 35 課 一 1] 


_- と た ら 
念 前 件 に 仮定 性 が あま りな く 、 時 間 の 経過 に し た が っ て 当然 実現 する 事柄 を 述べ る 
[初級 第 31 課 一 3] 
空 汰 に つい な た だ たら すぐ に チエ ミッ クイ シビ じらし で くだ さい se 
⑧ 予 想 し な か っ た こと が 起こ っ た と いう 気持 ち を 表す [初級 IT 第 32 課 一 5] 
駅 に 着い た ら 、 も う 、 人 が お お ぜ い い まし た 。 


〇 まだ 現 実に 起き て いな いこ と を 仮定 し て 、 そ の 後 の 行 動 を 述べ る [中級] 第 1 課 ] 
わか ら な い 言 葉 が あっ た ら 、 ゆ っ くり 話し て も ら う 。 

〇 現実 の 事実 と 違う こと を 仮定 し て 、 意 見 や 願望 を 述べ る [中 級 1 第 1 課 ] 
も し 、 あ の 時 手紙 を 書か な か っ た ら 、 ど うな っ て いた で し ょ うか 。 


つも り 
@ 自 分 の 意志 を 述べ る [初級 T 第 20 課 一 2] 
東都 大 学 を 受け る つも り で す 。 


〇 ある こと を する 意志 が な いこ と を 表す [中級] 第 4 課 ] 
10 年 は や め る つも り は な いっ て 言っ て た の に 、 ど うし た の 。 


< て (原因 ・ 理 由 ) 
人 @「 一 て 、 一 で き な い 。」 と いう 文 で 、 後 件 の 出来 事 の 原因 と な る 状態 を 述べ る 
[初級 第 27 課 一 5] 
重く て 持て ませ ん 。 
信 困 っ て いる こと や 大 変 な こと 、 う れ し か っ た こと な どの 理由 を 表す [初級 第 34 課 一 3] 
進路 が 決ま ら な く て 心配 し まし た 。 


と て ある 
信人 の 動作 の 結果 と し て 物 が 存在 する 状態 を 視覚 的 に と ら え て 描写 する [初級 第 32 課 一 1] 
この 雑誌 に いろ いろ 書い て あり ます 。 
今 準 備 が 完了 し て いる こと を 表す [初級 II 第 36 課 一 3] 
注文 し て あり ます 。 
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ーー て いる 
人 @ 動 作 の 進行 を 表す [初級] 第 10 課 一 3] 

広田 さん は 、 今 、 電 話 を し て いま す 。 
@ 人 の 社会 的 な 状態 を 表す [初級 1 第 11 課 一 2] 

横浜 に 住ん で いま す 。 
る 人 の 服装 を 表す [初級 第 19 課 一 6] 

赤い T シ ャ ツ を 着 て いま す 。 
る ある 出来 事 の 結果 発生 し た 状態 を 表す [初級 I 第 27 課 一 1] 

璧 が 汚れ て いま す 。 
人 @ 動 作 や 出来 事 の 結果 の 状態 を 表す [初級 第 35 課 一 2] 

講演 会 は も う 始 まっ て いま すか 。 


〇 動作 の 継続 を 表す (現在 ) [中 級 1 第 3 課 ] 
ンジ 生 ー ケ ー 秋 を 見 て やま す 。 

〇 動作 や 出来 事 の 結果 の 状態 を 表す (現在 ) [中 級 1 第 3 課 ] 
ガラ ス が 割れ て いま す 。 

〇 動作 の 継続 を 表す (過去 ) [中 級 1 第 3 課 ] 
お 客 様 が お 二 人 、 指 輸 を 見 て いら っ し ゃ いま し た 。 

〇 動作 や 出来 事 の 結果 の 状態 を 表す (過去 ) [中 級 1 第 3 課 ] 


ガー ド マ ン が 懐中 電灯 を 持っ て 来 た 時 は 、 シ ョ ー ケ ー ス が 割れ て いま し た 


〇 位置 や 地形 な ど を 表す [中級] 第 6 課 ] 
新宿 は 東京 都 23 区 の ほぼ 中 央 に 位置 し て いま す 。 
〇 動作 の 繰り 返し を 表す (現在 ・ 過 去 ) [中 級 1 第 6 課 ] 
姉 は 週 3 回 英会話 教室 に 通っ て いま す 。 
甲州 街道 を 荷 馬 車 や 牛車 が だ 走っ て いた ん で す よ 。 


ー て し まう 


@ 意 図 し な か っ た こと が 起こ っ て し まっ た こと を 表す [初級 第 19 課 一 3] 


子供 が いな く な っ て し まっ た ん で す 。 
人 動作 が 完了 し た こと を 表す [初級 第 35 課 一 6] 
も う 読 ん を で し まい まし た 。 


* 176 


@ 条 件 を 満た し 
電源 を 入れ 
@ 口 数 や 頻度 を 
いく ら 読ん 


〇 逆説 の 仮定 表 
叔父 きん た 


⑧ 前 件 が 成立 す 


薄切り の 牛 
久道 を 説明 する 
己 己 记 起 


~ と eg 
る @ た っ た 今 そ の 
今 、 終 わっ 
念 何 か が 進行 し 
穴 が 開い て 
人 @ 動 作 や 行為 な 
ちょ うさ 今 


名詞 に 接続 し 
E77 
会 动词 现在 形 
安く 確実 に 


つて も _ 
信条 件 を 満た し て いる に も か か わら すず 結果 が 伴わ な い 場 合 の 条件 を 表す [初級 第 26 課 一 1] 
電源 を 入れ て も つか な いん で す 。 
念 回 数 や 頻度 を 表す 言葉 と 共に 、 努 力 を し た が 成功 し な いこ と を 表す [初級 第 35 課 一 5] 
いく ら 読 ん で も わか り ま せん 。 


〇 逆説 の 仮定 表現 の うち 予定 外 の 事態 が 起き た 場合 [中 级 工 第 4 課 ] 
引 父 きん た ち が 若 いこ ろ は そう いう 問題 が あっ て も 、 我 萌 し て いた ん だ けど ね 。 


~ 
人 @ 前 件 が 成立 する と 、 そ の 結果 後 件 で 述べ る 事柄 が 自然 に 5 ぅ | き 起こ され る 用 法 
[初級 I 第 12 課 一 6] 
薄切り の 牛肉 を 長く 煮る と 、 固 く な り ま す 。 
@ 道 を 説明 する 時 の 慣用 句 的 な 用 法 [初級 1 第 19 課 一 8] 
ここ を まっ すぐ 行く と 、 エ スカ レー ター が ご ざい ます 。 


oe 
⑱ た っ た 今 そ の 行為 が 終了 し た こと を 表す [初級 第 29 課 一 3] 
今 、 終 わっ た と ころ で す 。 
念 何 か が 進行 し て いる 状態 を 表す [初級 II 第 33 課 一 3] 
穴 が 開い て いな いか どう か 検査 を し て いる と ころ で す 。 
人 動作 や 行為 な ど を する 直前 の 状態 を 表す [初級 1 第 35 課 一 3] 
ちょ うど 今 始 まる と ころ で す 。 


一 在 口 
念 名詞 に 接続 し て 、 取 り 立 て の 意味 を 表す [初級 II 第 22 課 一 3] 
ピア ノ な ら 弾 け ま す 。 
念 動詞 の 現在 形 に 接続 し て 条件 を 表す [初級 II 第 31 課 一 1] 
安く 確実 に 行く な ら モ ノレ ー ル に 乗る と いい で す 。 


2 ん e = 


食 変 化 を 表す [初級 1 第 12 課 一 5] 
前 は さしみ が 嫌い で し た が 、 今 は 好き に な り ま し た 。 


〇 経過 し た 時 間 を 表す [中級 1 第 4 課 ] 
東都 銀行 に 勤め て 3 年 に な る OL。 


念 事 実 や 予定 な どか ら 推 測 し た り 予 想 し た り し て 自分 の 判断 を 述べ る (「 は ず 」 の 前 の 形 を 動詞 
の 基本 体現 在 に 限る ) [初級 第 19 課 一 5] 
この 近く に いる は ず で す 


〇 事実 や 予定 な どか ら 推 測 し た り 予 想 し た り し て 自分 の 判断 を 述べ る (「 は ず 」 の 前 の 形 に 制限 
を 加え な い ) [中 級 1 第 3 課 ] 
自動 ドア は 開か な か っ た は ず で す 。 


~ 

@ 前 件 が 成立 すれ ば 必ず 後 件 も 成立 する [初級 T 第 22 课 一 4] 
練習 すれ ば 、 弾 け ま す 。 

@ あ る 事柄 を 仮定 し 、 そ れ を も と に 後 件 で 話 者 の 判断 や 態度 を 述べ る [初級 第 35 課 一 8] 
忙し く な けれ ば 行き ます 。 


_ 名 詞 修飾 こ 
⑧ 名 詞 修 飾 (その 1) [初級 1 第 13 課 一 3] 
アル ン さ ん は 大 学院 で 経済 学 の 勉強 を し て いる 学生 で す 。 


① 文 構造 
名 詞 修 飾 節 が 述 部 に 来る も の 


アル ン さ ん は 大 学院 で 経済 学 の 勉強 を し て いる 学生 で す 。 
② 名 詞 に 接続 する 形 
大 学 で 建築 の 勉強 を し て いる 学生 
よく 勉強 する 学生 
③ 被 修飾 名 詞 
「 人 」 に 準ずる も の の み 


全 名 词 修饰 (その 
最近 、 朝 ご は 
① 文 構造 

名 詞 修 錠 
最近 、 
② 名 詞 に 
朝 ご に 
ま 2 
昨日 、 
③ 被 修飾 
「 人 」 
る や 詞 修飾 (その 
これ は 了 母 が 1 
志文 构造 
名 詞 修 人 
これ 
名 詞 修 人 
その 他 
ye * 
县 3 
② 名 詞 に # 
母 が 1 
私 た 1 
私 が 
(3) 被 修饰 4 
あら ! 


る や 詞 修 飾 (その 2) [初級 1 第 18 課 一 2] 
最近 、 朝 ご は ん を 食べ な い 人 が 増え て きた 。 
① 文 構造 
名 詞 修飾 節 が 主 部 に 来る も の 
最近 、 朝 ご は ん を 食べ な い 人 が 増え て きた 。 
② 名 詞 に 接続 する 形 
朝 ご は ん を 食べ な い 人 
まだ 、 辞 書 を 買っ て いな い 人 
昨日 、 欠 席 し た 人 
の 前 の 形 を 動詞 3③ 被 修飾 名 詞 
「 人 」 に 準ずる も の の み 
る 名 詞 修 飾 (その 3) [初級 第 21 課 一 5] 
これ は 母 が 作っ た お 菓子 で す 。 
の 前 の 形 に 制限 了 D 文 构造 
名 詞 修飾 節 が 述 部 に 来る も の 
これ は 母 が 作っ た お 菓子 で す 。 
名 詞 修飾 節 が 主 部 に 来る も の 
私 が 明日 訪問 する お 宅 は 、 三 鷹 駅 の そば で す 。 
その 他 
ファ ッ シ ョ ン の 専門 学校 の 文化 祭 で 、 学 生 が 作っ た 服 を 買い まし た 。 
武 : どこ で お 茶 を 飲み か ましょ うか 。 
第 35 课 一 8] 良子 : 先週 行っ た 店 へ 行き ませ ん か 。 
② 名 詞 に 接続 する 形 
母 が 作っ た お 菓子 
私 た ち が 泊 まる ホテ ル (未来 ) 
私 が 今 勉強 し て いる 学校 
③ 被 修飾 名 詞 
あら ゆる も の 
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〇 名 詞 修 飾 (その 4) [中級 1 第 6 課 ] 
この 町 づく り は 、1960 年 に 東京 都 が 発表 し た 「 新 宿 副 都心 建設 計画 ] に よっ て スタ ー ト し 
まん きり 
① 文 構造 
名 詞 修飾 節 が 主 部 に 来る も の 
日 本 の 大 学 や 専門 学校 に 進学 する 外国 人 学生 は 、 毎 年 増え て いま す 。 
その 他 
今度 使う 教科 書 を 買い に 、 大 きい 本 屋 へ 行っ た 。 
去年 、 友 達 と 北海 道 に 行く 計画 を 立て た が 、 実 現し な か っ た 。 
私 が 小学 校 を 卒業 し た 年 に 、 第 が 生ま れ ま し た 。 
私 は 、 飛 行 機 の 時 間 に 遅 れ て 乗れ な か っ た 経験 が あり ます 。 
② 名 詞 に 接続 する 形 
いつ も 行く 喫茶 店 
今度 使う 教科 書 (未来 ) 
昨日 友達 が くれ た 本 
(3) 被 修饰 名 词 
あら ゆる も の 
〇 名 詞 修 飾 (その 5) [中 級 1 第 6 課 ] 
リー さん は 日 本 語学 校 で 勉強 し て いる 留学 生 で す 。 
① 文 構造 
名 詞 修飾 節 が 述 部 に 来る も の 
リー さん は 日 本 語学 校 で 勉強 し て いる 留学 生 で す 。 
名 詞 修飾 節 が 主 部 に 来る も の 
私 が 今 勤め て いる 会 社 は 、 小 さ な 貿 易 会 社 で す 。 
② 名 詞 に 接続 する 形 
私 が 今 勤 め て いる 会 社 
私 が 20 年 前 に 勤め て いた 会 社 
③ 被 修飾 名 詞 
あら ゆる も の 
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⑧ 行 為 が 完了 し た 
A : も う 学 校 

は い 、 

いい え 

久 動 作 や 状態 が 納 
A : まだ 痛い 

B : いい え 、 


⑧ 比 中 を 表す [ 初 
玉生 人 和 


信 今 ある 状況 を 根 


最近 忙し い 


る ⑧ 比 嘩 を 表す ( 動 
2 
みた い に 


ロボ ッ ト が ま 
あの 時 計 の よ 


〇 例 を 示す [中 統 
今 み た いな ア 


_。 も う / ま た 
馬 5I で スタ ー ト し 急行 為 が 完了 し た か どう か を 尋ね る [初級 1 第 11 課 一 10] 
A : も う 学 校 を 決め まし た か 。 
は い 、 も う 決 め ま し た 。 
いい え 、 ま だ 決め て いま せん 。 
9 ⑧ 動 作 や 状態 が 続い て いる か どう か を 尋ね る [初級 1 第 16 課 一 2] 
A : まだ 痛い で すか 。 
B : いい え 、 も う 痛 く あ り ま せん 。 


よう デ 〆 みたい 
価 比 胡 を 表す [初級 II 第 31 課 一 5] 
2 ET 
| みた いで す 。 
今 ある 状況 を 根拠 に し て 、 あ る 事柄 に つい て 話し 手 の 主 観 的 な 判断 を 述べ る 。 
[初級 第 32 課 一 2] 
よう で す 。 
みた いで す 。 
今 比 層 を 表す (動詞 、 形 容 詞 、 名 詞 に 接続 する 形 ) [初級 第 33 課 一 2] 
の よう に 


最近 忙し い 


の よう に 
みた い に 
あの 時 計 の よう な も の は 何で すか 。 


ロボ ッ ト が まる で 人 間 歩い て いま す 。 


〇 例 を 示す [中 級 1 第 2 課 ] 
今 み た いな / (の ) よう な 時 は 、 何 と 言え を ば いい ん で し ょ うか 。 
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